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まえがき 
本報告書はྫ࿪ 4 年度࿟人ฯ健事業推進ඇ等ึ助ۜ࿟人ฯ健健康ଁ進等事業ʰ若い世代

（学生等）による高齢者の生活支援に関する௒ࠬ研究事業ʱの事業をまとめた報告書であ
る。 
わが国では、ྼ࢛上、例をΊないଐ度で社会の高齢Կが進ఴしているが、その中で、高

齢者の生活の࣯や生きていくଜݭをगり、できるだけेΊ׵れた地域で、ࣙ෾らしい฽ら
しをしていくことは、現ࡑの社会的な໪ඬである。そのためには生活のన઀でච要な支援
を得て、ࣙ立してຘ日をૻることができる社会でなくてはならない。この社会的な໪ඬの
ୣ成のために、医療、ղޤのै実がはかられてきたものの、現実には医療、ղޤのはざま
に生ͥる高齢者の生活支援のニーθをいかにຮたすかが大きな社会的課題となっている。
本事業はこうした現実の中で、学生等の若い世代がༀׄをՎたすことができるのではない
かというՀઈのもとに、ߨわれた実践的なखりૌΊである。このखりૌΊの中では、高齢
者の主؏的幸ෳ感に関するેخ௒ࠬをもとにして、高齢者の生活支援のあり方を検討した。
また、先駆的事例を௒ࠬして、世代間交流を࣢とする高齢者支援の推進のϐントを探った。
さらに、ॊ来の、学生による高齢者支援と地域交流のౖୈをもとに、ϭーキンググループ
を立ち上げて学生の成長や日常との関連から実践例をとりまとめた。これらの事業から、
そのΦッセンスをப出して事業課題で求められている｢どの地域でも実践可能な若い世代
の参加を促進するマニュアル｣をとりまとめたものである。｢どの地域でも実践可能な｣఑
案が求められることから、学生਼の多い都ࢤ部だけでなく、中山間地域のգ૆地域におい
ても世代間交流を実践してその໲題や課題についても検討を加えた。若い世代による高齢
者の生活支援については、さまざまなࢾΊが࢟まっているものの、社会的にはまだまだ関
心は高くない。また、高齢者のおࠖりごと支援が、そのまま高齢者の生活支援やࣙ立支援
に௜結しているかのようなޣմも少なくない。この報告書がこうしたয়ڱのրવに少しで
もر༫することを願ってやまない。 
この事業では、近畿厚生局をはじめ、都ࢤ部の社会ෳ٠ڢࢳ会、およ;生活支援コーデ

ィネーター、高齢者を中心とした NPO、ࢤのߨ੕、高齢者の生活支援のためにϗンチャー
としてً業している関ܐ者等、こうした方໚に໎るい学識ݩܨ者など多くの方々にお世࿫
になった。また、中山間地域においても、地ݫの社会ෳ٠ڢࢳ会、生活支援コーディネー
ター、医療関ܐ者、ղޤ関ܐ者、ଞのߨ੕関ܐ者のևさんに、温かい支援を頂戴した。さ
らには、日本世代間交流学会のメンバーにも支援を頂戴した。あらためて感謝を申し上げ
たい。 
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ᶙ 事業֕要 
1ɿ 事業のഐܢ   
1) 高齢者の生活支援の໲題・・・ٺٻ事例から・・・ 
本事業のഐܢとして、現ࡑの医療・ղޤではगり઀れない高齢者の໲題がある。本事業

のきっかけとしてٺٻ医療の現場からのৄ言が、大きな要Ҿとなっている。Ծىは現場の
、の؏点からޤ人৚報ฯݺ、からのৄ言の一部である。実例であるが࢞ໍٻٺٻ、医ٺٻ
े所等をࡡঈし年齢等を加޽した。また৆ࡋをׄѬしてҵ࿫的なストーリーとした。 
 
1ɿ84  （医からのৄ言ٺٻ） の஋੓ࡂ
主૎ʁࠖٷݼೋ 
現බྼʁಧષのࠖٷݼೋにて、ٺٻ൘ૻを要੧した。 
ӹ検ࠬ、X݄ٺە、൘ૻされるた;にٺٻ գʁܨ તࡳӪをणけ、当௜医から心ഓないと
ઈ໎をणけ、ؾ୒するというΦϒλードを܃りศしている。 
ഐܢʁಢڋであるが、日常生活はࣙ立している。ただし、੓֪はئ໐で地域でもݿ立して
いる。しかし、໹間になると෈҈でࠖٷݼೋとなり、ٺٻ൘ૻをғབする。 
 
2ɿ89  （からのৄ言࢞ໍٻٺٻ） のঃ੓ࡂ
主૎ʁ全ਐ᷼ଷ 
いൾ࿓感があったが、がまんしていた。しかし、໹が΀けてくると、次کからࠃգʁ༨ܨ
第に෈҈感がଁしてきた。ଁ大する෈҈感のために、मເすることができͥ、ついにޗ઴
3 に࣎ 119 ൬をࣙ෾でコールした。 
ഐܢʁಢڋであるが、݀してबҕからݿ立しているわけではない。༨ࠃから全ਐ᷼ଷを意
識していたが、医療機関に໐࿯をかけてはいけないと感じ、णਏをԗ慮していた。しかし、
෕段から෈ເでೲんでいるとともに、この日には、ເったらそのままࢰんでしまうのでは
ないかという໅८する෈҈のためにٺٻऄをコールするにࢺった。 
 
3ɿ90  （医からのৄ言ٺٻ） の஋੓ࡂ
主૎ʁԾࢸのこ΋らがえり 
のこ΋らがえࢸのこ΋らศりをًこしていたが、この日は、ྈ側のԾࢸգʁもともとԾܨ
りをًこして動けないためٺٻ൘ૻをғབした。බ院で、ਐ体的にٺە੓の高いয়ସでは
ないことが確೟され、温めることで঳য়がրવしたためؾ୒した。 
ഐܢʁ౛場になるとࣙ୒でじっとしている。Ծࢸの۔೓がᙴᏂして、しばしばこ΋らがえ
りとなるため、近医の੖ܙ外Ռをणਏしていた。༂をॴ方されていたが、ྮצがکいࣙ୒
で、こ΋らศりをًこすというয়ڱはրવしなかった。その後ある日、大Ḳࠐᰏ部ࠐ઄を
ًこしてٺٻ;࠸൘ૻされ、घ術をणけることになった。 

7



8 
 

 
4ɿ85  （医からのৄ言ٺٻ） のঃ੓ࡂ
主૎ʁݲ関先で動けなくなった 
関先で動けなくなっている本人を൅ݲ、գʁいつも心ഓして๜໲してくれる近所の方がܨ
してݡ 119 ൬通報した。බ院では全ਐ的に大きな໲題はないことを確೟したが、ྙ۔ఁԾ
がஸしかった。そこでリハϑリテーションのγーϑスをणけることを఑案したが、本人が
 。୒となったؾ൳したため、そのままڍ
｢ڋ日中ಢ｣するため、いわΑるۊพ。໊෋෌はຘ௉出ࢰഓ۰者とは。ڋգʁ໊෋෌とಋܨ
のয়ସである。地域は大都ࢤのे୒֙でコϝュニティは高齢Կしているが、地域े຿ಋ࢞
のޕ助は活൅で、日常生活上もࠖりごとがあればචͥ୯かが助けにいくয়ڱにあった。໊
෋෌の近所の඲൓もѳくない。しかし、そのためか本人はਐ体活動をݑがる੓ผが次第に
くなり、໊෋෌の献ਐや、近所のおࠖりごと生活支援がघ厚くなればなるほど、ਐ体機ک
能がਲえていくというয়ڱが進んだ。 
 
 事例のմઈٺٻ (2
本事業のきっかけには、高齢者の生活支援の໲題としてٺٻ医療の現場からූか;上が

ってきた課題がある。࢞ໍٻٺٻをはじめとするٺٻऄのクルーは、かつて高度成長࣎代
には࿓ࡄや交通事ބによるউබ者の൘ૻやプレホスϒタルίアに๫ࡶされてきた。しかし、
高齢Կ社会をܶえた現ࡑ、その༹૮は一รして、਼多くの高齢者の生活支援の໲題や໅८
に๫ࡶされるようになった。たとえば、高齢者෋෌から৺たきりのഓ۰者がϗッドからཚ
ちたといったίースはୄٺٻ員であれば日常的なݩܨであるという。ただし、このような
場合の 119 ൬要੧は、໹ൔが多いという。ୄٺٻ員からΊれば日中は、近ྣでՁらかのޕ
助がߨわれているのではないかという。例 1、例 2 のようなίースは、ϗッドからཚちた
というだけではなく、෈҈にともなうਐ体঳য়が生じているために、どうしても医療機関
に൘ૻするච要が生ͥる。しかし、൘ૻされたබ院の当௜医から、｢なͧ、この࣎間ଵな
のʃ｣という指摘をणけることもめͥらしくないという。実際には、ୄٺٻ員もまた、その
ようなٛ໲を࣍っているが、なかなかコールした本人に໲うことはできない。たとえば、
例 2 のίースでは、ޗ઴ 3 じてߪ間ଵに෈҈が࣎という࣎ 119 ൬通報にࢺったものである
が、ເれないものの、ເってしまったら್度と໪がְめないのではないかというکい෈҈
があり、໲い٩めても本人の෈҈をますますଁ大させるばかりである。 
෈҈感が高じてٺٻ医療機関をཤ༽する高齢者は、日常的にも݀して少なくない。日中ಢ
になった場合に、෈҈のためにڋ 119൬ではなく、ࣙ らٺٻ外来をणਏする高齢者もいる。
しかし、ࣙらٺٻ外来を๜れた場合も、ٺٻ൘ૻされた場合も、多くの医療的なघ段がࠞ
本的なմ݀にはԗいということが、リϒーターを生΋原Ҿとなっている。ٺٻऄを運༽す
るୄٺٻ長は、ٺٻ医療機関から｢なͧ、この࣎間ଵなのʃ｣と指摘をणけることがあるが、
ਏ療におけるٺٻ、にとってはࢥਏ療部長やその໹の当௜੻೜医ٺٻਏ療に੻೜あるٺٻ
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disposition に௜໚する。これは、その׳者を೘院させるか、ؾ୒させるかという医学的な
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意識であったりすることは、今日のٺٻ医療では਼多くݩܨするとこΘである。例 3 では、
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る໊෋෌も、本人に献ਐ的にघ厚い援助をし、近ྣの方々も支援していた。しかし、本人
の動きたくないという意識は、ますます高じていくという໅८を生じている。 
 
 事例からΊた本事業のఴ開ٺٻ（3
これらの事例は、ත山の一ֱであるが、若い世代（学生等）による高齢者の生活支援の

あり方に重要なϐントを༫えるものである。たとえば例 4 にあるように、高齢者ࣙਐのཋ
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かえって高齢者のࣙ立からԗいとこΘに高齢者を導くことになりか͸ない。本事業の໪的
は、ޕ助の担いघを、単に若い世代に求めようというものではない。短絡的な生活支援で
はなく、｢若い世代と高齢者との世代間交流｣のあり方から、高齢者にとっても、若い世代
にとっても、Win-Win の関ܐに結;つく支援のあり方をໝࡩする事業である。 
“whicker まごとも”の山本ஒ一氏は、若い世代の一人であるがً業して高齢者の生活支援
のため学生と高齢者をマッチングをするϑジネスをߨっている。൶は参ժする学生に対し
て、対Ԣする高齢者を｢おٮ｣としてѽうことにないように研रでఽえているという。高齢
者は、学生に対してղޤฯݧ外γーϑスの఑ڛに対して対価を支෹っているが、݀してそ
のγーϑスは、かΑいとこΘにघの಩くような生活支援ではなく、もっと対等な関ܐによ
るものである。ॊって、｢まごとも｣という໌সとなった。このような視点は、本事業にご
としても特に重要なポܢ通であり、本事業のഐڠ、者のևさんにྙڢいただいた研究ྙڢ
΢ントと考えられる。 
಺ྒྷݟ山添ଞの社会ෳ٠ڢࢳ会のӞي寿氏は、本事業において山添ଞでの৿ܗコロψϭ

クチンંझで、学生による支援として学生による高齢者のΦスコートをコーディネートし
ていただいた。その際に、ϭクチンંझの支援だけではなく、ഛい෼などにච要な日常的
なҢ動の支援をこの中山間地域でߨう可能੓はどうかとਚ͸た。すると、もし、学生がࣙ
෾のऄもちいてવ意で山添ଞの高齢者をૻܶしたりしたら、それはとてもݧثなことであ
るとの指摘をいただいた。確かに山間地域のಕ࿑を運఺に׵れない学生がૻܶしたとした
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ら一定のළ度で事ބがًこることはචࢺであΘう。すなわち、若い世代による高齢者の生
活支援とসして、҈ҝな௜ં的な生活支援が、若い世代と高齢者の૔方をݧثにさらすこ
とになるのである。それに対して、Ӟ氏がघഓいただいたෳࢳタクシーに৒って、ંझΦ
リアにやってきた京都橘大学の学生と山添ଞの高齢者がどちらともなくرり添ったࢡは、
とてもඏ঺ましく事業のఴ開を༒ـͰけるものであった。本事業のシンポジΤムは、｢若者
と高齢者の関ܐ੓｣とসして、｢高齢者は“支えられる”ଚࡑなのかʃ｣というテーマであった。
本事業のഐܢとして、高齢者の生活支援が、単९に、高齢者の日常生活のおࠖりごと支援
ではないことは、事業を通じて関ܐ者の一ؑした೟識である。 
 
4）世代間交流のٌ੽ 
本事業では、高齢者のϏートψーとして、若い世代（学生等）をѽったが、高齢者の

生活支援は、本来は、߁い視野から၈ᛎできる。わが国では、高齢者をターΰットにした
世代間交流のア΢デアは、1960 年代からはじまったといわれるが、最近にࢺるまで、世
代間交流の主な対েは、｢子ども｣であった。また、その内容は、当ॵは΢ϗントやߨ事に
よるࢆ൅的なものであったと推଎される。1980 年代より子ども༽のࢬઅと高齢者༽ࢬઅ
が౹合されたࢬઅがΊられるようになった。さらに、1997 年には、ช部Ռ学঴の中ԟ教
ү৻٠会の｢21 世نをఴ望したըが国の教үのࡑり方について （中ԟ教ү৻٠会第್次
౶申）｣において、｢高齢社会に対Ԣする教үのࡑり方｣がまとめられ、学ߏ教үに中での
高齢者との交流を学ߏ教үにखり೘れることが具体Կされている。具体的な体ݩ活動とし
ては、地域や学ߏの実ସにԢじ、༰கԄや小学ߏの段階においては、地域の高齢者を学ܵ
会や運動会などの学ߨߏ事などにড待したり、高齢者ෳࢬࢳઅを๜໲し、高齢者の๝かな
体ݩにخͰく࿫をซくなどの高齢者とのৰれ合いをߨうプログラムが఑案され、さまざま
なखりૌΊがߨわれるようになった。ただし、これは、高齢者に対する支援だけではな
く、子どもに対する教ү的視点もکい。
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chuuou/toushin/970606.htm 
しかし、実際は、このような教ү的視点は、若い世代（学生等）による生活支援につい

ても、ಋ༹に重要である。 
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2ɿ事業の໪的  ・・・高齢者は支えられるଚࡑかʃ 生活支援が意ັするとこΘとはʃ 
本事業の໪的は、｢学生をはじめとする若い世代がΩリキュラムや、課外活動等を通じて、

高齢者に対する生活支援や地域コϝュニティへの貢献をߨうखりૌΊがԃ׊にまた継続的
に実ࢬできるためにච要な要Ҿを௒ࠬ・෾ੵする。｣ことである。若い世代が、あらたに高
齢者の生活支援をߨうにあたっては、地域特੓をॉ෾に考慮し、生活支援コーディネータ
ー等の高齢者の生活支援にܐる人々との連携をもち、活動することが求められる。そのた
めに、第一段階として、ેخ௒ࠬとして全国の 1 ຬ人の高齢者（65 ؏Ґ上）を対েに主ࡂ
的幸ෳ感に対する༩ඍ௒ࠬをߨい、րめて生活支援の໪的を確೟した。ここで得た結Վを
もとに、そのՀઈを検ৄすべく全国の生活支援にܐる先駆的事例のफ集およ;΢ンタϑュ
ー௒ࠬをߨった。また、実践による検ৄをߨうため、6 つのϭーキンググループによる大
学教үにおける実践をߨった（当ॵは 4 つのグループだったが、可能なݸり൜༽Կ・一ൢ
Կをめざす意ັで 6 つのグループにଁ加した）。これらの௒ࠬ研究結Վの集大成としてマ
ニュアルの作成をߨった。 
一ൢに、｢高齢者ʻ支えられるଚࡑ｣と೟識され、その支援の方๑や担いघ確ฯをどのよ

うにߨうかに஭໪が集まりがちである。しかし、高齢者には若者に෈ଏしているさまざま
なものを࣍っており、高齢者と若い世代はึ׮的でܛޕ的な関ܐをߑ஛できる可能੓があ
る。このような世代間交流を઴఑とした高齢者の支援の可能੓を໎らかにすることが本事
業の໪的である。 
そのために次のような໪的に෾けて事業を実ࢬした。 
໪的 1ʁ高齢者の主؏的幸ෳ感のેخ௒ࠬ 
໪的 2ʁ先駆的事例集のฦ集 
໪的 3ʁ大学における教үと高齢者の支援プログラムのための実践 
໪的 4ʁ若い世代の参加を促進する｢マニュアル案｣ 
これらの໪的にԌって、本研究事業では、໪的 1 から໪的 4 までのࣁྋ、成Վデータ、΢
ンタϑュー内容等を本報告書としてใׇして集੷するとともに、໪的 2 については、先駆
的事例集としてಢࣙに࡯子Կした。また、໪的 3 については、໪的 1 での全国௒ࠬにおけ
る高齢者の主؏的幸ෳ感の結ՎからのஎݡにもとͰき、大学教үにおける実践をߨい、大
学教үの教ү現場における実装の成Վをまとめた。本事業のためのシンポジΤム｢高齢者
は“支えられる”ଚࡑかʃ｣では、このような໪的 1 から໪的 3 までの成Վを༧合して、各ϭ
ーキンググループの活動の実ସや成Վをとりまとめた。その成ՎにもとͰき໪的 4 の若い
世代の参加を促進する｢マニュアル案｣のخ本的なコンセプトを٠࿨した。これにخͰき、
事例集、大学教үにおける実践から、Φッセンスをப出して若い世代の参加を促進する｢マ
ニュアル案｣をಢࣙの࡯子としてもまとめた。 
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̑ɿ事業の֕要・・・マニュアルにࢺるまでのఴ開と֕ྲྀ 
本事業の最終໪ඬは、h どの地域でも実践可能な“若い世代の参加を促進する高齢者の生

活支援マニュアル案ʱを఑示することである。 
そのために、໪的 1ʁ高齢者の主؏的幸ෳ感のેخ௒ࠬ、໪的 2ʁ先駆的事例集のฦ集、
໪的 3ʁ大学における教үと高齢者の支援プログラムのための実践がどのように、このマ
ニュアルに向けて、ఴ開したかをਦ示する。

 
なお、このਦでは、実際に事業で௒ࠬを実ࢬしたプロセスにあたる部෾を主として੪で示
した。 
このਦの全国ેخ௒ࠬでは、高齢者の主؏的幸ෳ感を 1 ຬ人の高齢者を対েに௒ࠬし

検討し、高齢者の主؏的幸ෳ感が高齢者ࣙਐの社会的活動と関連しており、単に௜ં的な
おࠖりごと支援ではないのではないかというՀઈを໎確Կした。そのՀઈにもとͰき、大
学教үにおける実践を各ϭーキングで実ࢬした成Վを໎らかにした。また、先駆的事例集
としてଠの地域でのಢࣙ੓の高い事例をफ集した。それらの中から૱࿨的なデータを各ϭ
ーキングの成Վからまとめるとともに、ݺพのόΤハΤを各ϭーキングの実践からப出し
た。また、先駆的事例集は、各地でಢࣙ੓のある活動をߨっているグループからの報告で
あり、ここからも、そのΦッセンスをப出した。 
 
̏）໪的̏に関する֕要 
本事業の໪的̏である高齢者の主؏的幸ෳ感のેخ௒ࠬでは、全国の 65 Ґ上の஋੓ࡂ

5000 人、ঃ੓ 5000 人の合ܯ 10000 人を対েに、΢ンターネットでໃހࣙ໌ى回౶ࣞ web
௒ࠬを実ࢬした。௒ࠬの໪的は、高齢者がࣙ෾ࣙਐをどのఖ度幸ෳだと実感もしくは೟識
しているかを主؏的幸ෳ感というऊ度で଎定し、回౶者の଒੓や活動য়ڱ等と関連してい
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̏）໪的̏に関する֕要 
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るかを໎らかにすることである。主؏的幸ෳ感（Subjective well-being）とは、もともと࿟
年学関連で࢘われてきた֕೨だが、心ཀྵ学྘域では今日、高齢者Ґ外の集団でも࢘われる
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̐）໪的̐に関する֕要 
本事業の໪的̐では、若い世代（学生等）による高齢者の生活支援の先駆的事例をฦ集

した。これにより、どのような“しかけ”や“はたらきかけ”が、高齢者の生活支援に、若い世
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ともわかった。 
すなわち、 
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ʰື着ܗʱ・・・高齢Կが進΋団地や地域に若者がे΋、といったスタ΢ル。 
ʰڋ場所఑ܗڛʱ・・・高齢者や若者が集える場をઅけ、常࣎開๎するスタ΢ル。 
ʰ駆けつけܗʱ・・・高齢者がࠖったとき等に若者が๜໲しγポートするスタ΢ル。 
ʰ΢ϗントܗʱ・・・΢ϗントを開催し、交流機会をઅけるスタ΢ル。 
である。 
このうち、ື着ܗ+΢ϗントܗとしては、ਈ಺川大学γッΩー部のʲ஝山団地プロジΥク
トʳ、ਈ಺川ेݟ୒ڇڛ公社のʲ༹々な大学との連携による団地࠸生ʳ、๼քಕࡵຊࢤʶ
๼੗学Ԅ大学のʲもΊじୈ団地プロジΥクトʳ、೟定 NPO ๑人である֙ ing 本ڹのʲ書
生生活ʳが֚当した。また、ڋ場所఑ܗڛʶ΢ϗントܗとしては、一ൢ社団๑人であるえ
んがおの    ʲ高齢者と若者のڋ場所ʳ、๝中社会ෳ٠ڢࢳ会のʲ๝中あ͛りʳが֚当し
た。 
さらに、駆けつけܗʶ΢ϗントܗとして、社会ෳࢳ๑人 ΑうΑうのʲ学生と高齢者をつ
な͛地域活動ʳをとりあげた。また、ࣞה会社 Liberty Gate のʲアシスタʛ高齢者と若
者のマッチングʛʳ、એཁঐՌ大学 人間社会学部 ʲ高齢者を対েとした生活支援γー
ϑスのマネジメントシステムߑ஛ʳ、Ԯ山ݟ立大学  学生γークル TAMAGO のʲघ作
りอ当プロジΥクトʳが֚当した。 
΢ϗントܗとしては、Community Nurse Company ࣞה会社のʲ地域おせっかい会
٠ʳ、໌ࢤر立大学  ʲおばあちΎんがఽえたいघ作りレシϒʳをとりあげた。  
これらの事例からப出された事業継続のポ΢ントは、̏ ɿつな （͛コーディネート ・ マ
ッチング）、ܨ営（マネジメント）、場（社会的΢ンフラ）、ֺし΋（Φンジョ΢）、ݺ      
（΢ンディϑジュアル）、地域૓生（コϝュニティデδ΢ン）である。 
まͥ、今回の事例を通して໎らかなのは、人々をつな͛コーディネーターがଚࡑするとい
うことである。༹々な人々をつないでԿ学ൕԢをًこすキーマンが重要であり、世代間交
流の継続を考える࣎、つな͛人（コーディネーター）のଚࡑとその後継者の཈成がΩάに
なる。 
次にܨ営が重要である。たとえば、活動を継続していくには、ۜࣁがච要で、各事例で、

੕から助成ۜߨうことでߨ෋されていた。地域貢献活動を޽஛することもߑ൭をخ的ࡃܨ
を得たり、ߨ੕から業ແ委୙をणける。また、೟定 NPO ๑人になることで、ݺ人やة業
からر෉をणけやすくすることで、ࣙૺを実現Կしている事例もあった。 
ʰ場ʱも重要であった。ݿ立する可能੓があるのは高齢者だけではなく෈ౌߏや社会にな
じめない若者、進学のため一人฽らしをする学生もಋ༹で、健全な社会的΢ンフラを఑ڛ
することで、ҡ世代の生活支援につながっているという例もΊられた。 
さらに、ほぼすべての事例でफ़べられている重要なキーϭードは、ʰֺしくないと続かな
いʱであった。若い世代も高齢者もともにֺし΋ことができることは、継続に続くという
ことが示唆された。若い世代の΢ニシアティϔを୥わないこと、ްՎ的な動機෉けをする
こと、ୣ 成感を得られるようにすること、若者がࣙらの成長を実感できるようにすること、
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などはֺしんで活動できる場を఑ڛしていく伶であった。 
地域で฽らすݺ人がଜ重され、高齢者も若者も、ޕいにݺとݺがつながっていくことでូ
が生まれ、҈全で҈心な生活がもたらされるという઴఑は、各事例で確೟された。 
や、ࣙਐの社会的活動にғଚすڧ௒ࠬでも、高齢者の主؏的幸ෳ感がबҕの社会的؂ેخ
ることが、示唆されたが、ʰ地域おせっかい会٠ʱにあるように、地域͛るΊの活動が重
要であることが事例より示されていた。まとめると次のような֕ྲྀਦとなる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

෨ӧಈ፯֊׎׈֊֢たฌ༉৖୪ጺ継続のؒ׽بי 

̑）໪的̑に関する֕要 
本事業の໪的̑は、実際に大学における教үと高齢者の支援プログラムを実践した場

合の、घごたえや、検ৄ内容を示したものである。 
本事業の中で実践されたプロジΥクトの教ү的Ғ஖Ͱけや、ॊ来からのܨҤをਦに示す。
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この中で最もӊのʰまちͰくり研究会ʱについては、大学全体で長年കってきたخ൭的活
動であり、今回の事業ではそれҐ外の̔つのプロジΥクトをとりあげた。今回、単年度事
業ではあるが、現実には、この事業のためにΩリキュラムԿした医学֕࿨をのͩけば、す
べてʰ६ඍʱ期間をܨてきたプロジΥクトである。いͥれも学生と高齢者のかかわりをテ
ーマにした教ү活動である。先駆的事例はいͥれも、教ү活動というよりひとつのϑジネ
スఴ開、地域事業ఴ開ともいえるが、໪的̑では、教員がղࡑしてఴ開している点がҡな
る。たとえば、໪的̏、໪的̐で、高齢者ࣙਐの社会的はたらきかけと、ʰֺし΋ʱこと
の重要੓が示唆されたが、医学֕࿨の授業では、学生と高齢者のよりֺしいコϝュニίー
ションの要ોをܙସોմੵを༽いて௒ࠬした。この授業は、今年度、導೘された 1 学年
のための授業であるが、ޤ؅お助けୄは、各学年で重૜的に実ࢬしていることから、学生
の成ज़や成長にともなうรԿに関するմੵをおこなっている。体ྙ଎定教࣪、ものͰくり
教࣪（2021 年からはオンラ΢ンものͰくり教࣪）、म࿓的支援では、高齢者が社会活動
をߨうߨҟを学生が支援するものであり、໪的̏のஎݡとݼԢしている。教ү活動ܙସと
しては、ޤ؅お助けୄがචरの実सにૌΊ೘れられていたが、医学֕࿨は 1 年生に対す
るમ୔授業であった。体ྙ଎定教࣪は、౏中から単ҒԿされるようになりમ୔ԍसにૌΊ
೘れられている。それҐ外は課外活動として推進されているが、κϝψール学生の参加や
ଖ業࿨ชでのࡒྋとしてもѽわれている。学生γークルのようなܙସをとっているまちͰ
くり研究会も実際は、学生学会という大学支援ૌ৭の学生団体のひとつとしてҒ஖Ͱけら
れている。なお、ਦのΩラムはそれͩれの学Ռによって৯෾けされており、ϒンクがޤ؅
学部（ޤ؅学Ռ）、ϔルーが健康Ռ学部（ໍٻٺٻ学Ռが主体）、΢Φローがཀྵ学療๑学
Ռ、グリーンが作業療๑学Ռ、オレンジがඉ医療ܧ学部（ܨ営、ࡃܨ等）である。 
次にそれͩれの教ү活動は、໪的̐で໎らかになったʰ地域ʱ੓について、本事業ではҒ
஖Ͱけがなされており、特に、今回の課題がʰどの地域でもʱ実践可能な“若い世代の参
加を促進するマニュアル、というものであり、地域にフΧーΩスをあてた検ৄも重要であ
る。それͩれのखりૌΊについてどの地域をΩバーしているかを示したのが次のਦ（本事
業のϭーキングξ΢Ϣグラム）である。 
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֒医療における֒ࡄओ者としての高齢者の支援についても、教ү実践をߨいϭーキンググ
ループとして加えた。̔つのグループとなった。なお、λリデール運動を進める外部委員
のฤ໨࣑޻氏の助言もあり、高齢者と学生とのホームシΥアについても௒ࠬ研究として加
えた。大学教үでの実践の担当者はҐԾのとおりである。 
 
大学教ү
での実践 

 お助けୄ 医学֕࿨ 体ྙ଎定ޤ؅
教࣪ 

ものͰく
り教࣪ 

म࿓的 
支援 

 医療֒ࡄ

担当 ন本࠺ݣ 
੒໾野あや子 
深山つかさ 

平出敦 ଞీ৵ ࠦ川 
Մೈࢮ 

小川敬之 関ࠞ࿪߄ 
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̒）シンポジΤム高齢者は”支えらえるଚࡑなのかʃ・・・若者と高齢者の関ܐ・・ 
本事業で઒໵Պを含΋関ܐ者が集まって開催したシンポジΤムのटࢭをࡎܟしたチラ

シ、およ;プログラムを఑示する。当ॵのܯժどおり 2022 年 12 ݆ 17 日に開催し、この
報告書にࢺる内容が٠࿨された。そのメッセージとしては、世間ではʰ高齢者ʻ支えられ
るଚࡑʱと೟識され、その支援の方๑や担いघ確ฯをどのようにߨうかに஭໪が集まりが
ちである。しかし、高齢者は若者に෈ଏしているさまざまなものを࣍っており、それらを
活༽することによって高齢者と若者はึ׮的でܛޕ的な関ܐをߑ஛できるのではないかと
いうものである。その意ٝや課題等についてߨ੕・研究者・現場それͩれの立場から٠࿨
した。特に先駆的事例からݡえた事業の成ޯ要Ҿ、大学教үでの実践の報告などについて
ディスΩッションした。高齢者と若者の望ましい関ܐを作るϐントをப出するにはどうし
たらよいか、本報告書の草案となるような内容となった。その٠࿨も含めて৤成された成
Վがこの報告書である。 
開催されたシンポジΤムのプログラムはԾىのとおり。 
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高齢者がࣙら幸ෳだと感ͥる要Ҿとは 
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ᶚ ેخ௒ࠬ ・・・・地ԓࢤܗ຿活動が高齢者の主؏的幸ෳ感に༫えるӪڻʗ65 Ґ上ࡂ
1 ຬ人௒ࠬからΊえてきた世代間交流活動の૓出の意ٝʷ 
 
1) 事業における本௒ࠬのҒ஖Ͱけ・ഐܢ                               
本事業は、若い世代（学生等）による高齢者支援のあり方について検討することを໪的

とするが、その際に、Ձが高齢者にとってਇの幸せであるかということは本࣯的な໲いで
ある。ド΢ςは高齢者支援では、先進国であり KDA(Kuratorium Deutsche Altershilfe )と
いう高齢者援ޤ機ߑが大きなૌ৭として長く運営されてきたが、高齢者に｢やってもらう｣
意識がکくなり、本当に高齢者ࣙਐの幸せに結;ついているかについてൕ঴があるとఽえ
られている（ଞ上寿来 ໌ݻԲ学院大学࿨集 2016; 53: 203-17）。ॊって、高齢者の生活
支援の本࣯的な意ັについてアプローチするために、高齢者の主؏的幸ෳ感がどのような
Ҿ子に結;ついているかを検ৄすることは、この探ࡩ的な௒ࠬ研究を進めるために、重要
な໲いかけである。 
ಋ࣎に、現ࡑの社会的য়ڱからΊても、この໲いかけは重要である。ेΊ׵れた地域で、
人生の最期までଜݭをもってࣙ෾らしい生活を営΋ことができる社会の実現に向けて、h地
域ใׇίアシステムʱのߑ஛が推進されている。それに൒いʰබ院׮結ܗʱの医療から、
地域全体で支えるh 地域׮結ܗ のɦ医療へのրַが進められている。わが国では、2025（平
成 37）年に、いわΑるʰ団նの世代ʱの 2,000 ຬ人Ґ上が 75 Ґ上になることが༩଎さࡂ
れている。さらに、高齢Կの進ఴに൒い、単ਐや෋෌のΊの高齢者世ଵや೟எ঳高齢者が
ଁ加するとݡ込まれている。そのため、重度な要ղޤয়ସとなっても、できるݸりेΊ׵
れた地域で、人生の最期までଜݭをもってࣙ෾らしい生活を営΋ことができる社会の実現
に向けて、h 地域ใׇίアシステム のɦߑ஛が推進されている。それに൒いh බ院׮結ܗʱ
の医療から、地域全体で支えるʰ地域׮結ܗʱの医療へのրַが進められている。 
しかし、地域社会に໪を఺じると、ੴからകわれてきた地域े຿のネットϭークは近年س
മになっている。マンション等の集合े୒のଁ加といった社会ڧ؂のรԿに加えて、人々
の生活༹ࣞや価値؏の多༹Կによって、टັや関心は΢ンターネットを活༽したつながり
が多くなり、࣑ࣙ会活動や࿟人クラϔ連合会など、ಋじ地域で฽らす人々とاを合わせて
の交流や、近所ͰきあいはسമԿしている。近年の৿ܗコロψΤィルス感ઝ঳のϏンデϝ
ックԾでの地域における΢ϗント等の中ࢯはこのয়ڱにധऄをかけた。さらに、これまで
地域活動を支えてきたௌ内会などの地ԓによる団体の地ԓࢤܗ຿活動は、活動の担いघ෈
ଏや、高齢Կ、ༀׄのݽ定Կが深ࠃな໲題となっている(૱ແ঴,2022)。Ґ上のことから、
高齢者のࡑ୒生活を支えるためには、ղޤฯݧ੏度のΊならͥ、地域の支え合いでߨわれ
ているγーϑスやޕ助をخ本とした生活支援が૓出されるようなखりૌΊがච要である。 
このようなݭしいয়ڱを଩ഃする方ࡨの 1 つに若者と高齢者の世代間交流活動の促進がҒ
஖ͰけられないだΘうかというのは、本௒ࠬ事業のՀઈの 1 つである。世代間交流活動は
地域において世代を௔えた૮ޕཀྵմを深める活動である。ण援や支援がߨわれる઴の段階
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で૔方が対等な立場で交流が促進されていることが結Վ的に地域の支え合い活動につなが
っている。このような世代間交流活動の૏֒要Ҿとして、ᶅઞࡑ的な世代間の確ࣧᶆสཤ
な日常生活における世代間交流のච要੓のسമさᶇ世代間交流事業をةժ・運営する上で
の৮員のෝ担がڏげられている（藤原,2012）。藤原の૏֒Ҿ子のᶅの確ࣧとᶆのච要੓の
മさは૔方のメリットを高めることでമめることができる໲題であり、ᶇは૔方がॉ෾س
メリットを感じた࣎にෝ担はなくなると考えられる。すなわち、世代間交流活動を促進す
るためには、૔方のメリットをݡつけ出し WIN-WIN の関ܐ੓にすることが重要であると
考える。 
世代間交流における WIN-WIN の関ܐ੓を૓り出したプログラムは、京都橘大学（ҐԾ、
本学）ޤ؅学部ޤ؅学Ռで実ࢬしている、多༹な場で地域े຿と関わる実सやԍसですで
にࡃݩܨΊである。 
高齢者側のメリットをݡい出す場合、生活上のࠖりごとに着໪することが一ൢ的であるが、
ࠖりごとがない、もしくはʰ໐࿯をかけるからʱとచめている場合などは、高齢者が世代
間交流活動の意ٝを感じなくなり交流がೋしくなる。それならば、ࠖりごとに着໪するの
ではなく、幸ෳ感を高めるための世代間交流活動を推進することで、多くの若者と高齢者
が活動できるのではないかと൅૟の఺׷をࢾΊた。 
高齢者の地ԓૌ৭への社会参加やλーシャル キャϒタルが主؏的幸ෳ感を高めること

は、先ߨ研究より໎らかにされている（ࣣ2009,ރ.Ejiri,2019.Nakamura,2019）。またࣣރ
（2007）は、高齢઴期（60-74 、ܐ定要Ҿを、म࿓য়ସ、Պଔ関و૜）の主؏的幸ෳ感のࡂ
地域活動への参加、༪Ս活動の 4 つの྘域に஭໪し、஋ঃพに検討をߨっている。෾ੵの
結Վ、高齢஋੓においてはഓ۰者のଚࡑや子ڛのಋڋといったՊଔ྘域の要ોがӪڻを༫
えること、高齢ঃ੓においては地域社会での参加がӪڻをणけることを指摘している。し
たがって、高齢者の主؏的幸ෳ感を高める世代間交流活動を検討していく際には、ಋڋの
༙ໃや地域社会での参加といった要ોについても検討していくことが重要である。 
そこで、本研究では、高齢者の主؏的幸ෳ感にӪڻするݺ人特੓と地ԓࢤܗ຿活動を௒ࠬ
することで世代間交流活動を促進する活動の方向੓を検討することを໪的とした。特に、
地ԓࢤܗ຿活動は࣑ࣙ体の中でも多झ多༹であり、それらはे຿ݺ人の幸ෳ度に少なから
ͥӪڻを༫えているŉしたがって、ྈ者の関ܐを௒べることは、地域特੓に合わせた世代間
交流の方向੓を検討する際に重要な指ਓとなると考えたŉ具体的には、࣑ࣙેخ体を対ে
に、人口ື度やࡔ੕য়ڱなどの地域特੓と、参加しているࢤ຿活動およ;ݺ人特੓が高齢
者の主؏的幸ෳ感にӪڻを༫えるのかを௒ࠬにより໎らかにすることで、若者と高齢者が
世代間交流活動できる場໚を૓出するࡨࢬの一助になることを໪ඬとする。 
 
2）本௒ࠬの໪的 
高齢者の主؏的幸ෳ感に༫えるҾ子を໎らかにし、若い世代（学生等）による高齢者の

生活支援のあり方について検討する。 
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3）方๑ 
̏ɿܯժ֕要  

全国にेࡑの 65 Ґ上の஋ঃࡂ 5000 人ͥつ合ܯ 10000 人を௒ࠬ対েとする。΢ンタ
ーネットでໃހࣙ໌ى回౶̶͈̳ࣞ௒ࠬを実ࢬする。対ে者は຿間௒ࠬ会社（ֺళ΢ン
γ΢ト）のౌ࿧Ϡニターである。主؏的幸ෳ感をॊ଒ร਼とし内ֵැや૱ແ঴のࢤௌଞ
พ౹ܯデータ、خ本଒੓（੓พ、年齢、ಋڋՊଔߑ成、ेڋ地等）、参加しているࢤ຿
活動をಢ立ร਼とし෾ੵする。 

̐ɿ65  Ґ上の஋ঃから得るデータࡂ
̏）主؏的幸ෳ感（ґ藤,2003） 15 ໪ߴ 4 段階リッΩートスίール（ࣁྋ 1） 
 （地等ेڋ、成ߑՊଔڋ੓พ、年齢、ಋ）本଒੓خ（̐
̑）参加しているࢤ຿活動とළ度(4 ྘域 18 活動)（ࣁྋ 2） 

̑ɿࢤௌଞデータ 
̏）人口 ໚੷ 人口ື度 
常फ支ർི 実࣯公੹ർི গ来ෝ担ർི ラスϏオܨ ੕ྙ指਼ࡔ）ڱ੕য়ࡔ （̐
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 。したࢬଆ෾ੵ実ߑࢆ
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ྛཀྵ的ഓ慮 
௒ࠬྙڢ者は௒ࠬ会社のγ΢トから、本研究

໪的ٶ;意ٝ、実ࢬ方๑、中ࢯのࣙ༟、ݺ人
৚報のखりѽいなどのઈ໎ชをಣΊ各ઈ໎ߴ
໪に対してಋ意したものが回౶フΧームに進
Ί、ログ΢ン৚報を઀り཯されたয়ସで௒ࠬ
会社から௒ࠬ結Վをもらうことによりಙ໌੓
を確ฯした。なお、研究者の所଒機関の研究
ྛཀྵ委員会の承೟を得た。（承೟൬ߺ 22-
23）。 
 
4）結Վ 
1, ௒ࠬྙڢ者の֕要 
௒ࠬྙڢ者は஋੓ঃ੓ともに 5000 人で 60 ࡂ

代と 70 代でࡂ 9 ׄをઐめていた（න 1）。 

世ଵߑ成は、෋෌（51.2ˍ）෋෌と子
ども（17.1ˍ）単ਐ（16.̕ˍ）のॳで
あった（ਦ 1）。 
 
௒ࠬྙڢ者の所ࡑ地は、東京やਈ಺川
など大都ݏࢤが௒ࠬ人਼上ݸの 398人
でู集がంࢯされ、ౣࠞݟが 117 ໌で
一൬少なかった（ਦ̐）。 

 

න 1 ௒ࠬྙڢ者の年代ٶ;੓พで෾けた人਼ 

 

人਼ 

10000 

੓ 
஋੓ 5000 
ঃ੓ 5000 

年代 

60 代 5263 
70 代 4275 
80 代 410 
90 代 52 

੓ 

年代 

஋੓ 60 代 2652 

஋੓ 70 代 2143 

஋੓ 80 代 195 

஋੓ 90 代 10 

ঃ੓ 60 代 2611 

ঃ੓ 70 代 2132 

ঃ੓ 80 代 215 
ঃ੓ 90 代 42 
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主؏的幸ෳ感ऊ度の平ۋは 42.09（±6.38）点であり、஋੓ 42.05（±6.19）点ঃ੓ 42.13
（±6.56）点であった。Cronbach のЍは 0.905 で৶བ੓は確೟された。また得られた得
点をଠの研究とർֳすると、40 代からࡂ 70 代ࡂ 330 ໌を௒ࠬした結Վでは஋੓ 50 代ࡂ
34.69（±4.86）点、60ʛ70 代ࡂ 36.98（±4.49）点であり、ঃ੓ 50 代ࡂ 35.33（±4.02）

点、60ʛ70 代ࡂ 36.61（±4.46）
点であった（ґ藤,2012）さらに੶
原（2020）が大学生 331 ໌を௒ࠬ
した結Վ 32.00（±4.06）点であり、
本௒ࠬの結Վは高いܑ向であった
（ਦ̑）。 
出のため、4ࢋ຿活動のළ度をࢤ
झྪのࢤ຿活動のԾҒߴ໪の参加
ළ度（なしʻ̏、年਼回ʻ̐、݆
਼回ʻ̑、ु ਼回ʻ̒、ຘ日ʻ̓）
ྋࣁ） 2）の合ܯをԾҒߴ໪਼で

ׄった平ۋ点をࢤ຿活動のළ度とした。4 झྪのࢤ຿活動の平ۋとඬ६偏差は、社会教ү
活動 1.28（ʸ0.50）、社会ෳࢳ・ๆ࢕活動 1.25（ʸ0.40）、੪少年健全ү成活動 1.10（ʸ
0.26）、地域社会活動 1.28（ʸ0.33）であった。 
年報をܯ౹੕ࡔと人口ື度は、૱ແ঴の地方ڱ੕য়ࡔௌଞのࢤ຿活動の後Θ८となるࢤ

常फ支ർི、実࣯公੹ർི、গ来ෝ担ർི、ラスϏオレス指਼と人口ܨ、੕ྙ指਼ࡔにخ
ື度(૱ແ঴,ྫ࿪ 2 年度地方ࡔ੕౹ܯ年報)を༽いた。 
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2, 主؏的幸ෳ感を高めるϠデル作成 
ॊ଒ร਼を主؏的幸ෳ感とし、ಢ立ร਼として、ݺ人଒੓（年齢、年फ）、ࢤ຿活動（社

会教ү活動、社会ෳࢳ・ๆ࢕活動、੪少年健全ү成活動、地域社会活動）、ࢤௌଞࡔ੕（ࡔ
੕ྙ指਼、ܨ常फ支ർི、実࣯公੹ർི、গ来ෝ担ർི、ラスϏオレス指਼）、人口ື度
にしてڠ෾ߑࢆଆ෾ੵをかけた結Վ、ݺ人଒੓の年फや年齢はマ΢ψスのӪڻがあり、年
齢が高くなること、年फが高くなることは主؏的幸ෳ感をԾげるӪڻがΊられた。また、
することは主؏的幸ෳ感を高めࢬがあり、どの活動も実ڻ຿活動のすべてがプラスのӪࢤ
るӪڻがΊられた。௒ࠬྙڢ者がेࡑしているࢤௌଞのࡔ੕は、༙意ਭ६をຮたしてない
ためӪڻがあるとはいいがたいয়ସであり、人口ື度はࡡঈしたϠデルとなった
（CFI=.0919 RMSEA=.048 AIC=1334.092）（ਦ 成、੓พでϠデル作ߑに、Պଔߍ。（4
成をࢾΊたが、あてはまりのྒྷいϠデルにはࢺらなかった。 

 

 
5）考ࡱ 
今回 65 Ґ上のࡂ 10000 人の高齢者に対して、ࢤ຿活動のఖ度とेࡑしているࢤௌଞの

特੓との関連を௒ࠬした。その結Վから、༹々なࢤ຿活動が主؏的幸ෳ感にӪڻしている
ことが໎らかとなった。また、ࢤ຿活動に国や地方࣑ࣙ体のึ助ۜ等のݱࡔがついている
かの৆ࡋは෈໎だが、ࡔ੕的に๝かであると൓இできるࢤௌଞが、චͥしも高齢者の主؏
的幸ෳ感を高めることにはܪがってないこと、またգ૆地域や大都ݏࢤなどの人口ື度、
成は高齢者の主؏的幸ෳ感には結;つかなかったことがߑ人の年फが高いことや、Պଔݺ
໎らかとなった。 
これらの結Վから若者と高齢者とのં点をいかに૓出するのかを考ࡱする。঄࿨でもफ़
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べたが、高齢者の生活上のࠖりごとをմ݀するために若者のྙをईりるղ೘は、ある意ັ
わかりやすく、全国的にも༹々な実践例が報告されている。 
高齢者にとって世代間交流活動のཤ点は、ࣙ 、எ等の社会的活༽やݩܨ、の能ྙやӵஎހ

的・ชԿ的交流などの世代継承੓が、人生の౹合੓の֭得につながることである。し࢛ྼ
かし、ࠖりごとがない、もしくはଠ者に໐࿯をかけるからとచめて生活Ϗターンをรえて
ࠖりごとがְࣙできない（しないようにしている）高齢者は、世代間交流活動に対してভ
極的になる可能੓がある。このような世代間交流活動に対して意識がఁい、または意識す
らしない高齢者にどのようにղ೘するか、今回の௒ࠬで大઀なポ΢ントが໎らかとなった。
ఫ学者のΩントや心ཀྵ学者のマθローなど、༹々の学者がफ़べているように、人が幸ෳを
௧求することは当たり઴のཋ求である。ࢤ຿活動など地域の人々とのڢ௒ߨ動であるλー
シャル キャϒタルは、ݺ人の健康や幸ෳ感を高めることが多くの研究から໎らかになっ
ている（Kawachi,2006.小谷,2011.近藤,2016）。今回の研究においても、ࢤ຿活動をはじめ
とした上Ծ関ܐのない活動は主؏的幸ෳ感を高めることが໎らかとなった。しかし、地域
活動を支えてきたௌ内会などの地ԓによる団体の地ԓࢤܗ຿活動は、活動の担いघ෈ଏや、
高齢Կ、ༀׄのݽ定Կが深ࠃな໲題となっていて、৿しく参加すると団体からൊけられな
くなる෈҈から、担いघ෈ଏが加ଐԿしている。本௒ࠬでも 4 झྪのࢤ຿活動の平ۋとඬ
६偏差は、社会教ү活動 1.28（±0.50）、社会ෳࢳ・ๆ࢕活動 1.25（±0.40）、੪少年健
全ү成活動 1.10（±0.26）、地域社会活動 1.28（±0.33）と、多くの人がࢤ຿活動に参加
していないことが示唆された。一方、各࣑ࣙ体も࣑ࣙ会活動のෝ担ܲݰなど༹々な対ࡨを
検討している（૱ແ঴,2022）。 
今回の௒ࠬ結Վから、地ԓࢤܗ຿活動を活༽し若者と高齢者をマッチングすることで༙

意ັなԿ学ൕԢをًこすことが示唆された。例えば、若者たちを運営側としたスポーς大
会をةժした場合、参加者をଁやすֽ࢕けや、ࠠཛྷのない運営など、若者が社会に出た࣎
にචͥච要とする能ྙの֭得につながり、高齢者はֺしΊのスポーςに઒೨できる。また、
๹൞Ϗトロールなどは、ௌの҈全҈心を考えるγークルなどが委୙をणけௌ内の人と一ॻ
に॰回することで、γークルとௌ内会間での関ܐ੓がߑ஛され、さらなる活動の෱が߁が
ることが期待される。高齢者と若者の WIN-WIN な関ܐを஛くことは、参加による活動ෝ
担や運営ෝ担などがܲݰし、地ԓࢤܗ຿活動に参加しやすくなるため、幸ෳ௧求のཋ求に
ॊい参加者がଁえると考えられる。このࠞڎとなる活動を়ղする。本学が、2013 年から
している、高齢者の体ྙ଎定会である。࿟ࢬの࿟人クラϔ連合会と合ಋで実ࢤ大௣ݟծ࣐
人クラϔ連合会の方からお༢いをणけ、当ॵは教員と਼໌の学生でघఽいをしていたが、
学生が高齢者の体ྙをཀྵմし、地域で฽らす高齢者と関わる機会として最నと考え、ޤ؅
学実सとしてةժした。実सでは、高齢者と学生をマンςーマンでϘアリングをして活動
してもらったとこΘ、参加者が઴年ർ 150ˍにଁえ、現ࡑも高齢者の参加人਼をң࣍し続
けている。教員と࿟人クラϔ連合会の事ແ局はةժ運営をڢಉでߨい、学生はݺ々の参加
者の଎定ղ助やデータのى೘をึ助することで、すべての人にメリットがあるةժとなっ
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ている。 
今回の௒ࠬ研究を通して、少子・高齢社会においては、若い世代が高齢者を支えるとい

う一方向のϗクトルのΊで考えるのではなく、高齢者と若者のં点をଁやし、おޕいのओ
ΊとکΊを༧合させる世代間交流活動を活൅Կさせることが重要であると示唆された。そ
れͩれの地域特੓を活かしたҡなる世代の交流活動は、৿たな価値の૓出につながり、༙
意ັな関ܐ੓とชԿが஛かれると৶じる。 

 
6）結࿨ 

65 Ґ上のࡂ 10000 人の高齢者に対して、ࢤ຿活動のఖ度とेࡑしているࢤௌଞの地域
特੓との関連を௒ࠬした。 
༹々なࢤ຿活動が主؏的幸ෳ感にӪڻしていることが໎らかとなった。 
成は高齢者の主ߑ人の年फが高いこと、Պଔݺ、੕の๝かさ、人口ື度ࡔ体の࣑ࣙેخ

؏的幸ෳ感にはචͥしも結;つかなかったことが໎らかとなった。 
地域特੓を活かした世代間交流活動の意ٝが示唆された。 
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先駆的事例集 
先駆的事例を推進するྙは、人のྙ 

・・・世代間交流をけんӀする人ࡒとはʃ 

31



32 
 

ᶛ  先駆的事例集の໪次 
 
はじめに                                                                   33 
ᶙɿື着ܗ + ΢ϗントܗ ʛwin-win なڠಋ生活ʛ                           35 
1.ਈ಺川大学γッΩー部                                      
ʲ஝山団地プロジΥクトʳ                                                 36 
2.ਈ಺川ेݟ୒ڇڛ公社                                                           
ʲ༹々な大学との連携による団地࠸生ʳ                                       45 
3.๼քಕࡵຊࢤʶ๼੗学Ԅ大学  
ʲもΊじୈ団地プロジΥクトʳ                                               55 
4.೟定 NPO ๑人 ֙ ing 本ڹ                                         
ʲ書生生活ʳ                                                               65 
 
ᶚɿڋ場所఑ܗڛ ʶ ΢ϗントܗ ʛ集える場所が生きがいにʛ               75 
1.一ൢ社団๑人 えんがお  
ʲ高齢者と若者のڋ場所ʳ                                                   76 
2.๝中社会ෳ٠ڢࢳ会                                                       
    ʲ๝中あ͛りʳ                                                        85 
 
ᶛɿ駆けつけܗ ʶ ΢ϗントܗ ʛ動ける若者の活༄とマネジメントʛ         95 
1.社会ෳࢳ๑人 ΑうΑう                                
 ʲ学生と高齢者をつな͛地域活動ʳ                                         96 
会社ࣞה.2 Liberty Gate                                      
ʲアシスタʛ高齢者と若者のマッチングʛʳ                                  103 
3.એཁঐՌ大学 人間社会学部                                     
ʲ高齢者を対েとした生活支援γーϑスのマネジメントシステムߑ஛ʳ          108 
4.Ԯ山ݟ立大学  学生γークル TAMAGO                                         
ʲघ作りอ当プロジΥクトʳ                                                116 
 
ᶜɿ΢ϗントܗ ʛֺしく༙意ٝな࣎間をڠにʛ                              125 
1.Community Nurse Company ࣞה会社                   
 ʲ地域おせっかい会٠ʳ                                                  125 
                                         立大学ࢤر໌.2
 ʲおばあちΎんがఽえたいघ作りレシϒʳ                                  134 
まとめ                                                                    144 
 

32



32 
 

ᶛ  先駆的事例集の໪次 
 
はじめに                                                                   33 
ᶙɿື着ܗ + ΢ϗントܗ ʛwin-win なڠಋ生活ʛ                           35 
1.ਈ಺川大学γッΩー部                                      
ʲ஝山団地プロジΥクトʳ                                                 36 
2.ਈ಺川ेݟ୒ڇڛ公社                                                           
ʲ༹々な大学との連携による団地࠸生ʳ                                       45 
3.๼քಕࡵຊࢤʶ๼੗学Ԅ大学  
ʲもΊじୈ団地プロジΥクトʳ                                               55 
4.೟定 NPO ๑人 ֙ ing 本ڹ                                         
ʲ書生生活ʳ                                                               65 
 
ᶚɿڋ場所఑ܗڛ ʶ ΢ϗントܗ ʛ集える場所が生きがいにʛ               75 
1.一ൢ社団๑人 えんがお  
ʲ高齢者と若者のڋ場所ʳ                                                   76 
2.๝中社会ෳ٠ڢࢳ会                                                       
    ʲ๝中あ͛りʳ                                                        85 
 
ᶛɿ駆けつけܗ ʶ ΢ϗントܗ ʛ動ける若者の活༄とマネジメントʛ         95 
1.社会ෳࢳ๑人 ΑうΑう                                
 ʲ学生と高齢者をつな͛地域活動ʳ                                         96 
会社ࣞה.2 Liberty Gate                                      
ʲアシスタʛ高齢者と若者のマッチングʛʳ                                  103 
3.એཁঐՌ大学 人間社会学部                                     
ʲ高齢者を対েとした生活支援γーϑスのマネジメントシステムߑ஛ʳ          108 
4.Ԯ山ݟ立大学  学生γークル TAMAGO                                         
ʲघ作りอ当プロジΥクトʳ                                                116 
 
ᶜɿ΢ϗントܗ ʛֺしく༙意ٝな࣎間をڠにʛ                              125 
1.Community Nurse Company ࣞה会社                   
 ʲ地域おせっかい会٠ʳ                                                  125 
                                         立大学ࢤر໌.2
 ʲおばあちΎんがఽえたいघ作りレシϒʳ                                  134 
まとめ                                                                    144 
 

33 
 

 
はじめに 
この事例集は、ྫ࿪ 4 年度厚生࿓ಉ঴࿟人ฯ健健康ଁ進等ෳࢳ事業における、事業テ

ーマʰ若い世代（学生等）による高齢者の生活支援に関する௒ࠬ研究事業ʱの一؂で作成
されたものです。この事業は、学生をはじめとする若い世代が、Ωリキュラムや課外活動
等を通じて、高齢者に対する生活支援や社会参加を促進するखりૌΊがԃ׊にまた継続的
に実ࢬできるためにච要な要Ҿを௒ࠬ・෾ੵするという໪的で実ࢬされました。 
世代間交流は、ըが国では 1960 年代からߨわれてきましたが、当ॵは子どもと高齢者

の΀れあいといった側໚がکいものでした。しかし、その後の高齢Կ社会のٺଐな進ఴに
より、学生をはじめとする若い世代との交流により高齢者の生活をさらに実࣯的に支援す
るࢾΊが਼多くໝࡩされるようになってきました。ただし、こうしたࢾΊには、継続੓を
中心に໲題や課題があることも೟識されており、ܧ౹的な検ৄは෈ॉ෾なয়ڱです。 
そこで、日本各地でఴ開されている若者と高齢者の世代間交流の先駆的な事例をफ集

し、継続のコς、しかけ作りの޽෋などを༙ڠするためこの事例集が作成されました。 
各事例は、それͩれの地域の特੓に合わせてఴ開されているため、どの地域でもそのまま
活༽できるわけではないかもしれませんが、ຳྙ的な活動やしかけ作りのア΢デアがたく
さん٩まっています。これらの事例から学;、実践にҢしていくことが求められていま
す。 
生活支援コーディネーターのև༹におかれましては、地域で支え合う࢕ૌΊをߑ஛す

る際に、また高齢者の生活支援やղޤ༩๹のخ൭੖ඍを検討する際に、これらの事例を参
考にしていただき、若者をັ方につけることも ੍ඉ考慮に೘れていただけるとよいので
はないでしΒうか。地域の活੓Կに向けてྙکな助っ人となることでしΒう。                  
                       

事例集の͸らい 

 
 
 

 

  

Ғ ಛᇀ֭֞֠ད؀֭ࡰ՛ׯを઻׉ഞ֘ౄணಃፍ֪֘る 

ғ ೓ೄ֧ஸ፼ೄ֭ฌ༉৖୪ጺ֖֭֊֐ఢ֧׉૫໗ต֭ౄணಃፍ֪֘る 

Ҕ ಛᇀ֪֦֞֠֌る֧֪֮֒֩֊Ւをଣ֣֐るౄணಃፍ֪֘る 
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各事例について 

 この事例集では、全国で先駆的なखりૌΊをされている 12 事例をڏげています。 
若者と高齢者の世代間交流の機会は、交流࣎間の長さを࣢にすると、大きく 4 つのϏタ
ーンに෾ྪできます。ҡ世代がಋじΦリアにेまい、日常生活にື着したかたちをとる
ʰື着ܗʱ、日常生活の中でҡ世代がاを合わせる場を఑ڛするʰڋ場所఑ܗڛʱ、高齢
者のࠖりごとに若者が駆けつけて໲題をմ݀するʰ駆けつけܗʱ、ࡉりや催しを開催する
ことで世代間交流を深めるʰ΢ϗントܗʱです。多くはܗをૌΊ合わせて活動をఴ開して
います。 
 

 

 

 

  

また、活動のઅ஖฾体も༹々です。若者が大学生であることが多いため、大学が฾体とな
ることが多いですが、大学の中でも社会連携課などの事ແ課が連携窓口になる場合もあれ
ば、授業担当の教員や、γークルの監督が中心となっているなど༹々です。また、ࢤༀ所
等のߨ੕が௜ંかかわる場合もあれば、第 3 セクターの機関がौೊに活動をఴ開してい
る例も多くݡられます。このように、12 事例からも༹々なૌ৭が༙ްにネットϭークを
活༽する地域連携（ׯࢊ学຿連携）の実ସが໎らかとなっています。 
 そして、ʰϚランティアʻໃঊʱという֕೨を෶す、γーϑスの担いघとなる若者への
報ृが఑ڛできる、༙ঊϚランティアのシステムを運営する事例も෵਼ありました。 
 

ᅳӧ ಈ፯ࡴጥ 

 

զቹཧ૙էՔՔՔஸ፼ँ֋ුֿཆད׃ད֪ࡰ೓ೄ֋ഉֿՒ֧փ֢たؠי״׮Փ 

զ੍඘സ࿓੝૙էՔՔՔஸ፼ೄ׃೓ೄ֋ആևる඘を็֐Ւඛಐ्ሐするؠי״׮Փ 

զપ֐֣֐૙էՔՔՔஸ፼ೄ֋௘֢た֧֌့֪೓ೄ֋ሞኴ֖ؒת՛׽するؠי״׮Փ 

զ׽ب؎י૙էՔՔՔ׽ب؎יを्௹֖Ւ୪ጺ৿वを็֐るؠי״׮Փ 
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12 事例の所ࡑ地 

 12 事例は全国各地の地域で活動ఴ開されています。 
各事例の৚報फ集は、現地खࡒ（΢ンタϑュー）と活動内容の原ߚ఑ڛの 2 झྪでߨいま
した。現地खࡒ（΢ンタϑュー）は 7 事例ʦਦ内ྚの࿰ʧ、原ߚ఑ڛは 5 事例ʦਦ内オレ
ンジの࿰ʧです。また、高齢者と若者の関ܐ੓が、ݺ人とݺ人の場合（ݺʹݺ）、ݺ人と
集団（ݺʹ集団）、集団と集団の場合（集団ʹ集団）のϏターンがありますので、ҐԾの
ਦに事例の所ࡑとڠに໎ىして়ղしています。 

 

෨ӧ12ಈ፯のസఓ 

 
ᶙɿື着ܗ + ΢ϗントܗ ʛwin-win なڠಋ生活ʛ 

 
若い世代による高齢者の生活支援の典ܗ例のひとつが、高齢者と若い世代が̏つԲࠞの

Ծで฽らす、あるいは団地など̏つのಋじコϝュニティでともに฽らすことです。ԥශࢤ
のྚۢの஝山地ۢは JR ԥශતԌいの都ࢤ近߭のྗٲ地ଵにあり、大وໝ公社े୒である
஝山団地がその中心となっています。この団地は、ਈ಺川ेݟ୒ڇڛ公社により開൅され、
দ࿪ 42 年から೘ڋがはじまった団地で、それからすでにൔ世نがܨգしています。ॊっ
てその೘ڋ者は 65 Ґ上がࡂ 4 ׄҐ上をઐめて、この地ۢ全体が高齢Կིの高い地域とな
っています。 
この団地に、若い世代として、ਈ಺川大学のγッΩー部の学生が೘ڋして、高齢者との世
代間交流を進め、団地の活੓ԿをめざすखりૌΊがߨわれています。このプロジΥクトで
は、そのためにਈ಺川大学（要確೟）とਈ಺川ेݟ୒ڇڛ公社とが、連携・ڢ定をగ結し

ಈ፯3ӧ ሾॆၗషቌ౦ӱ
షቌ౦ဒ౦અ ౦ज़དธᅏᆪ ഉ༔ड�ሾนॺࣆ་ॺ
զׁ֗־༊ཆད،׽פל׭آէ

ಈ፯ ӧሾॆၗุೝ૎ဴᇠྎӱ
ೂवᆵ౵ሓ෗ׅօׅօ

ಈ፯㕱ӧ
්ၼ๖ଡࣧᆃ౦ӱ්ၼ๖་ॺנ׸ת՛ᆪ
զཟ౅ཆད،׽פל׭آէ

ಈ፯㕵ӧၦኪଡ་ဂମ౦ӱ
ᄤೂཆሓ෗ࡴ ևג֋։

ಈ፯4ӧ
ဪੜဒᇌੜતӱNPOሓ෗ ज़ing ቎੻
զിภภ活է

ಈ፯㕲ӧ
්ၼ๖ଡࣧ෦र౦ӱ්ၼ๖ଡഉ༔੝੉୰ೂ

ಈ፯11.
ဥ௠ଡࢦႊ౦ӱCommunity

Nurse Companyখಠवೂ
զདࡰ։֢֚֊փवਢէ

ಈ፯㕶ӧ
་ఙᆒሟཨ౦ӱሟཨ౦ೂवᆵ౵੤ਢव
զሟཨց֏׉է

ಈ፯㕸ӧ೷ဂଡ೷ဂ౦ӱ
খಠवೂ Liberty Gate

ಈ፯10ӧࣰ౅ଡຳೂ౦ӱ
ࣰ౅ଡጵ་ॺ
ॺภת՛ؠפ TAMAGO
զ೚ఢ׉ᇯဴ،׽פל׭آէ

ಈ፯㕹ӧ
๑ጃଡ๑ጃ౦ӱ ๑ጃ൒ऎ་ॺ
զஸ፼ೄを໴ඉ֧֖たภ活౫ת࣍՛׮؈
のؓؕ׻׮׬׽بؖ׭؂ஓཝէ

ಈ፯㕱㕲ӧ
ሾॆၗ኎৳౦ӱ኎৳౦ጵ་ॺ
զ։֯ցׂ֠ג֋࿿ևたփ೚ఢ׬ء׉؉է

ӡஸ፼ೄ）ആཆ× ӡ೓ೄ）ആཆ

ӡஸ፼ೄ）ആཆ× ӡ೓ೄ）଼

ӡஸ፼ೄ）ആཆ× ӡ೓ೄ）଼

ӡஸ፼ೄ）଼× ӡ೓ೄ）଼

ӡஸ፼ೄ）଼× ӡ೓ೄ）଼

ӡஸ፼ೄ）ആཆ× ӡ೓ೄ）ആཆ

ӡஸ፼ೄ）ആཆ× ӡ೓ೄ）ആཆՔ଼

ӡஸ፼ೄ）ആཆ× ӡ೓ೄ）ആཆ

ӡஸ፼ೄ）଼Քആཆ× ӡ೓ೄ）ആཆ

ӡஸ፼ೄ）ആཆ× ӡ೓ೄ）ആཆ

ӡஸ፼ೄ）଼× ӡ೓ೄ）଼Քആཆ

ӡஸ፼ೄ）ആཆ× ӡ೓ೄ）ആཆ

՛ؚ؈״بי ମஜ
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（2020 年 4 ݆）、γッΩー部の学生がਈ಺川ेݟ୒ڇڛ公社の所༙する஝山団地にγッΩ
ー部ྊとして೘ڋしています。ಋ࣎に学生がڠಋ生活をしながら、ア΢デアを出して΢ϗ
ントをةժ運営し、地域の活動を担っています。高齢Կが進΋団地に学生がे΋ことで、
ಋじ団地にे΋というື着ܗのڠ生により世代間交流の機会が生まれるとともに win-win
なڠಋ生活により団地の活੓Կが期待されるプロジΥクトといえます。 
このプロジΥクトのֽ࢕け人でもあり、γッΩー部の活動をݙӀされている大ਁಭࢀ࿢監
督に΢ンタϑューしました。 
 
̏ɿਈ಺川大学γッΩー部   

ʲ஝山団地プロジΥクトʳ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
所ࡑ地ʁਈ಺川ݟԥශۢྚࢤ஝山 4 ஺໪ 3-1 
プロジΥクト開࢟ʁ2020 年 
 ஛ 50 年ですでに高齢Կིが 45ˍҐ上にୣしている஝山団地を活੓Կしたいਈ಺川ݟ
े୒ڇڛ公社と、社会貢献活動を通じて学生の成長を促したい本学の願いが一஗して、
公社とਈ಺川大学の್者でʰ連携・ྙڢに関するڢ定書ʱをగ結。 
部員の学生が஛ 50 年の団地の࣪ۯにेんで、๹܉ࡄ࿇や՘Ւ大会などの地域活動に参
加したり、೸業の活੓Կを໪指してߠٵ地で野ࡌをࡁകしたり、ঐవ֙のੜૡ活動に参
加するなど、地域貢献を意識したさまざまなखりૌΊをߨう。 
 現ࡑは 17 をईり、2Kރे や 3K のेރに 2 人もしくは 3 人が೘ڋ。社会人であるγ
ッΩー部のコーチも、ྊ監として೘ڋしている。࢔りは学生で、全員γッΩー部員。 

 
΢ンタϑュアーʁন本 ࠺ݣ（京都橘大学）、 

マルティネス ਇج子（京都橘大学） 
΢ンタϑュ΢ーʁ大ਁ ಭࢀ࿢氏（ਈ಺川大学γッΩー部監督） 
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˟γッΩー部員が、なͧ団地でྊ生活をૻるのか 
ʴন本ʵ 
 ਈ಺川大学γッΩー部は、部員の学生が஛ 50 年の団地の࣪ۯにेんで、๹܉ࡄ࿇や՘
Ւ大会などの地域活動に参加したり、೸業の活੓Կを໪指してߠٵ地で野ࡌをࡁകしたり、
ঐవ֙のੜૡ活動に参加するなど、地域貢献を意識したさまざまなखりૌΊをしています。 
 なͧ、γッΩー部員にγッΩーҐ外のݩܨをさせようと考えたのですか。 
ʴ大ਁʵ 
 本学γッΩー部はʰ中ਜ਼ݐ実な人ࡒのү成ʱという໪的・໪ඬと、ʰFʶ1ʱというཀྵ೨
を࣍っています。 
中ਜ਼ݐ実な人ࡒのү成というのは、ఽ౹と進खのバランスのとれた学生をүてようという
ような意ັです。 
ཀྵ೨のほうは、ʰFʱはフットϚールを指し、ʰʶ1ʱはフットϚールҐ外のՁかです。γ
ッΩーだけでなく、พの৿たなՁかに全ྙでチャレンジすることにより、મघとしてはも
ちΘん、人として大きく成長しようというཀྵ೨です。γッΩー部員たちが、団地内でڠಋ
生活をߨい、地域の人;とと交流し、地域課題のմ݀に少しでも貢献することは、こうし
た໪ඬやཀྵ೨の実現につながると考えました。 
 
 ڻಋ生活と地域活動が学生の成長に༫えるӪڠ˟
ʴন本ʵ 
 高ܨ年団地のۯきेރをγッΩー部のྊとして活༽するʰ஝山団地プロジΥクトʱは、
どのようなきっかけで࢟まったのですか。 
ʴ大ਁʵ 
 ஛ 50 年の஝山団地を活੓Կしたいਈ಺川ेݟ୒ڇڛ公社と、社会貢献活動を通じて学
生の成長を促したい本学の願いが一஗して、2020 年に公社とਈ಺川大学の್者でʰ連携・
定書ʱをగ結しました。2065ڢに関するྙڢ 年の全国の高齢Կིは 38.4ˍにୣすると༩
૟されていますので、すでに高齢Կིが 45ˍҐ上にୣしている஝山団地で地域の課題մ݀
にखりૌ΋ことは、公社にとっても、また਼ॉ年後の未来を担う大学生にとっても SDGs
なखりૌΊであり、人ࡒү成の一൬の機会になると考えたのです。 
連携・ྙڢの内容として具体的に૟定していたのは、高齢者のेڋに෈向きな上૜階のۯ
きेރをγッΩー部員のྊに活༽することや、団地のঀ活動に学生が参加することなどで
す。 
ʴন本ʵ 
 学生を高齢者の多い団地にणけ೘れるにあたって、ेڋ者の側の෈҈や心ഓはなかった
のでしΒうか。 
 

37



38 
 

ʴ大ਁʵ 
公社と団地࣑ࣙ会は、ʰ大学生が೘ڋしてトラϔルがًきないだΘうかʱと心ഓしつつ

も、高齢Կに൒う課題が山੷していますので、とりあえͥणけ೘れてΊようということに
なったようです。また、ڢ定గ結のͥっと઴から、公社と࣑ࣙ会の間では、学生の೘ڋに
ついてՁ度も٠࿨していたとซいています。 
ʴন本ʵ 
 どれくらいの学生が団地に೘ڋしているのですか。 
ʴ大ਁʵ 
 現ࡑは 17 をईり、2Kރे や 3K のेރに 2 人もしくは 3 人が೘ڋしています。社会人
であるγッΩー部のコーチも、ྊ監として೘ڋしています。࢔りは学生で、全員γッΩー
部員です。 
༁ܘで๑人ܙをγッΩー部のྊとしてཤ༽するにあたっては、大学が公社からईりる࣪ۯ
を結;ました。 
ʴন本ʵ 
 。感はありませんか߇ಋ生活に対して、学生のൕ൅やఏڠ 
ʴ大ਁʵ 
つ学生には、ʰγッΩーをやめた࣍ಋ生活にٛ໲をڠ  20 年後、30 年後に、৮場でもՊ
ఋでも大事になるのはコϝュニティ活動でകったྙだͩʱと言って、ઈ得しました。 
向上につながると考えてい࣯ࣁはラ΢フスキルと઒໵的スキルをүてることが学生のࢴ 
て、ラ΢フスキルについては WHO がʰ日常のさまざまな໲題や要求に対して、よりݒઅ
的かつްՎ的に対ॴするためにච要෈可ܿな能ྙʱと定ٝしています。つまり、高いセル
フ΢メージ、コϝュニίーション能ྙ、໲題մ݀ྙや൹൓的思考ྙ、૓ଆྙなどです͸。 
 ઒໵的スキルは、われわれで言えばγッΩーમघとしての能ྙですが、スポーςમघで
なくても、各人の઒ߊ෾野や࢕事によって求められる઒໵的な能ྙがあると思います。 
 γッΩーમघは、ϒッチ上でいくらྒྷいϏフΧーマンスをしようとしても、チームメ΢
トとコϝュニίーションできなければ、મघとして高いレϗルに౺ୣできません。ٱに、
ࣙ෾の஖かれた場によってߨ動をรえることができるમघはチャンスを得ていきますから、
団地で஧間とڠಋ生活をૻり、地域活動に参加することは、そのままγッΩーમघとして
の、あるいは人としての࣯ࣁ向上にξ΢レクトにつながっていくと思っています。 
 それに、最近の若者の෫ொとして、஧間と一ॻにՁかにखりૌ΋のをֺしΊたいという
 。ちもあるようです࣍ـ
ʴন本ʵ 
 ಋ学年の学生がルームメ΢トになるのですか。 
ʴ大ਁʵ 
 いいえ、上څ生とԾڅ生のૌΊ合わせでಋ࣪者になります。学生はಋじ学年の者ಋ࢞で
ेΊたがりますが、h 先に 1 年ेんだݩܨ者が部Բにいないと、申し継͛ことができない。
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ʴ大ਁʵ 
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ชԿの継承を考えると、それはどうなのだΘうかʃʱと໲題఑ًをすると、学生たちࣙਐ
が先ഒと後ഒのૌΊ合わせにすることをમ;ました。すると、Ծڅ生も上څ生のそういう
思いをणけとめてくれます。 
 
 
 ˟ଠ学部・部ॼをܻ࢙し、תき込Ί、連携する 
ʴন本ʵ 
 そうしたγッΩー部の活動は、ଠの学生にもӪڻを༫えていますか。 
ʴ大ਁʵ 
 2021 年、合ಋκϝ等を通じてγッΩ
ー部と交流した人間Ռ学部の小૖κϝ
の学生たちが、スポーς੕ࡨ学生会٠で
プレκンテーションをߨい、最༑ऴৈを
֭得しました。スポーς੕ࡨ学生会٠と
いうのは、スポーς੕ࡨやスポーςࢊ業
の振興を学΁学生がその研究成Վを൅
නするもので、小૖κϝの学生たちは
ʰࣉಒ཈ࢬޤઅにおけるスポーς等を
通じた支援活動ʱを 
఑案しました。 
、અで฽らす子どもたちはࢬޤಒ཈ࣉ 
ॉ෾なίアをणけられないため、社会੓
のఁさ、学ྙ෈ଏ、ݿಢ感等のࠖೋを์えているという研究結Վがあります。そこで、本
学のࢬઅや教員、γッΩー部員の学生など、大学のݱࣁやγッΩー部が立ち上げた NPO
๑人をཤ༽して、そうした子どもたち向けのスポーς教࣪やหک会、ξ΢バーシティγッ
Ωー大会等を事業Կしてはどうかと఑案したのです。ࢴはそのプレκンテーションの༹子
をݡて、γッΩー部の地域にࠞ差した༹々なステークホルξーとのڠ૓活動は小૖κϝの
学生にもܻ࢙を༫えているのではないかと思いました。 
 また、小૖教授は SDGs について研究していますので、学生が団地で活動することの意
ٝをアΩデϝックな視点で、γッΩー部員たちに࿫してもらったことがあります。そのߪ
 。をणけた後は、学生たちのཀྵմが深まり、઴向きな言動が多くなりました࠴
 ଠの学部・部ॼとの連携という点では、国交঴のึ助事業で地域の交流ڎ点をつくる際
に、ݒ෼のコンセプトͰくりとઅܯはݒ஛学部、健康データのࡀखや社会௒ࠬは人間Ռ学
部、地域連携は学内の社会連携センターに参加してもらいました。 
  
  

්ၼ๖་ॺנ׸ת՛ᆪ৆ၠ  ་සၯూᎤ ౳ 
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˟多࠾な地域貢献活動にखりૌ΋学生たち 
ʴন本ʵ 
 小૖κϝの学生が఑案したखりૌΊは、実際に動いているのですか。 
ʴ大ਁʵ 
 γッΩー部員たちは、この఑案をणけて、子どもをखりתく社会໲題へのཀྵմが深まり、
最رりの小学ߏでの学स支援活動に参加しています。また、あるϏンԲさんがʰ学生さん
が団地で合ॕしているならʱと言って、ജれ࢔ったϏンをر෉してくださったのをきっか
けに、学生たちはそのϏンをജり࢟めました。Ϗンをいただくのはうれしいけれども、Ϗ
ンԲさんの࣍続可能੓を考えたら、それでいいのか。それなら人が多くे΋本ڎ地の団地
でマルシΥを開いて、ࣙ෾たちが೸Ԅでࡁകした野ࡌと一ॻにϏンをജΘう、というわけ
です。また、団地内にあるγッΩー部のৱಌのۯき࣎間をཤ༽したコϝュニティ・ΩフΥ
をةժ運営した学生はこのϏンԲさんをϑジネスϏートψーとしながら΢タリアのΦスプ
レッλメーΩーの日本代ཀྵవの支援をणけ、1 日 3 間ఖ度で全࣎ 5 回のコϝュニティ・Ω
フΥをةժして実ࢬしました。このةժ・運営を学࢞のଖ業࿨ชにまとめており、どんな
࿨ชに࢕上がったのかֺしΊで࢕方ありません。आଏですが、合ܯで 5 ຬԃఖ度のജり上
げを࢔したこともఽえさせていただきます。 
ʴন本ʵ 
 その೸Ԅというのは、ߠٵ地をཤ༽したखりૌΊです͸。 
ʴ大ਁʵ 
 そうです。ԥශࢤ内でも、೸Պの方々の高齢Կによりߠٵ地がଁえていますので、2022
年からその一部をईりて、γッΩーJ3 所଒のh Y.S.C.C.ԥශ とɦ連携し、h Y.S.K.U.フΟー
ムʱを࢟めました。મघやコーチがߠ作する೸Ԅです。 
 この೸Ԅで特พࡁക೸ࢊ෼よりもݭしいࡁകخ६でүてた野ࡌは、ԥශࢤ内のレストラ
ンにԹしています。このレストランは地ࢊ地ভにこだわり、できるだけਈ಺川ࢊݟのৱࡒ
を࢘ったྋཀྵを఑ڛしているので、フードマ΢レージの؏点から考えても、まさに SDGs
に合஗したखりૌΊだと考えています。 
ʴন本ʵ 
 学生による地域貢献活動は、ほかにどんなものがありますか。 
 
ʴ大ਁʵ 
 ԥශࢤのʰICT を活༽した߭外े୒団地の৿しいつながりの૓出事業ʱというึ助事業
で、බ院、通৶会社、システム開൅ة業、スポーςセンター等と連携して運営しているス
マホセンター主催のスマホ教࣪の先生ༀをγッΩー部員が担っています。高齢者の方がス
マホの૤作をซきたいときに参加してγッΩー部員にスマホを教えてもらいつつ、コϝュ
ニティψースによる健康指導もणけられるखりૌΊです。 
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また、団地内のۯきۯ間を学生ৱಌ݋クラϔハΤスに活༽しようということで、学生たち
も޽ແవの方たちに教えられながらリόϗーション作業に参加しました。 
2022 年からは国交঴のʰेまいڧ؂੖ඍϠデル事業ʱにखりૌんでいます。この事業のテ
ーマはʰ多༹な世ଵのޕ助を促進する地域交流ڎ点の੖ඍʱということで、いままで少し
ͥつखりૌんできた高齢者向けのスマホ教࣪、子どもたちの学स支援、๹܉ࡄ࿇などの活
動を 2023 年に৿たに੖ඍする༩定のڎ点を中心にߨうものでਈ಺川ेݟ୒ڇڛ公社が代
න఑案者となり、学ߏ๑人ਈ಺川大学とγッΩー部の外ִ的な NPO ๑人である KUSC が
 。୔されたものですࡀಋ఑案してڠ
交流ڎ点では、ղޤ༩๹や生活支援、健康ͰくりにもखりૌΊます。人間Ռ学部の教員が
௒ࠬしたとこΘ、WHO が定めた੠ਈ的な健康য়ସや厚࿓঴の健康運動実ིࢬでݡると、
団地ेڋ者の 65 未ຮの༁ࡂ 40ˍがخ६をୣ成していないという結Վが出ました。 
そこで、ڎ点の一つのʰ7 ࢐ોトレーニングジムをઅける༩定です。ఁ࢐వะʱにはఁߺ
ોトレーニングは、15 ෾ߨうだけで 1 間トレーニングしたのとಋఖ度の運動ްՎがある࣎
と言われています。そもそも運動ݑいの人に 1 ો࢐間ૺれと言ってもໃཀྵですから、ఁ࣎
トレーニングジムで、短࣎間でްི的な運動の機会を఑ڛしたいと思っています。 
 
˟継続のΩάは、地域内でおۜが१؂する࢕ૌΊͰくり 
ʴন本ʵ 
 先ほど、事業Կのお࿫があり、さまざまなプロジΥクトが動いているということでした
が、  その運営ۜࣁはどのように௒ୣしているのですか。 
ʴ大ਁʵ 
 γッΩー部がಢࣙに NPO ๑人 KUSC をઅ立して、この NPO がそれͩれの事業のखり
まとめをしており、ཤӻが出ている事業もあります。ڎ点等のݒ෼の所༙者はे୒公社な
ので、NPO は公社にՊ௠を支෹いますが、公社は一連のプロジΥクトでཤӻをあげること
のΊを重視しているわけではなく、ेΊ続けられるまちͰくりのߑ૟を೨ಆに஖いていま
す。また、このࢬઅの主な会員となるे຿のև༹からの࢘༽ྋफ೘もݡ込めますし、国交
঴のึ助事業ですから助成ۜも出ます。 
 ৿しく࢟めるղޤ༩๹と生活支援は、ԥශࢤの事業ですから、ղޤ༩๹事業をߨえば最
大で年間 300 ຬԃ（Պ௠ึ助がֻ݆̐0 ຬԃ、活動に対してֻ݆ 5 ຬԃ）の助成をणけら
れる可能੓があります。 
このように、ׯࢊ学຿の連携によってそれͩれのکΊを生かしながらࢬઅのઅ஖や今後の
運営をߨうܯժですので、ेڋ者の方のཤ༽ྋも҈くできて、多世代交流や健康Ͱくりな
どに継続的にखりૌめるࡃܨ的ཬ෉けができるのではないかと考えています。 
ʴন本ʵ 
 学生は、ໃঊϚランティアとしてそれらの活動に参加するのですか。 
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ʴ大ਁʵ 
 いいえ、アルバ΢トྋを෹います。スマホ教࣪のࢥߪも、学स支援も、ৱಌの運営も、
ڇ࣎ 1,071 ԃ（ਈ಺川ݟの現ࡑの最ఁ௠ۜ）です。ৱಌというのは、ࡤ年 5 ݆にʰ14 వߺ
ะʱにઅけたਧ房と 30 ໌ఖ度のӁৱスϘースのことですが、それを運営するためにৱ඾
Ӷ生੻೜者を஖くච要があって、現ࡑ 5 ໌の学生がこの֪ࣁをखりました。すると、ڇ࣎
が 1,200 ԃにアップする࢕ૌΊにしたので、学生にとってはྯΊになります。 
そういう࢕ૌΊをつくると、学生たちもࣙ෾で࣎間をつくって参加するようになりますし、
アルバ΢トྋは学生生活を続けるためのࡃܨ的な支えにもなります。報ृをきちんと支෹
うことは、活動を継続するうえで大事なֽ࢕けの一つだと思います。 
  
˟地域活動にໃ関心な学生とのંし方 
ʴন本ʵ 
 これほど多࠾なプロジΥクトを、୯が౹ׇしているのですか。 
ʴ大ਁʵ 
 いまはࢴが全体をマネジメントするܙでコーチたちが各事業の担当としてハードϭーク
してくれています。ଠの学部をתき込΋ときはࢴが所଒するスポーςકྲྀ࣪の上࢚のおྙ
をईりて各学部のキーϏーλンに࿫をします。また、この஝山での一連の活動のϏートψ
ーである஝山連合࣑ࣙ会とਈ಺川ेݟ୒ڇڛ公社のև༹とはළൡに଩ち合わせをߨってい
ます。ԥශࢤༀ所やԥශࢤのྚۢༀ所のև༹にも༹々なご૮஌にࢗっており、具体の活動
の௒੖につきましては、地ۢ社ڢ、地域ίアプラδといった外部団体の方々とも٠ڢをし
ます。 
 ただ、今後はより઒໵的になる事業を౹ׇする人がච要ですから、しかるべき人をޑ༽
してほしいと大学に要望しました。それも、教員ではなくスポーςクラϔの支ഓ人など、
実ແ能ྙのある人が΀さわしいと思っています。アンίート௒ࠬなどは઒໵੓のある教員
に担当してもらえればうまく運;ますが、その結ՎをಁまえてプロジΥクトとして౹ׇす
るには実ແ能ྙがච要ですから。 
ʴন本ʵ 
 うまくいかなくてࠖったことやۦ࿓したことはʃ 
ʴ大ਁʵ 
 γッΩー部員の中には、コϝュニίーションがۦघな学生や、地域活動に関心のない学
生もいて、೘ྊの࣎点であるఖ度は೴得していたけれども、ेんでいるうちにʰやっͼり
感ְがҩうʱと言いだすことがあります。 
 そういう学生は、関ܐの近いスタッフや部Բの先ഒ部員、またಋ学年のリーξーༀにそ
れとなくఽえてもらうなどあのघこのघでޣࡪߨࢾしています。また、༹々な活動の中で
ともに׾を流すことを意識しています。その中でのՁـない会࿫やフラットなやりखりを
ֺし΋ことがおޕいのཀྵմを深めますし、その活動のやりがいやֺしさを感じてもらうき
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ʴ大ਁʵ 
 いいえ、アルバ΢トྋを෹います。スマホ教࣪のࢥߪも、学स支援も、ৱಌの運営も、
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るには実ແ能ྙがච要ですから。 
ʴন本ʵ 
 うまくいかなくてࠖったことやۦ࿓したことはʃ 
ʴ大ਁʵ 
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生もいて、೘ྊの࣎点であるఖ度は೴得していたけれども、ेんでいるうちにʰやっͼり
感ְがҩうʱと言いだすことがあります。 
 そういう学生は、関ܐの近いスタッフや部Բの先ഒ部員、またಋ学年のリーξーༀにそ
れとなくఽえてもらうなどあのघこのघでޣࡪߨࢾしています。また、༹々な活動の中で
ともに׾を流すことを意識しています。その中でのՁـない会࿫やフラットなやりखりを
ֺし΋ことがおޕいのཀྵմを深めますし、その活動のやりがいやֺしさを感じてもらうき
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っかけになるので、そういうંし方を意識しています。 
 当ષですが、こちらの言いたいことだけを言うのはඈけています。 
地域活動について、最ॵからཀྵմしてखりૌんでいる学生もいれば、やりながらཀྵմして
いく学生もいますが、地域でखりૌんでいることがγッΩーやࣙ෾のগ来につながってい
くのではないかと感じ࢟めている学生も多いので、࣎間はかかるけれども、஺ೣに向き合
っていくしかないと思っています。 
  
˟学生の主体੓や੷極੓をӀき出すには 
ʴন本ʵ 
 γッΩー部の学生は、部活や先ഒとの関わりを通して、地域活動がγッΩーમघとして
のϏフΧーマンスの向上やগ来અܯというܙでࣙ෾のとこΘへศってくることを学;ます
が、γッΩーをしていない学生に対しては、どのような動機෉けが༙ްだと思いますか。 
ʴ大ਁʵ 
 先日もϝーティングに 10 ෾͛らいஙࠃする学生がいたので、10 ෾ஙれたことによって
生じた関ܐ者਼ʹ10 ෾の合࣎ܯ間をఽえ、ʰたかだか 10 ෾だけど、ちΎんと来てくれた
ら、これだけのストレスが全部ভえるんだよʱとかʰٱに、ஙࠃしなければՁॉ人ものス
トレスをݰらせる。だから開࣎࢟間をगってくれる人にはお礼を言いたい͛らいだʱとい
うような࿫をしました。 
 つまり、࣎間をगることの意ٝと、それを実践している学生への感謝の࣍ـちを、きち
んとఽえることが大事だと思うのです。 
ࣙ෾が෾担している࢕事をきちんとՎたすことの意ັについてもಋじです。たとえばৱಌ
でৱࡒの൅஭を担当した場合、たった 1 通の൅஭メールを଩ち๪れたために、୯かがՁ࣎
間もかけてৱࡒのഛい出しにߨかなければならない事ସになる。ٱに、൅஭メールをきち
んと଩つことはबりに対する大事な貢献になる。そういう࿫を事あるごとにしています͸。 
平たく言えば、ʰあなたの言動は集団の未来をรえるϏϭーを࣍っているʱことをఽえま
す（঺）。 
ʴন本ʵ 
 学生の主体੓や੷極੓をӀき出すうえで、コςのようなものはありますか。 
ʴ大ਁʵ 
 先ほどお࿫ししたように、感謝の࣍ـちをきちんとఽえることですが、ただ、学生がや
ることはԡ々にして٩めが؃い。たとえば࣑ࣙ会૖ށのฤ෉けをғབされると、਼ॉ人の
学生がϭーっとԣしかけて、30 ෾くらいでฤ෉けてしまいますが、Ձかがൊけていたりす
る。そういう٩めの؃さを੻めͥ、とやかく言わͥ、われわれ指導者がΩバーして、学生
にʰやってる感ʱを࣍たせる。٩めの؃さはタ΢ϝングをݡて஭意しながら、じっくりと
үてていくしかないと思っています。 
 もう一つは、ेڋ者の方にجばれたことなど、ポジティϔな৚報は、担当した部員だけ
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でなく、全体で༙ڠできるようにしています。学生にݸらͥ、人は୯かにجばれるとやる
 。が出ますからـ
 それと、学生がـ෾ྒྷく活動できるようなـഓりや場Ͱくりも大事かなと思います。ٵ
地でフΟームを中心となってやっている学生たちには、まだアルバ΢トྋを出せていなߠ
いのですが、野ࡌの೴೘先のレストランのオーψーがおいしいディψーにその学生をড待
してくれます。そういう場をつくり、生活をڠにしながら、ຘ日ϭ΢ϭ΢と฽らしていま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ॺภඳ၎଍׮כ؄؋؞פ 

 ཆདၾの֊֣֥ਖ਼֢ࣴ֟た׮؏՛׮を؃؟؎՛֥֖ب؜׬活ዿ֖֥փるՓ 
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̐ɿ ਈ಺川ेݟ୒ڇڛ公社   

 ʲ大学との連携による団地࠸生ʳ 
૮෤ୈ団地（૮ໝ原ࢤೈۢ） 

                                               
ʴܨҤʵ 
ਈ಺川ेݟ୒ڇڛ公社（ҐԾ、h 当公社ʱ）は 1950 年にਈ಺川ݟのे୒෈ଏをմভする

ためにਈ಺川ݟがઅ立した団体である。કࡄからの෰興、ਈ಺川ݟの人口ଁٺに対Ԣする
ため、ेまいͰくりをߨい、これまでにਈ಺川ݟ内で௠ୁे୒、෾ৣे୒、ة業の社୒な
ど、༁ 8 ຬރのे୒を఑ڛしてきた。現ࡑは༁ 13,200 の௠ୁे୒の؇ཀྵを中心としたރ
事業をߨっている。1960 年代ʛ1970 年代઴ൔの高度ࡃܨ成長期に団地を大ྖڇڛしたこ
ともあり、現ࡑ所༙する公社௠ୁे୒の̒ׄが஛ 50 年Ґ上となっており、ݒ෼・અඍの࿟
年齢はۋ༁者の平ܘԿが進΋とともに、公社௠ୁे୒のټ 62.90 と、少子高齢Կ・人口ࡂ
が上তし、コϝュニティི࣪ۯΦレϗーターがないことやઅඍਭ६などから、ߨ少が進ݰ
のओ体Կも課題となっている。 
当公社はこれらの課題մ݀に対Ԣするための団地࠸生事業を 2013 年から本֪的にखりૌ
΋こととした。団地࠸生事業においては、ݒ଺えやリόϗーションなどハードのߍ৿に加
え、一部の団地では、฽らしの価値を高めるλフト的なखૌΊとして、ेڋ者や地域をת
き込Ί、団地を中心とした地域の活੓Կをਦっている。 
団地࠸生事業には、΢ϗントなどةժ・運営するコϝュニティܙ成活動のプレーϢーがච
要である。団地に長くेまい、地域課題や໪的意識を༙ڠしやすい࣑ࣙ会を窓口として、
ༀ員を中心にプレーϢーとして活動を開࢟していたが、࣑ࣙ会ༀ員も高齢Կが進んでいた
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ことから、多世代交流の൅生などをૄい、若い世代のプレーϢーのౌ場が期待されていた。
しかし、若い世代のे຿はಉき੟りや子үて中など活動のための࣎間の確ฯもೋしく、そ
もそもेڋ人口が少ない。そこで஭໪したのが団地近๥の大学に通う学生である。当公社
と近๥の大学が連携活動をߨうことで、大学生が学΁઒໵෾野の実践の場となり、๝かな
学生生活をૻりながら、団地なら;に地域の活੓Կにつながるという૮ޕのཤ点をݡいだ
すことが出来ると考え、༹々な大学との連携を࢟めることとなった。 
 
ʴ༹々な大学との連携ʵ 
˖Ӟծ団地（ԥਤծࢤ）（ˠ1） 
・ਈ಺川ݟ立ฯ健ෳࢳ大学 
2016（平成 28）年 4 ݆、当公社はʰ生֖ࣙ立プログラム（ˠ�）ʱの推進にあたり連携ڢ
定をగ結した。当公社が大学と連携するのはॵめてであり、連携のखૌΊ内容は次のとお
りである。 
（1） 公社ܨ営の高齢者向けे୒・団地において、健康寿ໍԈ৵にࣁするӭ཈௒ࠬ研究の
実ࢬ、健康的なৱ事メニューのڠಋةժ・఑ڛ、ʰৱʱを通じたղޤ༩๹・ৱүセϝψー
の実ࢬ 
（2） ಋ大学の学生がʰ団地活੓γポーターʱ（ˠ�、ҐԾ、ʰγポーターʱ）としてӞծ
団地に೘ڋすることで、৿たなコϝュニティのܙ成やکԿに༙ӻとなるঀ活動のఴ開 
2022（ྫ࿪ 4）年 10 ݆຦࣎点で、13 ໌の学生が೘ڋしている。（2016 年の連携からԈべ
29 ໌が೘ڋしている。） 
ಋ大学とは、健康寿ໍԈ৵のखૌΊのほか、当公社主催のʰ団地ϝニコンγートʱでの運
営ึ助や࣑ࣙ会主催のՈࡉりへの参加のほか、団地内の集会所において݆ 1 回高齢者のݿ
ৱを๹͛ためのৱ事会ʰどん΁りの会ʱを開催（コロψにてࢯٵ中）。γポーターが一඾
෼の༨ৱを௒ཀྵし、े຿と一ॻにৱべる会で、定期的な開催によりे຿に定着し、γポー
ター主催でありながら、े຿も६ඍに参加するなど、助け合う関ܐがߑ஛できた。年に਼
回、団地の集会所などを࢘い学生が主催・開催するセϝψーでは、大学で学んだ健康ଁ進
や未බなど高齢Կの進΋団地にଊした内容を、γポーターࣙਐがࢥߪとなりे຿にフィー
ドバックしている。セϝψー後はண࿫会を開催することで、一方的な൅৶に終わらせͥ、
े຿から感૟・要望・րવなど生の੢をซき、次のةժʛ運営に活かしたことでे຿から
はඉ常に޹඲である。また、ݡगり活動として、ポストの༥ส෼、部Բの໎かりなど、ҩ
࿪感があった場合は当公社へ通報するなどし、෕段からे຿˳γポーター˳公社の関ܐ੓
がߑ஛できているがΑえの成Վとなっている。コロψՔにおいては活動੏ݸがかけられる
中、γポーターのஎݡを活かし、ӭ཈バランスやޣᅠ๹ࢯなど健康ଁ進に関するチラシを
੏作（ֶ݆）。ةժ・ߏਜ਼・ഓාまでγポーターが一ؑしてߨい、γポーターの೟எ度向
上・健康ଁ進へのر༫を໪指している。 
会やे຿からはʰ高齢者ばかりだったとこΘに学生が参加してくれるだけで৿ળであ࣑ࣙ
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りがたい。ɦ ʰ࿫ができる機会を作ってくれてֺしくգごせる。ɦ などの੢がある。また、
γポーターやそのଖ業生からはʰࣙ෾たちで団地を੟り上げるͩʄという意ـ込Ίだった
が、ٱにこちらが助けられる場໚ばかりです。ʱʰम৮先で活かされるݩܨが多く、ي重
な 4 年間だった。ʱなど、૔方から඲価を得られた事業となっている。ଖ業後はγポータ
ーとしてのݩܨを活かし、ࣉಒ૮஌所やࢤༀ所等公的な৮にमく学生もいる。 
ಋ大学との連携によるखૌΊは、઒໵੓を生かした高齢者事業でのखૌΊだけでなく、ۯ
Պのཤ活༽と地域の活੓Կという課題に対Ԣするものであり、Ґ߳、ଠ団地でもॳ次導೘
している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
˖ྚϴٲ団地（厚໨ࢤ）（ˠ 4） 
・東京ܵ޽大学 
2018（平成 30）年 1 ݆に団地活੓Կの連携に関するڢ定をగ結した。ಋ大学厚໨キャンϏ
スから༁ 2km のړ཯にあるྚϴٲ団地をڎ点に、厚໨ྚࢤϴٲΦリアの活੓Կを໪指すこ
とを໪的としたʰϝドラϚʱと໌෉けた教ү・研究プロジΥクトを立ち上げ、大学が༙す
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学生਌ಈの食事会[どんवりの会] 
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Ӏき続きखૌΊを進めている。 
ྚϴٲ団地のʰ団地活੓γポーターʱとして、2022（ྫ࿪ 4）年 10 ݆຦࣎点で、8 ໌のಋ
大学生が೘ڋしている。（2020（ྫ࿪ 2）年からԈべ 9 ໌が೘ڋしている。）೘ڋしてい
る部Բで研究をߨっていたγポーターはʰ研究をߨう部ԲにेΊ、得られた成Վをेۯ間
րવにܪげていただけるのは研究をする上でذしいですし、やりߗൻを感じます。ʱと言
ཁをرせ、担当している先生はʰ地域の方たちとৰれ合うなかで、ط上では得られない視
点が཈える部෾があるのではないかʱと඲価している。 
団地での活動は、ຘ݆ 1 回の定期ϝーティングߨっており、このϝーティングにญせて、
団地内のβϝलいを実ࢬするほか、࣑ࣙ会が主催する団地内ੜૡ活動や๹܉ࡄ࿇に参加。
また、γポーターࣙら、೦中঳の஭意ً׫のおஎらせなどのチラシの੏作、ྫ࿪ 4 年度か
らは団地集会所を࢘った交流ةժʰϝドリバʱを実ࢬしている。2022（ྫ࿪ 4）年、γポ
ーターの 1 人が࣑ࣙ会のༀ員にम೜した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
˖૮෤ୈ団地（૮ໝ原ࢤೈۢ）（ˠ5） 
・東京೸業大学 
2018（平成 30）年 7 ݆Ґ߳、団地内ঐవ֙઴の߁場にあるコϝュニティΪーデンでの՘の
ම৪え΢ϗントやྫ࿪ݫ年(2019 年)に団地ঐవ֙に開અした多世代交流ڎ点h Ϥλーレ૮
෤ୈʱ（ˠ̕）にて、多世代交流のϭークショップなどを実ࢬしている。 

ॺภبי׫׼ഉ୅،ب؞ཨ৖브वӡࡳӪʁ高ࡌڰ生ࣺਇ事ແ所） 
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 ׉֎՛֤סب؄ؠן״၂の،׸؜׬פ՛ؤ

 
 
・૮ໝঃ子大学・૮ໝঃ子大学短期大学部 
2019（ྫ࿪ݫ）年 12 ݆に団地活੓Կの連携・ྙڢに関するڢ定をగ結した。૮෤ୈ団地
は団地内の高齢Կིが 48ˍとे຿の高齢Կが進ߨしており、地域活ྙ・コϝュニティఁԾ
等の課題があった。ಋ大学が༙する人間社会学等の઒໵எ識を活༽し、団地内のঐవ֙等
との地域連携への参加や、ʰ団地活੓γポーターʱの導೘により地域コϝュニティの活੓
Կを໪指した。γポーターとして೘ڋした学生は、े຿༙ࢦが運営するʰひよここどもৱ
ಌʱでの௒ཀྵ・൤ജึ助や、多世代交流ڎ点ʰϤλーレ૮෤ୈʱやঐవ֙での各झ΢ϗン
トの地域ߨ事で活༄。࣑ࣙ会活動への参加（݆ 1）としては、࣑ࣙ会主催の๹൞Ϗトロー
ルに参加。े຿とߨ動をڠにすることで、γポーターの೟எ度向上や࣑ࣙ会のༀׄや意ٝ
についてཀྵմする場となっている。最近では、SNS での൅৶（ु 1）もߨっており、当公
社運営のフΥ΢スϔックや΢ンスタグラムのى事をγポーター࣍ち回りで作成。団地にे
΋学生໪તでのຳྙ൅৶に貢献している。࣑ࣙ会やे຿からはʰ高齢者のΊだったので学
生が来てくれてすごく助かる。今後も࣑ࣙ会΢ϗントにもどんどん参加してほしいʱと期
待をرせられている。γポーターからはʰ大学でのหکと、実際にその࢕事をしている人
のݩܨからくる࿫がҩうことが多く、すごくหکになる。ʱとの੢がرせられている。こ
ちらのʰ団地活੓γポーターʱには、2022（ྫ࿪ 4）年 10 ݆຦࣎点で、6 ໌のಋ大学生が
೘ڋしている。（2020 年からԈべ 7 ໌が೘ڋしている。） 
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ະᆦ༊ׁ֒֨ඳ၎ 

 
 
・๼཮大学 
2021 年（ྫ࿪ 3 年）10 ݆に当公社およ;一ൢࡔ団๑人シニアラ΢フ振興ࡔ団（ˠ�）の 3
者間で連携ڢ定をగ結。当公社がܨ営する団地のे຿ٶ;そのबว地域े຿の健康寿ໍԈ
৵に向けたखૌΊٶ;研究を推進し、高齢者がेΊやすい活ྙのある地域社会のܙ成にر
༫することを໪的としている。当公社がܨ営する߭外ेܗ୒団地の多くは、̒階または̓
階ݒてでΦレϗーターがなく、特に後期高齢者は階段のতり߳りがࠖೋになることなどか
ら、外出機会がݰりे຿のフレ΢ル進ߨがݔ೨されている。ʰेΊ׵れた地域でいつまで
も健康的にेΊ続けられるʱڧ؂を੖えることを໪的に、๼཮大学が༙するリハϑリテー
ション、༩๹医学、ϖルスプロϠーションなどの઒໵的எݡを活かし、多世代交流ڎ点h Ϥ
λーレ૮෤ୈʱを中心に、フレ΢ル対ࡨ、γルコϘニア対ࡨ、ܲ度೟எ機能্֒（MCI）
対ࡨに関するे຿γーϑスのै実を໪指している。また、地域ฯ健෾野における学生教ү
のै実をਦるとともに、健康寿ໍのԈ৵に向けたखૌΊおよ;研究成Վ等の৚報൅৶をし
ていくことなどをݡ込んでいる。h 団地活੓γポーターʱには、2022（ྫ࿪ 4）年 10 ݆຦
点で、1࣎ ໌のಋ大学生が参加している。 
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 ་෗の໲፛໐࿊वのዻ౤פ׸ל׶ח؀؏コؠת֧ؠיء؊

 
 
˖ґ੐原団地（ґ੐原ࢤ）（ˠ6） 
・東ք大学 
2020（ྫ࿪ 2）年 1 ݆に連携プロジΥクトのڢ定をగ結した。人口がݰ少し、国内ऩ要も
क़小していく中で、࣍続可能な社会が求められており、ݟ੤部などでは人口ݰ少が進んで
いる現য়から、人口ݰ少、௔少子高齢社会に対Ԣした団地ࢬઅのཤ活༽をܯժし実ߨする
ことが求められる。ਈ಺川ݟ੤部にキャンϏスをฯ༙し૱合大学である東ք大学と連携し、
ಋ大学が࣍つʰஎ的ࢊࣁʱと公社が࣍つʰ෈動ࢊࣁࢊʱをཤ活༽することにより、ݟԟ・
੤・যೈ地域の団地の活੓Կおよ;地域૓生を໪的にプロジΥクトの推進をਦるものでݟ
ある。೘ིڋఁ໐により実ࢬを༩定していたґ੐原団地集༁事業に関し、集༁終྅後のۯ
きे౫（12 ஛学Ռの学生からリόϗーション案ݒ、にրरするため༼ڋ౫）を学生೘ߺ
（ʰ઒༙部ڠ;ٶ༽部ʱ）をู集し、学内のߪ඲会にて最༑ऴৈ案݀定。それをもとにଠ
の学生案もखり込Ίつつ、અܯ事ແ所との଩ち合わせや޽事監ཀྵなどにも学生に参加して
もらいながら、当公社とڠಋでઅܯ業ແ(各झ๑ྫ等の確೟・௒੖等)をߨった。2022 年 4
݆より 25 ໌が೘ڋ、今後、団地活੓Կをਦっていく༩定である。 
 
˖஝山団地（ԥශࢤ）（ˠ7） 
・ਈ಺川大学 
2020（ྫ࿪ 2）年 3 ݆に஝山団地を対েとした団地活੓Կの連携・ྙڢに関するڢ定をగ
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結した。これまでଠ団地においてγポーター੏度にخͰく学生೘ڋをఴ開してきたが、ଠ
の߭外ܗ団地とಋ༹に地域活動の担いघ෈ଏ等に௜໚している஝山団地においても、当公
社として、ฯ༙ࢊࣁやこれまでのόΤハΤを生かした団地活੓Կに着घしたいと考えてい
た。そのようなয়ڱの中、学生をʰྊ的ʱなڧ؂でेまわせ、ڠಋ生活や地域貢献を通じ
て૱合的な教үを実践したい大学とのニーθが一஗し、それͩれのکΊを生かして団地活
੓Կに貢献すべくಋ大学と当公社がڢ定をగ結した。具体的なखૌΊとしては、公社௠ୁ
े୒上૜階のۯՊを๑人ܘ༁でಋ大学に௠ୁし、1 あたりރे 3ʛ4 ໌のγッΩー部所଒学
生が೘ڋ。学生生活・部活動とดߨして地域活動に参ժ・ྙڢするというものである。ॵ
年度は 5 2、ރ 年໪は 7 を௠ୁし、2022（ྫ࿪ރ 4）年 10 ݆຦࣎点では 44 ໌の学生が೘
వะをۯ今後も֨大していく༩定である。また、団地内ঐవ֙の。ڋ 1 ۢժ௠ୁし、学生
向けৱಌとして運営開࢟。今後は地域開๎スϘースとしてもཤ活༽していく༩定である。 
஝山団地では、連合࣑ࣙ会や各஺໪࣑ࣙ会、ঐవ֙等により、1 年を通じてさまざまな΢
ϗントや活動がةժ・実ࢬされている。೘ڋ当ॵから学生がࣙ主的にߨっているੜૡ活動
やѭࡲ、੢ֽけのほか、学生がةժ・運営するスマホ教࣪の開催等により、عにे຿との
交流が生まれてきているとこΘであるが、今後も΢ϗント等に参加・ྙڢする機会がଁえ
ることにより、これまでݡられなかった多༹な多世代交流が日常Կしていくことが期待さ
れる。 
ʴまとめʵ 
当公社では、2022 年 10 ݆຦現ࡑ、̕大学と連携して地域活動にखりૌんでいる。その中
でݡえてきたのは、地域ごとで์えている課題や求められるものがҡなっており、また大
学や学生ごとでも࣍ち合わせる઒໵෾野や得意෾野がҡなるため、どのような大学のどの
ような活動が地域にనしているかはまだໝࡩ中である。まだまだޣࡪߨࢾであり、Ձがマ
ッチするかはチャレンジしてΊてΊないとわからない。そのため、े຿、大学、公社がそ
れͩれิΊرって、コϝュニίーションをखることで、活動のϐントを得ている。 
 
そうした中で課題となってくるのが活動の継続੓である。೘ڋした学年にもよるが、ほと
んどの学生は̒年Ґ内にଖ業により活動を終྅してしまう。また、学生が೘れ଺わる中で、
それͩれ活動へのϠチϗーションもҡなるため、そのときのメンバーによって活動内容や
ྖにばらつきが出てしまう場合もある。そうしたয়ڱԾで活動を継続していくには、やは
り地域とのつながりܙ成や活動の定着Կが重要となってくる。地域とつながりが࣍て、関
஛できるߑ成がܙでのコϝュニティの࢞੓がしっかりと஛くことができ、学生とे຿ಋܐ
のであれば、学生ࣙਐのୣ成感にもつながり、े຿とも༓޹な関ܐが生まれる。ٱに、関
ܪമだと、ࣙ෾たちの活動が貢献できているか実感が༛かͥ、次のアクションにس੓がܐ
げͰらくなる。よって、活動の継続੓をң࣍していく上でも、先ഒの学生や当公社が間に
೘り、後ഒ学生と地域े຿をつなげる機会をઅけていく࢕ૌΊをつくることが望ましい。 
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当公社もߨࢾ的に大学との連携を࢟めて̔年ほどがܨգしたが、この連携事業やγポータ
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Ί重͸、継続が、地域コϝュニティにおける活動の重要なポ΢ントであると考える。 
 
今後もこのखૌΊを継続していく中で、今後はे຿と学生の交流が、΢ϗント࣎だけでな
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とチャレンジできるڧ؂やフΧロー体੏を஛くことで、これから社会へ出ていき、今後の
日本を担うであΘう学生ࣙਐの成長や活動につなげていきたい。 
 
ˠ1h Ӟծ団地 দɦ࿪ 45 年（1970 年）ॣ Ӟ上ୈࢤʁԥਤծ޽ 2 ஺໪ 27 ଠ、૱਼ރ 356 、ރ
年齢ۋ༁者の平ܘ 60.04  ࡂ
ˠ2h 生֖ࣙ立プログラム ʁɦ公社がܨ営するίア෉高齢者े୒ϲィンテージ・ϲィラの೘
後も健康であり続けるʰ生֖ࣙ立（ৱ事・೘ཌྷ・ഋᔖのࣙ立）ʱを໪指したڋ者が、೘ڋ
ʰৱʱʰ運動ʱʰ生きがいʱのखૌΊ 
ˠ3h 団地活੓γポーター ʁɦ大学での઒໵෾野を活かしながら、公社の団地にेڋし、地
域コϝュニティの活੓Կを団地活੓γポーター（学生）、公社、地域े຿とともに໪指す
団地γポーター੏度。（೘ڋড়݇等ʁ学業に支্のໃい൥ҕで地域活動や࣑ࣙ会活動への
 （の報告ଠڱ会への加೘、当公社へ活動য়࣑ࣙ、ྙڢ
ˠ4ʰྚϴٲ団地ʱদ࿪ 39 年（1964 年）ॣ޽ʁ厚໨ྚࢤϴٲ 4 ஺໪ 2 ൬ଠ、૱਼ރ 400
年齢ۋ༁者の平ܘ、ރ 65.00  ࡂ
ˠ5h ૮෤ୈ団地ʱদ࿪ 42 年（1967 年）ॣ޽ʁ૮ໝ原ࢤೈۢ૮෤ୈ団地 1 ஺໪ 1 ൬ଠ、૱
਼ރ 446 年齢ۋ༁者の平ܘރ 64.79  （௠ୁ౫のΊ）ࡂ
ˠ6 一ൢࡔ団๑人シニアラ΢フ振興ࡔ団ʁ公社の೘ࣙ࣎ڋ立ܗ・ղޤ઒༽ܗղޤ෉༙ྋ࿟
人ホーム、γーϑス෉き高齢者向けे୒等の運営ଠ 
ˠ̕h Ϥλーレ૮෤ୈ ૮ɦ෤ୈ団地ঐవ֙で۞ߨがୂڊしたۢժをリόϗーションし、 ྫ
࿪ݫ年(2019 年)に開અした多世代交流ࢬઅ。キッθスϘース、デ΢γーϑススϘースやΩ
フΥスϘースなどいつでも立ちرれる場所としている。 
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ˠ8ʰґ੐原団地ʱদ࿪ 40 年（1965 年）~ॣ޽ʁਈ಺川ݟґ੐原ൂࢤാୈ̏஺໪ 6ʷ1 ほ
か、૱਼ރ 339 ʰ東ք大学シΥアドレジデンス+ރ 1ɦ2 ౫ྫ࿪̒年（2022ߺ 年）րरࡃ、
年齢ۋ༁者の平ܘ 67.76  ࡂ
ˠ9ʰ஝山団地ʱদ࿪ 46 年（1971 年）ॣ޽ʁԥශۢྚࢤ஝山 1ʷ1ʷ1 ほか、૱਼ރ 290
年齢ۋ༁者の平ܘ、ރ 66.45  （௠ୁ౫のΊ）ࡂ
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๼քಕࡵຊࢤ厚พۢにある、もΊじୈ団地はݒઅされてから 52 年ʛ37 年がܨգし、近年
高齢Կが進Ί、ۯき࣪が໪立つようになった団地です。高齢者のݡगりと࣪ۯのཤ༽促進
という課題をクリアすべく、ࡵຊࢤと近ྣ大学が連携し、大学生がेڋできるڧ؂が੖え
られました。2018 年から࢟まったこのプロジΥクトのܨҤ、連携のあり方や課題などにつ
いて、ࡵຊࢤ都ࢤ局֙ࢤ地੖ඍ部の੶؛氏と、๼੗学Ԅ大学社会連携課のࣝۿ氏、そして
現ࡑもΊじୈ団地にे΋学生のন本さんにお࿫しをซきました。 
 
 
̏̎ɿ๼քಕࡵຊࢤʶ๼੗学Ԅ大学  

 ʲもΊじୈ団地プロジΥクトʳ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
̏）๼քಕࡵຊࢤ都ࢤ局֙ࢤ地੖ඍ部 
 

΢ンタϑュアーʁন本 ࠺ݣ（京都橘大学）、 
マルティネス ਇج子（京都橘大学） 

΢ンタϑュ΢ーʁ੶؛ ୐࠺氏 
 （ܐ地੖ඍ部 े୒課؇ཀྵ֙ࢤ局ࢤ都ࢤຊࡵ）

  

 ༊ཆད֪ഉֿॺภた֠֗־ׁ
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 体が఑ًした、団地活੓Կと世代間交流のखりૌΊ࣑ࣙ˟
ʴマルティネスʵ 
࢟しています。なͧ、この事業をڛき部Բを学生に఑ۯ営もΊじୈ団地のࢤ、はࢤຊࡵ 
めたのですか。 
ʴ੶؛ʵ 
 もΊじୈ団地は、૱਼ރが༁ 5,500 وてもかなり大ݡと、ಕ内はもとより、全国的にރ
ໝな団地です。ݒઅ࣎期は 1971（দ࿪ 46）年から 1986（দ࿪ 61）年で、この࣎期にݒて
られた公営े୒の多くにΊられるように、5 階ݒてで、Φレϗーターがありません。 
೘ڋ者の高齢Կも進Ί、もΊじୈ団地の高齢Կིは 50ˍҐ上となっています。なおかつ 4
階や 5 階といった上૜階は高齢の೘ڋ者から人ـがなく、࣪ۯが໪立つようになりました
ので、高齢者のݡगりと࣪ۯのཤ༽促進はߨ੕の長年のݔ案事ߴでした。 
Ձかྒྷい方ࡨはないものかと考えていたとこΘ、ʰ京都ࢤ営ୋޥ中山団地は、京都橘大学
と連携して、学生をणけ೘れているʱという࿫をซき、ࢤとしてその事業の௒ࠬをߨい、
検討を重͸た結Վ、もΊじୈ団地でもखりૌんでΊようということになり、2018（平成 30）
年に実ࢬにࢺりました。学生にेんでもらえたら、ۯき部Բ対ࡨと、担いघ෈ଏにೲ΋ࣙ
 。に進められるのではないかと考えたのです࣎会への支援を、ಋ࣑
఑携先の大学については、もΊじୈ団地が立地する厚พۢ内༏一の大学で、Ґ઴から学生
のϚランティア活動等でごԓがあった๼੗学Ԅ大学に૮஌したとこΘ、չくӀきणけてい
ただき、大学としてもखりૌんでくださることになりました。 
ですから、まͥࢤༀ所から大学と団地࣑ࣙ会に఑案をして、࿫を進めていったというܨҤ
です。 
 
 やかな௒੖作業が、交流を支えるࡋ体によるきめ࣑ࣙ˟
ʴマルティネスʵ 
 団地の活੓Կや࣪ۯ対ࡨは、全国各地で課題となり、さまざまなखりૌΊもߨわれてい
ますが、ࡵຊࢤのように、地方࣑ࣙ体が中心になって動いているのは༙مなίースで、ほ
とんどは NPO を立ち上げるなど、຿間が動かざるを得ないয়ڱです。࣑ࣙ体ならではの
੏༁やೋしさがあったのではないでしΒうか。 
 
ʴ੶؛ʵ 
 ฎݟށਈࢤރもಋ༹のखりૌΊをされるなど、先ߨ事例はあるものの、ࡵຊࢤ営े୒は
本来、若い学生が 1 人で೘ڋすることができない݀まりになっていました。 
しかし、事઴に国ౖ交通঴からʰ地域の課題մ݀のためなら、公営े୒本来の໪的外であ
っても、本来の࢘い方や༽౏を૏֒しない൥ҕで࢘༽してもよいʱというようなटࢭの通
ୣが出されていまして、もΊじୈ団地はそれに合஗することから、๼քಕ開൅局とも૮஌
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して、໲題はないと൓இしたわけです。 
当ࢤの場合は、団地࣑ࣙ会と大学の௒੖にۦ࿓しました。 
 たとえば事業がスタートしたࠔは、઴例のない৿و事業ですから、どういうްՎがある
のかを༩଎したり඲価するのはࠖೋでしたし、生活スタ΢ルのҩう高齢者と学生がうまく
いくのか、学生は団地生活になじめるのか、学業がおΘそかにならないか等々、௒੖事ߴ
がたくさんありました。それらについては、ࢤから஺ೣにઈ໎して、૔方ともʰ大৐෋で
はないかʱと೴得していただきました。 
 大学側は、学生のे୒として࢘༽するにあたってઅඍに໲題はないのか、ेރの௠ୁई
関ܐはどうするのか、といった点について心ഓされていましたので、ল໎ح具・シャϭー・
Ϊスコンロ等のઅ஖はࢤのほうでߨいました。 
௠ୁईについては、まͥ大学が೘ڋ者をู集して、Ծݡや೘سڋ望学生の໚ંは大学とࢤ
がڠಋでߨいますが、೘ڋ学生との௠ୁܘ༁はࡵຊࢤが結;ます。大学にୁして、大学が
学生にୁすというܙを考えていましたが、現ࡑのܙにしています。 
ちなΊに、Պ௠はࢤ営े୒で最もఁफ೘の方のֻをన༽して、݆ ֻ 12,000 ԃです。ளऄྋ
ۜはֻ݆ 3,800 ԃで、現ࡑ೘ڋ中の学生でࣙ動ऄに৒っている学生もいます。 
ʴマルティネスʵ 
 かなり҈いՊ௠とளऄྋですが、௠ୁ෼݇をѽう෈動ࢊ業ֆのൕ൅はなかったのですか。 
ʴ੶؛ʵ 
 ʰఁՊ௠で఑ڛするのは຿業のѻയではないかʱという൹൓がありましたが、事業の໪
的をઈ໎して、೴得してもらいました。それと、๼੗学Ԅ大学の場合は、৿さっΈΘӼか
ら地Ծరで 2 Ӽ໪が最رりで、もΊじୈ団地から཯れているので、຿業にはそれほどӪڻ
していないと思います。 
 
ʴマルティネスʵ 
 。෋をしましたか޽会との௒੖について、どのような࣑ࣙ 
ʴ੶؛ʵ 
 もΊじୈ団地は߁いので、࣑ࣙ会も෵਼あります。それらの団地をまとめている࣑ࣙ連
合会の会長さんからർֳ的ྙڢ的な࣑ࣙ会を教えていただくなど、できるだけԾ௒べをし
てから、最もనしていると思われる࣑ࣙ会にお願いにߨきました。 
 
 もできる—学生の੢کい部Բに҈くेめて、社会ห߁˟
ʴマルティネスʵ 
 その後、఑携大学はଁえましたか。 
ʴ੶؛ʵ 
ຊ学院大学も、厚พۢ内に৿キャンϏスができたので、今年ࡵ  4 ݆から参加してくださ
っています。 
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ʴマルティネスʵ 
 現ࡑ、೘ڋ学生はՁ人ですか。 
ʴ੶؛ʵ 
 これまでの೘ڋの実੹ですが、ࡤ年度までは̖໌でしたが、今年度はࡵຊ学院大学の学
生も加わって、合ܯ 11 ໌です。࣪ڋは 2DK ですから、2 人でシΥアすることも可能です
が、現段階でそのίースはなく、1 人につき 1  。となっていますރे
ʴマルティネスʵ 
 ೘ڋ学生の஋ঃർはʃ 
ʴ੶؛ʵ 
 学生の೘ڋ࿰は 2 つの大学に 7 ྈ大学、ࡑつ༽意しています。現ͥރ 3 ໌ͥつ、ܯ 6 ރ
に೘ڋ中で、஋ঃの内訳は஋子 3 ໌、ঃ子 3 ໌です。それをݡるݸり、஋ঃどちらにとっ
てもेΊにくくはないのかなと思っています。 
ʴマルティネスʵ 
 ೘ڋড়݇はありますか。 
ʴ੶؛ʵ 
 いちおうʰ࣑ࣙ会活動に੷極的に参加することʱとしていますが、あくまでも学業༑先
ですので、ک੏はしていませんが、わりあい地域活動に関心のある学生が೘ڋされること
が多いです͸。もちΘん、なかには҈いՊ௠でेめることが動機だという学生もいますが、
結Վ的にいΘいΘな地域活動に参加していきます。学生のेރについては、大学とも૮஌
して、通学のཤส੓にഓ慮するという؏点から、৿さっΈΘӼに近い౫をમんでいます。
団地から৿さっΈΘӼまで、バスで༁ 10 ෾、ైิで 30 ෾ほどですので、学生のࡵຊࢤ内
でのҢ動घ段はバスや地Ծర等の公ڠ交通機関かࣙ఺ऄです。 
ʴマルティネスʵ 
 ౏中でୂڋする学生はいますか。 
ʴ੶؛ʵ 
 ほとんどの学生はଖ業までेΊ続けます。コロψՔで感ઝ֨大がܻしかった࣎期は、h फ
଍したら໯りますʱと言って、いったんୂڋした学生もいます。 
ʴマルティネスʵ 
 ೘ڋ学生のൕԢはどうですか。 
ʴ੶؛ʵ 
 とてもجばれています。先に೘った学生からʰここはいいよʱと়ղされて、೘ってく
る学生さんもいます͸。先݆は೘ڋ学生が一ـにଁえたので、ྈ大学と೘ڋ学生のا合わ
せのようなことをߨいました。 
 
˟若い人がいてくれるだけでـݫが出る—े຿の੢ 
ʴマルティネスʵ 
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ʴマルティネスʵ 
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 団地の高齢者の方のൕԢはどうですか。 
ʴ੶؛ʵ 
 ʰ࣑ࣙ会活動の人घがච要な࣎にघఽってくれるので、すごく助かるʱという੢だけで
なく、h 若い人がいてくれるだけでـݫをもらえる とɦいう੢もあって、とても޹඲です。 
会活動の担いघ෈ଏや地域コϝュニティのओ体Կという໲題に対して、どれくらい࣑ࣙ 
のӪڻがあるのか、ਜ਼確なとこΘはわかりませんが、プラスにಉいているのかなという感
ৰです͸。 
 学生にとっても、҈いՊ௠で೘ڋできて、地域の࣑ࣙ会活動を通じて社会หکができる
というཤ点があるようです。 
ʴマルティネスʵ 
 この事業を進めるうえで、Ձか໲題は൅生しませんでしたか。 
ʴ੶؛ʵ 
 事業を開࢟した࣑ࣙ、ࠔ会のևさんの期待が๴らΊす͙て、学生とا合わせをしたੰ上
で、どれほど学生が来るのを待ち望んでいたか、どれほど期待しているか、ということを
೦くޢられたんです͸。学生は、その੐いにѻౙされ、期待にԢえられるのだΘうかと෈
҈に感じて、 Ҧक़してしまいました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
それで、ࢤとして࣑ࣙ会の方々にh 学生は੷極的に࣑ࣙ会活動に参加してもらうけれども、
あくまでも学業が༑先なので、そのวはഓ慮をお願いしたいʱという࿫をしました。そう
すると、ࣙ 、会のևさんもཀྵմしてくださって、੷極的な活動参加を求めるのではなくて࣑
どちらかといえば学生をݡगるようなࢡ੐にシフトしていきました。 
  
その後は、特に໲題なく進んでいて、こうしたखりૌΊにありがちな૿Խ໲題も、もΊじ
ୈではًきていません。 

ཆདಛಓवのพຣఢ઄֪ౄइ 
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˟学生・大学・࣑ࣙ会のࢀ者が定期的に৚報༙ڠと意ݡ交׷ 
ʴマルティネスʵ 
 大学との連携はスムーθですか。 
ʴ੶؛ʵ 
 大学が団地࣑ࣙ会とڠಋで΢ϗントを開催するような段階にはࢺっていませんが、ྈ大
学とも、とてもྙڢ的なので、ࢤとしては助かっています。 
ʴマルティネスʵ 
 学生はخ本的に 4 年で೘れ଺わるので、継続੓という点でࠖೋがあると思います。それ
について、どのような޽෋をしていますか。 
ʴ੶؛ʵ 
 学生と大学と団地࣑ࣙ会の方が、定期的に一ಌに会し、Ձか໲題がًきていないか、そ
れͩれのয়ڱはどうか、どんなखりૌΊをしているのか等の৚報を༙ڠし、意ݡ交׷もし
ています。 
 
̐）๼੗学Ԅ大学 社会連携課 

΢ンタϑュアーʁマルティネス ਇج子（京都橘大学） 
΢ンタϑュ΢ーʁࣝۿ ༡ࢦ氏（๼੗学Ԅ大学 社会連携課） 

ন本 ँ಺さん（๼੗学Ԅ大学 3 年生） 
 
˟大学として地域に貢献できることを探る 
ʴマルティネスʵ 
 ๼੗学Ԅ大学は、ࡵຊࢤと連携して、ࢤ営もΊじୈ団地のۯき部Բに学生がेΊ、団地
コϝュニティの活੓Կにྙڢする事業にखりૌんでいます。これは、どのようなܨҤで࢟
まったのですか。 
ʴࣝۿʵ 
 本学には、ࡵຊࢤと連携して地域活੓Կにखりૌんでいる教員がいまして、その教員か
らʰもΊじୈ団地は高齢Կの進ߨがஸしい。大学としてՁかできることがないだΘうかʱ
との໲題఑ًをणけていたとこΘ、ࡵຊेࢤ୒課さんからプロジΥクトのお࿫をいただき
ました。主に大学は೘ڋ学生のู集を担っています。本学には社会ෳࢳ学部があり、Ϛラ
ンティア活動も੟んですので、興ັのありそうな学生に੢かけをしながら進めています。 
 最ॵはཻ学生のेڋ先に活༽できればとも考えていましたが、本学の場合、଼ࡑ期間が
ൔ年から 1 年ఖ度の交ཻ׷学生が多いため、おそらく൶らは地域活動をする࣎間が೩出で
きないだΘうと൓இし、本来のࡑ学生をู集する方向に఺׷しました。 
ʴマルティネスʵ 
 現ࡑの೘ڋ学生はՁ人ですか。 
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ʴࣝۿʵ 
 最も多いときは 5 ໌で、現ࡑは 3 ໌です。例年、3 ໌から 5 ໌で推Ңしています。大学
は೘ڋ者のู集はしますが、௠ୁܘ༁はࡵຊࢤと学生の間で結んでもらいます。 
 
˟学生にとって地域活動はよいܻ࢙ 
ʴマルティネスʵ 
 ন本さんは実際に೘ڋ中ですが、なͧ団地にेもうと思ったのですか。 
 
ʴন本ʵ 
 大学೘学࣎のオリΦンテーションで、ʰもΊじୈ団地にेΊませんかʱというチラシを
もらったんです͸。それをಣんだら、Պ௠がすごく҈いし、一人฽らしに興ັもあったの
で、ेんでΊようかと思いました。それで 1 年生の 8 ݆からेΊ࢟め、もう 2 年Ґ上ेん
でいます͸。 
ʴマルティネスʵ 
 ेΊ心地はどうですか。 
ʴন本ʵ 
 コロψՔの最中にӀっӿしてきたので、地域の方々と関わるのはੜૡやঈઉ、ラジオ体
૤のときくらいしかありませんが、もしコロψՔでなければ関わる機会はもっと多いのか
なと思います。 
がेんでいる౫のまとめༀの方は、SNSࢴ  でʰお༓だちʱになって、Ԣ援メッセージや
がʰきΒࢴઇの動ժなどをૻってくださるし、たまたまಋじバスに৒り合わせたときにل
うは໚ંの࿇सなんですʱと言うと、ʰࣙ෾にࣙ৶を࣍っていいよ。大৐෋だよʱとྯま
してくださいます。೘ڋしたばかりのࠔはホームシックັـだったので、温かくંしても
らえるのがうれしくて、࣍ـちもཚち着き、ـݫが出てきました。 
 それと、ࢴは高࣎ߏ代からߨ事の運営をघఽうཬ方のような࢕事が޹きなのですが、
2022 年は団地のՈࡉりのおघఽいができて、うれしかったです。 
ʴマルティネスʵ 
 どんなおࡉりですか。 
ʴন本ʵ 
 団地࣑ࣙ会のΊなさんは、΀だんから集会所に集まって఑౰を作っていて、Ոࡉりのと
きはそれを公Ԅの࠯場に立てて、中にロΤλクを೘れて౰りをともしたり、ӁΊ෼やরき
௙のԲୈを出したりします。 
 に͙やかな΢ϗントが޹きではないेڋ者もおられるので、࣎にはというۦ৚もあるそ
うですが、Ίんなでけっこうֺしくやっています͸。 
は、΀だん団地内ではࢴ  SNS でʰお༓だちʱになった人͛らいしか関わりがありません
が、ՈࡉりのときはハーϠニΩのԍ૙をटັにしている方がʰԍ૙会をしてΊたいʱとお
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っしΎったので、先ഒと一ॻにバックでマラΩスとタンバリンを担当して、その方と合૙
しました。そうすると、いΘいΘな方がҞ子を࣍ってきて、௎いてくださったんです。そ
ういうܙで多くの方と交流できて、ࣙࢴਐもいいܻ࢙をणけているなと思います。 
 
˟学生とे຿のマッチング 
ʴマルティネスʵ 
 学生と団地のマッチングで、うまくいかなかった事例はありますか。 
ʴࣝۿʵ 
 ন本さんのように、࣑ࣙ会に໚ౙݡのよい方がおられる場合はスムーθですが、この事
業がスタートしたࠔに、೘سڋ望学生と集会所で対໚したとき、学生に向かってʰ੢が小
さいͩʱというような言ཁをかけられたことがありました。 
 もちΘん、その方は学生をྯますつもりでおっしΎったのですが、学生がҦक़してしま
って、結局、೘ڋをࣛୂしてしまったんです。 
ন本さんが団地生活になじめているのは、もちΘん൶ঃࣙਐの໎るさや౔ྙもありますが、
その現場にڋ合わせた࣑ࣙ会の方が、学生の心৚をἠΊखって、ʰ団地に若者をܶえ೘れ
るときは、こんなことにـをݥってあげたほうがいいʱと、ेڋ者の方々にݼ;かけてく
ださったことが活きているのだΘうと思います。 
うまくいった例としては、先にܓが೘ڋして、ܓからʰここはेΊ心地がいいよʱという
࿫をซいた఍が、その後に団地に೘ڋして、いまもेんでいます。おܓさんの口コϝ৚報
の成Վですが、൶ࣙਐも地域े຿の方の໚ౙをよくΊて、うまくڠ生しています。 
もΊじୈ団地は、高齢Կもさることながら、ི࣪ۯも高く、ेڋ者のΊなさんもʰなんと
かしてրવしたいʱと思っておられて、その࣍ـちがۯ回りではなく、ちΎんと回り࢟め
ているようなـがします。 
 
˟Τ΢ークポ΢ントはݒ෼やઅඍのݻさ。でも、大きなメリットもある。 
ʴマルティネスʵ 
 この事業を継続させるために、Ձが課題だと思いますか。 
ʴন本ʵ 
 Ґ઴、2 人のঃ子がݡ学に来てくれたのですが、結局、2 人とも೘ڋしてくれませんでし
た。そのཀྵ༟をซくと、ݒ෼のݻさがـになったようです。஛後 40 年とか 50 年ですから、
たとえばਭಕのआ口は 2 つあって、それͩれਭかお౮しか出ません。しかも、お౮のほう
は೦౮が出るんです。ੴはそれが当たり઴だったのかもしれませんが、いまはਭとお౮の
ࠠ合ਭઘがほとんどですし、特にঃ੓はお౮のआ口からいきなり೦౮が出てくるのは෈ส
に感じると思います。お෫࿌も、ཌྷ૩は݆極のリースܘ༁で、জはコンクリート଩ちです。
いまの学生は、৿஛のेݒރ୒でүって、大学に೘ったらչనでสཤなϭンルームマンシ
ョンで一人฽らしをしたいという人が多いので、もΊじୈの部ԲはちΒっとݭしいかなと
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思います。ࢴは全ષـにしませんが、たしかにお౮の温度が௒ઇできないのはちΒっと෈
สで、ࢴのຕも、ʰここにはઊ対にेめないʱと言います͸(঺)。 
ʴࣝۿʵ 
 当ॵഊݡしたお部Բは、お౮を෺かす෫࿌佄はあるけれどもཌྷ૩はリース、シャϭーは
ない、というয়ସでしたので、シャϭーのઅ஖をお願いしました。 
 学生が DIY で内装をࣙ෾の޹Ίにรえたりできれば、この事業のຳྙをアϒールでき
て、೘ڋ学生もଁえるのではないかと思います。 
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できて、もしかしたら今度の౛のおࡉりも開催できるのではないかと期待しています。そ
のときには、Ոࡉりよりもっと深いとこΘまで関わりたいです͸。 
 こんなي重な体ݩができる場は、΀つうの大学生活ではなかなか得られないので、ଖ業
するまで大઀にգごしたいと思います。 
 
 

 
  

ऊఋ׉を೚࿿օ 
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 東京大学のおගݫ、本ڹで活༄する೟定 NPO ๑人֙ ing 本ڹ。地域を活੓Կ
すべく༹々な઒໵৮や人々をマッチングして、多࠾な活動をఴ開されています。
その中で、学生が本ڹにेΊ地域े຿と交流を深めるマッチング事業ʰ書生生
活ʱがあります。ʰ書生生活ʱの運営や޽෋、地域の活੓Կに΋けたखりૌΊの
あり方について、代නཀྵ事 長谷川氏に࿫をききました。 
 
̒ɿ೟定 NPO ๑人 ֙ ing 本ڹ  

 ʲ書 生 生 活ʳ 

 
དࡰഉኁ֧ཎർ}ിภのሞኴ 

೟定 NPO ๑人 ֙ ing 本ڹ  
所ࡑ地ʁ 東京都ช京ۢ本ڹ 4-36-5 
Ԍַʁ 2010 年 12 ݆અ立 
     http://m-hongo.com/ 
事業内容ʁ 
֙ ing 本ڹはช京ۢ本ڹ地ۢをڎ点として活動するまちͰくり NPO。 
本ڹ地ۢにおけるঀ地域活動の支援ٶ;各झ΢ϗント等をةժ立案、実ߨし、地域े຿
の生活خ൭であるঐవ֙の活੓Կを支援するとともに、当֚地域の֙Ͱくりٶ;地域ܨ
 。༫する事を໪的としているرの൅ఴにࡃ
ʲ書生生活ʳ 
 地域の活動に関わりながら、大学の近くにある҈いۯきՊにे΋ことができる。（ී
ۜ・礼ۜなし ˉ38,000ʛ݆） 
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΢ンタϑュアーʁন本 ࠺ݣ（京都橘大学）、 

マルティネス ਇج子（京都橘大学） 
΢ンタϑュ΢ーʁ長谷川 大氏（೟定 NPO ๑人 ֙ ing 本ڹ 代නཀྵ事） 

 
˟ʰひとつԲࠞのԾʱとʰ書生生活ʱ 
ʴマルティネスʵ 
 NPO ๑人֙ ing 本ڹは、৿े຿として本ڹにやって来た若い世代と、ݻくからे΋ঐవ
主や高齢者をつな͛ことで地域を活੓Կしようとしています。具体的に、どのような活動
をしているのですか。 
ʴ長谷川ʵ 
 若者と高齢者を結;つけるという点では、ʰ書生生活プロジΥクトʱ（ҐԾ、ʰ書生生
活ʱ）があります。これは、֙ ing 本ڹが大Պさんからईり上げた࣪ۯを、大学生・大学
院生に҈いՊ௠でୁす事業です。 
 もうひとつ、学生・院生がシニアが฽らすՊのۯき部Բをईりて、生活をڠにする、h ひ
とつԲࠞのԾプロジΥクトʱ（ҐԾ、ʰひとつԲࠞのԾʱ）もあります。これは、2014 年
にϠデル事業として࢟めたखりૌΊで、֙ ing 本ڹがԾॕ生をेまわせたいシニアとԾॕ
したい学生を஧ղします。 
 どちらもシニアが所༙するۯき部Բを若者に়ղして、若い世代に本ڹの֙で฽らして
もらい、シニアには若者との交流をֺしんでもらうという点ではڠ通していますが、いま
はどちらかといえばʰ書生生活ʱのほうに重心を஖いています。 
というのは、シニアはʰ一人฽らしは෈҈だʱとかʰഛい෼やՊ具のҢ動など、ちΒっと
したことをܲـにབめる人がほしいʱʰ若い人と会࿫をֺしΊたいʱと願う一方で、ʰ若
者をेまわせたら、໹はݧثじΎないだΘうかと෈҈でເれなくなった。ちΎんとした学
生だとわかっていても心ഓだʱという心ཀྵがಉくんです͸。だから、ʰごはんをৱべにお
いでʱh おணをӁΊにおいで。おしΎべりしよう とɦ言ってくれるシニアは多いけれども、
学生をࣙ୒にेまわせてくれるシニアは意外に少ないのです。 
それに、ಢ立してՊを出ている子どもたちも、਎がよくஎらない学生とे΋ことに෈҈を
์くし、学生の਎御さんもʰ大Պさんがٺにౙれるなどしたら、ಋڋ人であるըが子が੻
೜を໲われて、人生にউがつくかもしれない。そんなリスクをෝうくらいならՊ௠は少々
高くても෕通の学生マンションにेんでほしいʱという人が少なくありません。 
つまり、ʰ交流するʱとʰ一ॻにे΋ʱはҩうのです。高齢者をݡगる࢕ૌΊをつくって
ほしいという社会的ニーθはあるし、ेまいを҈く確ฯしたいという若者のニーθもある
けれども、  いざh ひとつԲࠞのԾ をɦ࢟めると、そういう実ସが໎らかになったので、
2010 年の NPO અ立当ॵから࢟めていたʰ書生生活ʱにシフトしていきました。 
的な໚でも、hࡃܨ  書生生活ʱは、NPO が大Պさんからईり上げて、学生に຤ୁしする
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というܙସですから、学生にୁす際にՊ௠を 2,000 ԃくらい上৒せして NPO の運営ۜࣁ
にできます。ʰひとつԲࠞのԾʱは、෈動ࢊ஧ղ業の໖ڒを࣍っていれば஧ղघ਼ྋをख
れますが、ࢴたちは෈動ࢊ関ܐの໖ڒがなくてもできるඉ営ཤの়ղ事業をしているだけ
ですから、最ॵの 2 年ほどはಢ立ߨ੕๑人の助成ۜで運営しました。 
助成ۜをणけている間にۜࣁ໚が回る࢕ૌΊを確立したかったのですが、結局、それはで
きなかったし、本ڹに長くेんでいるࢴたちは、ݻいアϏートに࣪ۯがたくさんあること
をஎっていましたから、ʰ書生生活ʱに࣢ଏをҢしたわけです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
˟本ڹの֙の೘り口としての NPO 
ʴマルティネスʵ 
 そもそも֙ ing 本ڹという NPO ๑人をઅ立したܨҤはʃ 
ʴ長谷川ʵ 
  本ڹのঐవ֙でڗԲと࿪՝子Բと༂局を営΋ 3 人のঐవ主が中心になって、2010 年に
立ち上げました。ちなΊに、ࢴはڗԲです。 
 本ڹは、東京大学があり、学生が多い֙ですが、地ݫのঐవ֙は全国的な流れの例に࿛
れͥܨ営にۦ࿓しています。でも、大学は、地域活੓Կのフィールドϭークとなると、な
ͧか地方へ出かけていくんです͸。地ݫのࢴたちとしては、໪の઴にこんなにࠖっている
ঐవ֙があるのだから、ಋじ地域に立地する大学としてՁかしてほしいという࣍ـちがあ
って、h それなら本ڹの֙への೘り口となるようなૌ৭をつくΘうʱと考え、NPO ๑人֙
ing 本ڹを立ち上げました。 
 そうすると、大学の先生からʰシニアの交流の場をテーマにしてଖ࿨やर࿨を書きたい
学生・院生がいるので、णけ೘れてくれないかʱというお࿫が来ました。大学も学生も、
本当は地ݫでフィールドϭークをしたいけれども、その૮஌を୯にすればよいのかわから

զࡣฌ༉ؐ՛ؕחל׬՛ֱ֧֣ࣴ௠のऀ֦ᇿ׈すէ 

ஸ፼ೄ֧ॺภのཆג׈のֱ֧コؓ 
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なくてࠖっておられたようで、֙ ing 本ڹという窓口ができたのをܘ機に੢をかけてくだ
さったわけです。 
それでʰひとつԲࠞのԾʱを࢟めたのですが、はっきりと動機を࣍った学生がԾॕするの
で、シニアのघ助けやݡगりをちΎんとやり、そのݩܨを研究に活かしてଖ࿨・र࿨を࢕
上げ、൶らがଖ業・र྅した後はその後ഒが೘るという、ԓބのようなܙがほとんどです。 
 ただ、先ほどお࿫ししたように、஧ղするには෈動ࢊ関ܐの໖ڒがච要で、しかもݒރ
てのՊに学生をेまわせたいシニアが༩૟外に少なかったので、いまはʰ書生生活ʱにΤ
Φ΢トを஖いてखりૌんでいます。 
 最近は都ࢤ回ؾのܑ向があって、本ڹにも若い世代がे΋ようになり、人口౹ܯでݡれ
ばे຿の平ۋ年齢はԾがっているかもしれませんが、ࢴたちঐవ主の໪તでݡると、少し
ҩった֙のࢡがݡえてきます。 
 たとえば、うちのՊ業のڗԲに 6 人Պଔのお得意さまがおられたとすると、ʰあのお୒
は、໊さんはՉがれたし、おじいさんは๤くなられた。じΎ、いまはおばあちΎん 1 人だ
よ͸ʱという΀うに、ঐవ主ならではの৚報を࣍っています。ʰそれなら部Բが༪ってい
るはͥだ。それを学生にୁしてेんでもらえば、おばあちΎんも҈心じΎないかなʱと思
いついて、ʰひとつԲࠞのԾʱやʰ書生生活ʱを࢟めました。 
  
˟ௌ内やঐవ֙の࿰をӿえたフィールドをつくる 
ʴマルティネスʵ 
 地域にはௌ内会もあると思います
が、NPO と連携しているのですか。 
ʴ長谷川ʵ 
たち地域の担いघはௌ内会でも活ࢴ  
動していますが、ݡगりをௌ内会でも
やってほしいとߨ੕から言われても、
ௌ内会ࣙ体が高齢Կしていて、ݡगり
ༀは担いきれないয়ସなので、それを
担える࢕ૌΊとして NPO を立ち上げ
たというܨҤもあります。 
 それに、ௌ内会やঐవ会というૌ৭に೘ると、ༀ員が回ってきたり、おࡉりもੜૡも๹
も全部参加しないといけないから、そういうૌ৭には೘りたくないという人がけっこうࡄ
いますよ͸。でも、NPO がやっているੜૡ活動だったらܲـにྙڢできるという人たちも
いて、それも ֙ ing 本ڹを立ち上げたཀྵ༟の一つです。 
 それから、ௌ内会は当ષ、ௌ内ごとにૌ৭されていますから、ಕを一本ֶてたՊはྣの
ௌ内で、พのௌ内会に所଒することになります。その点、NPO なら、ௌ内の࿰をӿえて一
ॻに活動できます。つまり、NPO というフィールドをつくることによって、ҩうௌ内の人
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もΑるやかにڠಋできる。そういう場があれば、֙のつながりはسമなようにݡえて意外
に大৐෋です。 
 ঐవ֙にしても、振興キャンϘーンの΢ϗントをやりたいけれども、ݺพのঐవ֙単Ғ
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と人をつないだり、プロジΥクトと人をつな͛ことで実現していく。あるいは、思いをܙ
にするようなフィールドを༽意する。それによって֙が活੓Կするのではないかと、NPO
અ立࣎に思いました。そういうフィールドを༽意するのは、ঐవ֙のオϢジの得意ٗです
から(঺)。 
 
 
˟ʰ໪ཤきʱのコーディネーター཈成がΩά 
ʴマルティネスʵ 
 ʰ書生生活ʱやʰひとつԲࠞのԾʱでは、特にどんなことにۦ心しますか。 
ʴ長谷川ʵ 
 ひとつは೘ڋする学生と大Պさんのコーディネートです。h ひとつԲࠞのԾ のɦ場合は、
シニアと学生のಋڋですから、おޕいの要望をซきखり、生活स׵や生活࣎間ଵを໘ືに
௒べ、૮੓なども考慮しますし、ಋڋが݀まった後は、われわれが立ち会って、シニアと
学生の間で生活ルールを݀めます。ಋڋを開࢟した後も、Ձかトラϔルがًきていないか
を定期的に௒ࠬするなど、継続したγポートがච要ですから、学生とシニアに対するʰ໪
ཤきʱがとても重要です。 
 ʰ書生生活ʱは、֙そのものを学生の研究フィールドとして఑ڛして、それにेまいを
෉ける΢メージですから、ʰひとつԲࠞのԾʱほど৽重になるච要はありませんが、໚ં
はචͥおこなって、どういう学生か、Ձを研究しているのか、なͧここで฽らしたいのか
等を৆しく௎きます。 
ʴマルティネスʵ 
 ೘ڋのড়݇はあるのですか。 
ʴ長谷川ʵ 
 どちらのプロジΥクトも、೘ڋ学生には地域活動への参加を推ওしています。ただし、
ཤが༫えݘにʰ地域活動に参加する࣎ড়݇とଌえてほしくないので、໚ંڋはそれを೘ࢴ
られていると考えてほしい。ড়݇とଌえるような人はेまないほうがよいʱと、はっきり
ఽえることにしています。 
 言い׷えれば、චरՌ໪とࣙ༟મ୔Ռ໪があるようなもので、චरՌ໪はঐవ֙の΢ϗ
ントやࡉりのਈ༭担͙をघఽうこと、ࣙ༟મ୔Ռ໪は学生が研究テーマを఑示してくれた
らࢴたちがそれにྙڢする、という関ܐです。 
 最近໚ંした医療ܧの学生は、ʰࣙ෾の研究上、シニア世代にϐアリングするච要があ
るが、その機会が得にくいので、ここで࿫を௎けると助かる。それに加えて、҈くेまわ
せてもらえば大รありがたいʱと࿫していました。 
 そういう໪的意識を࣍った学生がほとんどなので、ࢴたちはよくʰৱべる会ʱを開くん
です。そこにシニアも学生も現ༀの社会人もঐవ主も集まって、ӁΊৱいしながらϭ΢ϭ
΢しΎべっていると、あらたまって়ࣙހղなどしなくてもࣙષに交流ができるし、ϐア
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リングもできます。いまはコロψՔなので、なかなか開けませんが。 
 いͥれにしても、しっかりした動機を࣍った学生を集めるには、໪ཤきのできる༑ऴな
コーディネーターがචਤなので、その཈成は今後の課題だと思っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

˟೟定 NPO で、ࣙૺの可能੓を߁げる 
ʴマルティネスʵ 
 NPO が൅ଏして 12 年ですが、後継者はできましたか。 
ʴ長谷川ʵ 
 大学をଖ業した書生たちの中から、Պఋを࣍つなどして本ڹの֙にेもうと言う人が出
てくるのを待っているとこΘです。かつての書生がʰよくஎっているおじさんがいる֙で
฽らしたほうが、子どももݡगってもらえるし、ेΊやすいのではないかʱと考えて、こ
の֙に໯ってきてくれるように、いまগ来の後継をүてているわけです(঺)。 
 そういう人が次世代を担ってくれるためには、NPO で઒ॊ者をޑえるくらい、おۜを回
せないといけない。現ࡑは会ܯだけはඉ常ۊのスタッフをޑっていますが、໚ંやγポー
ト等のߨ動ඇは出せないので、すべて࣍ち出しです。助成ۜは、ളりが多くて࢘いにくい
ものは申੧せͥ、࢘いঋघのよいものを少ֻですがもらっています。ですから、ほとんど
ࣙૺしているয়ସです。 
ʴマルティネスʵ 
 これからもࣙૺし続けるために、Ձか方ࡨを考えていますか。 
ʴ長谷川ʵ 
 ここ਼年ほどேકしてきたのが、೟定 NPO ๑人になることです。ࢴたちのखりૌΊは、
かなり஭໪され、マスメディアでखり上げられることも多く、社会的な඲価も高いのに、

དࡰの׽ب؎יを೚࿿օിภภ活֦ᇿ׈すॺภ֧׈༉ᅳጫಈ                 
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運営ۜࣁを得る方๑がない。それなら第ࢀ者からر෉をูることができる࢕ૌΊをつくΘ
うと考えて、コロψՔの 2021 年、೟定 NPO ๑人になりました。 
 ೟定 NPO ๑人にر෉をすると、ر෡ۜ߉ঈなど、੭੏の༑۲ી஖をणけられるので、
෉で運営ඇをまかなって、学生がՊ௠を෹ر。෉をणけやすくなりますر業からة人やݺ
わなくてもेめるようにしたり、できればও学ۜを出せるようにしたいと思っています。 
 それから、೟定 NPO ๑人になることによって、Ҫଅもणけられることになりましたの
で、先日、Ҫ言と૮続に関するセϝψーを開きました。ۯきՊ、૮続がうまくいかない෼
うなど、いΘいΘなख࢘஛෈可෼݇などを、ʰ書生生活ʱのेまいにݒ࠸ಕのԠのࢴ、݇
りૌΊも視野に೘れて、೟定 NPO ๑人をख得したわけです。 
 東京大学にはҪଅの申し出が多਼あるそうですが、大学はۜࣁのҪଅはणけられても෈
動ࢊのҪଅはणけられないので、֙ ing 本ڹがʰ学生のために࢘ってほしいʱとのҪ言に
 。になれればいいなと思いましたࡾ෉された෼݇のणけرͰいてخ
࠸、଺可能෼݇をҪଅされたら、大घデϗロッϏーと連携することも考えられますしݒ 
してもいい。Ґ઴、੠ਈ࣮ڛとして఑ࡒ஛学Ռの学生にリフΧームの教ݒ஛෈可෼݇はݒ
をୁしてもらえない。্がいが࣪ڋちの方々の団体からʰ্がい者というだけで࣍をお׳
あっても地域に貢献したいと思っているので、ࢴたちもʲ書生生活ʳの対েに೘れてもら
えないだΘうかʱというお࿫がありましたので、ෳࢳ෾野の方々とも連携の可能੓が߁が
ります。 
 ૮続人がいなくて国ށにؾ଒してしまう෼݇は、年間༁ 600Աԃにも上るそうですから、
そういう෼݇を࢘える࢕ૌΊをߑ஛することも考えています。そうすれば、ʰ書生生活ʱ
の学生に҈いՊ௠でेまいを఑ڛできる可能੓が֙中に߁がります。 
ʴマルティネスʵ 
 Ҫଅをูって、もし本ڹではなくଠの地域の෼݇をҪଅされたら、どうするのですか。 
ʴ長谷川ʵ 
 その場合は、たとえばසࠖ໲題をѽっている団体につないで、࢘ってもらえばいいと思
います。֙ ing 本ڹがଠの地域の෼݇を؇ཀྵ・࢘༽するච要はないので、Ձでもすべて֙
ing 本ڹでѽおうとは思っていません。ଠの地域や団体と連携できることが大઀だと考え
ています。 
 
˟NPO というフィールドでԿ学ൕԢをًこし、৿しい活動を૓る 
ʴマルティネスʵ 
 今後に向けた課題はʃ 
ʴ長谷川ʵ 
 先ほども少しお࿫ししましたが、໪ཤきのできる༑ऴなコーディネーターを཈成するこ
とと、҈定したࡔ੕خ൭の確立です͸。その対ࡨの一つが೟定 NPO です。 
 それから、ࢴはシニアも地域のために活動してもらうことが課題だと思っています。Ӏ
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きこもられるとݡगりができないので、ՊからシニアをӀっͼり出したいのです。だから、
地域の高齢者に会うといつも、h ۝がटັなら、൅නの場をつくるからචͥՐってくれʱࢽ
とかʰฦΊ෼ができるなら、ฦΊ෼の࢕事を࣍ってくるからघఽってくれʱʰૡঈが得意
なら、ૡঈをघఽってくれʱと言っています。そうやって社会参加をしてもらって、シニ
アが医療やෳࢳの྘域にߨくघ઴でࢯめる、๹ഀఇのような NPO になりたいと思うから
です。 
 シニアの方々は、敬࿟会など、Ձかにつけてডかれる側なので、それに๠きていて、主
ༀでやりたい人がけっこういます。そのことにـͰいてからは、シニア主催の΢ϗントに
若者が参加するというةժをଁやしました。たとえばʰৱべる会ʱなら、༽意はシニアに
してもらって、若者を 100 ԃでݼ΁んです。ৱべることさえ࢟めたら、Ίんなϭ΢ϭ΢し
Ύべるから、ةժする側もֺですし、若者はたら΀くৱべることができ、シニアは若者と
࿫ができるので、૔方とも大ج;です。シニアが活༄する場をଁやして、シニアのઞࡑ能
ྙをもっとӀき出したほうが、ݺ人にとっても֙にとってもいいです͸。 
֙には多࠾な人がいるので、その人たちが集まるフィールドをつくって、Կ学ൕԢをًこ
させるのが NPO ๑人֙ ing 本ڹの͸らいです。これまでつながりのなかった人たちを、
֙ ing 本ڹというフィールド上でくっつけて、Կ学ൕԢをًこさせて、いままでにない৿

しい෼࣯（つまり活動）を
生成させる。そのգఖをֺ
しんでいるので、৿しいア
΢デアや఑案が出てくる
とϭクϭクします。 
 
 
 
 
 
 
 

་ॺภ֧དࡰഉኁの໣ฌ༉୪ጺव 
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ըཆ໲؟՛؊׽׸ءթ 

 
 Ւ֣֩փ֦ർ৩֪jj֮ب؜׬׸ؔ
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ᶚɿڋ場所఑ܗڛ ʶ ΢ϗントܗ ʛ集える場所が生きがいにʛ 
  このスタ΢ルでは、高齢者をはじめ、地域の人々が集えるڋ場所を఑ڛし、΢ϗント
開催もߨいながら交流の機会をつくります。主に地域に฽らす高齢者のݿ立の༩๹とմভ
が໪指されます。しかし、ݿ立するのは高齢者だけではなく෈ౌߏや社会になじめない若
者もಋ༹です。世代の֠ࠞをӿえたڋ場所がやさしくेΊやすい地域を作っていきます。 
ʰ一ൢ社団๑人 えんがおʱは、若者が中心となってڋ場所を఑ڛしています。この場

の運営に参加する学生はࣙ主的に活動に加わります。ࣙ෾にࣙ৶を࣍てない若者は、この
場で高齢者と関わり、感謝の言ཁをもらうことでࣙ৶をつけていきます。また、ここに๜
れる高齢者はなにかしらのༀׄを担っており、活༄の場でもあります。このような場があ
ることで、ࣙષな交流が生まれ、おޕいが೟められ、それが当たり઴のܢ৯であるまちが
できていく。そんなʰえんがおʱを運営する、若者のひとりでもある代නཀྵ事 ᖝ野氏に
お࿫をซきました。 
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̓ɿ 一ൢ社団๑人 えんがお   
ʲ高齢者と若者のڋ場所ʳ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コؚؔ֩ג־׮כ؄ט׻؀のऌ 

 
一ൢ社団๑人 えんがお 
所ࡑ地ʁತ໨ݟ大ీ原ࢤ山のघ̐-14-3 
Ԍַʁ2017 年 3 ݆અ立 
事業内容ʁ 
年齢や্がいの༙ໃを໲わͥ、いΘいΘな人がつながることによって高齢者のݿ立を๹
͙たいというのがʰえんがおʱのコンセプト。 
ైิ 2 ෾ݏ内にある 6 になじߏ場所、学کって、地域γロン、学生のห࢘きՊをۯのݤ
めなくて෈ౌߏয়ସにある中高生向けのフリースクール、্がい者のグループホーム、
地域ৱಌなどを運営している。 
点となっているʰΊんなのՊʱは若者༽、このՊは高齢者༽、このՊは্がい者༽とڎ
෾けないで、できるだけاを合わせられるようにしている。 
 https://www.engawa-smile.org/ 

 
΢ンタϑュアーʁマルティネスਇج子（京都橘大学） 
΢ンタϑュ΢ーʁᖝ野 গߨ 氏（一ൢ社団๑人えんがお） 
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˟なͧ高齢者のݿ立の༩๹とմভにखりૌ΋のか 
ʴマルティネスʵ 
 ʰ一ൢ社団๑人 えんがおʱ（ҐԾ、ʰえんがおʱ）は、子ども、若者、高齢者、্がい
者など、すべての人が日常的に関わることによって高齢者のݿ立Կの༩๹・մভという課
題に向き合おうとしています。なͧ、そのように考え、活動することにしたのですか。 
ʴᖝ野ʵ 
 きっかけは東日本大ਔࡄです。当ࢴ、࣎は作業療๑࢞を໪指す大学生で、Ϛランティア
に興ັはあったけれど授業Ґ外はアルバ΢トとӁΊ会と༣΁ことに࣎間をඇやしていまし
た。そんな࣎にਔࡄがًこって、関東から東๼への出೘り口にあたるこのวの地域はඈೋ
者であ΀れศるようになり、ඈೋ所のভಡや支援෼ࣁをഓාする人घがଏりないというメ
ールをणけखったのです。 
 やっͼり地ਔと௣ഀとその後のඅࡄ地のয়ڱはুܺ的だったので、とりあえͥϚランテ
ィアに参加して、ࣙ୒を௣ഀで流されたおばあちΎんの言ཁを௎いたのですが、ࣙࢴਐは
Պを流されたことがないから、うなͥくこともh 大৐෋ですよ とɦ言うこともできなくて、
ࣙ෾のໃྙさを痛感しました。 
ʰこういう࣎にちΎんと人のྙになれないと、作業療๑࢞の֪ࣁをखっても意ັがないの
ではないか。ࡑ学中にもっと成長して、人のༀに立ちたいʱという思いがکくなり、社会
貢献事業の中でも、ϑジネスϗースで社会課題のմ݀を໪指すλーシャル・΢ンϏクトな
どに໪を向けるようになりました。 
  それで、ք外Ϛランティアに参加するなど、いΘいΘなことにखりૌんで、大学ଖ業後
も後ഒたちとʰせっかく大学に通っているのに、地域とも、地域で฽らす高齢者とも、関
わりが全ષないよ͸ʱなどと࿫し合って、学生と地域の高齢者をつな͛Ϛランティア活動
をΑるいϘースで࢟めました。これが、実際にやってΊるとすごくֺしかったんです。 
 また、その活動の中で、1 ु間、୯とも࿫さないお年رりと出会って、高齢者のݿ立の
深ࠃさにـͰくことにもなりました。そのࠔのࢴは、作業療๑࢞として高齢者ࢬઅでಉき、

高齢者をリハϑリテーションで
支援してՊにؾす࢕事をしてい
たのですが、お年رりの఺ౙ・ࠐ
઄の原Ҿを௒べると、たった 1人
でՊにいて、会࿫もなければ外
出もしないで、だんだんྙ۔が
ਲえて఺ౙするというഐܢがあ
ったのです。೟எ঳にしても、特
にಢڋの方が൅঳するഐܢには
୯とも会࿫をしていない生活য়
ସがあったりします。 ࡴᄤೂཆሓ෗ ևג֋։  ༉ᅳጫಈ ᦊኾ ൙ப ౳ 
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 そこで、ʰこのݿ立という໲題に向き合わないと、高齢者をखりתくঀ໲題のࠞ本的մ
݀にࢺらないのではないか。それを࢕事にできたら幸せだなʱと思い、高齢者向けのสཤ
Բγーϑスとしてً業しました。 
 
 
˟人をབり、૮஌することの大઀さ 
ʴマルティネスʵ 
 高齢者の生活支援をϑジネスとして成立させることは、ハードルが高いという΢メージ
があります。ً業する࣎、どのような޽෋をしましたか。 
ʴᖝ野ʵ 
 ʰNPO ๑人 とち͙Ϥースγポーターθネットϭークʱ（ҐԾ、ʰとち͙Ϥースʱ）の
支援をणけたことが大きかったです͸。ʰとち͙Ϥースʱは、社会課題をࣙらのྙでմ݀
したいと考える若者に対して、それをϚランティア活動のϗースでߨうのか、それともλ
ーシャルϑジネスにすることで継続を໪指すのかといった૮஌に৒ったり、プランニング
やアクションを૱合的にγポートしています。つまり、ࣙ෾たちで社会課題のմ݀にखり
ૌんでいては間に合わないから、社会課題のմ݀を໪指す若者をたくさんүてることに஭
ྙする NPO なのです。 
 この NPO が主催するϑジネスア΢デアコンテストは、すごくすてきで、ただ単に൅න
して終わりではなくて、Φントリーして最終મ考に࢔ると、൅නまでの༁ 4 Ω݆間はة業
Պなどがʰこれでは全ષだめだよʱとかʰこういう点を考えなきΎいけないよʱという΀
うにアドバ΢スしながら൒ૺしてくれます。 
がやΘうとしていた高齢者の生活支援は、単価がఁくてफӻ੓がないと思っていましࢴ 
たが、この൒ૺ期間中にܨ営の先ഒ方からʰそういう事業は、これからの社会にච要だけ
ど、܇がやらないと୯もやらない͸ʱという言ཁをもらって、ストンとᡲにཚちたـがし
ました。 
 いまはࣙ৶のない若者がଁえているし、ࣨഌはڒされないというか、ࣨഌしたらୡかれ
るような෫ொがあって、若者が社会的な課題や໲題にـͰいても、なかなかேકしͰらい
社会になっています。そういうয়ڱの中でً業を໪指す者にとって、ʰとち͙Ϥースʱの
ように൒ૺしてくれるଚࡑはとても心کかったです。 
 それと、上の世代で社会貢献事業をしている人たちは、h いいことをしているのだから、
おۜをもらってはいけないʱと考える方が多いـがしますが、それでは継続できないし、
がりもつくれない。事業で生活できなければいけないし、社会にいいことをしているか߁
らこそ待۲もྒྷくすることが大事だと考えました。ة業の社会貢献について、ʰཤӻが出
たة業は社会にؒݫすべきだʱというようなことが言われますが、それはʰ社会に貢献し
ているة業はちΎんとཤӻを出すべきだ。ܨ営をがんばるべきだʱということとಋじ意ັ
ではないかと考えたのです。 
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 ً業する࣎点で、それを൒ૺ者の方々から学΁ことができたࢴは、とてもܛまれていた
と思います。 
ʴマルティネスʵ 
 ʰえんがおʱは、ᖝ野さんが 1 人で立ち上げたのですか。 
ʴᖝ野ʵ 
 立ち上げのघ続き等はࢴ 1 人で動きましたが、ϑジョンや໪ඬ、ϝッションなどは、ࢴ
がଠの人と࿫し合いながら作りました。 
 立ち上げる࣎に大઀にしたのは、いΘいΘな人に૮஌に৒ってもらいつつ஧間になって
もらうというࢡ੐です。૮஌૮घは、ܨ営者の方やλーシャルセクターで社会貢献事業を
している方がメ΢ンで、もちΘんߨ੕の方や地域の方にも૮஌しました。 
 その際、ـをつけたのはѭࡲではなく૮஌をするということです。ѭࡲにߨくと、ʰ立
ち上げますので、よΘしくお願いしますʱʰわかった。がんばって͸ʱで終わってしまい
ますが、ʰこういう事業を立ち上げたいのですが、どなたに૮஌すればいいですかʱと૮
஌する感じで࣍ちかけると、ʰじΎ担当課を教えてあげるから、ߨってΊたらʱと言って
もらえたりします。 
 当࣎のࢴは、若者の特ݘを活かして೦い思いをఽえたら༙ཤになるだΘうとけっこう଩
立をこのまちからรえていきたいので、୯ݿༀ所でʰ高齢者のࢤ、的に考えていたのでࢋ
か担当の方を়ղしてほしいですʱと૎えました。そうすると、ʰじΎ、とりあえͥ高齢
課の課長を連れてくるから࿫をซいてもらいなさいʱという΀うにつないでくれて、高齢
課の課長さんと࿫をしたら、ʰあの人にはѭࡲをしておいたほうがいいよʱとかʰ今度、
こうかʱという感じで、次々とච要な人につながっていきましߨにࡲ会長に一ॻにѭ࣑ࣙ
た。 
 
˟若者と高齢者は、意外に૮੓がྒྷい 
ʴマルティネスʵ 
では、ʰえんがおʱの具体的な活動内容を教えてください。 
ʴᖝ野ʵ 
 ైิ 2 ෾ݏ内にある 6 になじߏ場所、学کって、地域γロン、学生のห࢘きՊをۯのݤ
めなくて෈ౌߏয়ସにある中高生向けのフリースクール、্がい者のグループホーム、地
域ৱಌなどを運営していますが、このՊは若者༽、このՊは高齢者༽、このՊは্がい者
༽と෾けないで、できるだけاを合わせられるようにしています。年齢や্がいの༙ໃを
໲わͥ、いΘいΘな人がつながることによって高齢者のݿ立を๹͙たいというのがʰえん
がおʱのコンセプトですから。 
ʴマルティネスʵ 
 。અの運༽は、具体的にどうしているのですかࢬ 
ʴᖝ野ʵ 
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 6 のうち、hݤ コϝュニティハΤスΊんなのՊʱは、1 階が地域γロンで、いわば高齢者
のおணӁΊスϘースですが、2 階は学生のหک場所です。2 階に上がるには 1 階を通るච
要があるので、若者はお年رりにѭࡲをします。そうやって׵れてくると、おじいちΎん
おばあちΎんと若者が一ॻにおணをӁんだり、ご൩をৱべたりするܢ৯が生まれます。 
 それと、ಢڋの高齢者は 1 人でご൩をৱべているし、2 人฽らしでも高齢者のΊの世ଵ
になると、やっͼり 2 人だけで会࿫も少なくご൩をৱべている。それに、若者も 1 人でৱ
べているίースがけっこう多くて、つまらない。ʰだったら、ुに 1 回くらいはΊんなで
ご൩をৱべたほうが、おいしいしֺしいしࡃܨ的だよ͸ʱということで、地域ৱಌを࢟め
ました。 
 そこでは、੠ਈやஎ的な্がいを์えて、ʰえんがおʱのグループホームに೘っている
人たちも一ॻにご൩をৱべますし、地域の子どもたちも来るし、そのฯޤ者の方々も௒ཀྵ
に参加してくださるので、多世代交流の場になっています。 
 1 ৱのྋۜは、子どもと学生は 300 ԃで、ࡃܨ的事৚があればໃྋになります。高齢者
からは 500 ԃをもらっています。௒ཀྵやࡒྋの௒ୣは、子どもたちのฯޤ者の方がϚラン
ティアでघఽってくださったり、ࢴたち৮員が担いますが、ྋཀྵ޹きの学生スタッフがや
ってくれることが多いです͸。 
 ʰコϝュニティハΤスΊんなのՊʱの 1 階の、高齢者のおணӁΊスϘースのԠのドアを
開けたとこΘがフリースクールで、෈ౌߏの中高生のڋ場所ですが、いま൶らは֙中にϗ
ンチをଁやして、外出しやすい֙にしようということで、ϗンチ作りをしています。さっ
きも若者がお年رりにѭࡲしながら、Ԡの部Բに೘っていきました。 
 このように、中高生のڋ場所と高齢者のڋ場所がಋじۢժ内にあって、この中高生たち
が๜໲ܗの高齢者生活支援事業について来ることもあります。 
ʴマルティネスʵ 
 若い人と高齢者がંして、トラϔルが生じることはありませんか。 
ʴᖝ野ʵ 
 じつは高齢者と若者はとても૮੓がいいと、ࢴは思っています。Ґ઴はӀきこもりで、
いまもコϝュニίーションがۦघな෈ౌߏの中高生を、日中の࿫し૮घがいなくて、ٮが
来たら一方的にしΎべるようなおばあちΎんのお୒に連れてߨくわけですが、੐いよくし
ΎべるおばあちΎんの࿫を若者はおどおどしながら௎いているんです͸。 
でも、おばあちΎんはひとしきりおしΎべりした後、中高生にʰありがとう。あんたが࿫
を௎いてくれたから、これから 1 ु間、ـݫでいられるわʱと言って、すごく感謝してく
れるし、ಋߨしたࢴたちもʰコϝュニίーションできるじΎんʱと言います。そうすると
中高生は、ʰԸってコϝュニίーションできるんだʱとࣙ৶がついて、ʰもっとできるよ
うになりたい。もっと૮घの࣍ـちにԢえたいʱと思うようになり、一ิをಁΊ出せるよ
うになることがあります。 
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˟ʰ大รなことʱはʰѳいことʱではない 
ʴマルティネスʵ 
 どのような体੏で運営していますか。 
ʴᖝ野ʵ 
 グループホームも含めて、常ۊ৮員 4 人とϏート৮員 8 人とϚランティアの学生スタッ
フ 7 人で回しています。学生スタッフはݟ内の高ߏ生と大学生で、ご൩Ͱくりも含めて運
営から一ॻにやりたいという人たちです。 
 スタッフ会٠はまめに開いて、事業のア΢デアを出し合うなどしています。 
ʴマルティネスʵ 
 運営上、ࠖったことはʃ 
ʴᖝ野ʵ 
 いっͼいあります。ຘ日いΘいΘなことがًきて、その 9 ׄはほぼࣨഌです͸(঺)。一
例をڏげると、্がい者のグループホームを運営しているので、ཤ༽者さんが深໹にໃஇ
で外出する૿͙がՁ日も連続することがあります。そういうトラϔルは、対人援助の現場
ではඈけられない໚もあるので、ࣙࢴਐはְޝを݀めていますが、やっͼりチームとして
はೲΊます͸。 
高齢者のおணӁΊスϘースでも、ےԐのルールをगれなくて、タバコのօをཚとすおじい
ちΎんがいたので、出ていってもらったことがあります。ࢬઅの؇ཀྵ੻೜者としてはʰも
う来ないでくださいʱと言わなければいけないけれども、ͥっと年上の、本来は敬うべき
方に対してそれを言うにはすごくᷦ藤があって、つらいです。 
それに、ʰえんがおʱしかڋ場所がない人は、ここを出೘りࢯےになったらଠにつながり
があるのかが心ഓですが、෵਼のڋ場所を࣍っている人がルールをҵ୦した場合はʰもう
来ないでくださいʱと、はっきり言うようにしています。 
学生のหک場所は、໹中もΩάをかけないので、໌઴を書いてཤ༽ྋ 200 ԃをസに೘れれ
ばࣙ༟に࢘えますが、おۜを೘れなかったり、೘ってはいけない場所に೘ったりする学生
が࣎々います。それで、༑しいฉҕـのࣺਇや、Ίんなの༙ڠスϘースを子どもたちがૡ
ঈしているࣺਇなどをปにహって、そういう学生がڋ心地のѳさを感じるようにしていま
す。൶らは、まじめにルールをगっている学生たちのʰなんで、あいつが来るんだよʱと
ඉೋするような視તも感じるので、だんだん来なくなります͸。その意ັでは、オープン
な場にݡえて、じつは来る人をમんでいるのかもしれません。 
いͥれにしても、h 大รなことʻѳい とɦいうようなଌえ方はしないようにしていて、h 人
間関ܐは本来、大รなものだし、൧わしいし、໚ౙだけれど、でも、それがいいんだʱと
いう感じでणけとめています。 
営໚でೲ΋のは、λーシャルϑジネスの྘域はおۜにならない部෾が多いということでܨ
す。いま学生のหک場所のজがྮえるのでஇ೦޽事をしていて、その代ۜが༁ 10 ຬԃか
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かりそうなのですが、学生のཤ༽ྋは 1 日 200 ԃにཊえているので、どうݡても޽事代ۜ
はまかなえない。そのวは、どこでཤӻを生んで、どこでݡ઀りをつけるのかがೋしいで
す͸。 
 
˟活動を൅৶することは、ܨඇઇݰにつながる 
ʴマルティネスʵ 
 ෋していることはʃ޽、ૌΊの点で࢕けやֽ࢕ 
ʴᖝ野ʵ 
 事業を継続するためにはࣙ෾たちだけで׮結しないことが大઀なので、関ܐ人口をଁや
すことにྙ点を஖いて、SNS も上घに࢘いながら、オフラ΢ンとオンラ΢ンのྈ方でखり
ૌんでいます。関わり方にೳ୸はあるにせよ、関ܐ人口があると、人的リλースもଁえて、
助けてほしい࣎にʰྋཀྵできる人、いませんかʃʱとかʰૡঈできる人、いませんかʃʱ
と、いΘいΘな人のघをईりることができますから。 
ʴマルティネスʵ 
 फӻ੓を高めるために、どんな޽෋をしていますか。 
ʴᖝ野ʵ 
 ひとつは支出をݰらすことです。ࢴは、ちΎんと活動を൅৶して、いΘいΘな人からஎ
識やٗ術を含めたリλースを得ることで、支出をݰらしていけると考えています。 
 たとえば、先ほどหک場所のজのஇ೦޽事の࿫をしましたが、րरඇが 10 ຬԃかかる
とこΘを、支援者の大޽さんがʰԸ、ٵΊの日にやってるから、घ間௠は੧求ֻからൊく
͸ʱと言ってくれて、作業ඇ 3 ຬԃをׄӀにしてくれました。 
ࣙ෾たちがやっていることをちΎんと൅৶することによって、大޽さんはࢴたちの活動を
எって、Ԣ援してくれて、ʰԸもこの団体をԢ援したいけど、Ωネはそんなに࣍ってない
から作業で支援するよʱと言ってくれたり、ච要なಕ具をୁしてくれたり、よその޽事で
༪ったজࡒをໃྋで఑ڛしてくれたりして、結Վ的にজのஇ೦޽事がׄ҈でできて、支出
をݰらすことができるわけです。だから、൅৶によってஎ識やٗ術などのリλースが集ま
るから支出がݰって࣊ࠉԿする、というロジックはけっこう大事にしています͸。 
それに、൅৶して、எってもらうと、つながりができてԢ援や৶༽がஹまり、それがࣙષ
におۜやஎ識やٗ術にรわっていって、リλースとしてʰえんがおʱにศってきます。 
先ほどの、ࣙ෾たちだけで׮結しないでབることが大事だという࿫と重なりますが、社会
貢献事業は、ਐરを઀って、ࣙ 、੝的に活動してはξメだと思います。そうではなくてٚހ
୯がࠖっていて、それに対してどんなखりૌΊをして、どうجんでもらったかを൅৶する。
そうすると、それをஎった地域の人がৱࡒを಩けてくれて、地域ৱಌのܨඇがݰって、継
続的に運営できるようになります。 
ちなΊに、6 やજୗ機などのඍ඾は、ഛえばかなりのֻになりますށっているྮ଄࢘でݤ
が、すべてر෉していただいた෼です。طも、Պ具Բさんからいただきました。ࣙ઴で߬
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೘したのはΦアコン͛らいです。 
ʴマルティネスʵ 
 फ೘については、どのように確ฯしていますか。 
ʴᖝ野ʵ 
 ʰえんがおʱの場合は、্がい者ࢬઅを運営しているので、その੏度फ೘が大きいです
͸。 
5 期໪のफ೘合ܯは༁ 3,000 ຬԃで、そのうち助成ۜが༁ 500 ຬԃ、会ඇफ೘が༁ 110 ຬ
ԃでした。NPO 等のݱࡔについては、ᶅ国・࣑ࣙ体・ࡔ団等の助成ۜ、ᶆ事業फ೘、ᶇ会
ඇ・ر෉ۜのർིが 3ʁ3ʁ̑がཀྵ૟だとされているので、うちは事業फ೘がもう少し多く
てもいいかなと思っています。 
それと、Ձをʰ๝かさʱとଌえるのかʃということも、大きなफ೘にはつながらないかも
しれないけれど、た΁ん大事なのだΘうと思います。たとえばࢴがキャンプにߨくとおࡾ
などのજい෼が出る。それをࣙ෾でજってしまうと、そこで終わるけれども、h えんがおʱ
に࣍ちؾって、ཤ༽者さんにજってもらって、お礼にʰえんがおʱでജっているお՝子を
ഛってోすと、ཤ༽者さんはجんでくれるし、ࢴも助かるし、ʰえんがおʱのജ上फ೘に
もなる。このような、単におۜの१؂だけではない、࣍ـちも含んだ१؂があると、すご
く生きやすいし、幸せな࣍ـちになります。 
常ۊスタッフは、ٵΊなくಉいていますが、年फはಋじ世代の平ֻۋプラスアルフΟఖ度
です。でも、一部上場ة業になりたいわけでも高څऄに৒りたいわけでもないので、ʰࣙ
෾たちにとって、このレϗルが๝かだと言えるのではないかʱというような価値؏はチー
ムの中で༙ڠしています。 
 
˟ֺしくなければ、人は集まらない 
ʴマルティネスʵ 
 今後の課題については、どう考えていますか。 
ʴᖝ野ʵ 
 一ൢの人;ととのՏけڰをつくることは、とても大事だと思っています。ʰえんがおʱ
が NPO の世ֆで༙໌になったとしても、それはݸられた業ֆ内の࿫でࡃんでしまいます。
でも、߁く一ൢの人;とにஎられるようになれば、高齢者のݿ立Կという໲題が社会的な
関心事になるので、そこにちΎんとఽわるチャンネルを࣍ちたいです͸。 
 たとえば、この近所にϏンίーキが඲൓になるような、すごくおしΎれなΩフΥを開い
て、そこでϏンίーキをৱべたおٮさんが、Պଔや༓だちにʰϏンίーキをテーϔルまで
運んでくれたのは 80 りがಉいているのرのおばあちΎんなんだよ。なͧ、そんなお年ࡂ
かと思って、࿫をซいたら、そのおばあちΎんは஫間はಢりぼっちだったんだってʱとఽ
える。そんな΀うに࿫題になれば、ʰそういう人がつながる場所がච要だ͸ʱという࿫に
 。がるかもしれないなと思うんです߁
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 ただし、h ෳࢳだから とɦかʰ༑しい思いやりの࣍ـちから でɦはなく、シンプルにh こ
れがおいしいからʱとかʰデδ΢ンがすてきで੓能もいいからʱというཀྵ༟で߬೘しても
らうことを大事にしたい。ෳࢳに興ັを࣍ってもらうというより、興ັがないまま、ʰお
いしいϏンίーキをৱべたいʱと思ってΩフΥにߨったら、いつのまにか高齢者や্がい
者とંしていた。そんなチャンネルをつくっていきたいのです。どんなおవにも高齢者や
্がい者が当たり઴のようにいるܢ৯を૓り出したいと思っています。 
 それから、すべてにおいてֺし΋ことを༑先してきたし、今後もそこはؑいていきたい
と思っています。ࢴたちがֺしめるかどうかを第一خ६にしているので、ٰ待案݇などは
ྙྖを௔えてしまってѽえません。でも、若いチームでもあるし、ࢴたちࣙਐがֺしんで
いないと人は集まってこないので、そこは大事にしたいです͸。 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
  

コؚؔ֩ג־׮כ؄ט׻؀のऌ  

㕱ॎ։ཥの׮־؏՛֮׮ആփの

඘Փ໰ट౤ׁპ֢֥փるՓ 

ઝസのஸ፼ೄの։༔֊׈༨ຼ

֖֥֎るଜ֮Ւᅢ֙֩ג־のऌ

֪৳るの֦Ւಆփ೗֮֔֒֒ג

֪։૸և֪጖るՓ 
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定年ୂ৮後の஋੓が中心となって 8 か所の೸Ԅで活動をఴ開しているʰ๝中あ͛りʱ。 
ここは高齢者が中心のڋ場所です。ʰ๝中あ͛りʱでは、活動メンバーにༀׄと出൬があ
り、 生き生きとֺしんで活動されている高齢஋੓のࢡがあります。運営主体は社会ෳࢳ
ժの఑案や、活動のγポート、೸業のة٠会で、΢ϗントڢ 6 次Կにまで൅ఴさせる支
援をしています。また、෈ౌߏの学生や、ࣉಒをתき込Ί、΢ϗント活動がఴ開されま
す。地域に฽らすҡ世代のे຿がつながり合い、೟め合い、支え合うことが໪指されてい
ます。高齢஋੓のྙをӀき出し、若者が活動する場を఑ڛすることにも成ޯしている、๝
中ࢤ社会ෳ٠ڢࢳ会のコϝュニティーλーシャルϭーΩー ঋ部 氏に運営の実際につい
て࿫をซきました。 
 
̔ɿ๝中ࢤ社会ෳ٠ڢࢳ会   

ʲ๝中あ͛りʳ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
๝中ࢤ社会ෳ٠ڢࢳ会 ʲ๝中あ͛りʳ 
所ࡑ地ʁ 大ࡗැ๝中ࢤԮ上のௌ 2 ஺໪ 1-15  
事業内容ʁ 現ࡑは 8 Ω所のࡌԄで野ࡌやՎधをүて、ీんぼやീならではの΢ϗント
をߨい、ۯきՊを活༽した地域ڠ生ホームʰ࿪ڋྡྷڋʱで子どもたちの学स支援やオレ
ンジΩフΥ、各झ΢ϗントなども実ࢬ。 
 

 
΢ンタϑュアーʁマルティネス ਇج子（京都橘大学） 

΢ンタϑュ΢ーʁঋ部 ྐྵ子氏（๝中ࢤ社会ෳ٠ڢࢳ会）  
 谷 ༓ཾ氏（๝中あ͛り）ރ
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˟高齢஋੓によるʰৱʱとʰ೸ʱを通じたまちͰくり 
ʴマルティネスʵ 
 ๝中あ͛りを立ち上げたきっかけはʃ 
ʴঋ部ʵ 
 もともとは定年ୂ৮後の஋੓のڋ場所Ͱくりとして考えました。๝中ࢤは、大ߕۯࡗに
ંする人口༁ 40 ຬ人のϗッドタΤンで、人口がଁٺした࣎期に小学ߏがଁઅされたとい
うܨҤがあり、小学ۢߏ単Ғでෳࢳ活動をするかたちがࠞ෉いています。 
でも、そこに参加するのはঃ੓がほとんどで、஋੓はなかなか集まりません。特に定年後
に社会参加をする஋੓は少ないので、その人たちをݿ立させないための方ࡨとして、高齢
஋੓によるʰৱʱとʰ೸ʱを通じたまちͰくりの場をつくΘうと思ったのです。 
ڛകし、それを子どもৱಌに఑ࡁをࡌき地をࣙ෾たちで開࠘してീにรえ、そこで野ۯ 
したりおవで൤ജしたりする࢕事なら高齢஋੓が΢キ΢キと参加できて、かつղޤ༩๹に
もなるのではないかということで、現ࡑは 8 Ω所のࡌԄで野ࡌやՎधをүて、ీんぼやീ
ならではの΢ϗントをߨい、ۯきՊを活༽した地域ڠ生ホームʰ࿪ڋྡྷڋʱで子どもたち
の学स支援やオレンジΩフΥ、各झ΢ϗントなどもしています。 
 もちΘん、೸Ԅですから、都ࢤ೸業をगる意ັもあります。Ϛランティアが都ࢤ೸Ԅを
गるというܙでγポートしなければ、この地域の೸業はভ໕するのではないか。そうなる
とफ֯を終えたీんぼで୞༴げをして༣΁といった、ੴからあったはͥの೸ଞชԿが౏ઊ
えてしまうし、次世代を担う子どもたちはీんぼやീの作෼にৰれる機会をࣨってしまい
ます。 
ʴマルティネスʵ 
 फ֯した೸作෼の加޽にもखりૌんでいます͸。 
ʴঋ部ʵ 
 はい、೸業の 6 次Կにखりૌんでいます。6 次Կというのは、ࡁക（1 次）と加2）޽ 次）
と൤ജ（3 次）をすべてࣙ઴でやることで、あ͛りでは、野ࡌの൤ജはもちΘんのこと、
シークϭーγーのࢊれたγςマ΢ϠをෳԮの৤ଆ所にૻってরறにしたり、ԯೆࡀԄでࡌ
ම໨をՎधԄに৪えて、シークϭーγー೘りクラフトϑールを੣ଆするなどしています。 
๝中ࢤ内のある機փメーΩーは、ࣙ社੣඾のψスのં͙໨装஖でトマトのමをࢾ作して、
そのමをあ͛りにر෉してくださり、そのමからүてたトマトもഛい上げてくださって、
会社の૓立 100 ब年ى೨඾としてトマトジャムを作られました。 
 あ͛りでफ֯した৿ળな野ࡌをऄに੷Ί、高齢者の方々が集まりそうなとこΘに出向い
て、Ң動൤ജもしています。そこでは野ࡌの൤ജだけでなく、高齢者の҈൳確೟もߨいま
す。 
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˟子どもも、೟எ঳や্֒を࣍つ人も、外国人も、୯もが༙ڠできるϤニバーγル೸Ԅ 
ʴマルティネスʵ 
 あ͛りは、その໪的にh 都ࢤ೸Ԅをڎ点に、人と人とのつながり、΀れあい、೟め合い、
支え合うڠಋۯ間（コϠンθ）を૓ଆすることで、社会参加を促進し、地域ෳࢳの担いघ
をつくることʱをܟげています。高齢஋੓だけでなく、多༹な人;との参加を໪指してい
るのですか。 
ʴঋ部ʵ 
 あ͛りにはその可能੓があると思っていて、その一つが子どもです。定年後の஋੓は、
70 代ൔばࠔまではまだおـݫですし、現ༀ࣎代にകった多࠾な઒໵எ識やٗ能・ٗ術もそ
れなりにң࣍しています。ࢴはそうした高齢஋੓の能ྙを、社会参加がೋしい子どもたち
の支援に活かせないかと考えました。 
 たとえば小学ߏの定൬ߨ事に΢Ϡ۹りがありますが、෈ౌߏになって΢Ϡ۹りを体ݩで
きない子がいます。子どもৱಌの案内も、学ߏでチラシをഓることがよくありますが、෈
 。の子どもたちにはなかなか಩きませんߏౌ
 核ՊଔԿで、ૈ෗฾とંしたことがない子どもも௟しくないし、特にコロψՔのもとで
は、大෱なݰफに௧い込まれた方がたくさんおられます。ࢴは社ڢのコϝュニティλーシ
ャルϭーΩー（ˠCSW）として、਼ඨԃしか࣍ち合わせないごՊఋとも出会いました。出
会ったҐ上は、そういうՊఋの子どもたちがʰֺしいʱʰおもしΘいʱʰうれしいʱʰよ
かったʱと思える࣎間や、ࣙ෾にࣙ৶が࣍てるようなݩܨを少しでもଁやせるようにした
いと思っています。 
それで、あ͛りの೸Ԅをڎ点にして、झまきやీ৪え、野ࡌのफ֯、レンΰまつり、δリ
Ϊニखり、ス΢Ωׄり、流しそうめん、草נり、Ҷנり、かかしフΥスティバル、୞༴げ
大会など、لઇにԢじた΢ϗントをߨい、そこで子どもたちが高齢஋੓と一ॻにいΘいΘ
な体ݩを੷めるようにしようと、あ͛りの会員さんたちに఑案し、実ࢬしています。 
それと、あ͛りの೸Ԅは、まちͰくりの一؂ですから、外国人の方も、೟எ঳や্֒のあ
る方も、୯でも参加できるʰϤニバーγルフΟームʱであってほしいとも思っています。
ですから、΀つうの೸Ԅはߠ作໚੷をできるだけ߁く確ฯしようとしますが、ここではऄ
Ҟ子の方も一ॻに৪え෉けやफ֯が体ݩできるように、かなり߁いಕ෱にしています。そ
こに会員さんたちが׾を流して、༁ 4,000 ທのഉレンΪをීき٩めてくださったので、ଏ
の෈ࣙ༟な方もऄҞ子の方も҈心してิいていただけるようになりました。 
つまり、Ίんなで࢘える༙ڠ地（コϠンθ）があれば、ʰここにϗンチが要るよ͸ʱとか
ʰテーϔルもほしいなʱという࿫になって、そうすると໨޽をする人が現れて、会員さん
それͩれのༀׄや出൬が生まれるわけです。 
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˟ච要なのはʰໍྫʱではなくʰ఑案ʱ 
ʴマルティネスʵ 
 あ͛りの運営体੏はʃ 
ʴঋ部ʵ 
 実ࢬ主体は๝中ࢤ社会ෳ٠ڢࢳ会ですが、この活動をスムーθにఴ開するために社ڢの
中に࿟人クラϔ・地ݫ຿生委員会・ভඇ者ڢ会・Ϛランティア団体・NPO などでߑ成する
๝中あ͛りプロジΥクト運営委員会を஖いて、ここで方ਓを݀めます。 
 その方ਓを具体的な活動内容にཚとし込΋のが実ߨ委員会で、ຘ݆ 1 回の会٠を開いて、
ീのਭやり当൬、活動日の作業内容、ߨ事の६ඍ、ࡌԄの؇ཀྵなどを݀めていきます。 
ʴマルティネスʵ 
 。ժするのですかةな΢ϗントをするという࿫でしたが、それは୯が࠾ઇごとに多ل 
ʴঋ部ʵ 
はࢴ、本的には運営委員会で検討しますがخ  CSW としていΘいΘな৚報やネットϭー
クを࣍っているので、いままちͰくりに求められているのはՁかということを考えながら、
ʰこんなことをしたらྒྷいのではʱとかʰこんなことがしたいʱという఑案をします。 
たとえば、ࢴがʰ子どもたちにレンΰ摘Ίを体ݩさせてあげたいから、ീでレンΰまつり
をしたいʱと思っても、レンΰのझをまいて՘を࡛かせる作業をするのは会員さんですか
ら、さまざまなࠖೋを์えている子どもたちのয়ڱを࿫して、ڠ感してもらわなければい
けない。そうすると、ʰその΢ϗントをやってΊようじΎないか。子どもらのために、わ
れわれ大人ががんばΘうʱと言って、レンΰまつりに向けた動きが࢟まるわけです。 
 このझのϚランティア活動でよくあるࣨഌは、ʰこうしΘʱとໍྫしてしまいがちなこ
とです。そうではなくて、ʰこんなことがしたいʱと఑案する。そうすると、いΘいΘな
ア΢デアが出てきます。΢Ϡ۹りで、۹り出したγςマ΢Ϡをそのまま࣍ちؾらせても、
Պでྋཀྵしてもらえない子どもがいるから、ʰじΎ、ここでরき΢Ϡにしようかʱという
΀うに、子どものࠖೋさに心をرせたア΢デアが出てくるんです。 
ʱだと思っています。あのՐのʰ୯が生ైߏは、あ͛りのコンセプトはʰめだかの学ࢴ 
か先生か。ΊんなでֺしくӯいでるʱというՐࢼとಋじで、あ͛りには上Ծ関ܐがありま
せん。୯がໍྫするでもなく、Ίんなが対等平等で、活動中はϑϔス（ଗのない、ϗスト
য়のϤニフΧーム）をਐに着けることだけが݀まりです。 
  
˟シニア஋੓にༀׄと出൬を 
ʴマルティネスʵ 
 会員は、どのようにして集めるのですか。 
ʴঋ部ʵ 
 ਷ู࣎集中ですが、会員֪ࣁはʰ๝中ेࡑࢤの 60  。定していますݸҐ上の஋੓ʱにࡂ
ʴマルティネスʵ 
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 なͧ、ঃ੓は対েにしないのですか。 
ʴঋ部ʵ 
 ʰ世の中は੓差พのない社会に向けて動いているのに、なͧঃ੓をڍ΋のかʱという੢
もありますが、ঃ੓の集まる場がすでにたくさんあるのにർべて஋੓が集まる場は極୼に
少ないのです。΢άリスでも、人;とのݿ立が社会໲題になり、΢άリス੕ැはݿಢ໲題
担当大਋を೜ໍして、ʰ஋たちの小Բʱという定年後の஋੓のڋ場所をઅけました。そこ
には、஧間と一ॻに大࢕޽事などができるように޽具ྪもඍえられていて、そこで作られ
たテーϔルやϗンチや༣具は公Ԅや学ߏにر෉され、Ίんなにجばれています。それが஋
੓たちの生きがいになっているんです͸。 
それに、घ׵れたঃ੓がો早く作業をすると஋੓はやるـをࣨうこともあります。 
 一方で、஋੓はༀׄや出൬を༫えられると、ࣙ෾の特ٗや能ྙを活かしてϝッションを
やりਲ਼げようと一生ໍݔになる人が多い。そういうܑ向や特੓も考え、ݿ立を๹͙たいと
いう思いから、あえて஋੓にݸ定しました。 
 あ͛りには地域ෳࢳの担いघͰくりという意ັもあるので、৿و会員はh ๝中あ͛りग़ʱ
という研र会で地域ෳࢳと野ࡌͰくりについて学;ます。 
  
˟高齢஋੓のʰあ͛りްՎʱʷ地域ෳࢳへのཀྵմの深まり 
ʴマルティネスʵ 
 高齢஋੓は、あ͛りの活動によってどのようにรԿしますか。 
ʴঋ部ʵ 
 会員さんたちはʰ݄౸値がԾがったʱとかʰ݄ѻがԾがって、医者にठをӁんでもよい
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ます͸。 
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にࠖೋを์えている子どもたちがいるということを、あ͛りの活動を通じてঅ々にཀྵմさ
れると、そういう子どもたちをཀྵմし、৶བすることの大઀さを実感して、ʰもっと子ど
もらをֺしませてあげたい。コマ回し、やってΊよか。஝トンϚも、やってΊよか。子ど
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もら、そういうこともݩܨしたことないやΘしʱという΀うに考えるんです͸。そういう
 。がとてもステキだなと思っていますࢡ
  
 
 
˟子どもたちやӀきこもりの若者に社会参加の機会を 
ʴマルティネスʵ 
 子どもは、どのようにรԿしますか。 
ʴঋ部ʵ 
がࢴ  CSW として関わっているՊఋの子どもたちは、ࡃܨ的にࠖڃしている場合もあり
ますが、૱じて人間関ܐがසࠖで、さらにはชԿ的සࠖというか、ݩܨのසࠖという໲題
を์えています。 
 ですから、あ͛りという場を࢘って、子どもたちのݩܨ値を少しでも上げたい。あえて、
そこを意識してखりૌんでいます。Պఋڧ؂の੖った子どもは、Ոになれば༙໌な؏ޭ地
に連れていってもらって、ϐマϭリの໐࿑をݩܨできるけれども、一方で、਼ඨԃのおۜ
さえお฾さんにʰ出してʱと言えない子どももいます。そういうՊఋの子どもに、ॡには
レンΰを摘Ί、ާのぼりを上げ、৿ซࢶでוを઄るݩܨを、Ոにはス΢Ωׄりをし、流し
そうめんをৱべ、ϐマϭリീで༣΁ݩܨを、वには΢Ϡ۹りをして、ホクホクのরき΢Ϡ
をັわうݩܨを、౛には୞༴げで༣΁ݩܨをしてほしい。そういうݩܨをఁ学年でしてお
かないと、中学生になると学ྙの差が߁がって、本当にۦしくなります。 
 Ӏきこもりの若者については、ʰ;ーの;ーのʱというڋ場所をつくり、Պఋ๜໲をߨ
い、その人の得意なことを中心に作業プログラムをૌΊ立てて、म࿓に向けた६ඍができ
るように考えてきました。 
 幸いなことに、ある社会ෳࢳ๑人がۯきՊを఑ڛしてくださることになったので、そこ
をӁৱスϘースもඍえたおవにして、Ӏきこもりの若者たちにಉいてもらうことにしたん
です。 
 このʰ;ーのʹマルシΥʱと໌෉けたおవには、๝中໑՝など地ݫのঐవの඾も஖いて
あるし、あ͛りで作った野ࡌやコロッί、ʰ;ーの;ーのʱの子どもたちのघͰくり඾も
ജられていて、地域のお年رりがおしΎべりしたり、おணをӁΊがてらӀきこもりのお子
さんのことを૮஌される方など、いΘいΘな方が来られます。 
 ここで൤ജを担当している若者は、あ͛りの೸Ԅへ来てもすごくـݫですし、当ॵは࢕
方なくレジを଩っていた若者が、1 年後にはڽくほど上घにંٮできたりします。 
൤ജはݑいだけどֈをඵくのは޹きだという若者には、ʰあ͛り೸Ԅでปժアートをやっ
てるから、おいでよʱと੢をかけます。Ίんなが೸業や൤ജが޹きなわけではないし、そ
のච要もないので、ࣙ෾の޹きなことや関心のあること、得意なことをݡつけて、それに
よってଠの人とつながり、社会参加をしてほしい。そのघ助けができたらと思っています。 
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˟੢をかければ、助っ人が現れる 
ʴマルティネスʵ 
 ๝中ࢤのような地価の高い都ࢤ部で೸Ԅの༽地を確ฯするには、かなりのۜࣁがච要で
はありませんか。 
ʴঋ部ʵ 
8 Ω所のࡌԄの中で最ॵにできたԮௌࡌԄは、所༙者の方がh ຿活動にༀ立ててほしいʱࢤ
と、ໃঊでୁし出してくださいました。ࢴがϚランティアによる地域ෳࢳ活動についてߪ
ԍしたのを௎いてくださったようです。 
 พのࡌԄは、大ࡗ国際ߕۯのૺ׊࿑のす͛近くに立地していて、ߕۯの؇ཀྵ会社が所༙
していたౖ地を、๝中ࢤを通じて社ڢがໃঊでईりणけています。 
༙ྋ࿟人ホームのྚԿスϘースを、ホームで؇ཀྵできなくなったから助けてほしいとғབ
され、あ͛りが؇ཀྵを੧けෝってࡌԄにしているίースもありますし、ෳࢬࢳઅのఋԄ、
 。可をいただいていますڒする༼࢘Ԅとしてໃঊでࡌ人のお୒のఋなどもݺ
ʴマルティネスʵ 
 このようなे୒地で೸Ԅを開くとなると、近ྣे຿の෈҈も大きかったと思います。 
ʴঋ部ʵ 
 それはࢴたちも૟଀できたので、े຿の方を対েにしたઈ໎会を 6 回開きました。最ॵ
はൕ対される方もありましたが、೸Ԅの؇ཀྵの࢕方、ഋਭ؇ཀྵやܢ؏のңٵ、࣍日・໹間
の対Ԣなどを、๝中ࢤ社ڢとして஺ೣにઈ໎して、開Ԅの྅մをいただきました。 
ʴマルティネスʵ 
 ീで࢘༽するࡒࣁ等は、どのように௒ୣするのですか。 
ʴঋ部ʵ 
 ೸作業にච要な඄ྋ・ම・
झ・޽具などはഛいますが、
මは高いので、最近はほと
んどझからүてます。΢ϗ
ントでՁかච要なものがあ
れば、बりに੢をかけて、ر
ଅしていただいたりୁし出
しをお願いしたりします。
そうすれば、ܨඇઇݰにな
りますし、੢をかけること
でखりૌΊも߁がりますから。 
 先ほどお࿫ししたトマトジャ
ムのように、あ͛りの活動に࢏

ࣰྎႺࣆのᇝबח՛׽ 

 ᇝबฑఢ֪֮౤ׁ֨たׁ֠ౄइՓց֏׉৘૒ೄ֋ 1 ᅚ

 Ւᅖ֖փᇝब֋রถ֖たՓ֥׋をᅷ֌ႚנ׵֣֤ؖ
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ಋ・ྙڢしてくださるة業やおవや団体もありますし、野ࡌのജり上げも 
फ೘ݱになり、活動ඇ༽にैてることができます。ホームϘージの作成やߍ৿は、得意な
会員さんがいるので、その方にお願いしています。会員さんといΘいΘ࿫していると、な
んとなく得意෾野がわかるので、ʰこの場でさらにこんなことができたらおもしΘいなʱ
と఑案するんです͸。すると、ʰそんなこと؈単やでʱと言って、ྙをୁしてくださいま
す。 
  
 
˟ֺしくなければ続かない 
ʴマルティネスʵ 
 あ͛りの活動が࢟まって今年で 7 年໪。長く続いているのはなͧだと思いますか。 
ʴঋ部ʵ 
 ཀྵ༟はいくつかあると思いますが、一つはリタ΢アした஋੓にༀׄと出൬を༽意したこ
とではないでしΒうか。これが೸ԄではなくʰおしΎべりγロンʱだったら、現ༀ࣎代の
ༀ৮の࿫になったり、࢕事Ґ外の࿫題が๣しくて、おしΎべりそのものが続かなかったり
して、ֺしさがമれ、だんだん会員がݰっていったのではないかと思います。 
 あ͛りは、特に最ॵは開࠘にචࢰで、ੴの৮場の࿫をしているՍもなく、઴しかݡてい
ませんでした。やることが多す͙て、そんな༪༡がなかったのですが、それがいつのまに
かૌ৭の෫ౖとしてࠞ෉いたようで、いまでもࣙ෾が現ༀのときどんなݠ書きだったかと
いうような࿫は୯もしません。 
 一方で、その方の得意な෾野については大いにྙを൅ضしていただきます。まさにༀׄ
と出൬を༽意することです͸。会員さんの得意ٗを࣍ちرることで、Ίんなが助かり、そ
れが会員さん૮ޕのج;やֺしさになります。Ϛランティア活動はֺしくなければ続かな
いということだΘうと思います。 
 それから、上Ծ関ܐがなくて対等平等と言いましたが、やっͼり୯かが໪的や方ਓを఑
案するච要があります。ʰあ͛りϏークという߁い体ܗݩ೸Ԅができたから、ϐマϭリを
৪えて、໐࿑にしたいなʱと఑案することで、Ίんなが動き࢟める。ʰレンΰまつりでާ
のぼりを上げたいʱと఑案すると、؆を࣍ってきたり६ඍをघఽってくれる会員さんが現
れる。でも、まͥはh レンΰまつりをしたい とɦ఑案する人がいないと࢟まらないのです。
఑案すると、΢ϗントが動き出して、それがՁ年か続くと定着するわけです。 
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ʴマルティネスʵ 
 これからྙを೘れたいことはʃ 
ʴঋ部ʵ 
 コロψՔの઴ですが、子ども༽
のϝニ೸Ԅで、子どもたちࣙਐが
झまき、මの৪え෉けなど、ീの؇
ཀྵをすることで生き෼について学
んだり、๝かな৚૤をүんでもら
いたいと思って、全 5 回のʰキッ
θあ͛り೸業体ݩプログラムʱを
Ίはコロψࢾめたんです。この࢟
Քで中இしていますが、事઴申込੏
でԢูしてきたのはՊఋڧ؂の੖
った子どもばかりでした。 
考えてΊれば当ષで、しっかりู集
৚報をキャッチして、ちΎんと申し込Ίをして、当日はฯޤ者が連れてくることができる
Պでなければ、そもそもԢูしないし、Ԣูできない。そういうチャンスの少ない子ども
たちにこそ、あ͛りをڎ点にした活動の中で、もっといΘいΘな人と交流し、つながり、
学΁機会を఑ڛできないか、というのが現ࡑのࢴの໲題意識であり、あ͛りの課題ではな
いかと思っています。ただ、あ͛りは意外なとこΘにもรԿをもたらしています。༙ྋ࿟
人ホームでは、あ͛りがྚԿスϘースをईりて野ࡌをࡁകし、फ֯した野ࡌはロϑーで൤
ജもしていますが、そういうことが࢟まると、それまでʰৱ事がまͥいʱとかʰテレϑの
ӫりがѳいʱと෈ຮだらけだった೘ڋ者の中で、あ͛りの野ࡌをロϑーでഛって、ごࣙ෾
でおྋཀྵする方がଁえたのです。 
बりへの෈ຮを言うよりも、ࣙ෾でできることをしたほうがֺしいから、೘ڋ者さんಋ࢞
のฉҕـもࢬઅとの関ܐ੓もྒྷい方向にรԿしています。 
あ͛りには、そういう可能੓がたくさんあるので、この༙ڠ地をڎ点にして、୯もがつな
がり合い、೟め合い、支え合うまちにしていきたいと思っています。 
 
ˠコϝュニティーλーシャルϭーΩー（CSW） 
地域で生活上の課題を์えるݺ人やՊଔを支援するために、地域の人ࡒや੏度、γーϑス、
े຿の援助などをૌΊ合わせたり、৿しい࢕ૌΊͰくりのための௒੖やコーディネートを
 。٠会や地域ใׇ支援センターにഓ஖されることが多いڢࢳったりする઒໵৮。社会ෳߨ

ሟཨ౦ೂवᆵ౵੤ਢव  ᆵ౵෮ුಬಬྙ 

コؚؔט׻؀՛ײ՛ؤؠؘ׬՛נ՛  

്ᆪ ፻౤ ౳ 
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ᶛɿ駆けつけܗ ʶ ΢ϗントܗ ʛ動ける若者の活༄とマネジメントʛ 
  このスタ΢ルでは、地域の高齢者のࠖりごとや෈สに対し、若者が駆けつけてմভし
ます。 
一ݡ、高齢者が若者に支えられているߑਦにݡえがちですが、若者が高齢者と関わること
でֺしΊをݡいだしたり、成長につながっており、実は“үてられている”という側໚が大
きいことがわかります。若者は、特พな઒໵੓を࣍っていなくてもࣙ෾にはༀに立てるこ
とがある、جんでもらえることができると感じられるݩܨをし、成長を実感します。そし
てこのような活動は、若者にとって、やらされてやるものではなく、ࣙٚހ੝をکいられ
るものでもなく、社会的課題のմ݀にࣙ൅的にखりૌまれているものであり、ֺしんでߨ
われているものであることが特௅的です。 
ʰ社会ෳࢳ๑人ΑうΑうʱでは、ࣙ主的にϚランティアをしたい学生と地域の高齢者を

઒໵的な視点を࣍ったコーディネーターがマッチングしています。学生には地域γポータ
ー事業の研रに参加してもらうことでスキルをਐにつけ、報ृが支෹われる、༙ঊϚラン
ティアにしています。学生の成長を温かくݡगり、的確なマッチングをఴ開するϚランテ
ィアコーディネーターのྵ໨氏と、๼քಕ医療大学のγークルʲONEʳの学生お̐人にお
࿫をซきました。 

̏̐ɿ社会ෳࢳ๑人 ΑうΑう  
   ʲ学生と高齢者をつな͛地域活動ʳ 
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社会ෳࢳ๑人 ΑうΑう  
所ࡑ地ʁ๼քಕ੶छ܌当พௌ࿣ݤௌ 70-18 
Ԍַʁ2005 年અ立（2013 年社会ෳࢳ๑人֪をख得） 
事業内容ʁ্֒者૱合支援๑にخͰく্がい者地域生活支援事業  

্がい者૮஌支援事業 
ղޤฯݧ๑にخͰく高齢者地域生活支援事業 子үて支援事業 ෳࢳ教ү事業  ௒
ࠬ研究事業 等 
“ʰひとりの૟いʱをชԿにする”をϑジョンとし、地域活動を෱߁くఴ開。 

     ๼քಕ医療大学とのใׇ連携事業では、若者と高齢者をつないでいる。 

 
΢ンタϑュアーʁন本࠺ݣ（京都橘大学）・ 
マルティネスਇج子（京都橘大学） 
΢ンタϑュ΢ーʁྵ໨ ඔ幸 氏（社会ෳࢳ๑人ΑうΑう） 

               ༦谷 ྆ଢ さん（๼քಕ医療大学 4 年）  
੶ీ ந さん（๼քಕ医療大学 4 年） 

˟きっかけは“ひとりのおじいちΎん”との出会い 
ʴマルティネスʵ 
 社会ෳࢳ๑人ΑうΑう（ҐԾ、ʰΑうΑうʱ）と๼քಕ医療大学の学生のևさんは、連
携して地域の人;とのࣙ୒๜໲や生活支援にखりૌんでいます。その活動が࢟まったܨҤ
を教えてください。 
ʴ༦谷ʵ 
 ぼくは๼քಕ医療大学の 4 年生で、リハϑリテーションՌ学部ཀྵ学療๑学Ռで学んでい
ます。ಋ࣎に、大学公೟のγークルʲONEʳ（ҐԾ、ʲONEʳ）という地域貢献団体に所
଒していて、3 年生だったࡤ年はその代නをແめていました。地域の方々との関わりは、
このʲONEʳの成り立ちと関ܐがあります。 
 ʲONEʳは、ぼくの 1 年上の先ഒが立ち上げた団体で、そのきっかけになったのはひと
りのおじいちΎんとの出会いだったそうです。ʰΑうΑうʱの৮員さんに়ղされて出会
ったそのおじいちΎんがʰ生きがいなんて、ないよʱと言うのをซいて、先ഒはʰ学生で
もՁかできることがあるんじΎないか。おじいちΎんがやりたいと思っていて、これまで
一人ではできないとあきらめていたことを、なんとか実現させようʱと思いつき、Ձ人か
の学生と一ॻに、おじいちΎんの望΋ことをやってΊました。そうしたら、ʰもっとこん
な΀うに地域の人たちと関わりたいʱという࿫になって、そこからʲONEʳが立ち上がり
ました。 
 ʲONEʳが࢟動したのは 2020 年で、ちΒうど৿ܗコロψΤ΢ルスの感ઝが֨大し࢟め
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た࣎期だったため、地域の方々と関わることもあまりできないয়ڱでした。そこで、当࣎
のʲONEʳの代නが、ʰΑうΑうʱのϚランティアコーディネーターのྵ໨さんに૮஌す
ると、もともとあった当พௌ地域生活γポーターという事業に学生も参加できるようにコ
ーディネートしてくださって、感ઝ対ࡨをしながらϚランティア活動ができるようになっ
たんです。 
ʴྵ໨ʵ 
地域生活γポーターというのは、当พௌڠ生ܗϚランティア཈成࠴ߪをणߪした人が参加
できる༙ঊϚランティアの࢕ૌΊで、ઉかき、ごΊ出し支援、外出支援、ఋのघ೘れなど、
年間༁ 1000 ݇のғབがあります。 
コーディネーターとしては、઒໵੓を࣍った人が支援するほうがいい場合もあれば、学生
のγポーターが೘ったほうがつながりが生まれる可能੓が高いと思われる場合もあるので、
そのวを考慮しながらコーディネートします。 
 そのマッチングがうまく合って、学生が๜໲することですごくおـݫになられて、たと
えばʰ本当は運動がしたかったんだよʱといった本Խが出てくることがあります。そうす
ると、学生さんがʰじΎ、これから一ॻにおิࢆしましΒうかʱという΀うにԢじてくれ
て、最ॵは݆ 1 回だったิࢆがֶुになったり、ิࢆҐ外にも߁がるなどして、いΘいΘ
な活動が生まれています。 
 
 
˟༙ঊだからこそ、つながることもある 
ʴマルティネスʵ 
 地域生活γポーターという༙ঊϚランティアの࢕ૌΊは、なͧ生まれたのですか。 
ʴྵ໨ʵ 
 当พௌは、シニアのҢे者がけっこう多いので、そういうアクティϔシニアの生きがい
Ͱくりをしたいという思いがありました。もう一つは、ϚランティアにՁかしてもらった
が͸なくབめるのではないかـのお礼にೲ΋人が多かったので、それなら༙ঊにすれば࣎
というཀྵ༟もありました。 
 ༙ঊで活動した場合、その報ृはғབ者が学生に෹うので、ʰΑうΑうʱの৮員がコー
ディネートしたからといって๑人のफ೘にはなりませんが、おۜを෹うことでׄり઀れる
関ܐもච要だと考えています。最ॵは༙ঊϚランティアとғབ者という関ܐでも、༓だち
になってしまえばおۜは෈要になります。でも、そうなるまでの೘り口の段階では༙ঊだ
からこそつながる場合もあるということが、いΘいΘखりૌんでいるうちにわかってきた
んです。 
 ですから、学生さんは、ͥっと༙ঊϚランティアとしてつながり続けるというよりは、
大学をଖ業して、当พを཯れてम৮しても、ࣙ෾のૈ෗฾に会いにߨくような࣍ـちで年
に一度くらいは༣;に来てくれたり、ʰ地域の人とも、こんなかたちで༓だちになれたʱ
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という出会いの機会にしてくれたら、ࢴとしてもうれしいです。 
 
˟ғབ者のഐܢを考え、໎るく対Ԣする 
ʴマルティネスʵ 
 Ϛランティアをコーディネートする࣎、ࣨഌした例はありますか。 
ʴྵ໨ʵ 
 学生に対するғབ者のғଚ度がだんだん高くなる事例がありました。学生へのు࿫がළ
ൡになり、授業中でもు࿫に出るまでݼ;出しԽを໒らし続けるので、஭意したらίンΩ
になりましたが、ཀྵ༟をซくとʰストーϔのഋـ口がઉにດまって、ࢰんでしまうかもし
れないと෈҈になった。ࣙ෾は外に出ていけないから、ഋـ口をݡてほしかったʱという
ことでした。 
そういう場合、ࢴはクレームとしてॴཀྵせͥ、なͧғབ者がそういうߨ動をखるのかを考
えます。そうすると、そのғབ者にはབる人がいないし、ऒしいし、෈҈だというয়ڱが
 。えてきますݡ
ここ当พでは、年に਼回は਩ઉでऄも出せない大รな日があって、その日もひどい਩ઉで
した。でも、学生さんたちはֺしんでߨってくれたのです。ʰऄでߨけないなら、スキー
ΤΥア着て、スコップ担いで、ૺってߨってきますʱと言って(঺)。この࣎はࣙࢴਐも学
生さんたちの໎るさにٻわれました͸。 
ʴ੶ీʵ 
 ಧષのు࿫で、h きΒうのޗ後、ઉかきに来てくれ とɦ言われると、ਜ਼௜、ڽきますが、
༓だちと一ॻだとֺしいので、ٱにʰよっしΎ、やってやΘうͧ。Ίんなでߨこうͧʱと
いうόリで、਼人でߨきました。ઉかきの後は、Ίんなでラーメンをৱべて、わいわいし
Ύべるのがֺしかったです͸(঺)。 
 
˟ひとりのニーθを大઀にして、対等な立場で活動をֺし΋ 
ʴマルティネスʵ 
 そうした活動をߨううえで、特に大事にしていることはՁですか。 
ʴ੶ీʵ 
 ひとつは、ぼくらࣙਐがどうֺし΋かということです。ಧષのઉかきのғབでも、஧間
とやればֺしいので、൷૘感なくやれますし、そうやってֺしんでいるとଠの学生も集ま
ってきてくれます。 
ʴྵ໨ʵ 
き込΋かというתも、൷૘感なくणけとめて、地域のࠖりごとմ݀に地域の人をどうࢴ 
視点で考え、動くようにしています。 
 もちΘん、ಧષのғབをणけて、学生さんにʰ๜໲してきてほしいʱとབ΋こともあり
ますが、خ本は൶らがߨきたいかどうかで݀めます。 
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ʴ੶ీʵ 
 ぼくらが大઀にしているもう一つは、ひとりの人の思いを大事にする、ということかな
と思います。たとえば݆ 2 回ほど開いている運動教࣪では、地域のおばあちΎんたちと学
生がストックΤΧークやレクリΦーションをֺしんでいますが、࢟まりはあるおばあちΎ
んのʰ運動したい。Պにいても一人だし、ऒしいʱというつ΁やきでした。この、たった
一人のおばあちΎんのつ΁やきをซいて、ʰどうせやるなら、おばあちΎんの༓だちもݼ
んで、学生ももっと集まって、一ॻにやΘうよʱという࿫になったんです。 
ʴྵ໨ʵ 
 ʰΑうΑうʱも、๑人のཀྵ೨にʰひとりのニーθ、ひとりの૟いにرり添うʱというこ
とをܟげていて、ࢴもそれを大事にしたいと考えています。だから、地域のお年رりをh 高
齢者 とɦいう言ཁでくくるのではなくて、それͩれ໌઴とݺ੓を࣍った人としてଌえるし、
学生についてもʰ学生ϚランティアをՁ人、ഁݥしますʱではなくて、ʰこのおじいちΎ
んには˕˕くんや˕˕さんが合いそうだなʱという΀うにコーディネートしていきます。 
ʴ༦谷ʵ 
 ぼくは、ʰこの人のためにՁかをするʱというよりも、もっと単९に、ぼくࣙਐのֺし
いことを૮घの方と༙ڠするほうがいいのかなと思っています。ʰこの人のためにʱとい
うࢡ੐で関わると、地域の人はʰ申し訳ない。ごめん͸ʱと謝ることが多いけれども、ぼ
くのほうがஙࠃして、ʰすΊませんʱと謝ると、ʰああ、いいよʱと言って、ӁΊ෼をく
れたりして、そういう࣎のほうが地域の人はֺしそうなんです。 
ʴྵ໨ʵ 
 ʲONE がr立ち上がったࠔ、どんな活動がしたいのかとॵ代代නの学生にซいたら、h ୯
かを助けたいのではなく、生きがいのないお年رりも、ぼくたち学生とつながることでֺ
しく生きてくれるのではないかと思うんです。ぼくたち、若いからʄʱとྙکくޢりまし
た。 
 たしかに、そこに઒໵੓はච要なくて、学生でもできることがあるのです。もちΘん、
઒໵੓がච要な方もたくさんおられて、その場合は઒໵৮の人や઒໵機関とも連携します
が、઒໵੓が要らない場໚もあるし、̡ ONEʳが立ち上がったのはコロψՔの最中でした
から、人と人が出会ってつながることの大઀さをなおさらکく感じてきました。 
 それと、学生さんと地域の方をコーディネートして、ྈ者があるఖ度つながったら、学
生さんは、૮घの方のࠖりごとの൅ݡやմ݀よりも、その人のֺしいことやあきらめてき
たことを一ॻにやってくれればいいなと思っています。 
 また、学生さんには社会หکをしてほしいと思っているので、ʰՁかをしてあげるとい
うߑえではなく、いΘんなことを教えてくださいというࢡ੐でߨって͸ とɦ࿫しています。
そのほうが学΁ことが多いし、人生の先ഒであるお年رりとંすることによって、どのよ
うな࿫し方をしたらいいのか、どこにـをつけたらجんでもらえるのかということを、教
Ռ書やط上ではなくࣙષとਐにつけて、म৮してพの地域の高齢者とંした࣎に活かして
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ほしいと思うからです。 
 
˟学生と地域の人;とを、どのようにつな͛のか 
ʴマルティネスʵ 
 ғབ者と学生Ϛランティアのコーディネートは、どのようなघॳで進΋のですか。 
ʴྵ໨ʵ 
 地域の方からғབをणけた場合は、まͥࢴが๜໲して、生活ڧ؂や੓֪、೟எ঳やعԡ
঳の༙ໃなどを確೟した後、ݺ々の学生さんとの૮੓などを考えて、つな͙ます。その結
Վ、とても஧ྒྷくなって、最終的にݺ人的なやりखりをする高齢者と学生さんもいますが、
そうなるまでのやりखりはすべてࢴを通すようにお願いしています。それをਭहいと言う
人もいますし、学生さんは๫しいࢴにԗ慮してʰঋघにߨきますʱと言ったりしますが、
գڊにそれでトラϔルにૼった学生さんもいるので、そこはगってほしい点です。 
 一方、学生さんからʰこんなことをやりたいʱと言われた場合は、ࢴたち৮員が࣍って
いるつながりリストの中から、学生の望Ίをซいてくださりそうな方を়ղして、最ॵだ
けはࢴが஧ղしますが、後は当࣎者ಋ࢞でࣙ༟にやってもらいます。 
ʴ੶ీʵ 
 ぼくは、ྵ໨さんにʰϗンチを作りたいʱと言って、໨޽に৆しい地域の方を়ղして
いただきました。その方のアドバ΢スをणけながらϗンチを作り終えると、׮成したばか
りのϗンチに࠴って、その方がஆいてくださるάターを௎いて、ほっこりしました。 
ʴྵ໨ʵ 
 重いබـで৺たきりの 30 代の஋੓について、地域ใׇ支援センターからʰご本人はԽ
ֺが޹きだから、Խֺの޹きな人が集まっている場໚をラ΢ϔഓ৶してもらえないだΘう
かʱというғབをणけたことがあります。 
それで、Խֺが޹きそうな高齢者の方や、いΘいΘなγークルの方に੢をかけて、άター
やΤクレレやధをԍ૙できる学生さんにも参加してもらって、いまもຘ݆ 1 回、オンラ΢
ンによるԽֺγロンを開いています。 
 ただ、ࢴたちはʰ重いබـがあって、ご本人もごՊଔも大รでしΒうから、ࢴたちがで
きることを支援しますʱというࢡ੐ではなくて、ʰどんなԽֺだったらൕԢしてもらえる
だΘうか、ֺしんでもらえるだΘうかʱということをいちばん大事にしています。 
 実際に、学生さんがʰـݫですかʃʱとժ໚ӿしにघを振るだけで、すごくൕԢされる
ことがわかって、๜໲ࢥޤ؅さんもڽいていました。 
ʴ੶ీʵ 
 ౹合ࣨ௒঳のおばあちΎんも、それまで部Բのϔラ΢ンドを日中もԾΘしたままで、う
つ΋いてজをݡながらิくようなয়ସだったのに、学生が継続的に関わるうちに、ʰ外に
お՘が࡛いていますよ。ちΒっとݡてΊますかʱと੢をかけたら、すっと出てこられるよ
うになりました。すごいรԿで、;っくりします。 
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˟コーディネーターのଚࡑがΩά 
ʴマルティネスʵ 
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やっているから、出られる人は出て͸ とɦいう感じで、ࣙࢴਐはٵまͥ出続けてきました。
なͧなら、それがࢴのやれることだったし、コロψの流ߨがひどかった࣎期は学生とつな
がり続ける術がそれしかなかったからです。 
 だから、Ձ人が集まって、どんな࿫をしたか、ということは重要ではなくて、いつでも
この࣎間にここで୯かが集まっているんだということを、Ίんなにஎってもらいたかった
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ʴ੶ీʵ 
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もらって、もし地域の人と஧ྒྷくなりたいという࣍ـちになったらྵ໨さんとつながって
コーディネートしてもらうというϏターンができてきました͸。 
ʴマルティネスʵ 
 お࿫をࢗっていると、コーディネーターの重要੓をکく感じます。 
ʴ੶ీʵ 
  たしかに、ぼくも、Ձかやりたいことがあって地域の人とコーディネートしてほしい࣎
は、໐わͥྵ໨さんにབΊます。ϗンチを作りたいと思った࣎もそうでしたし、༦谷くん
がάターを࢟めた࣎もʰ地域でԽֺγロンをやっているよʱと教えてもらっていました。
そういう場໚では、すごくབっています͸。 
ʴྵ໨ʵ 
は、学生さんがʰやりたいʱと言うことは、ઊ対にかなえてあげようと思っていますࢴ 
し、地域の୯とつなげばいいかもす͛に思いつきます。 
 ൶らとは対等の関ܐでいたいので、ࢴがࠖった࣎も૮஌します。学生さんにབられるよ
り、ࢴのほうがབっているかもしれません。൶らがいるからࢴもコーディネーターとして
回せるのであって、もしԢえてくれる人たちがいなければۯ回りになってしまいます。ど
ちらもΤ΢ンΤ΢ンであるために、まͥは૮஌することを心がけているわけです。 
ただ、൶らのഐ後には大઀にүててこられた਎御さんもおられるので、ࢴも฾਎のような
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໪でݡている໚があります。൶らを大઀に思っているし、その࣍ـちは意識的にఽえるよ
うにしています。 
 
˟一人ひとりと向き合うから、1 回きりのϚランティアで終わらない 
ʴマルティネスʵ 
 こうした活動が継続してきたඁ݅はՁだと思いますか。 
ʴྵ໨ʵ 
 ʰΑうΑうʱという๑人そのものが、ݺพ対Ԣを重視しているので、学生さんともݺพ
に対Ԣします。それが活動継続のポ΢ントかもしれません。大੐の学生がドッと来ると、
こちらもणけとめきれないので、地域とܪがりたい学生がڠ生ܗϚランティア཈成࠴ߪを
णけた後、ࢴといΘいΘな࿫をします。その会࿫の中でݺ々の学生さんの੓֪やس望など
をஎることができますし、ࢴのほうは地域の方のʱ৚報も࣍っているので、コーディネー
トできるわけです。 
その意ັでは、地域の方と学生との間の事ބを回ඈするためにも、やはり઒໵的な視点を
がචਤだと思います。コーディネーターがいなければ、地ࡑったコーディネーターのଚ࣍
域の方も学生も、どちらもगれませんから。 
本ですから、hخพ対Ԣがݺ 学生Ϛランティア とɦかh 地域の人 とɦいう大࿰でଌえͥに、
චͥh ̍̍さんと̍̍さんʱという΀うに໌઴でつなげます。たとえばʰ地域の 80 くらࡂ
いのおじいちΎんのとこΘに 10 回ߨったʱと言ってしまうと、せっかくの活動なのに思
い出にならないし、もったいない。そうではなくて、ʰྵ໨さんというおばあちΎんのと
こΘに 10 回ߨって、1 回໪はこんな感じだったけど、10 回໪にはこんな࿫ができるよう
になったʱとޢれるような思い出にしてほしいと願っています。 
ʴ੶ీʵ 
 ʲONEʳのຳྙは、お年رりや子どもたちと関われることよりも、一人ひとりにちΎん
と向き合えるڧ؂ができていることです。だから、1 回きりのϚランティアで終わらない
んです。 
 ྵ໨さんが、一人ひとりの学生をしっかりݡてくれて、合う人とつなげてくれるから、
学生のやりたいことと地域の人がやりたいことを一ॻにやることができます。そこにはh や
らされているʱとかʰしてあげたʱという感ְはևໃです͸。 
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会社ࣞה.8 LibertyGate                               
ʲアシスタʛ高齢者と若者のマッチングʛʳ 

会社ࣞה LibertyGate 代නखగༀ  ੃原ց人  

 
 
会社ࣞה LibertyGate 
所ࡑ地ʁवీݟवీࢤ 
Ԍַʁ2020 年 7 ݆ અ立 
事業内容ʁ 
ʰ高齢者になることが待ちԗしいと思えるような社会を૓り出すʱことをϝッション
に、日常のೲΊや෈สを์えている高齢者とそれをմ݀する学生とを͛ܪγーϑスʰア
シスタʱを運営。ʰアシスタʱメンバーは学生でߑ成。高齢者と学生のマッチング事業
をఴ開。 

https://libertygate.jp/ 
 

 
 
 
 
 
খಠवೂ LibertyGate 

༉ᅳ೘࿙ዂ  ฅମृ෗ ౳ 
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 ղ়ހࣙ.1
会社ࣞה LibertyGate の੃原ց人(すがわらかいと)と申します。1999 年 4 ݆ 5 日वీݟ

वీࢤ生まれです。वీݟवీࢤで生まれ、現ࡑ 2022 年 10 ݆ 31 日現ࡑまでの 23 年間व
外にて、฽らしておりまࢤで༰少期਼年間वీܐ事の関࢕で฽らしております。෗のࢤీ
したが、෼心つく઴にあたるため、ほとんどवీࢤで฽らしていました。小学ߏ 3 年生か
ら高ߏ 3 年生までは野ځ部に所଒して、؛๧主で部活動にྯんでおりました。༰少期はス
ポーςもหکも人ดΊにئ௃りまして、たくさんの༓ୣとも出会うことができ、よい学生
生活をգごすことができました。高ߏଖ業後は地ݫのवీ大学に進学し、国際ݱࣁ学部に
೘学しました。国際ݱࣁ学部では主に、߯山、߯੶のหکをしておりました。大学では、
γークルや部活動はやらͥに、アルバ΢トや༓ୣとの༣;に全ྙを஭いでおりました。そ
んな大学生活でしたが、大学 1 年の౛にً業することを݀意して、その後༹々なً業Պ、
営者の方とஎり合うことでϑジネスア΢デアや考え方を学;、1ܨ 年後の 2019 年वࠔに
高齢者支援γーϑスʰアシスタʱをローンチ。その後 2020 年 7 ݆にਜ਼ࣞにࣞה会社
LibertyGate をઅ立しました。そして、2022 年 3 ݆にवీ大学をଖ業しまして、ଖ業後も
Ӏき続き会社を継続してߨっております。現2022)ࡑ 年 10 ݆ 31 日)で会社 3 期໪となっ
ております。今後も事業ܨ営にᬑ進しながら、ฒ社ϝッションのʰ高齢者になることが待
ちԗしいと思えるような社会を૓り出すʱことに向かっていきます。 
 
2.会社়ղ 
ฒ社は、ʰ高齢者になることが待ちԗしいと思えるような社会を૓り出すʱことをϝッ

ションに、日常のೲΊや෈สを์えている高齢者とそれをմ݀する学生とを͛ܪγーϑス
ʰアシスタʱを運営しております。ղޤฯݧでは࿭えない課題をղޤฯݧ外でմ݀してい
くことで今後社会課題としてڏがってくる、ղޤฯݧඇのཊ੏、ղޤ人ࡒ෈ଏմভにر༫
していきます。高齢者の方からのૡঈ、ഛい෼、ঈઉのようなごғབやίアマネージャー
やごՊଔさんからのබ院の෉き添い、スマホ指導などたくさんのごғབをणけることがで
きます。高齢者やղޤについてしっかり教үされ、ݭਜ਼な໚ંでࡀ༽された学生メンバー
が高齢者のࣙ୒に๜໲をして、生活におけるสཤさ、չనさ、๝かな࣎間を఑ڛしていき
ます。高齢者支援γーϑスʰアシスタʱをवీݟवీࢤでఴ開しており、これをフランチ
ャ΢θఴ開したʰアシスタ FCʱを 11 Φリアでఴ開(वీݟ大ઍࢤ、ઍ๼آ、ࢤघݟ੟Ԯ
そのଠ)しております。今後ࢤࢤ日࢝ݟ重ࢀ、ࢤ 3 年で 150 のΦリアに֨大することを໪
ඬにఴ開していきます。そのଠʰアシスタʱ、h アシスタ FCʱでകったシニアプラットフ
Χームを༽いた事業として、シニアࢤ場への参೘やシニア向けঐ඾開൅支援、シニアマー
ίット௒ࠬ支援事業であるʰアシスタリγーチʱをఴ開しております。シニアࢤ場に参೘
したいة業やシニア向けのঐ඾を開൅したので、テストマーίティングをしたいة業向け
に௒ࠬ支援または、൒ૺ支援をߨっております。上ى 3 つの事業を࣢にवీݟवీࢤを本
社に活動しています。 
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3.会社અ立ܨҤ 
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 ࿓したこと、ࣨഌしたことۦ.5
営もしたことがありませんし、ॊ業員として、ಉܨਐ高齢者ではないですし、会社ࣙࢴ

いたこともありませんでした。そのため、Ձもかもがॵめてです。ॵめてのことだらけな
ため、ۦ࿓したことはたくさんありますが、ٱにできないこと、わからないことには特に
෈҈を์えることはありませんでした。その中でۦ࿓したことをڏげるとすると、3 つあ
ります。1 つ໪は学業とのྈ立です。よくࢴのबりの学生からもซかれたり、学生でً業
して、学業は大৐෋なのかというお࿫しをされます。これはࣙࢴਐどういった࣎間ഓ෾で
やっていこうかも含めてೲΊましたし、今でもՁがਜ਼մだったのかはわかりません。ࢴが
所଒していた学部がཀྵܧだったため、実ݩや研究などർֳ的࣎間がかかるものだったため、
ち࣍ـ全に振り઀りたい׮ਐ、ً業にࣙࢴ、い方にはとてもೲΊました。しかし࢘間の࣎
がکかったため、࣢の所ࡑをしっかりϔラさͥにやっていくことで৒り઀りました。࣎に
は、教授にݼばれることもありましたし、ॕ題が終わらないことがありましたがϠチϗー
ションとしては、早くଖ業すること、そうすれば、ً業に઒೨できるという言ཁをࣙ෾ࣙ
ਐにも言いซかせ、単Ғをཚとしたり、ཻ年することはಂげだと思い、Ձとか 4 年で単Ғ
もཚとさͥଖ業することができました。このમ୔が本当にਜ਼しいかは今でもわかりません
が、とてもۦしΊましたが、できないことはないんだなとրめて思います。2 つ໪は৚報
のखࣼમ୔です。たくさんのً業Պ、ܨ営者とৰれ合うことでたくさんの意ݡやアドバ΢
スをいただくことができ、それが今の成長にܪがっていますし、それがないと、確実に今
のࣙ෾はいないと思います。しかし、それに൒い、৯々な意ݡやアドバ΢スがඊ;交うこ
とでࣙ෾ࣙਐがどうしたらよいのか໐うことがあります。࣎には人によってਇٱの意ݡを
いただくことがあります。その࣎にどの意ݡを参考にして、खり೘れていくかにとてもۦ
࿓しました。ࣙ෾の中で大઀にしなければいけない࣢や、このγーϑスの本当の価値をஎ
っているのはཤ༽者なので、ཤ༽者との対࿫で価値を൓இしていくことでՁとか઀りൊけ
ることができ、今ではしっかり൓இすることができるようになりました。とはいえ、わか
らないこともたくさんあるので、大ࣨഌしないఖ度にやってΊて、रਜ਼をしていくという
りศしがච要だと感じます。3܃ つ໪は 2 つ໪と少しඅりますが、ࣙ෾の࣢をどこにする
かです。ฒ社事業ʰアシスタʱは高齢者と学生のマッチング事業です。そのため、ྈ方に
対して、WIN,WIN にならなければいけません。しかし、高齢者と学生にすべてຮଏのߨ
くものは໪指していきますがೋしいのが現য়です。そのためどちらにもいいاはできͥ、
どこかでଧڢ点がච要になってきます。当ॵのࢴはଧڢ点をݡつけることができͥ、中౏
ൔ୼になっていました。その結ՎࣙࢴਐもスタンスにೲΊۦしんでおりました。しかし、
ある࣎からやはりࢴがやりたいことは高齢者のためになること、高齢者のघ助けだという
ことにـͰき、そこから学生に対してはあるఖ度方ਓに合わせてもらい、それに൒わない
学生は࢔೨ではありますが、おஇりをすることができるようになりました。 
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6.成ޯ要Ҿ 
現段階で成ޯしているとは全く思わないので、成ޯ要Ҿとซかれるととてもೋしく、ڬ

क़ではありますが、その上でおఽえします。成ޯ要Ҿという࣯໲ですが、ࢴが思うことと
しては、現ࡑ世の中にあるघ๑やघ段、方๑はݸられており、ַ৿的なՁかというのは、
ほとんどないというのがࢴの考えです。Ձかすごい৿たな൅ݡやものすごいことをしたの
ではないかというのはͥれていて、人が少しやりたくないなと思えるようなことでも、当
たり઴にやるべきことを実ߨしていくことだと考えています。やりたいこととやらなけれ
ばいけないことをしっかりと੠ࠬして、本当に今ච要なことを実ߨしていくことで成ޯに
近Ͱけると考えています。また、チャレンジの਼をଁやしながらࣨഌもそれよりも多く੷
Ί重͸ていくことで、成ޯの਼もଁやしていくことが伶になると思います。 
 
 
7.事業継続のコς 
事業継続のコςとしては、上ىの成ޯ要Ҿとඅってしまいますが、大きなࣨഌを回ඈし

ながらも小さなࣨഌを܃りศして、よりྒྷい価値やγーϑスに近Ͱこうと常に౔ྙし続け
ることだと思います。それが、長期的には、継続のྙになるとࢴは感じています。 
 
8.গ来のϑジョン 
ฒ社はʰ高齢者になることが待ちԗしいと思えるような社会を૓り出すʱことをϝッシ

ョンに事業をしております。ࣙࢴਐ高齢者になるということを૟଀したときに現য়あまり
ポジティϔなһেは࣍たͥ、ネΪティϔなһেがほとんどです。しかし、今後ࢴ含めた若
い世代の઴にࣙ෾たち਎世代が先に高齢者になります。その਎世代をݡても高齢者になる
ことをポジティϔにとらえている人は少ないでしΒう。この現実ですが、今後人生 10̎年
ばれ、若者である期間よりも高齢者である期間の方が֪段にଁえていきます。そݼ代と࣎
んな中で高齢者になることが਑く、ۦしいものでは未来が໎るくありません。そのため、
は高齢者になることをもっとポジティϔにとらえられるような社会を૓りだすことをୣࢴ
ϝッションにܟげながら日々ᬑ進しております。このϝッションをୣ成するためには、ま
ͥは現য়の高齢者の෈สのմভもしくは෈҈要ોをভしඊばすච要があります。そうする
ことで、まͥは外部にབ΋ことで෈สはմ݀できるというয়ସを作ることがච要です。そ
の後で、そもそもその෈สが෈สとして現れないようにࠞ本մ݀に着घしていきます。ฒ
社事業で例えるとʰアシスタʱでഛい෼代ߨのごғབがあります。まͥは、このഛい෼を
代わりにやってほしいと思ったらմ݀できる社会を૓ります。その後でそもそもഛい෼を
घఽってほしいと思わないように、ଏࠌの機能րવなのか、೟எ঳なのか、ࠞ本մ݀にख
りૌんでまいります。そうすることで、高齢者の方がより生き生きとした生活をૻること
ができ、その上で、それをԾの世代がݡることで、高齢者になることがポジティϔにଌえ
られるような社会を໪指します。 
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̗ɿએཁঐՌ大学人間社会学部 
ʲ高齢者を対েとした生活支援γーϑスのマネジメントシステムߑ஛ʳ 
એཁঐՌ大学人間社会学部  ०教授 ᴣ藤 ن子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1ɿ活動֕要 
એཁঐՌ大学（એཁࢤݟ川ࢤ）では、学生が授業のۯき࣎間を活༽して、ࢤ川キャンϏ

スのྣં地域ेࡑの方々（主に高齢者）からのғབにخͰく生活支援γーϑスを఑ڛする
活動を、運営スタ΢ルのรԿをともないながら 2004 年Ґ来今日まで継続している。 

2022 年 10 ݆現ࡑ、人間社会学部のアクティϔ・ラーニング・プログラムのひとつとし
て、h よΘͥୄʱ（2018 年 5 ݆અ立）がཤ༽者୒Բ内外のૡঈ・βϝࣼて・Պ具Ң動・IT
機ྪحの૤作γポートなどを਷ߨ࣎っている。ʰよΘͥୄʱҐ઴は、本学全学部学生が参
加可能な地域貢献Ϛランティア活動として、ʰCUC ୒ഓ・γーϑスʱ（2004 年 12 ݆ʛ
2021 年 3 ݆）がഛい෼代ߨ・ཤ༽者୒Բ内外のૡঈ・જୗ代ߨ・IT 機ྪحの૤作γポー
トなどをु 2 回ߨっていた。このʰCUC ୒ഓ・γーϑスʱがʰよΘͥୄʱの฾体となって
おり、これら 2 つの団体には連続੓をΊることができる。 
ྈ団体ともに、少子高齢Կ社会における高齢者の生活上のࠖりごとをմ݀すること、お

よ;さまざまなステ΢クホルξーとのコϝュニίーションやૌ৭マネジメントを通じて学
生の成長をਦることを໪的としており、γーϑスཤ༽ྋをઅ定したいわΑるʰ༙ঊϚラン
ティアʱ（ҐԾ、༙ঊϚランティア）として運営されてきた。 
 
 
 

಼෉㕱ӧ 活動のዻ౤ ጦዿೄ༔֦のऌભࡤ動 

108



108 
 

̗ɿએཁঐՌ大学人間社会学部 
ʲ高齢者を対েとした生活支援γーϑスのマネジメントシステムߑ஛ʳ 
એཁঐՌ大学人間社会学部  ०教授 ᴣ藤 ن子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1ɿ活動֕要 
એཁঐՌ大学（એཁࢤݟ川ࢤ）では、学生が授業のۯき࣎間を活༽して、ࢤ川キャンϏ

スのྣં地域ेࡑの方々（主に高齢者）からのғབにخͰく生活支援γーϑスを఑ڛする
活動を、運営スタ΢ルのรԿをともないながら 2004 年Ґ来今日まで継続している。 

2022 年 10 ݆現ࡑ、人間社会学部のアクティϔ・ラーニング・プログラムのひとつとし
て、h よΘͥୄʱ（2018 年 5 ݆અ立）がཤ༽者୒Բ内外のૡঈ・βϝࣼて・Պ具Ң動・IT
機ྪحの૤作γポートなどを਷ߨ࣎っている。ʰよΘͥୄʱҐ઴は、本学全学部学生が参
加可能な地域貢献Ϛランティア活動として、ʰCUC ୒ഓ・γーϑスʱ（2004 年 12 ݆ʛ
2021 年 3 ݆）がഛい෼代ߨ・ཤ༽者୒Բ内外のૡঈ・જୗ代ߨ・IT 機ྪحの૤作γポー
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よ;さまざまなステ΢クホルξーとのコϝュニίーションやૌ৭マネジメントを通じて学
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ティアʱ（ҐԾ、༙ঊϚランティア）として運営されてきた。 
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2ɿखりૌΊを࢟めたきっかけ 
まͥʰCUC ୒ഓ・γーϑスʱは、ࢤ川ࢤからʰϏートψーシップによるまちͰくり検討

業ແ委୙ （ɦ2001ʛ2003 年度）をणけて、੕ࡨ৚報学部のՌ໪ʰ社会௒ࠬ๑ʱの一؂とし
て本学ࢤ川キャンϏスबวのঐవ֙を対েに௒ࠬをߨったことに୼を൅する（཰ 2007ʂ୏
上 2010）。高齢者のेΊやすいまちͰくりがٺがれるとの໲題意識のもと、学生や地域े
຿がֺـにֺしめるঐవμーンのߑ஛をめざして 2001 年に௒ࠬを開࢟し、そこからঐవ
小࢛研究、ঐవ֙ホームϘージの作成、୒ഓγーϑスの実ৄ実ݩなどのঐవ֙活੓Կ支援
活動へと൅ఴしていった。2004 年 12 ݆の୒ഓγーϑススタートにあたっては、まͥはϚ
ランティアとして出൅しても 4ʛ5 年後にはコϝュニティ・ϑジネスとして成ޯさせるこ
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スおよ;コϝュニティ・ϑジネスについて学;、࣍続可能な活動Ϡデルのߑ஛に関心をも
ったことに୼を൅する。生活支援γーϑス఑ڛ団体がࡔ੕的にࣙ立できるफ支ߑଆとཤ༽
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学生がࣙ൅的に集まって 2017 年ॵಆより検討を࢟めた。高齢者γポートセンターをはじ
めとしたෳࢳ෾野の઒໵Պによる助言・γポート、およ;生活支援γーϑス఑ڛ団体・ة
業による先ߨ事例௒ࠬから得られたஎݡをもとに団体અ立६ඍを進め、2018 年 5 ݆によ
Θͥୄをઅ立した。ಋ年 8 ݆からుځ交׷などの短࣎間でਲ਼ߨできるγーϑス（100 ԃ/5
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༽ྋはその後のݡ௜しをܨて、現ࡑは全てのγーϑスが原ଉとして 300 ԃ/15 ෾となって
いる）。 
ҐԾ、現ࡑ進ܙߨで活動をఴ開しているʰよΘͥୄʱに焦点をߞってىफ़していく。 

 
3ɿ活動६ඍ（ϐト・Ϡό・Ωネ） 
 ʰよΘͥୄʱの活動६ඍプロセスにおいては໲題意識をもった༙ࢦ学生によるࣙ൅的な
動きとそれを支援した༹々な主体の動きがあり、その૔方向の関ܐの中でさまざまなݱࣁ
が動員され、よΘͥୄઅ立とγーϑス開࢟にࢺったといえる。 
学生たちはʰCUC ୒ഓ・γーϑスʱでの活動を続けながら、ಋ活動を通して得たஎݡを

もとに、ࣙ෾たちが୯にどのようなγーϑスを఑ڛしたいのか、学業・ଠの課外活動・ア
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ルバ΢トなどとྈ立するにはどのくらいのළ度で活動することが望ましいか、運営してい
く上でච要なタスクはՁでそれをどう෾担するか、Ϛランティアとしてߨうのかλーシャ
ルϑジネスとしてߨうのか、などの࿨点につき学生だけで集まって٠࿨を重͸、あるఖ度
まとまった段階で教員や高齢者γポートセンター৮員・ة業実ແՊなどの઒໵Պに助言を
求める、という作業を重͸ていった。൶ʙ൶ঃらはಋ࣎期にජ者がॊ事していた生活支援
γーϑス఑ڛ団体のマネジメントに関する研究（ᴣ藤・ۿ野2017ʂᴣ藤2019aʂᴣ藤2019b）
にも参ժしており、研究活動を通してڠಋ研究者およ;研究ྙڢ者など学外の઒໵Պとの
ネットϭークも作っていたのである。κϝ஧間や༓人・後ഒたちにもアプローチしながら
೦心に活動する学生たちを支援しようとする動きは本学教৮員、্がい者支援෾野の地域
団体メンバーや高齢者ࢬઅ৮員にも֨がり、各主体ができることをできる൥ҕで実ࢬする
 。஛されていったߑಉ体੏がڢ
ජ者およ;ڠಋ研究者は生活支援γーϑス活動とその研究のためにච要なඍ඾（PC、プ

リンター、ۜށ、ࣙ఺ऄなど）の఑ڛを、本学৮員は活動にあたってච要な学内घ続きの
γポートを、্がい者支援෾野の地域団体メンバーはࣙ団体とڠಋで活動可能なғབ案݇
の検討と事ແ局作業のγポートを、高齢者ࢬઅ৮員は高齢者支援や߁報活動にかかる助言
をߨうなど、༙ܙໃܙのݱࣁ఑ڛをߨった。よΘͥୄ事ແ局にはマネージャーというポス
トが஖かれ、主にγーϑスཤ༽س望者からのు࿫対Ԣと支援س望学生の活動可能日ఖの௒
੖をߨうこととなったが、ॵ代マネージャーには্がい者支援に関する઒໵எ識およ;ܨ
が๝෍な地域団体代න者がमき（2020ݩ 年 3 ݆まで）、λーシャルϑジネスとしていくこ
とを視野に೘れて支援実ແおよ;ૌ৭マネジメントのόΤハΤを学生ୣに఑ڛしたことが
活動خ൭のਟଐな੖ඍにܪがったといえよう。なおॵ代マネージャーの方にはජ者およ;
ಋ研究者の研究ྙڢ者として、ࠥ少ながら研究ۜࣁから謝礼ۜが支෹われた。 

಼෉㕲ӧ活動のዻ౤  ઝ፥ഉኁのሑy୶֪֐৫बՔಲ౮֖たॺඳ໲ଫツח՛ 
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4ɿۦ࿓したこと 
学生が主体的に立ち上げ運営してきたʰよΘͥୄʱΑえに、学生たちにとってはଖࢦ༙ 
業していく学生からϝッションやマネジメントόΤハΤをӀ継いで活動をң࣍・րવして

いくこと、教員などの大人たち
㸬㸬㸬㸬

にとっては学生から΢ニシアティϔを୥ってしまわないよ
うにγポートすることや動機Ͱけすることがۦ࿓した点としてڏげられる。 
 大学生が活動に௜ં携わることができるのは 4 年間とݸられており、活動メンバーはຘ
年೘れ଺わる。こうした中でγーϑス඾࣯を担ฯするために、学生間で活動期間の長い学
生から短い学生へ৚報・எݡを༙ڠすることが求められる。ญせて学生ひとりひとりが高
齢者支援と学生の成長をめざすϝッションやཤ༽者・支援者ともにຮଏを得ることを意ਦ
したマネジメント方๑、༙ঊϚランティアとして謝礼ۜを頂くことで学部༩ࢋを࢘うこと
なく活動ܨඇを࿭っていること、などをཀྵմしたうえで、学内外で活動໪的や内容、成Վ
をࣙ෾の言ཁでޢれることが求められる。これらを可能にするべくޣࡪߨࢾにより学生た
ちが導೘したのがᶅ研रシステム、ᶆIT を活༽した৚報༙ڠ、ᶇ教員の研究࣪の一ֱを間
ईりしたࣁྋ・ۜށ等؇ཀྵ（学生たちがච要とするときに教員に連絡する体੏）、ᶈ学生
たちだけでの（大人ൊきの）交流会であった。2020 年度にコロψՔのため活動が全໚ࢯٵ
য়ସになったのち 2021 年度から少しͥつ࠸開した際も、これらが༙ްに機能したと考え
られる。 
ᶅ 研रシステム 
ཤ༽者୒へ活動にෟく際、活動ݩܨの長い学生が短い学生にಋߨし、ཤ༽者とのコϝ
ュニίーション方๑、謝礼ۜを頂く際の྘फ書の書き方や活動報告書の書き方、活動
後のீ฿へのى೘方๑などをఽえүてるというもの。こうしたܙで਼回、先ഒ学生の
アテンドを得た学生は、それまでにϚランティアݩܨがなかった学生でも෈҈をもつ
ことなくࣙ෾ひとりでγーϑスを実ࢬできるようになっていく。 
ᶆ IT を活༽した৚報༙ڠ 
学年もསरՌ໪もҡなる 20 人ほどの学生たちが全員そΘって会٠をߨうことはまͥ
෈可能であるため、৚報༙ڠには LINE およ;（大学としてԗֶ授業に༽いている）マ
΢クロλフト Teams を活༽している。マネージャーをແめる学生が、ཤ༽س望者から
のు࿫をणけてメンバー全員がౌ࿧されたグループ LINE にғབ内容を౦ߚし、活動
人へのݺをマネージャーࢭ望のس望学生をูる。活動س LINE チャットでఽえた学生
とཤ༽س望者の都合を௒੖し、活動日が݀まる。活動当日、支援活動をߨった学生本人
が活動報告書データおよ;ཤ༽者からのフィードバックをグループ LINEに౦ߚする。
ཤ༽者からणけखった謝礼 （ۜ現ۜ）は、活動した学生が大学にߨく日に教員研究࣪に
೘する。ீ฿のΊならͥメンバー学生໌฿やチى฿に೘ۜするとともにீށってۜر
ラシなどのデータフΟ΢ルは、Teams フΧルξ内にฯଚし༙ڠする。 
ᶇ 教員の研究࣪を間ईりしたࣁྋ・ۜށ等؇ཀྵ 
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教員研究࣪の一ֱに、よΘͥୄ༽ࣁྋとしてܨཀྵ・活動報告書フΟ΢ル、チラシ、未ى
೘の྘फ書などのほか、現ۜの೘ったۜށがฯ؇されている。学生たちはච要なもの
をखりに来たり、ཤ༽者からの謝礼ۜをۜށに೘ۜしたりするついでに、教員に支援
現場での出来事やཤ༽者あるいは学生間でのコϝュニίーションにおける要対Ԣ事ߴ
について࿫し、నٕ助言を求める。このとき教員は、学生たちの対Ԣにおいて༑れてい
る点とրવすべき点を੖ཀྵしたり、要対Ԣ事ߴについてʰōōōしてΊてはどうかʱと఑
案したりと、学生たちが考え意݀ࢦ定するܙでのγポートをࢾΊる（なお教員෈࣎ࡑ
には、研究ؙ৮員による立ち合い開৥も可能である）。 
ᶈ 学生たちだけの交流会 

大人たち
㸬㸬㸬㸬

がいないڧ؂で、৿೘生ܶ׽会やクリスマス会などの学生間の交流機会をも
つことで、ざっくばらんに࿫ができる人間関ܐと、授業・κϝ・γークル等とҡなるも
うひとつのʰڋ場所ʱがつくられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5ɿࣨഌしたこと 
支援活動中にཤ༽者୒のඍ඾をշしてしまい、อঊしてお࿵;したことがある。当事者

となった学生が本アクシデント൅生をӇすことなくマネージャーに৚報༙ڠしたことから、
ਟଐに代଺඾を߬೘してཤ༽者୒に࣍参しコϝュニίーションをとることはできた。しか
し、大学が఑ڛしているউ֒ฯݧγーϑスの要݇に合わないίースであったため、ฯۜݧ
੧求をしなかった。このݩܨから、生活支援γーϑス఑ڛにనしたউ֒ฯݧにพ౏加೘す
ることとなった。 
 
6ɿキーになったと思う成ޯ・ࣨഌ要Ҿ 
ʰよΘͥୄʱの活動はまだ 5 年໪であり、幸いキーとなったࣨഌ要Ҿをڏげるにはࢺっ

ていない。そこでここでは成ޯ要Ҿを 2 つڏげておく。 
1 つ໪は઒໵機関とのネットϭークである。学生たちが҈心して活動にखりૌめるよう、

಼෉㕳ӧ 活動のዻ౤  ੱؐؓ׮ಬ 
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教員だけではなく、地域े຿や地域の事৚をज़எしている医療・ղޤ・ෳࢳの઒໵Պに૮
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られ、本௒ࠬ結Վから望ましい生活支援γーϑスをԾىのように੖ཀྵすることができた。 

಼෉㕴ӧ活動のዻ౤  ຶ೘׉ 

113



114 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
                     

    ਦ.望ましい生活支援γーϑス   （出所）ᴣ藤（2019a）p.196 
 
望ましい生活支援γーϑスには、γーϑスのཤ༽者と担いघの間のコϝュニίーション

にخͰき、ཤ༽者の意ཋをӀき出す支援をつくること（ルールͰくり）がච要であり、そ
のためにʰཤ༽者ࣙਐでߨうことがೋしいため代ߨしてほしいことʱとʰཤ༽者が（࢔さ
れた機能を活かして）やりたいことʙできることʱを໎らかにすること、すべての要望を
えることはೋしいため支援者ができる൥ҕを໎らかにし૔方の合意を得ること、຿生委א
員・ߨ੕・ଠ NPO などと৚報交׷・૮׮ึޕ・連携することが重要である。ཤ༽者を大
઀にすることはいうまでもないが、これまでどちらかというと༑先ॳҒのఁかった、支援
の担いघを大઀にする体੏・࢕ૌΊ・システムͰくりを༑先課題とすることも重要である。 
こうしたマネジメントについて、学生たちとともに今後もӀき続き検討・研究していく

ことがච要だと考えている。 
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̏̎ɿ Ԯ山ݟ立大学  学生γークル TAMAGO                                               
ʲघ作りおอ当プロジΥクトʳ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. はじめに 
 Ԯ山ݟが༙するࢀ大Ց川のひとつである高ྌ川流域にҒ஖する૱社ࢤに、Ԯ山ݟ立大学
はあります。Ԯ山ࢤと૖ීࢤにྣંしたまちでِό৕やඍ中国෾࣋などの؏ޭ地があり、
ਭ๿ժՊのઉऺのஂ生地としても༙໌です。 
たち学生団体hࢴ  TAMAGO はɦ、Ԯ山ݟ立大学のฯ健ෳࢳ学部ӭ཈学Ռの学生を中心と
して、૱੐ 46 ໌が所଒しています。൅ଏ࣎はӭ཈学Ռの学生だけでしたが、現ࡑはଠ学
部、ଠ学Ռの学生も参加しています。 
のཝであること、またӭ཈ຮ点なものをお಩けしたい、ࣙ෾たち࢞たちࣙਐが؇ཀྵӭ཈ࢴ
の֬をഃり、Ԯ山ݟ立大学から৚報を൅৶し続ける団体でありたいという૟いから
ʰTAMAGOʱという໌઴を෉けました。 
 
学生団体 TAMAGO の人਼ߑ成 

学年 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 合ܯ 
人਼ 24 ໌ 14 ໌ 6 ໌ 2 ໌ 46 ໌ 

2022 年 10 ݆現ࡑ 
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2. TAMAGO のルーς 
 学生団体 TAMAGO は、༹々なգఖをܨて現ࡑのܙとなりました。൅ଏした 2015 年当
のՌ໪໌সはʰおかやまϚラン࣎うԍसՌ໪（当ߨ立大学では地域での活動をݟのԮ山࣎
ティアԍसʱ）があり、そのՌ໪において、ӭ཈学Ռの 4 ໌の学生が特定ඉ営ཤ活動๑人
૱社ঐవ֙۔のݻ຿Պを活༽する会（http://www.soja-kominka.com/）（ҐԾ、ݻ຿Պを
活༽する会）の活動に参加したことがきっかけでした。このݻ຿Պを活༽する会は、૱社
ঐవ֙にあるڈຉ࿪平ఝをڎ点にまちͰくりに関する活動をߨっている団体です。ԍसՌ
໪におけるݻ຿Պを活༽する会の活動に参加する中で、大学でのࣙ෾たちの学;を地域で
実践してΊたいといった૟いが芽生え、ݻ຿Պを活༽する会のγポートもあり、野ࡌ෈ଏ
の学生のためのϭンコ΢ンဂを఑ڛする学生ৱಌとして、ڈຉ࿪平ఝで活動を࢟めました。
その後、2019 年から学生ৱಌの後継事業である“まごわやさしいৱಌ”では、対ে者を地域
の高齢者にรߍし、現ࡑもϖルシーランチを఑ڛしています。ৱಌの໌઴となっている“ま
ごわやさしい”とはಀ・ごま・わかめ（ք૸）・野ڗ・ࡌ・しいたけ（きのこ）・いものಆ
ช࣊です。これらをすべて含΋ৱ事をઃることが健康的なৱ生活につながるとされていま
す。このような献立をਐ近に感じてもらい、ևさんが健康的に生活するためのྙになりた
いという૟いから生まれたৱಌです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 ઄മᅏࢪփඳ၎の֖֔׃׎ֽ֓

 
 
3. Ωスタマ΢θӭ཈อ当プロジΥクトʛॉ人ॉอʛ 
上ىのまごわやさしいৱಌの活動を継続しながら、2021 年度よりΩスタマ΢θӭ཈อ当

プロジΥクトを࢟めています。このプロジΥクトは、2021 年度、2022 年度に૱社ࢤのh ࢤ
຿఑案ܗ事業ʱにࡀ୔され、ึ助ۜをणけ、活動をߨっています。 
この૱社ࢤのึ助事業であるʰࢤ຿఑案ܗ事業ʱは、2020 年 12 ݆にそのଚࡑをஎりまし
た。当࣎৿たなプロジΥクトとして立ち上げを検討していたΩスタマ΢θӭ཈อ当プロジ
Υクトを、このࢤ຿఑案ܗ事業に申੧することとしました。この৿しいプロジΥクトでは、
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ʰࢴたちが大学で学んだӭ཈学のஎ識を活かし、一人一人のニーθに合わせたおอ当を఑
とのୣࢴめるきっかけをつくりたいʱ、また、ʰଛ世代の࢟することで、健康Ͱくりをڛ
対࿫を通して、ৱ事のֺしさを感じてもらいたいʱという૟いを込め、このようなおอ当
を఑ڛすることで、૱社ࢤの์える健康໲題について向き合い、地域の健康Ͱくりに貢献
したいと考えました。 
このʰࢤ຿఑案ܗ事業ʱ申੧に向けてखりૌ΋際にはじめにච要だったことがʰ申੧書の
作成ʱです。この作成には大รۦ࿓しました。この事業を়ղしてくださった方や地ݫの
社会ෳ٠ڢࢳ会の方、地域のྙڢ者の方々のྙڢを得ながら、申੧書を఑出することがで
きました。ໃ事に、第一次৻ࠬである書ྪ৻ࠬに合֪し、第್次৻ࠬのプレκンテーショ
ンにேΊました。大学の授業等でプレκンテーションの機会はたくさんありますが、公ڠ
的な場での൅නはॵめてだったため、どのような点をアϒールポ΢ントとして申੧書を作
成していくか等、หکすることが多かったです。 
続いて、プレκンテーションの内容を়ղします。ࢴたちの৿しいプロジΥクトをච要と
する地域の現য়の೟識・課題としては次のような点がありました。 
ᶅ申੧書作成࣎の 2020 年当࣎、৿ܗコロψΤ΢ルス感ઝ঳ະԈԾでʰৱ事ʱに関する意
識が大きくรԿしていること。 

ᶆӁৱవでの外ৱがݰり、おอ当のऩ要が高まっていること。また、テ΢クアΤトや出来
合いのお૞ࡌ等を߬೘することがଁえ、ӭ཈バランスに偏りがちになっていること。 

ᶇ一方で、ࣙ୒でのྋཀྵළ度がଁえ、ৱ事に関する健康意識が高まってきていること。 
そこで、৿しいプロジΥクトでは、ཤ༽者に対して、ৱ事や健康についてࠖっているこ

とや興ັのあること、޹Ίについてϐアリング௒ࠬをߨい、その結ՎにخͰき、それͩれ
のৱ生活に合ったおかͥを೘れ、ཤ༽者の要望にΩスタマ΢θしたおอ当を継続的に୒ഓ・
఑ڛし、ৱ生活におけるϭンポ΢ントアドバ΢スを添え、健康について考えるきっかけを
఑ڛするといったプロジΥクトを考えました。 
このΩスタマ΢θӭ཈อ当プロジΥクトを検討するにあたって、Ϙルλψ଀（対ে者΢メ
ージ）をҐԾのとおりとしました。 
 
ʕ65ʛ70   向な஋੓ࢦの健康ࡂ
ʕྋཀྵを࢟めるきっかけがཋしい方 
ʕ෕段、外ৱ・中ৱが多い方 
ʕスマートフΧンを活༽している方 
ʕひとりでৱ事することがある方 
 
このϘルλψ଀は参加ড়݇ではなく、あくまでも事業અܯの際の対ে者΢メージとして

અ定しました。このような事業ܯժをプレκンテーションし、第್次৻ࠬも合֪でき、2021
年度に 15 ຬԃのึ助ۜをいただくことができました。 
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年度に 15 ຬԃのึ助ۜをいただくことができました。 
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んでいます。 
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4. Ωスタマ΢θӭ཈อ当プロジΥクトを࢟めてྒྷかったことや成Վについて 
Ωスタマ΢θӭ཈อ当はཤ༽者の޹Ίやお࿫しをࢗったことをಁまえて作成するため、

ຘ回献立がรわります。献立やӭ཈価ࢋܯをߨうときには、ཤ༽者さんの޹Ίの具ࡒ、地
域の野ࡌを࢘うこと、ݰԚなどさまざまなことを考えているため少しೋしい部෾もありま
すが、ཤ༽者の方のことを૟いながら、ୣࢴが学んでいるӭ཈学のஎ識を࢘って、おอ当
の献立、௒ཀྵ、お಩けまでできることをやりがいとして感じています。ຘ回、୒ഓにࢗう
といつも温かくܶえてくださり、
ʰ今回はՁが೘っているかな とɦֺ
しΊにしてくださいます。h おいし
かったʱʰありがとうʱʰこの࣎間
をֺしΊにしていました とɦ੢をか
けて頂いたときはذしかったです。
ʰこのྋཀྵの作り方を教えてほし
いʱと言われ、レシϒの়ղもߨっ
ています。݆ 2 回の୒ഓではありま
すが、日々の生活にرり添い、ୣࢴ
との交流やおอ当を通して、ৱ事や
健康に興ັを࣍ってもらうことが出来ているのではないかと思います。 
 。っていますߨたちࣙਐも学;ながらֺしく活動をࢴ
 また、おอ当を୒ഓすることでӭ཈໚だけではなく、พの副ࢊ෼もありました。ཤ༽者の
方から日々の฽らしで෈ࣙ༟なことのおघఽいをབまれたことがあり、そういった要望を
社会ෳ٠ڢࢳ会にఽえ、մ݀のためのγポートをしたことがあります。地域でߨ੕のघの
಩かないとこΘのోڰしのようなༀׄも担っているのではないかと考えています。 
ॵ年度であった 2021 年度の 1 年間でܯ 74 ৱのおอ当の作成・൤ജをߨいました。෕

段、関わることのない、高齢者の方々から実際にৱ事や健康についてのೲΊをซくことで、
٠会から়ղしていڢࢳ学生にしかできないことがあることを実感しました。社会ෳୣࢴ
ただいたཤ༽者の方は、ࣙਮする能ྙがなく、ഓৱにも๠きていて、ୣࢴ学生とお࿫しが
できることやࣙ෾の޹Ίにあったおอ当をとてもجんでいただけました。若い人と࿫すと
のおอ当をච要としてくୣࢴ、をもらえる、ありがとうと੢をֽけて頂くことも多くـݫ
れている人ୣがいることをکく実感し、そういった方々にୣࢴのおอ当を಩けていきたい
と思いました。また、ୣࢴが大学で学んだӭ཈学や社会ෳࢳ学のஎ識を実際にアΤトプッ
トすることで、大学では得ることできないي重なݩܨを得ることができたと思います。ཤ
༽者の方々には、おอ当やレシϒ়ղ、ୣࢴとのコϝュニίーションをجんでくださって
いる方が多く、おอ当の価֪についても、もっとおۜを෹ってでもお願いしたいとおっし
Ύってくださる方もおられたため、఑ڛしたγーϑスはຮଏ度が高かったのではないかと
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思います。5 のおอ当を本当にච要としてくださってୣࢴ、めた本事業ですが࢟定でݸ໌
いる方々をݡつける部෾がೋしかったように思います。今後は、ୣࢴのおอ当をච要とて
くださっているより多くの方に、おอ当の୒ഓをしていきたいと考えました。 
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5. ϏϭーアップしたΩスタマ΢θӭ཈อ当プロジΥクトʛ̐年໪ʛ 
事業開࣎࢟の 2021 年 7 ݆のཤ༽者は̔໌、2022 年݆̏から社会ෳ٠ڢࢳ会からの়ղ

で̐໌ଁえ、໌̖ܯのཤ༽者で本事業をߨいました。2022 年は、2021 年度の活動をಁま
え、ཤ༽者の人਼を 15 ໌にଁやして活動しています（2022 年 11 ໚ۜࣁ、点）。また݆࣎
では、2022 年度もಋ༹のࢤ຿఑案ܗ事業にԢู
した結Վ、2021 年度の活動の実੹の඲価も高か
ったのかわかりませんが、ຮֻの 50 ຬԃでࡀ୔
されました。 
また、事業開࣎࢟はݻ຿Պのڈຉ࿪平ఝで௒ཀྵ
をߨいऄで 15 ෾の൥ҕのΊでの୒ഓをߨって
いましたが、2021 年 12 ݆から૱社ࢤༀ所઴に
ある FUN LIFE CENTER BUILDING（ҐԾ、
FLCB）（https://www.flcb.jp/）のレンタルキッ
チンをཤ༽しています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
献立を考えるにあたり、ॵ回のཤ༽者

の方々へのϐアリング࣎に、2021 年度ಋ༹に健康য়ସやৱ事の޹Ίについてซきとりをア
ンίートまたはおు࿫でߨいました。そして、ϐアリング結ՎにخͰき、その方に合わせ
た献立を作成していきます。献立のポ΢ントとして、1 日にච要な野ࡌのൔ෾である 175
̸をઃखでき、Ԛ෾ྖを 2̸未ຮにཊえたものとしました。また、地ৱべ公社・グリーン
フΟーム・野ࡌീクムレ・͸こ೸Ԅの૱社ࢤの野ࡌを࢘༽し、ਐ近なৱࡒのඔັしさやຳ
ྙをఽえようと連携をکめています。 

2022 年度も 5 ݆から継続して、第 1,3 ౖ༷日にཤ༽者の方のՊまでऄまたはైิでおอ
当の୒ഓをߨっています。もちΘん、お಩けの際に対ে者の方とコϝュニίーションをख
りながら、次回の要望や、૮஌などをࢗいます。ࡸ஌も交えながら会࿫をߨっていくこと
で、ʰおอ当が಩くֺしΊʱと、ʰଠѬもないことを࿫すことのできるֺしΊʱという 2

ಈ๶๊ነवのዻ౤ӡFLCB） 
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つのֺしΊを࣍ってもらいたいと考えています。この݆ 2 回のおอ当を通じてཤ༽者の方
の෕段のৱ生活における健康へのݥـいなどにܪがってほしいと考えています。 
৿ܗコロψΤ΢ルス感ઝ঳がफまりつつある 2022 年現2021、ࡑ 年度にർべて外ৱのළ

度がଁえてきているのではないかと考えます。しかしながらまだまだ中ৱ・内ৱの機会は
多く、特に高齢者は外ৱがࠖೋで、ৱべたいものをৱべにߨけられない・人との交流がݰ
っているというয়ڱから、Պఋでのৱ事は健康に฽らしていくために重要なༀׄを担って
いると考えられます。このようなয়ڱの中で、ৱべたいものをඔັしくৱべてもらい、ݫ
に健康に฽らしていくためのγポートがච要なのではないかと考えています。2021ـ 年度
の事業では、ݩࢾ的に૱社小学ۢߏというڳい൥ҕでഓୣをߨってきましたが、おอ当を
ච要としてくださっている方が、૱社小学ۢߏҐ外にも多くいるということが෾かり、ৱ
਼をଁやしました。しかし、ৱ਼をଁやすにあたって、௒ཀྵ・୒ഓの໚で多くの団体との
 。が課題であると考えていますྙڢ
௒ཀྵ໚については、2021 年度はཤ༽者ݺพのおอ当を作っていましたが、ཤ༽者のৱ事

や健康についてࠖっていることや興ັのあること、ᅄ޹についてお࿫をࢗい、h Ԛอ当ʱݰ
ʰ߉࣯ࢹえめでたんͼく࣯多めのおอ当ʱʰ野ࡌたっ΂りでৱ෼થң多めのおอ当ʱʰ࠾
り๝かなلઇ献立のおอ当ʱの̒झྪのおอ当を作成することにしました。このخ本̒झ
ྪをもとにຘ݆のアンίートから、対ে者の方々の要望をखり೘れ、Ωスタマ΢θしたお
อ当を̏年間継続的に୒ഓ・఑ڛしています。 
また、୒ഓ໚については、ࢴたちが高齢者の方々のৱ事や健康についてܲـに࿫せるଚ

げることができればと思いま߁となり、多世代との交流により、地域のつながりのྡྷをࡑ
す。より多くの方におอ当を಩けるとともに、地域の高齢者の方とଛ世代のୣࢴの交流が、
が対ে者の方の健康Ͱくりのきっかけڛगり支援の一؂になると考えます。おอ当の఑ݡ
となり、健康寿ໍのԈ৵にܪがることを期待しています。 
 現ࡑの課題は、ཤ༽者が 22 ໌と 2021 年度から大෱にଁえたため、અ定している୒ഓ࣎
間までに௒ཀྵが終わらないこともありました。また、ഓୣのघ段がݸられているため、Ґ
઴よりもഓୣに࣎間かかっています。そのため、૱社ࢤༀ所や社会ෳ٠ڢࢳ会で߁報をߨ
い、୒ഓのϚランティアをู集していこうと考えています。 
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6. 最後に 
たち学生団体ࢴ  TAMAGO は、4 ໌の先ഒ
方の小さな活動から࢟まり、今にࢺります。そ
の都度、メンバーで࿫し合いを重͸、৿たなプ
ロジΥクトにもチャレンジしてきました。こ
のΩスタマ΢θӭ཈อ当プロジΥクトもその
一つです。໌ ઴の༟来にもあるように、学生だ
からできないではなくて、学生だからこそで
きることを今後もチャレンジしていきたいと
思います。全国の大学生も֬をഃって、大学生
活をै実したຘ日にできるよう、ໂ中になれ
ることをݡつけてほしいと思います。 
 
 
 
 
 
Ωスタマ΢θӭ཈อ当プロジΥクト参加学生の人਼ߑ成 

学年 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 合ܯ 
人਼ 9 ໌ 10 ໌ 1 ໌ 1 ໌ 21 ໌ 

2022 年 10 ݆現ࡑ 
 
  

 （։ᇯဴਫめӡ2022Ⴉ֦֩ג־
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2022 年 10 ݆現ࡑ 
 
  

 （։ᇯဴਫめӡ2022Ⴉ֦֩ג־
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ᶜɿ΢ϗントܗ ʛֺしく༙意ٝな࣎間をڠにʛ 
 このスタ΢ルでは、催しがةժされ、その場に高齢者と若者が集い、交流が生まれます。
おࡉりなどの地域ߨ事もこのスタ΢ルですが、ここにڏげられる事例は、単なる交流にと
どまらͥ、大รϤニークです。ҡ世代がڠにֺしΊながら地域課題のմ݀にखりૌんだり、
後世に࢔したい作඾の੏作にखりૌんだりします。 
にあるࢤӤೈݟࠞౣ  Community Nurse Company 会社は、コϝュニティψースの֕ࣞה
೨を地域に߁め、まちをـݫにする事業をఴ開しています。代න的な事業の 1 つʲ地域お
せっかい会٠ʳでは、े຿がࣙ෾ୣのまちをࣙ෾たちのघでもっとよくしたい、という੢
をどんどんलってア΢デアを出し合い、ةժを実現していきます。高齢者も若者も、઒໵
Պでなくてもࣙ෾の࣍つ઒໵੓を൅ضしてまちをـݫにしていくةժがఴ開されています。
この会٠を運営するスタッフは若者。े຿のྙを৶じて、ֺしんでこの事業をマネジメン
トする្山氏にお࿫をซきました。 
 
 
 
 
 
̏̏ɿ Community Nurse Company  会社ࣞה

 ʲ地域おせっかい会٠ʳ 
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Community Nurse Company  会社ࣞה
所ࡑ地ʁౣࠞݟӤೈࢤ໨次ௌ཮方 422 ൬地 
Ԍַʁ2017 年અ立 
コϝュニティψースとはʁ̡ 人とつながり、まちをـݫにするʳコϝュニティψースは、
৮業や 
の実践かޤではなく実践のあり方であり、ʰコϝュニティψーシングʱという؅֪ࣁ

ら 
ϐントを得たコンセプト。地域の人の฽らしのਐ近なଚࡑとしてʲຘ日のذしいやֺ
しいʳを一ॻにつくり、ʲ心とਐ体の健康と҈心ʳを実現。その人ならではの઒໵੓
を活かしながら、地域の人やҡなる઒໵੓を࣍った人とともに中長期な視点でࣙ༟で
多༹なίアを 実践する。 

事業内容ʁコϝュニティψースのү成・෕ٶに関する支援 
       コϝュニティίア、地域医療、ࡑ୒医療に関する   
       ৚報の఑ܔ、ڛ໦、教ү支援、ߪԍ会等のةժ運営 ଠ 
        https://community-nurse.jp/ 

 
ʲ地域おせっかい会٠ʳ  
 2019 年൅ଏ。h こんなࠖり事がある、本当はこんなことしたいʄʱといったまちの人
のـݫにつながる੢や思いをलい、մ݀のア΢デアを出し合ってߨ動するためのコϝュ
ニティ。݆ に 4 回開かれる会٠では、医療৮にݸらͥ、さまざまな立場のݺ人が参加し、
おޕいのکΊを出し合いながら全ྙで٠࿨し、アクションにつなげます。おせっかい人
としてౌ࿧しているメンバーは 284 人（2022 年 12 ݆現ࡑ）。 

 
΢ンタϑュアーʁマルティネスਇج子（京都橘大学） 
΢ンタϑュ΢ーʁ្山 萌 氏（Community Nurse Company  （会社ࣞה
 
˟おせっかい会٠の࢟まり 
ʴマルティネスʵ 
 ʰ地域おせっかい会٠（ҐԾ、おせっかい会٠）ʱとは、どのような事業ですか。 
 
ʴ្山ʵ 
 ひと言で言えば、さまざまな立場のݺ人が、地域े຿として、小さな੢でつ΁やかれる
ࠖりごとや願いごとを感じखり、それを݆ 4 回の会٠の場で༙ڠして、ࠖりごとのմ݀や
願いごとの実現に向けて動くこと（つまり、おせっかい）によって、まちの課題մ݀を推
し進め、まちをـݫにする活動です。 
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ʴマルティネスʵ 
 おせっかい会٠の活動は、どのようにして࢟まったのですか。 
ʴ្山ʵ 
 Ґ઴からӤೈࢤには、地域े຿が地域の担いघとしてチャレンジすることをԢ援してき
たྼ࢛があって、そのうちの一つにʰ幸Ӥೈग़ʱというً業Պү成プログラムがありまし
た。ʰे΋人がもっとֺしく฽らせるまちにしたいʱʱとかʰ地域の課題մ݀を࢕事にし
たいʱという人がプロジΥクトを動かすこと、あるいはً業することへの支援にखりૌん
でいました。 
そういうഐܢがあるので、Ӥೈࢤには、意ࢦある 30 代や 40 代のർֳ的若い世代がଠැݟ
からҢेしてきたり、ʰࣙ෾もまちͰくりに参加してΊたいʱと考える地ݫの人;とがお
られたりします。 
 この幸Ӥೈग़のଖ業生の一人が、いまʰ地域おせっかい会٠ʱの運営を担っている
Community Nurse Company 会社（ҐԾ、CNC）を૓業した໾ీ໎子です。൶ঃのよࣞה
うなಉき世代のً業Պを中心にݼ;かけがߨわれ、まちをྒྷくしたいと思うݺ人が年齢や
立場のҩいを௔えて集まり、得意なことやکΊを༙ڠし、ྙڢしてʰおせっかいʱをする
会٠体を立ち上げました。それが、Ӥೈࢤのʰ地域おせっかい会٠ʱの࢟まりです。 
 ॵ期メンバーは、会٠を立ち上げるҐ઴から、ৱやϖルスίア、ྜྷ業など、各ࣙの઒໵
྘域でฅಈしている人たちでしたが、ࣙ෾のネットϭークだけではできることがݸられま
す。そんなとき、ʰそれͩれでฅಈするのではなく、ಋじような意ࢦある人が集い、おޕ
いのکΊを࣍ちرって、ネットϭークをつくり、໚としてӤೈࢤをྒྷくしていけたらいい
んじΎないか。やってΊようかʱと考えました。そうして、おせっかい会٠が೜意のプロ
ジΥクトとしてૺり࢟めています。それが 2019 年のことです。ߨ੕公೟として事業がス
タートしたのが 2020 年なので、今年で 3 年໪になりました。 
 
˟༥ส局で、健康チΥック、スマホ教࣪、終活૮஌ʃ 
ʴマルティネスʵ 
 ʰ地域おせっかい会٠ʱというϤニークな໌઴ですが、その༟来はʃ 
ʴ្山ʵ 
 この事業を立ち上げるとき、े຿のΊなさんとおせっかい会٠の໌઴についてࣙ༟にア
΢デアを出し合うϔレ΢ンストーϝングをしました。この会٠体でًこっていることにつ
いておఽえすると、ʰこれは、まさに”おせっかい”だよ͸ʱʰそうだ͸。医療৮が࿫し合
う地域ίア会٠というのがあるけど、まちのΊんなで࿫すこの”おせっかい”な場って、ま
さに地域おせっかい会٠なんじΎないʃ とɦいう࿫になって、そのまま໌઴になりました。 
ʴマルティネスʵ 
 おせっかいの具体的な事例を教えてください。 
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ʴ្山ʵ 
 例えば、༥ส局の局長さんたちもおせっかい人としてౌ࿧していらっしΎいます。 
ある局長さんは、༥ส局は年ۜ支ڇ日に高齢者がたくさん来られるというکΊを活かそう
と考え、ʰせっかくだから、おۜをおΘすだけでなく、฽らしにༀ立つ৚報を࣍ちؾって
いただきたい。༥ส局でʲまちのฯ健࣪ʳができないだΘうかʱと、おせっかい会٠で఑
案されました。 
 というのも、お年رりは定期的に来られるので、いつしか৮員さんとݡاஎりになるん
です͸。それで少しࡸ஌もするようになると、その࿫題の多くがʰひざが痛いʱなど、බ
や健康に関することなので、おせっかい会٠の事業として、༥ส局の一࣪でʰまちのฯـ
健࣪ʱを開くことになりました。やってΊると、とても޹඲で、౏中でお༓だちにʰあん
たもおいでよʱとు࿫をかけるお年رりも(঺)。最ॵは、๜໲ࢥޤ؅が݄ѻܯを࣍ち込ん
で、؈単な健康チΥックをしたり健康૮஌をणけていたのですが、そのうち IT に৆しい
若者がスマホ教࣪を開いたり、ډ೗Բさんがືࠐ度ܯを఑ڛしてくださったり、ߨ੕書࢞
の方が終活の૮஌をणけてくださるようになりました。そういう΀うにྙڢしているうち
に、ʰࣙ෾もやってΊたいなʱと考える人も出てきて、関わった人はΊんな、どんどんת
き込まれていくそうです(঺)。 
 そのଠの局長さんたちも関わってくれています。༥ส局ごとにおせっかいのࡑり方はさ
まざまで、ʰまちのฯ健࣪ʱҐ外にも、局の大きな窓を子үて支援センターをཤ༽する਎
子や近くの中学ߏにいるඔ術部の生ైたちと一ॻにֈをඵいたり、局内の߁いปに地ݫの
人たちの஺ೣなघ࢕事による作඾を২っていたりします。 
 
 
˟おせっかい人は、コϝュニティψースの視点を࣍った地域े຿ 
ʴマルティネスʵ 
 いま、おせっかい人としてౌ࿧している方は 284 人もいらっしΎるとซいています。た
った 3 年でこれほど参加者がଁえたのは、なͧだと思いますか。 
ʴ្山ʵ 
 最ॵは一झの社会実ݩのようなつもりで、ʰこんなોతなおせっかいをしたいので、Ί
なさんも一ॻにおせっかいしませんかʃʱとݼ;かけたとこΘ、ʰ実はࢴもおせっかいし
たかったけど、1 人ではできなかった。でも、஧間がいるなら、ՁかおせっかいしてΊよ
うかなと思ったʱという多世代の人たちがだんだん集まってこられたのです。 
振りༀをやっていたら、いΘいΘな人が集まってきて、おせっかい人がまたおせっかظ 
い人をݼんで、だんだんࢤ内にྡྷが߁がっていった感じです͸。 
ʴマルティネスʵ 
 そして、いまもॳ௒に運営されているわけですが、そのཀྵ༟はどこにあると思いますか。 
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ʴ្山ʵ 
 ひとつは、Ӥೈࢤにおけるこれまでの活動期間の長さでしΒうか。幸Ӥೈग़ OB で CNC
૓業者の໾ీは 10 ਼年઴からʰコϝュニティψースʱを໌৒ってӤೈࢤで活動していま
したから、Ӥೈࢤ内ではʰコϝュニティψースʱという実践のあり方、健康に対する考え
方に࢏ಋしてくれる஧間を着実に得てきた流れがあります。そのӪڻは大きいと思います。 
コϝュニティψースは、ごଚじのとおり、ࢥޤ؅という֪ࣁ੏度にとらわれͥ、े຿の฽
らしのਐ近なとこΘでʰֺしさʱやʰうれしさʱを人;とと一ॻに૓り出し、心ਐの健康
と҈心を実現するଚࡑですから、おせっかい会٠がコϝュニティψースの視点を࣍ったे
຿のघでまちをـݫにしていく事業だという意ັでは、もともといたその஧間たちをこの
タ΢ϝングでネットϭークしたとも言えます。それが、今もなおྡྷが߁がっているポ΢ン
トかもしれません。 
  
 
˟なによりࣙ෾がֺしめること。それが若者をऔきつける。 
ʴマルティネスʵ 
 おせっかい会٠はർֳ的
若い世代の参加が多いとい
うお࿫でしたが、なͧ若者が
集まるのだと思いますか。 
ʴ្山ʵ 
 おせっかい会٠は、ࣙ෾が
ֺしいと思えることで関わ
ること、ࣙ෾のϘースでਐ近
な人におせっかいすること
を大઀にしています。そのた
めに、メンバーのΊなさんに
ༀׄをک੏する、 またはՁか੻೜を課すことがあ
りません。そういったࣙ༟度があるから、若い人たち
が参加しやすいのではないでしΒうか。内心はʰこういう΀うにしたほうがྒྷいのではな
いか とɦかh こんな催しがあればいいのに とɦ思っていても、h あなたが言ったのだから、
あなたがやってよʱと言われたら、൅言しにくくなりますよ͸。 
、にʱということなのでـݫたちが໪指しているのはʰֺしいことをやって、まちをࢴ 
おせっかい人はʰあくまでࣙ෾のֺしいことをやっているʱという೟識です。ߨ動のϠチ
ϗーションは、੻೜感ではなく、ʰࣙ෾がやりたいからやっているʱという主体੓にخͰ
くものなので、ʰやらされ感ʱはないと思いますし、そのようなことがないように運営す

ըདࡰ։֢֚֊փवਢթ 

ؓ؂՛ؘ׭՛  ᮿ౅ ሚ ౳ 
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る側としてもそこは意識しています。 
Ίんながֺしく動くことができるからૌ৭もうまく回っていくという、ૌ৭のあり方の実
例として世にఽえたいです͸。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
˟຿間が運営することの意ັ 
ʴマルティネスʵ 
 おせっかい人は઒໵෾野も年齢もさまざまです。そういうҡなる人;とがh おせっかいʱ
のためにྙを合わせることができるポ΢ントは、どこにあるのでしΒうか。 
ʴ្山ʵ 
 いΘいΘな要ોがあると思いますが、ひとつは運営するのがߨ੕ではないという点が大
きいかもしれません。全国各地からߨ੕৮員の方が視ࡱに来られますが、その際、ʰもし
੕が事ແ局側だったら、ここまでे຿の主体੓をӀき出すのはೋしいかもしれないʱとߨ
いうようなことをおっしΎった方がいました。 
 これはつまりどういうことかといいますと、もしߨ੕がこの会٠体を運営していたら、
おせっかい人はʰこういう事業をやってほしいʱとߨ੕に要望をఽえて、人೜せにするよ
うなスタンスになりがちです。しかし、຿間が運営すると、ߨ੕に೜せるというમ୔ࢸが
そもそもなくなり、まちの人たちࣙਐでՁとかするしかないから、まちの人たちの考える
 。෋のྙがうまれます޽੐もรわり、े຿のΊなさんによる૓意ࢡ
 それに、ࢴたち運営する側は、े຿のΊなさんࣙਐにそのྙがあるということを確৶し
ています。とかく人はབる先があるとབってしまうもので、医療の઒໵Պがいたら、ʰ医
療はあの人に೜せておけばいいʱとなり、だんだん主体੓をࣨいがちです。しかし、最ॵ
からབるというમ୔ࢸがないと、地域े຿のΊなさんはすごくϏϭフルに考えて動きます。
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そうして、े຿のघでʰおせっかいʱをやりਲ਼げたら、それで得たつながりをまた次のՁ
かにつなげて、ʰじΎ、今度はこんなことをやΘうよʱという΀うに、まちをـݫにする
タネがあちこちで芽を出していきます。 
  
 ˟ʰおせっかいʱの定ٝとはՁか 
ʴマルティネスʵ 
 おせっかい会٠を運営するܨඇは、どのように௒ୣしているのですか。 
ʴ្山ʵ 
 2019 年は೜意で࢟めたというようにお࿫ししましたが、2020 年Ґ߳はӤೈࢤの੕ةࡨ
ժ課の委୙事業として運営しています。ߨ੕側としても、まちのいΘいΘなとこΘから担
いघ෈ଏの੢が上がり、ࢴたちからߨ੕にʰࢤ຿ΊんながまちͰくりに૱動員されていく
ような࢕ૌΊがあるとよいのではないか とɦ఑案して、CNC がおせっかい会٠の運営業ແ
をण୙することになりました。 
 したがって、おせっかい会٠の運営事ແ局機能は CNC が担っていて、ࢴも CNC の一
員です。 
ʴマルティネスʵ 
 運営上、ۦ࿓する点はどんなことですか。 
ʴ្山ʵ 
 会٠で、൅案者、つまりやりたいおせっかいを൅නした人の࿫を௎いた参加者のほうが
高΁りす͙て、൅案者がʰそこまで求めていないよ。ܲい࣍ـちで言っただけなのに、そ
んなに先ૺってもらってはࠖるʱとӀいてしまうことがありました(঺)。޹きঋघに言え
るおせっかい会٠だからこその現েではあるのですが、あまりに૘大な࿫に൅ఴしそうな
ときは、٠࿨をफ଍に向かわせてߨくタ΢ϝングでh ૘大なことを 1人でやるのではなく、
まͥは小さなことをΊんなでやってΊましΒうʄʱという࿫をします。 
 ଠにも、おせっかい人としてメンバーౌ࿧はしたけれども、ラ΢フステージのรԿなど
によって、ʰいまはそこまでの೦ྖはなくて、Պ事や࢕事もあるし、ٵ日を࢘ってまで参
加する༪༡はないʱとఽえていただいたこともあります。その場合はʰやれるようになっ
たら、またいつでも໯ってきてください。そのときにまた一ॻにやりましΒうʄʱと੢を
かけます。ࢴたちは、その人とつながっていることࣙ体に価値があり、ࠖったときにབれ
る先としておせっかい会٠のことを思い出してほしいと思っています。 
 事業全体としてこれから৒りӿえていきたいこともあります。おせっかい人のևさんが
運営事ແ局のஎらないとこΘでોతなおせっかいをどんどんされるようになってきました
(঺)。ࣙ༟におせっかいな活動をしていただくことはذしいൕ໚、それによって生じるお
せっかいのഀްٶՎを௧いきれないことが生じ࢟めています。 
 
 来年度には事業の対ে地ۢが֨大して、さらなるおせっかい活動のଁ加がݡ込まれます

131



132 
 

し、Ձをもってʰおせっかい実践ʱとするのか、そもそもʰおせっかいʱとはՁか、その
定ٝͰけを৒りӿえていくච要があるなと考えているとこΘです。 
  
˟継続するために、事業の価値を඲価することの重要੓ 
ʴマルティネスʵ 
 おせっかい会٠を事業として継続させるために、ච要なことはՁだと思いますか。 
ʴ្山ʵ 
 先ほどの定ٝの࿫とも関わりますが、この事業が఑ڛする価値はՁなのかを言ཁでන現
することが重要だΘうと思っています。ߨ੕の業ແ委୙ඇがݱࡔであるҐ上、おせっかい
会٠の事業がՁをもたらしているかはきちんとઈ໎できるܙにしなければいけないし、そ
れがひいては、ଠの地域にఴ開するଏがかりにもなると思うので、事業の価値を඲価し続
けることが課題だと思います。 
 いつรԿや結Վが出るかは、Ձを求めるかによりますが、この事業はλーシャル・΢ン
Ϗクト・Ϛンド（ˠ6,%）の௒ࠬ事業としてण୙しているので、第ࢀ者඲価機関もઅけてい
ます。 
 そこでは、おせっかい会٠という会٠体、ひいてはコϝュニティがՁをもたらしている
のかについて研究しつつ、඲価もғབしています。いまはまだʰ社会参加のଁ加と、ݿಢ
のఁݰに対する示唆が得られているʱという඲価ですが、コϝュニティψースについての
඲価もಋ࣎に進めているので、それも考慮しながら、おせっかい会٠の価値の඲価にखり
ૌんでいるとこΘです。 
点のない෾野の人たちが地域े຿ંݡたちは、おせっかい会٠は、ίアや医療とは一ࢴ 
とંする可能੓を߁げていることを実感していて、そういう人たちがίアに関わることで
Ӥೈࢤ全体のίアの૱ྖを上げることができると考えています。それが結Վ的に、医療・
ෳࢳの෾野に成Վとして現れ、े຿のΊなさんに健康と҈心をもたらすことを期待してい
ます。 
  
˟若者やঃ੓の੢を、े຿のघでलい上げる 
ʴマルティネスʵ 
 人ࡒを確ฯし続けることについては、どんなݡ通しを࣍っていますか。 
ʴ្山ʵ 
 次の世代につな͛ことを考えると、意ࢦある 20 代を集められるような、意ࢦある 40 代
をどれだけメンバーにܶえ೘れることができるかがΩάになります。つまり、中核になる
世代をいかにऔきつけられるか、です͸。 
 ӤೈࢤはࢿࡸのʰेΊたいీࣹϗストランキングʱでψンバーϭンと言われることがあ
って、その়ղى事でʰ地域おせっかい会٠ʱをखり上げられたこともあります。その়
ղى事にʰ若者が੢をあげたとき、それがまちͰくりにൕӫされていく࢕ૌΊだʱという

132



132 
 

し、Ձをもってʰおせっかい実践ʱとするのか、そもそもʰおせっかいʱとはՁか、その
定ٝͰけを৒りӿえていくච要があるなと考えているとこΘです。 
  
˟継続するために、事業の価値を඲価することの重要੓ 
ʴマルティネスʵ 
 おせっかい会٠を事業として継続させるために、ච要なことはՁだと思いますか。 
ʴ្山ʵ 
 先ほどの定ٝの࿫とも関わりますが、この事業が఑ڛする価値はՁなのかを言ཁでන現
することが重要だΘうと思っています。ߨ੕の業ແ委୙ඇがݱࡔであるҐ上、おせっかい
会٠の事業がՁをもたらしているかはきちんとઈ໎できるܙにしなければいけないし、そ
れがひいては、ଠの地域にఴ開するଏがかりにもなると思うので、事業の価値を඲価し続
けることが課題だと思います。 
 いつรԿや結Վが出るかは、Ձを求めるかによりますが、この事業はλーシャル・΢ン
Ϗクト・Ϛンド（ˠ6,%）の௒ࠬ事業としてण୙しているので、第ࢀ者඲価機関もઅけてい
ます。 
 そこでは、おせっかい会٠という会٠体、ひいてはコϝュニティがՁをもたらしている
のかについて研究しつつ、඲価もғབしています。いまはまだʰ社会参加のଁ加と、ݿಢ
のఁݰに対する示唆が得られているʱという඲価ですが、コϝュニティψースについての
඲価もಋ࣎に進めているので、それも考慮しながら、おせっかい会٠の価値の඲価にखり
ૌんでいるとこΘです。 
点のない෾野の人たちが地域े຿ંݡたちは、おせっかい会٠は、ίアや医療とは一ࢴ 
とંする可能੓を߁げていることを実感していて、そういう人たちがίアに関わることで
Ӥೈࢤ全体のίアの૱ྖを上げることができると考えています。それが結Վ的に、医療・
ෳࢳの෾野に成Վとして現れ、े຿のΊなさんに健康と҈心をもたらすことを期待してい
ます。 
  
˟若者やঃ੓の੢を、े຿のघでलい上げる 
ʴマルティネスʵ 
 人ࡒを確ฯし続けることについては、どんなݡ通しを࣍っていますか。 
ʴ្山ʵ 
 次の世代につな͛ことを考えると、意ࢦある 20 代を集められるような、意ࢦある 40 代
をどれだけメンバーにܶえ೘れることができるかがΩάになります。つまり、中核になる
世代をいかにऔきつけられるか、です͸。 
 ӤೈࢤはࢿࡸのʰेΊたいీࣹϗストランキングʱでψンバーϭンと言われることがあ
って、その়ղى事でʰ地域おせっかい会٠ʱをखり上げられたこともあります。その়
ղى事にʰ若者が੢をあげたとき、それがまちͰくりにൕӫされていく࢕ૌΊだʱという

133 
 

ようなことが書かれていて、本当にそうだなと思いました。 
 一ൢ的に、若者やঃ੓の੢は࣑ࣙ体ߨ੕に಩きにくいܑ向がありますが、それがӤೈࢤ
のおせっかい会٠では、地域े຿のघでलい上げられていきます。これはとても価値のあ
ることで、まさにʰྙを合わせて、地域をもっとेΊやすくʱというのが、おせっかい会
٠の意ٝをে௅的にනす言ཁだと思います。 
  
˟おせっかい会٠を社会システムに 
ʴマルティネスʵ 
 おせっかい会٠は、ଠැݟでもखりૌまれているのですか。 
ʴ្山ʵ 
 Ѭஎݟ๝ీࢤでも࢟まっています。先ほどお࿫ししたように、Ӥೈࢤはまだ SIB の௒ࠬ
事業の段階ですが、๝ీ地域おせっかい会٠は SIB を活༽したղޤ༩๹事業としてૺり࢟
めています。 
 ๝ీࢤの場合は、Ӥೈࢤのような多世代参加ܗというより、65 、Ґ上の高齢者が対েでࡂ
要支援・要ղޤ೟定をणけていない高齢者がどれだけ参加したかに成Վ指ඬをઅ定してい
て、それに対しておۜが来るというૌΊ立て方です。 
 つまり、๝ీ地域おせっかい会٠は要支援・要ղޤ೟定になる人を未ષにどれだけݰら
せたかで成Վを඲価するわけですが、そのౖ地ごとにྼ࢛も人口ߑ成もࢊ業ߑଆもまった
くҩうので、おせっかい会٠のあり方もӤೈࢤとҩって当ષです。 
ʴマルティネスʵ 
 多༹な世代のࢤ຿が参加するとこΘが、Ӥೈࢤのおせっかい会٠の特௅です͸。 
ʴ្山ʵ 
 どの世代を主なターΰットにするかは٠࿨中ですが、せっかくҢे者が多い地域でもあ
るし、やはり意ࢦある 40 代วりを中心に、いΘいΘな世代の方に参加してほしいと思っ
ています。 
 ༥ส局のࡸ஌でʰひざが痛いʱという࿫が出るように、ほんの小さなࠖりごとや心ഓご
とはまちの中にたくさんあります。そういう小さな੢をおせっかい会٠でलい上げている
感ְは現にありますし、それによってࢤ຿の健康と҈心を実現していくʰ地域おせっかい
会٠ʱのखりૌΊに、ࢴは大きな可能੓を感じています。これからͧひ、社会システムと
して全国の࣑ࣙ体に߁まってほしいです͸。 
 
ˠλーシャル・΢ンϏクト・Ϛンド（SIB） 
PFS（成Վ連動ܗ຿間委୙ܘ༁方ࣞ）による事業をण୙した຿間事業者が、当֚事業にܐ
るۜࣁ௒ୣをۜ༧機関等のۜࣁ఑ڛ者からߨい、そのศࡃ等を成Վに連動した地方公ڠ団
体からの支෹ֻ等にԢじてߨうもの（内ֵැ Web γ΢トよりӀ༽） 
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コؚؔ׿ט׻؀՛׮の੐࿾ 

 の։ऌէ֩ג־՛զ״بװץب՛؀؞ႊࢦ

       ըདࡰ։֢֚֊փवਢթ्ׁ֦֒֒֊׋るՓ 

 
̏̐ɿ໌ࢤر立大学                                    

 ʲおばあちΎんがఽえたいघ作りレシϒʳ 
日本੼ॉ࣊๼քಕ大学 地域・ࡑ୒ޤ؅学྘域 特೜教授 ෤ీ෍ඔ子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 平成 29 年 3 ݆にレシϒ集ʰおばあちΎんがఽえたいघͰくりレシϒ̐ʱを൅קした。 
 このレシϒ集は、໌ࢤر(なよΘし)の大学生と܉子ැௌ(くん͸っ΂ちΒう)のʰおばあ
ちΎんのஎܛୀγークルʱのメンバーとのڢಉで作成したものである。レシϒ集には、山
 ྋཀྵࡌ
（7 ඾）とおばあちΎんたちのおすすめྋཀྵ（8 ඾）をࡎܟしている。 
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学生のेんでいる໌ࢤر(なよΘし)は๼քಕ๼部の中ԟにҒ஖し、๝かなࣙષにあ΀れた
業としたௌである。ྫ࿪ࢊײخで೸業をڧ؂ 4 年 3 ݆຦の人口は 26,212 人、高齢Կི

33.4ˍで、日本最๼の公立大学h 立大学ࢤر໌ をɦ༙
し、ฯ健・医療・ෳࢳ・ฯүにおける઒໵எ識を༙す
る人ࡒを཈成している。また、h おばあちΎんのஎܛ
ୀγークル （ɦҐԾ、γークル）のある܉子ැௌは๼
քಕ東๼部の内཰رりにҒ஖し、大ઉ山ܧの山々に
ҕまれたຏ地で೸業をࢊײخ業としたௌである。ྫ
࿪ 4 年 3 ݆຦の人口は 4,688 人、高齢Կི 39.5ˍで
ある。 
子ැௌは༁܉とࢤر໌ 190km（東京Ӽと੫ԮӼ）཯

れているため、学生とγークルのメンバーが௜ં会って交流したのは 2 回であった。 
                                           
̏ɿ レシϒ集Ͱくりのきっかけ 
γークルは、平成 18 年のवにௌの高齢者生֖学स事業h 若がえり学څ にɦ参加していた

ঃ੓ 7 ໌が、若いお฾さんや子どもたちへࣙ෾たちの得意ྋཀྵやஎܛをఽえたいとγーク
ルを結成した。結成当࣎の平ۋ年齢は 76 事はௌの社会教ү課から࢕で、γークルのॵࡂ
ғབをणけ、若いお฾さんを対েとしたおせちྋཀྵߪस会であった。その後もௌや๎課後
ったघ࢘をࡌ野ݫस会、ௌの΢ϗントで地ߪ事などでྋཀྵߨのクラス਎子ߏಒ教࣪、学ࣉ
Ͱくりおやつの఑ڛ、ঃ੓交流会のシンポジΤムでの活動報告など、地域からの要望にԢ
じてメンバーの得意ྋཀྵや生活のஎܛなどをఽえていた。平成 22 年には、メンバーのஎ
大学の学生ޤ๼քಕ؅࣊したいとྣௌにある日本੼ॉ࢔や得意ྋཀྵを多くの人にఽえܛ
（4 年生 4 ໌）とڢಉして第 1 のレシϒ集ʰおばあちΎんがఽえたいघͰくりレシϒʱߺ
を൅קしている。 
立大学では、平成ࢤر໌ 18 年の開学࣎からӭ཈・ޤ؅・社会ෳࢳのࠠ合学生グループをつ
くり、ฯ健医療ෳࢳ連携のཀྵ࿨と実際を学΁઒໵৮連携教үを実ࢬしている。フィールド
グループϭーク（ҐԾ、FGW）は連携教үの一؂として 3 年生を対েに開ߪしている。
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ΎんがఽえたいघͰくりレシϒ̐ のr作成にखりૌΊ、そのգఖについてҐԾに報告する。 
 
̐ɿレシϒ集Ͱくりをとおした世代間交流のखりૌΊ 
̏)レシϒ集Ͱくりの໪的  
メンバーと学生とのڢಉでレシϒ集を作成し、高齢者のஎܛやわざを地域へఽえること

を໪的として活動をߨった。 
̐）レシϒ集Ͱくりの参加者とༀׄ 
（1）学生 
レシϒ集Ͱくりをس望した大学 3 年生 5 ໌。஋子学生 1 ໌、ঃ子学生 4 ໌で、所଒して

いる学Ռはӭ཈学Ռ 1 学Ռޤ؅、໌ 3 ໌、社会ෳࢳ学Ռ̏໌であった。 
ༀׄは、ᶅレシϒ集の原ߚ作成、ᶆྋཀྵや生活のஎܛなどのखࡒとࣺਇࡳӪ、ᶇ第̐回レ
シϒ༽௒ཀྵのレシϒ作成をߨった。 
（2）メンバー 
 メンバーは 10 ໌である。メンバーのߑ成は、80 代ࡂ 5 ໌、70 代ࡂ 4 ໌、60 代ࡂ 1 ໌
（平ۋ年齢 80.4 最高齢、ࡂ 88 最年少、ࡂ 68 大学生とレシϒ集Ͱくり（第、（ࡂ 1 の（ߺ
があるメンバーはݩܨ 9 ໌であった。ༀׄは、ᶅレシϒࡎܟ༽のメニューの検討、ᶆレシ
ϒ༽௒ཀྵの६ඍ（会場確ฯ、ࡒྋの६ඍ）、ᶇ௒ཀྵ指導とྋཀྵのコςや思いなどをఽえる、
ᶈレシϒ原ߚの௒ཀྵ方๑やࡒྋとྖの確೟ٶ;アドバ΢スをߨった。 
（3）教員 
教員ܧޤ؅ 3 ໌。教員の̏໌は、γークルのઅ立当ॵからメンバーと関わりがあり活動

をڠにしてきた。ༀׄはᶅレシϒ集作成のةժ௒੖（内容検討と進ߨ、ฦ集のࢥߪғབと
研रのةժ）、ᶆレシϒ༽௒ཀྵの६ඍ・ྙڢと報告（日ఖ௒੖と関ܐ者への連絡、ॕഩ先
等の௒੖とスίジュール作成、第̏回௒ཀྵのレシϒ作成ٶ;第̐回௒ཀྵレシϒฦ集、௒ཀྵ
のয়ڱ報告）ᶇ学生・メンバーの交流促進（学生とメンバーの়ղ・য়ܨ;ٶڱգ報告、
通৶の作成）ᶈレシϒ集のฦ集支援ٶ;һࡰғབ、ᶉһࡰඇ等の活動ۜࣁ確ฯをߨった。 
 者ྙڢ（4）
 ฦ集指導者̏໌。指導者は研र会（2 回）のࢥߪとして学生へレシϒ集の作り方やࣺਇ
のࡳり方などについて教授し、ฦ集գఖではฦ集のアドバ΢スやγポートを担当。指導者
は第 1  。にもฦ集に関わっていた࣎のレシϒ集作成ߺ
 
̒）レシϒ集ͰくりのखりૌΊգఖ 
学生とメンバーがखりૌんだレシϒ集Ͱくりのգఖをᶅ関ܐͰくり、ᶆレシϒ༽の௒ཀྵ、

ᶇレシϒ集のฦ集に෾け振りศる。レシϒ集作成期間は平成 28 年 3 ݆ʛ29 年 3 ݆であっ
た。 
（1）メンバーと学生の関ܐͰくり （න̐） 
学生とメンバーが対໚で活動できるのは、܉子ැௌでߨう௒ཀྵ場໚の 2 回のΊであった。
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そのため、出会う઴から学生とメンバーへྈ者の関ߑܐ஛に౔めた。実際に会う઴のಉき
かけとしては、学生には授業の中でγークルの活動やメンバーの়ղをߨない、メンバー
にはγークルの例会で学生が作成したࣺਇ೘りの়ࣙހղชを࢘༽して連携教үや学生の
়ղをߨい、交流૮घや活動の༹子をおޕいにཀྵմし出会いの期待感を高めるようなಉき
かけに心がけた。 
レシϒ༽の௒ཀྵ場໚では、第 1 回໪は়ࣙހղをしてからྋཀྵをはじめた。2 回໪の௒

ཀྵは、当日࢘うレシϒを学生が事઴にメンバーと確೟をしながら作成し参加した。 
レシϒ集ฦ集գఖでは、内容の確೟や෈໎な点はు࿫やघࢶでのやりとり、そのଠに教員
が通৶やおஎらせを൅ߨし、γークルの例会や授業でそれͩれの近ڱとレシϒ集の進ṁয়
 。などをఽえ、学生とメンバーの思いが継続できるようにಉきかけたڱ
 
න̐ 関ܐͰくりのखりૌΊ 

 
 
ʽメンバーと学生の関ܐͰくりの༹子ʾ 
ॵ対໚のয়ڱを学生は、ʰ（௒ཀྵ会場に）೘ったときもΊんな঺اで、“待っていたよ”

Ίたいな感じでणけ೘れてくれたʱʰ“ࣙ෾のଛのよう”といわれたʱとՊଔのように温か
くणけ೘れてくれたと感じていた。メンバーの一人は、ࢶ人ܙのついているป২りを学生
にʰྒྷいお້さんにめ͛り会えますようにʱとघోし、ଠのメンバーは、ʰԗい所からわ
ざわざきてくれたというだけでありがたいʱと言いながら学生をܶえ೘れていた。学生は
Պଔのようにંしてくれるメンバーからͷくもりや༑しさにৰれるݩܨとʰなんでもซい
ていいんだʱと҈心感を得て、खࡒや௒ཀྵに੷極的に参加していた。メンバーはʰଛより
若いのでҩ࿪感があるかと心ഓをしていたが、学生が੷極的にซいてくれるのでҩ࿪感は
なかった とɦ会う઴は෈҈を์いていたが交流する中でҩ࿪感はなくなっていった。また、
（h学生に）小さい੢で言われるとՁを言っているかわからなかった｣と高齢者のਐ体的特

௅をとらえた対Ԣを望んでいた。 

 主なखりૌΊ メンバーのༀׄ 学生のༀׄ 教員のༀׄ 
3ʛ5 ݆ ・学生・メンバーの 

়ղ 
 ղชの়ހࣙ・ 

作成 
 ྋ作成ࣁ・
・学生・メンバーの়
ղ 

6ʛ7 ݆ ・レシϒ༽௒ཀྵの 
実ࢬ 
 

 

 ղ়ހࣙ・
・Φϒλードな
どをఽえる 

 ղ়ހࣙ・
・2 回໪௒ཀྵの 
レシϒ確೟ 

・௒ཀྵ࣎のखࡒ 

・学生とメンバーの
交流 
促進 

5ʛ1 ݆ ・通৶等の作成と 
൅ૻ 
・レシϒ内容の確
೟ 

・レシϒの内容 
等の確೟と  
アドバ΢ス 
（ు࿫・घࢶ） 

・レシϒの作り
方などの確೟ 
（ు࿫） 

・通৶等の作成と൅
ૻ 
・学生、メンバーのয়
 ڱ
報告 
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交流についてメンバーはʰもっと交流があるとよかったʱ、ʰその場ݸりでなく、後か
ら確೟してくれるのがうれしいʱ、学生はʰもっと会いたかったʱとメンバーも学生もも
っと࿫をしたり会いたかったという࣍ـちを์いていた。ίΪで೘院されたメンバーへ学
生がघࢶを書いたり、メンバーからのघࢶをݡてྯまされたりとレシϒ集ͰくりҐ外の場
໚でもメンバーと学生のやりとりもΊられた。 
また、学生はʰ௜ં、اをݡて࿫したかったʱと૮घのاをݡて関わることも望んでい

た。現ࡑ、コロψΤ΢ルス感ઝのະԈにより通৶ڧ؂もすすΊ、オンラ΢ンでの交流も可
能となってきている。今回のようにԗֶ地での世代間交流をߨう場合は、اがݡえて交流
できるオンラ΢ンの交流も༙༽と思われる。 
（2）レシϒ༽௒ཀྵのखりૌΊ（න̐） 
 レシϒ集Ͱくりは、メンバーがྋཀྵをఽえ学生がखࡒをしてฦ集するというༀׄ෾担を
してすすめた。 
レシϒ༽のྋཀྵͰくり（ҐԾ、௒ཀྵ）は܉子ැௌで実ࢬし、学生と教員は 1 ഩ 2 日のߨఖ
で参加した。第 1 回໪の௒ཀྵはʰ山ࡌྋཀྵʱで山ࡌのళ΂ら、ߨ者にんにく೘りᰦ子など
6 ඾、第 2 回໪はʰおばあちΎんのおすすめྋཀྵʱとしてうどん（໛とつΑ）、でん΂ん
団子など 7 ඾を௒ཀྵした。参加者は、学生やメンバーのଠに෕段メンバーの活動に参加し
ている子үて中のお฾さん、ऄҞ子の஋੓とそのղޤ者の地ݫ大学生がس望して参加して
いた。 
න̐ ௒ཀྵの参加者 

 
௒ཀྵのةժにあたっては、教員が例会に参加したりγークルのリーξーなどと連絡をखり
ながらメンバーと一ॻに検討した。献立の検討、会場や௒ཀྵࡒྋの६ඍはγークルが担当
し、学生はࣺਇࡳӪ、ಀஎ識などのखࡒと௒ཀྵのघఽいをߨなった。スίジュールةժ、
メンバーや学生のૻܶ、ॕഩなどのघഓは教員が担当。௒ཀྵ当日に࢘うレシϒは、1 回໪
が教員、2 回໪は学生が作成し、メンバーには༥ૻで事઴ഓාをߨった。当日のྋཀྵは༁
3 間で࣎ 6ʛ̕඾を෾担して௒ཀྵをߨった。学生は、खࡒやࣺਇなどのༀׄを෾担して 1 回
໪の௒ཀྵにྡんだとこΘ、メンバーのྋཀྵのスϒードが早く思うようなखࡒができなかっ
た。2 回໪は事઴にྋཀྵの担当を݀めて参加した。メンバーも 1 回໪の௒ཀྵはリーξーを
中心に進めたが、ྋཀྵの作り方がҩったり、進ߨに࣎間がかかったことから、2 回໪は事
઴にྋཀྵの担当者を݀めて௒ཀྵにྡんだ。教員は、高齢なメンバーが多いので௒ཀྵ会場に
 った。（න̑）ߨのҞ子のઅ஖や健康؇ཀྵ、会場までのૻܶの確೟とघഓを༼ܞٵ

 日 ࣎ 内 容 参加者 
第 1 回 6 ݆ 5 日 山ࡌྋཀྵ 20 ໌（メンバー7 ໌ 学生 5 人 教員 3 人  

そのଠ 5 人） 
第 2 回 7 ݆ 24 日 おばあちΎんの

おすすめྋཀྵ 
20 ໌（メンバー9 ໌ 学生 5 人 教員 3 人  

そのଠ 3 人） 
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おすすめྋཀྵ 
20 ໌（メンバー9 ໌ 学生 5 人 教員 3 人  

そのଠ 3 人） 
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න̑ レシϒ༽௒ཀྵのखりૌΊ 

ʽ௒ཀྵのखりૌΊの༹子ʾ 
1 回໪の௒ཀྵは山ࡌྋཀྵで実࣎ࢬ期が 6 ݆上२のため、๼քಕでも山ࡌが少ない࣎期で

あった。メンバーは山ࡌを२の࣎期にࡀってྮ౜ฯଚをし、少ない山ࡌをݡつけて当日に
ってきてくれた。1࣍ 回໪、2 回໪の௒ཀྵは、メンバーのԾ६ඍのおかげで 3 間ほどで࣎
ྋཀྵを׮成することができた。学生は 1 回໪のൕ঴をಁまえ、2 回໪の௒ཀྵではʰࣙ෾の
担当ྋཀྵを意識してಀஎ識をซくʱとༀׄ෾担をߨい、ʰおばあちΎんの௒ཀྵのスϒード
に෵਼の学生で対Ԣʱとチームϭークを൅ضしながらखࡒと௒ཀྵをߨっていた。学生とメ
ンバーはༀׄ෾担しつつྡ機Ԣรに௒ཀྵとखࡒを進めていた。 
学生はखࡒをとおして、学生の࣯໲に対するメンバーのʰ回౶の๝෍さʱやʰࣙ෾たち

のஎらないஎ識を࣍っているʱとメンバーの๝෍なݩܨとஎ識にڽき、ʰ高年齢なのにϏ
ϭフルに動いているࢡʱをݡて、高齢者に対して支援の対েではなく学΁対েとして高齢
者をとらえていた。 

 खりૌΊ内容 メンバーのༀׄ 学生のༀׄ 教員のༀׄ 
4 ʛ 5
݆ 

・第̏回௒ཀྵ
の 
 ժ६ඍة

 

・例会の開催(2
回) 
・௒ཀྵの献立とༀ
ׄ෾担の検討 

・௒ཀྵ࣎のༀׄ 
෾担の検討 

 機関ܐఖනの検討と関ߨ・
との連絡௒੖ 

・γークル例会参加 
（献立とༀׄの確೟） 

6 ʛ 7
݆ 

・第 2 回௒ཀྵ
の 
ժ६ඍとة
実ࢬ 

 

・例会の開催(1
回) 
・௒ཀྵ会場と௒ཀྵ 
 ྋの६ඍࡒ

・௒ཀྵ当日のྋཀྵ 
ઈ໎と௒ཀྵ 

・第 2 回௒ཀྵの 
レシϒ作成 

・担当メンバー 
に෈໎点など 
の確೟ 

 機関ܐఖනの作成と関ߨ・
との௒੖ 

・ॕഩ先・ૻܶの確ฯ 
・例会の参加 
・第 1 回໪௒ཀྵのレシϒ 
作成 

・作成レシϒのアドバ΢ス 

 Ւօ֨のऀശጫཨ֐؅՛の౪၏を೥بؖ

 

பೄ֪֪ג֎ႚ׉の–౤֤֎׉ 
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(3)レシϒ集ฦ集のखりૌΊ （න̒） 
 学生も教員もฦ集作業に׵れていないため、 
第 1 者にғབしてฦ集作業の研र会をܐのレシϒ集に関わりのある੣本関ߺ 2 回開催し
た。ฦ集գఖではฦ集のアドバ΢ス、ࣺਇのर੖やߏਜ਼などのγポートをणけながらฦ集
作業をߨった。ฦ集作業は、学生の実सやメンバーとの原ߚ確೟のやりとりなどで思いの
ほか࣎間がかかった。しかし、出来上がったレシϒ集はනࢶやྋཀྵの
ポ΢ント、ಀஎ識など学生の視点や特ٗを生かした内容となってい
る。 
成レシϒは、A5׮ ൝ 46 ϘージでΩラーһ500 ࡰ   ࡯

൅ߨ日は平成 29 年 3 ݆ 21 日 
 ྋཀྵฦ”とࡌった“山࢘をࡒのৱݫྋཀྵは、地ࡎܟ
“おばあちΎんのおすすめྋཀྵฦ”でߑ成し、 
メニューはҐԾのとおりである。 
˙山ࡌྋཀྵฦ・・・・・山ࡌのళ΂ら、ߨ者にんにく೘りᰦ子、ߨ者にんにく寿࢚ 
山ࡌଢתき、ϦϠάᰶಆ、うどのਥັḫ࿪え、΀きのとうັḫ 
˙おばあちΎんのおすすめྋཀྵฦ・・・うどん、しそと՚子のΊそᖳめ、なまくら௰け 
でん΂ん団子、りんごのフラ΢、大ࠞのフラ΢、ࣿಀ、Ԛࠁ 
  

ॺภ֭ఢ成֖֞ᅳ౸֭׽׮؞י 
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ॺภ֭ఢ成֖֞ᅳ౸֭׽׮؞י 
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න̒ レシϒ集ฦ集のखりૌΊ 

 
ʽレシϒ集ฦ集のखりૌΊの༹子ʾ 
 学生はฦ集にあたりॵめてݡる人にもಣΊやすい、෾かりやすいレシϒ集にしたいと、
ᶅࣺਇや΢ラストなどの活༽、ᶆメンバーのྙڢを得てనྖをできるだけ਼ྖԿ、ᶇメン
バーの生活のஎܛやྋཀྵのポ΢ントなどをซきखりࡎܟしていた。 
一方で、メンバーのघ業（わざ）をఽえたいが、ซいてもʰ口ಆでうまくઈ໎できないʱ
と言われ、学生ࣙਐもʰघ業(わざ)をうまく言ཁにできないʱと感じ、ʰ言ཁより一ॻに
やった方がఽわるʱとわざを言ཁにするೋしさと一ॻに活動することのච要੓を感じてい
た。 
メンバーもʰघ加ݰなどを਼値にして教えるのがೋ
しいʱと感じつつ、具体的なघ加ݰの࢕方を考え学
生にఽえていた。 
それを学生がชহԿしレシϒ集へࡎܟしたことに
 。きと感謝をしていたڽ
メンバーにとって׮成したレシϒ集は、ʰੴのお

ばあちΎんたちに教わったஎܛを若い人たちにఽ
え、࢔すことができたʱとஎܛのఽ承の機会ととら
えていた。学生は最後の活動൅නで、ʰ大รであっ
たけれど最高のものにしたいという࣍ـちで一生ໍݔにखりૌΊ、 

 खりૌΊ内容 メンバーのༀׄ 学生のༀׄ 教員のༀׄ 
3ʛ5 ݆ ・レシϒ集の 

検討 
・ฦ集の研र 
 ժة

 の確ฯۜࣁ・

・レシϒ集のߑ
成 
検討 

 

・レシϒߑ成の 
検討 

・௒ཀྵの࣎のༀ
ׄ検討 

・γークル例会参加 
・ฦ集の研रةժ६ඍ 
・ึ助ۜ申੧ 

6ʛ7 ݆ ・௒ཀྵのखࡒ・ࣺ
ਇࡳӪ 

・ฦ集の研र 
開催(2 回) 

・第 2回௒ཀྵ༽レ
シϒの助言 

・ྋཀྵのコςな
どを学生へఽ
える 

・௒ཀྵ࣎のखࡒ
とࣺਇࡳӪ 

・ฦ集研रへ参
加 
 

・第 1 回௒ཀྵのレシϒ作
成 
・ฦ集研रのةժと௒੖ 
・学生作成レシϒの助言 
 レシϒの൅ૻ༼࢘・

8ʛ2 ݆ ・レシϒ集の 
ฦ集作業 

・レシϒ集ࡎܟ
ྋཀྵのࢾ作（3
回） 

・һࡰ൅஭ 

・レシϒ集の内
容 
確೟や࣯໲へ
の回౶ 

ਜ਼とアドバߏ・
΢ス 

・レシϒ集のߑ 
成検討 

・ฦ集作業とߏ
ਜ਼ 
・メニューのࢾ
作 
 

・レシϒ集のฦ集とߏਜ਼ 
・メニューのࢾ作 
・ฦ集指導者との連絡௒੖ 
・һࡰ൅஭ 

օ֨גのኝ֤֎׉ 

 

の֖֥֯փ֎ 
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おばあちΎんたちとڠに作ったレシϒ集を多くの人にݡてもらいたいʱと報告していた。 
 
̑ɿ活動を࢟めるにあたっての६ඍ 
活動を࢟めるにあたっての६ඍとして、事業のྙڢ者、活動ۜࣁの確ฯ、Ң動घ段の確ฯ
をߨった。 
̏）事業のྙڢ者   
 レシϒ集Ͱくりは、長年、܉子ැௌで若いお฾さんや子どもたちへྋཀྵを教え、レシϒ
集を൅ߨしたݩܨのあるメンバーにғབした。レシϒ集のฦ集は、高齢者へखࡒをしてレ
シϒ集としてฦ集ができる大学生がన೜と思い、大学の連携教үとしてできないかと大学
に૮஌し、γークルと大学から承ଡ଼を得てレシϒ集Ͱくりにखりૌんだ。また、ฦ集作業
に৆しい੣本関ܐ者にٝߪとฦ集作業のアドバ΢スのྙڢをғབした。 
̐）活動ۜࣁの確ฯ 
 活動にはレシϒ集のһࡰ代、ࢥߪྋ、௒ཀྵ関ܐなどのۜࣁ確ฯがච要であった。そこで
大学の研究・事業のึ助ۜを申੧し活動ۜࣁを確ฯすることができた。 
̑）Ң動घ段の確ฯ   
交通機関ではڠくには、公ߨ子ැௌへ܉からメンバーが฽らしているࢤر໌  7ʛ9 間࣎
ほどかかり本਼も少なくҢ動にはバスがච要であった。大学のཀྵմもあり大学のバスをཤ
༽して学生と教員が܉子ැௌにෟき活動することが可能となった。 
 
̒ɿۦ࿓したこと 
 ฦ集作業は、学生も教員もݩܨが少ないためՁ回も内容やන現などのरਜ਼に࣎間を要し 
た。また、実सを൒う学Ռのため全員そΘってのฦ集作業をߨうことが少なく、実सのな
い学生が一人でئ௃ってฦ集作業をߨうこともあった。教員はฦ集作業のྙڢと学生のϠ
チϗーションのң࣍にഓ慮した。 
 
̓ɿキーになったと思う成ޯ・ࣨഌ要Ҿ、 
̏）成ޯ要Ҿ  
˗レシϒ集Ͱくりは、ڢಉしてखりૌめる世代間交流プログラムであったこと。 
レシϒ集Ͱくりは、学生とメンバーのༀׄや໪的が໎確で、支援する、される関ܐでは 

なく、おޕいの特ٗやکΊを൅ضしڢಉしてखりૌめるプログラムであった。 
˗世代間交流をすすめるコーディネーターのଚࡑ 
 教員は、全体のةժ௒੖をߨうほかに、高齢者と学生、高齢者・学生とଠの人とをつな
͛ ༀׄ、ۜࣁやॕഩ先の確ฯ、৚報఑ڛなど活動のγポートༀׄ、研रや作業をڠにߨ
いֺしく学;あえるڧ؂Ͱくりに౔めた。  
˗学生へのメンバーによる温かいण೘れと関ܐͰくり 
メンバーはգڊの活動体ݩをとおして若い世代との交流の࢕方を体得し、ॵ対໚の学生
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にもՊଔのようにંしていた。そのため、学生はە௃や෈҈を࿪らげメンバーと੷極的な
交流ができ、メンバーも学生の੷極੓に౶えようと関わり、૮ޕの交流を深めていったと
考えられる。 
̐）ࣨഌ要Ҿ   
˗ฦ集作業に࣎間がかかり学生のෝ担が大きかった。 
 単年度で׮結するखりૌΊのため学生のෝ担が多くなった。෵਼年かけてखりૌ΋プロ 
グラムの検討もච要と思われる。 
 
̔ɿ活動継続にあたっての課題 
 レシϒ集Ͱくりは、ʰおばあちΎんஎܛୀのγークルʱの活動の一؂としてのखりૌΊ
でもあった。現ࡑ、γークル活動そのものがࠖೋになってきている。 
おばあちΎんのஎܛୀγークルにとって今回作成したレシϒ集は第 2 で、第ߺ 1 のレシߺ
ϒ集から 6 年をܨて൅קすることができた。活動の中心メンバーは、現ࡑ 80 代後ൔかࡂ
ら 90 や体ྙのఁԾなどで活ـ代઴ൔと高齢になっている。この਼年間でメンバーのබࡂ
動に参加できるメンバーが少なくなってきた。৿しいメンバーもଁえないので今までのよ
うな活動ができなくなり、コロψΤ΢ルス感ઝ঳のະԈで活動もࢯٵしている。現ࡑ、活
動を࠸開するにあたり、どのような活動ができるのか、メンバーの体ྙやس望をಁまえた
活動を考えていかなければならない。য়ڱによってはレシϒ集作成の継続はできないかも
しれないが、若者とڠに高齢者の࣍っているஎܛやٗをఽえ、学;あえる場Ͱくりと、若
者や高齢者、্֒のある方々、子үて中のお฾さんなどと多世代交流ができないかと活動
のあり方をໝࡩしている。 
高齢者の࣍っている฽らしの中でのஎܛやわざを次の世代にどうఽえ࢔すのか。࢔され

た࣎間は多くはないかもしれない。 
 
 

 
 
 
 
 
 
႘቎฾ഋಌሾॆၗ་ॺ 

དࡰՔఓ༔ে୦ॺፚࡰ 

ၟ႞ੱ೨ ᆦဂᆏᅖ౤ ౳ 
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まとめ 

 
事例からわかった世代間交流継続のポ΢ント 

 
̏ɿつな͛   （コーディネート ・ マッチング） 
̐ɿܨ営    （マネジメント） 
̑ɿ場      （社会的΢ンフラ） 
̒ɿֺし΋   （Φンジョ΢） 
̓ɿݺ      （΢ンディϑジュアル） 
̔ɿ地域૓生 （コϝュニティデδ΢ン） 

 
 
̏ɿつな͛   （コーディネート ・ マッチング） 
 すべての事例を通して、世代間交流をఴ開するにあたって若者と高齢者だけでなく、
༹々な人々が連携をしています。地域にे΋あらΑる世代のे຿、ߨ੕、教ү機関、第 3
セクターの機関等です。ただし、これらの人々がバラバラにଚࡑしていては機能しません。
今回の事例を通して໎らかなのは、人々をつな͛コーディネーターがଚࡑするということ
です。このଚࡑが大ร重要で、まさに活動のキーマンとなっています。高齢者と若者をつ
な͛、大学とߨ੕をつな͛、ة業と NPO をつな͛、઒໵Պと地域े຿をつな͛等༹々な
ίースがありますが、ްՎ的なつながりをもって世代間交流も成立しています。しかし、
そのキーマンがいなくなれば、たちまち活動が機能しなくなる、というリスクも考えられ
ます。 
事例̗や事例̏̎ɿでは、学生と高齢者の世代間交流を支えるため、大学教員がコーデ

ィネーターとして重要なༀׄをՎたしています。事例̏ɿの஝山団地の事例では、大ਁ氏
がキーマンです。஝山団地プロジΥクトをఴ開するにあたりステークホルξーとしっかり
連携をとっています。そして、そのༀׄをঅ々に若者にҢߨすることもߨわれているとこ
Θがポ΢ントです。NPO ๑人を立ち上げ、ଖ業生をマネージャーにੀえ、いͥれ運営を೜
せられるように൒ૺしていま。事例̒ɿh ֙ ing 本ڹʱの長谷川氏は、NPO 活動そのもの
がマッチング活動で、༹々な人々をつないでԿ学ൕԢをًこすキーマンです。後継者がい
ないのが現য়で、໪ཤきのできる༑ऴなコーディネーターの཈成が重要課題であるとफ़べ
ています。 
 このように、世代間交流の継続を考える࣎、つな͛人（コーディネーター）のଚࡑとそ
の後継者の཈成がΩάになりそうです。 
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̐ɿܨ営    （マネジメント） 
 活動を継続していくには、ۜࣁがච要です。各事例で、ࡃܨ的خ൭をߑ஛することも޽
෋されていました。 まͥ、અ஖฾体そのものをઅ立する段階で、高齢者支援や社会貢献
をϑジネスとして運営していくためにマネジメントについて઒໵Պから学;、γポートを
得られている事例がありました。事例̓ɿのʰ一ൢ社団๑人 えんがおʱのᖝ野氏は、若
い作業療๑࢞ですが、ً業Պ、ܨ営の઒໵Պが所଒するʰNPO ๑人 とち͙Ϥースγポー
ターθネットϭークʱのγポートを得て、๑人をઅ立しています。また、事例̖ɿのʰה
ࣞ会社 LibertyGate のɦ੃原氏は、大学ࡑ学中に、༹々なً業Պ、ܨ営者の方とஎり合うこ
とでϑジネスア΢デアや考え方を学;、ࣞה会社をઅ立しています。このように、若いܨ
営者が、マネジメントの઒໵Պから学;、高齢者支援のϑジネスϠデルを作り上げている
ことは、世代間交流の継続に期待できます。 さらに、活動を継続していくには一定のコ
ストがかかるため、ૌ৭ࣙ体がࡃܨ的にࣙૺできていくことが望ましい、ということにな
ります。地域貢献活動をߨうことでߨ੕から助成ۜを得たり（事例̒ɾ事例̓,事例 10）、
੕から業ແ委୙をणける（事例̓,事例̏̏）こともあります。また、೟定ߨ NPO ๑人に
なることで、ݺ人やة業からر෉をणけやすくする（事例 4）ことで、ࣙૺを実現Կして
いる事例もありました。 
 ްՎ的にマネジメントができると、γーϑス఑ڛ者である若者にもメリットがଁえます。     
例えば、γーϑス఑ڛ者である学生に報ृが支෹われる、༙ঊϚランティアのシステム 
（事例̏ɾ事例̕ɾ事例̖ɾ事例 9）があり、事例̒では、গ来的に学生のՊ௠をໃྋに
したり、 ও学ۜを出すことを検討されています。このように、γーϑス఑ڛ者を大઀にす
るシステムを作ることで、若者の高齢者支援や地域貢献のϠチϗーションを高め、世代間
交流の継続に期待できます。 
よりྒྷい地域社会を૓生すべく、若者がً業しλーシャルϑジネスを運営すること

で、継続੓を生Ί、世代間交流が日常生活に༻け込んでいる事例があります。ܨ営やෳࢳ
等を学΁大学生が、ࡑ学中にこのようなίースについてஎる機会が得られると、地域で活
༄する若者がଁえるのではないかと思われます。ࡑ学中に地域の第 3 セクター機関が΢
ンターンシップとして学生をणけ೘れることも༙ްではないかと思われます。 
 
̑ɿ場      （社会的΢ンフラ） 
 高齢Կが進΋地域では、地域に฽らす高齢者のݿ立の༩๹とմভがە٦の課題となって
います。しかし、ݿ立する可能੓があるのは高齢者だけではなく෈ౌߏや社会になじめな
い若者、進学のため一人฽らしをする学生もಋ༹です。Պにڋてはݿ立するとはいえ、出
かけるにも、ߨく場所がなければどうしようもありません。事例̓ɿh 一ൢ社団๑人 えん
がおʱでは、コϝュニティハΤスΊんなのՊが高齢者や若者のڋ場所となっています。こ
こへ来ると、اを合わせてあいさつをして、おணをӁんだり、おしΎべりをしたり、ࣙષ
な交流が生まれるۯ間になっています。事例̔ɿのʰ๝中あ͛りʱでは、ࢤ内に 8 か所の
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೸Ԅがあり、高齢஋੓が集って೸作業できるڋ場所となっています。Ձか作業をしてもい
いし、しなくてもいい、ࣙ༟にգごすことができる場所になっています。 
Φリック・クリネンバーグは、ஸ書ʰ集まる場所がච要だʱ（2021）の中で、社会的΢

ンフラの重要੓についてफ़べています。社会的΢ンフラとは、ਦ書ؙ・学ߏ・༣;場・公
Ԅ・運動場・ス΢ϝングプールなどの公ࢬڠઅ、中ఋ・ࢤ຿೸Ԅなどのྚ地、人々が集ま
るݽ定的かつ෼ཀྵ的なスϘースがある教会やࢤ຿団体のࢬઅ、定期的に開かれるマーίッ
トやঐ業ࢬઅなどを言います。社会的΢ンフラは社会関ࣁܐ本（λーシャルキャϒタル）
がүつかどうかを݀定Ͱける෼ཀྵ的ড়݇であり、健全な社会的΢ンフラがある場所では、
人間ಋ࢞のូが生まれ、ࣙ ષに人間関ܐがүつともफ़べられています。事例̓ɿや事例̔ɿ
では、健全な社会΢ンフラを఑ڛしているといえます。若者とڠに、地域にもっと社会΢
ンフラをै実させるア΢デアが出せることで、ݿ立の課題がմ݀していくのではないでし
Βうか。 

 
̒ɿֺし΋   （Φンジョ΢） 
 ほぼすべての事例でफ़べられている重要なキーϭードは、ʰֺしくないと続かないʱで
す。 
若者も高齢者もֺしんで活動することが継続には෈可ܿであるということでしΒう。特に
γーϑス఑ڛ者となる若者が、ࣙ主的に高齢者支援にखりૌんでいるとき、ࣙ෾がֺしい
からやっているのだ、と思えていることが重要です。若者の活動をγポートするコーディ
ネーターは、若者の΢ニシアティϔを୥わないこと、ްՎ的な動機෉けをすること、ୣ成
感を得られるようにすること、若者がࣙらの成長を実感できるようにすること、などを考
慮し、ֺしんで活動できる場を఑ڛしていくことも重要です。 
 
̓ɿݺ      （΢ンディϑジュアル） 
 地域で฽らす人々をʰ高齢者ʱʰ若者ʱとׇってしまうのはన઀ではないかもしれませ
ん。 
人それͩれニーθはҡなり、生活もҡなっています。事例̕ɿのh 社会ෳࢳ๑人ΑうΑうʱ
は、 
ʲひとりのニーθ、ひとりの૟いにرり添うʳことをཀྵ೨にܟげられています。地域で฽
らすݺ人がଜ重され、高齢者も若者も、ޕいにݺとݺがつながっていくことでូが生まれ、
҈全で҈心な生活がもたらされるのかもしれません。 
 
̔ɿ地域૓生 （コϝュニティデδ΢ン） 
 ᝝༡ղ監रのஸ書ʲ地域をรえるデδ΢ンʳ（2012）で、コϝュニティのݱޢについて
のʰコϝュニʗスʱという言ཁだっޢしています。ʰコϝュニティʱはもともとラテンى
たそうです。この言ཁを̐つに෾けると、઴ൔのʰコムʱはʰ一ॻにʱとかʰڠಋしてʱ
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という意ັで、後ൔのʰϝュニースʱはʰ貢献ʱとかʰ೜ແʱという意ັだそうです。つ
まり、コϝュニティというのはʰڠಋしてՁかに貢献することʱやʰ一ॻに೜ແをਲ਼ߨす
ることʱという意ັを含んでいるそうです。 
 ௔高齢Կ社会をܶえて、ࢴたちの฽らす地域では生活上の支援をච要とする高齢者の
方々がଁえている、という課題がݡつかった࣎、どのようにしてよりྒྷい地域にしていけ
るかをそこにे΋すべてのे຿が考え、खりૌんでいくච要があります。よりྒྷくしてい
けるのは、े຿でしかありえないのです。地域े຿にはྙがあります（事例̏̏ɿʰ地域
おせっかい会٠ʱより）。中でも若者は地域の未来を担っています。ࣙ෾たちがどんな地
域で฽らしたいのか、高齢者になるのがֺしΊになるような社会（事例̖ɿLibertyGate の
ཀྵ೨）を૟଀し、૓生できることが重要ではないかと思われます。若者をはじめとした地
域े຿がཀྵ૟とするコϝュニティをデδ΢ンしていくことです。世代間交流が、未来の地
域社会のس望となり、若者のس望となることを願ってやΊません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

෨ӧಈ፯֊׎׈֊֢たฌ༉৖୪ጺ継続のؒ׽بי 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

զฌ༉৖୪ጺの継続のؒ׽بיէ෨の๊ነ 

ஸ፼ೄ֧೓ೄの৘૒を౫׋֔࣍るೄ֧౫࣍するೄ֧փօஓ෨֦֧׈ևる

ׁ֧֮֒օ֩փ֦֖׆օՓ 

ஸ፼ೄ֧೓ೄの৘૒֮Ւቴ጖ַの৵ሰをภֿՒईႷต֪ተ֠たׁの֦すՓ 

ฌ༉৖୪ጺの継続の 6֣のؒ׽بי֋ଅ൩の૛をஓถ֖֥փֽすՓ     

ଅ൩֦֮ؠ؊؞נՒነるփቴ጖をࡽඉֽ֤֐すՓ 

ཨ඾ᆪᇀ֮઱წ֦す֋Ւ२དࡰのၟต֪ࣤ֗たؒ׽بיをቖめ௔֦גփた

֟֎֧དؠ׿׭؟ןࡰのቴ጖をຕ່֖֥փ֐る֧ணև֥փֽすՓ 
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事例फ集に関するスίジュール 

 

事業名 取材先 取材日

1
神奈川大学　サッカー部
「竹山団地プロジェクト」

神奈川大学 サッカー部監督
大森 酉三郎 氏

於：神奈川県横浜市　竹山団地

2022年10月3日

2 豊中市社会福祉協議会
「豊中あぐり」

コニュニティソーシャルワーカー
勝部 麗子 氏

於：豊中市　『和居輪居』

2022年10月8日

3

　
Community Nurse Company

株式会社
「地域おせっかい会議」

Community Nurse Company 株式会社
總山 萌 氏

於：島根県雲南市
Community nurse Company

みんなの家

2022年10月11日

4 一般社団法人「えんがお」 代表理事　濱野　将行　氏
於：栃木県大田原市　えんがお

2022年10月28日

5 札幌市
もみじ台団地プロジェクト（１）

札幌市都市局市街地整備部
石丸 卓哉 氏

於：札幌市役所

2022年11月28日

6 社会福祉法人　ゆうゆう
鈴木　美幸　氏

於：石狩市当別町当別町
共生型地域福祉ターミナル

2022年11月28日

7 認定NPO法人　街ing本郷
「書生生活」

代表理事　　長谷川 大 氏
於：Zoom

2022年11月18日

8 札幌市
もみじ台団地プロジェクト（２）

北星学園大学　社会連携課
鹿熊 裕志 氏

学生　松本紗奈さん
於：Zoom

2022年12月23日

事業名 執筆依頼先

9 高齢者を対象とした生活支援サービ
スのマネジメントシステム構築

千葉商科大学
准教授　齊　藤　紀　子 氏

10 おばあちゃんが伝えたい
手づくりレシピづくり

日本赤十字北海道看護大学
特任教授　武田　富美子　氏

11 神奈川県住宅供給公社
神奈川県住宅供給公社
総務部　総務広報課

石井 佳代子　氏

12 学生グループTAMAGO
「手作り弁当プロジェクト」

岡山県立大学　保健福祉学部
教授　岩満　賢次　氏

＋　学生グループTAMAGO

13 株式会社Liberty Gate 株式会社Liberty Gate
代表取締役　菅原　魁人　氏

オンライン取材

執筆

೘ఔ
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もみじ台団地プロジェクト（１）

札幌市都市局市街地整備部
石丸 卓哉 氏

於：札幌市役所

2022年11月28日

6 社会福祉法人　ゆうゆう
鈴木　美幸　氏

於：石狩市当別町当別町
共生型地域福祉ターミナル

2022年11月28日
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代表理事　　長谷川 大 氏
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事業名 執筆依頼先
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千葉商科大学
准教授　齊　藤　紀　子 氏
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手づくりレシピづくり

日本赤十字北海道看護大学
特任教授　武田　富美子　氏
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「手作り弁当プロジェクト」
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教授　岩満　賢次　氏

＋　学生グループTAMAGO

13 株式会社Liberty Gate 株式会社Liberty Gate
代表取締役　菅原　魁人　氏

オンライン取材

執筆

೘ఔ
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ฦ集 
 マルティネスਇج子（ݫ京都橘大学ޤ؅学部） 
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ᶜ 大学教үにおける実践 
1. 京都橘大学の先ߨ事業 
・・・高齢者支援につながる地域連携事業のྼ࢛ 
  
本事業でఴ開したϭーキンググループによる実践事業は、本年度にのΊ開催されたもの

ではなく、もともと高齢者支援につながる地域連携事業でകわれたものである。本事業は、
京都橘大学の医療ܧ学部（ޤ؅学部ʶ健康Ռ学部）でఴ開されたものであるが、実際には、
もともと京都橘大学に医療ܧ学部が導೘される઴から大学をあげてఴ開されていた地域連
携事業が、そのخ൭になっていることは極めて重要である。 
そこで、そのخ൭となったྼ࢛を、京都橘大学ࢊ学公地域連携推進機ߑ 地域連携センタ
ーが公開している地域連携事業のଏ੽から়ղする。1994 年から 2000 年にかけては、京
都橘大学がྼ࢛やชԿに関する教ү、研究が主体である大学であったことから、ദ෼ؙや
 。との学術交流等が主体の活動であった࣋
2001 年は、大学にとって大きな఺׷となった年であり、ชԿ੕ࡨ学部が૓અされ、今日の
地域事業につながる人ࡒやݱࣁが、この大学に導೘された年ともいえる。学生のૌ৭とし
てʰྡ地まちͰくり研究会（ྡま研）ʱが૓અされ、ชԿ੕ࡨを઒໵とする教員だけでは
なく学生も、地ݫの山Ռۢのे຿との連携を深めるようになった。この࣎の学生メンバー
の一部は、現ࡑ、京都橘大学の教員として、Ӏき続き地域連携の事業の中で、学生と地域
の高齢者との交流を推進している。 

2002 年には、京都ࢤと学生Ϛランティアڢ定を結んでいるが、地域連携に学生Ϛランテ
ィアが関わるようになったܨҤは、すでに 20 年઴から੖ඍされてきているといえる。 
2005 年には、ช部Ռ学঴の現代的教үニーθखりૌΊプログラム（現代̧̞）の地域活੓
Կ部໵で、ʰʲྡ地まちͰくりʳによる地域活੓Կのखૌʱがࡀ୔され、さらに地域連携
が進められている。この࣎期にઅ஖されたޤ؅学部からは、ޤ؅学部教員・学生༙ࢦによ
るʰたちばな健康૮஌・健康教࣪ʱが学Ԅࡉで催されている。医療ܧのメンバーによる高
齢者との交流をめざす΢ϗントもこの年に࢟まったと考えられる。 
このように地域連携と高齢者と学生との交流が進΋中で、2008 年には現ࡑϑジネス学部の
中にໍٻٺٻ学Ռが、また 2012 年には健康Ռ学部がઅ஖されるなど、本事業の主体とな
っている医療ܧ学部、学Ռが生まれてきたというܨҤである。 
本事業のഐܢがܙ成された 1994 年度から 2014 年度までのྲྀ年නは京都橘大学地域連携
実੹集（1994 年度 ʛ2014 年度）から得られる。 
https://www.tachibana-
u.ac.jp/research_area/local/regional_promotion/regional_policy/pdf/jisseki_2014.pdf 
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2015 年から 2021 年までの京都橘大学地域連携実੹集のනࢶをҐԾにࡎܟするが、医療

等をテーマにした地域連携が推進されてきておࡄ学部から健康教࣪や体ྙ଎定、地域๹ܧ
り、本事業に௜ંつながっていることがわかる。 
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このプログラムでは、医療ܧҐ外の学
部のプログラムも਼多くࡎܟされて
いるが、大学全体で地域連携を推進し
ている一؂として本事業も実ࢬされ
てきたܨҤがある。 
΋しΘ本事業は単年度でઅ定されて
いることから、大学全体で継続的に推
進されてきた地域連携活動の中の、
｢医療ܧ｣の、｢単年度｣の、一側໚から
の௒ࠬ研究報告であるということが
できる。また大学全体で推進している
活動は、大学連合およ;京都ࢤとの連
携プロジΥクトの一؂でもある。 
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具体的には｢学まち連携大学｣というもので、2016 年度からはじまったプロジΥクトであ
る。公ӻࡔ団๑人である大学コンλーシアム京都が京都ࢤとڢಉで、進めているプロジΥ
クトであり、大学のௌ、京都を中心に大学の社会連携が਼多くのखりૌΊによって実現し
ている。ॊって、ଠの大学とも連携したプロジΥクトが推ওされている。山Ռۢでは、京
都༂Ռ大学があり、京都橘大学は京都༂Ռ大学とも連携している。若い世代の代නである
学生が、地域のे຿ૌ৭やࢤ຿活動団体、地域ة業、ঐవ֙などと連携した活動を進める
ものであるが、連携先の主体の多くは今日、高齢者がݙӀする団体である。｢学まち連携大
学｣のプロジΥクトでは、学生による公ูܗ地域連携活動へ助成をߨっており、地域社会と
連携する 3 人Ґ上の学生のグループであればԢู֪ࣁがあるという࢕ૌΊになっている。
現ࡑは、第್期に೘っており、このプロジΥクトを通じて、あるいはӪڻをणけながら、
本事業の実践的な௒ࠬ研究の஬になった、各ϭーキングの萌芽が成長してきた。また、こ
のようなഐܢは、大学全体のࢡ੐やໍ࢘について学生が、若い世代（学生等）によるどの
ように考え、どのように高齢者の生活支援に結;つくかを感じखり、ߨ動する上で、大き
なӪڻがあったと思われる。本௒ࠬ研究においては、若い世代（学生等）が、ԃ׊に高齢
者の生活支援に੷極的に参ժできるにはどうしたらよいかが、テーマになっているが、大
学について、学生が単に、ݺ人的なஎ識、ٗ能をਐにつける教ү機関ではなく、多༹な地
域連携活動が当たり઴のように実践されるチャレンジの場であるという意識を࣍てるڧ؂
であるかどうかは、本研究の課題に関連している。ॊって、このহは、本事業の｢先ߨ事業｣
としたが、｢خ൭事業｣というべきもとといえる。 
 
｢学まち連携大学｣促進事業については 
https://www.tachibana-
u.ac.jp/research_area/local/regional_promotion/regional_policy/sokushin.html 
 
઴Ϙージにࡎܟした各年度の地域連携実੹集については、 
https://www.tachibana-
u.ac.jp/research_area/local/regional_promotion/regional_policy/jisseki.html 
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2. 社会人ྙેخ、医療人ྙેخの཈成と高齢者 
・・・高齢者と学生のコϝュニίーション（医学֕࿨授業の৿たな立ち上げ）・・・ 
 
1）本事業におけるҒ஖Ͱけ・ഐܢ 
໪的 3 の｢大学における教үと高齢者の支援プログラムのための実践｣のひとつとして、

2023 年度より、৿しい授業として健康Ռ学部の 1 年生を対েに、｢医学֕࿨｣の授業を立ち
上げた。この授業においては、社会人ྙેخのひとつとして、学生が高齢者をཀྵմして、
高齢者とコϝュニίーションをとれるようになるための実践的なखりૌΊを導೘した。こ
のखりૌΊは、本事業においては、高齢者の生活支援のેخとなる、若い世代と高齢者の
コϝュニίーションの特௅や໲題・課題をப出することで、重要なࣁેخྋとなるもので
ある。 
そのཀྵ༟として、まͥ、高齢者の側からݡた場合、単に、βϝ出しやੜૡといった日常

的な支援ߨҟのΊに短絡的にݸ定することが、高齢者支援につながるのではないという本
事業のخ本的な考え方があるからである。高齢者は、本来は若い世代との、もっと進んだ
関ܐを望んでいるのであり、高齢者と若い世代との関わり合いそのもののあり方から考慮
するච要があるからである。高齢者にとってコϝュニίーションは最も大きな支援ニーθ
であるとともに、ҡ世代間とのコϝュニίーションは最もܻ࢙的な営Ίとも言える。 
一方、学生の側からΊた場合、現ࡑの若い世代が核Պଔの中でүってきたことを考慮する
と、多くの学生にとって高齢者とのコϝュニίーションは৿وにチャレンジするある意ັ
で“৿しい”体ݩである。授業においては、まͥਐ近な高齢者とのコϝュニίーションを求
めたが、学生たちࣙਐが、ૈ฾、ૈ෗といった݄ԓ関ܐにある高齢者ともコϝュニίーシ
ョンをとる機会がݰっていることを意識している。 
にもかかわらͥ、学生たちは、社会に出た場合に、ٮޒとして、あるいはϏートψーとし
て高齢者と関わる機会が多い。特に、医療ܧの学生にとっては、医療をणける多くの対ে
者が高齢者となる。ॊって、健康Ռ学部の学生たちにとって高齢者をཀྵմして、高齢者と
のコϝュニίーションがԃ׊にとれるようになることは社会人ྙેخ、ひいては｢医療人
 。としての能ྙの཈成につながるのである｢ྙેخ
 
2）授業の֕要と本事業との関連（授業シラバス） 
この授業では、医療ܧの学生を対েに医学のྼ࢛の中で、人ྪがどのように感ઝ঳とક

ってきたかといった医学のิΊと人ྪの営Ίといった内容を߁くѽう。գڊだけでなく、
特に近年のトレンドからΊたগ来に向けての໲題や課題をѽうものである。たとえば、ܻ
྿Կするޫـ等を考慮した֒ࡄとの関わりなどもテーマに含まれている。しかし、中でも
ॊ来のྼ࢛の中で人ྪがݩܨすることのなかった高齢Կ社会の進ఴは、特に重要なテーマ
であり、実践的なݡ地から、高齢者とのコϝュニίーションをਐ近な高齢者ととったり、

156



156 
 

 
2. 社会人ྙેخ、医療人ྙેخの཈成と高齢者 
・・・高齢者と学生のコϝュニίーション（医学֕࿨授業の৿たな立ち上げ）・・・ 
 
1）本事業におけるҒ஖Ͱけ・ഐܢ 
໪的 3 の｢大学における教үと高齢者の支援プログラムのための実践｣のひとつとして、

2023 年度より、৿しい授業として健康Ռ学部の 1 年生を対েに、｢医学֕࿨｣の授業を立ち
上げた。この授業においては、社会人ྙેخのひとつとして、学生が高齢者をཀྵմして、
高齢者とコϝュニίーションをとれるようになるための実践的なखりૌΊを導೘した。こ
のखりૌΊは、本事業においては、高齢者の生活支援のેخとなる、若い世代と高齢者の
コϝュニίーションの特௅や໲題・課題をப出することで、重要なࣁેخྋとなるもので
ある。 
そのཀྵ༟として、まͥ、高齢者の側からݡた場合、単に、βϝ出しやੜૡといった日常

的な支援ߨҟのΊに短絡的にݸ定することが、高齢者支援につながるのではないという本
事業のخ本的な考え方があるからである。高齢者は、本来は若い世代との、もっと進んだ
関ܐを望んでいるのであり、高齢者と若い世代との関わり合いそのもののあり方から考慮
するච要があるからである。高齢者にとってコϝュニίーションは最も大きな支援ニーθ
であるとともに、ҡ世代間とのコϝュニίーションは最もܻ࢙的な営Ίとも言える。 
一方、学生の側からΊた場合、現ࡑの若い世代が核Պଔの中でүってきたことを考慮する
と、多くの学生にとって高齢者とのコϝュニίーションは৿وにチャレンジするある意ັ
で“৿しい”体ݩである。授業においては、まͥਐ近な高齢者とのコϝュニίーションを求
めたが、学生たちࣙਐが、ૈ฾、ૈ෗といった݄ԓ関ܐにある高齢者ともコϝュニίーシ
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2）授業の֕要と本事業との関連（授業シラバス） 
この授業では、医療ܧの学生を対েに医学のྼ࢛の中で、人ྪがどのように感ઝ঳とક

ってきたかといった医学のิΊと人ྪの営Ίといった内容を߁くѽう。գڊだけでなく、
特に近年のトレンドからΊたগ来に向けての໲題や課題をѽうものである。たとえば、ܻ
྿Կするޫـ等を考慮した֒ࡄとの関わりなどもテーマに含まれている。しかし、中でも
ॊ来のྼ࢛の中で人ྪがݩܨすることのなかった高齢Կ社会の進ఴは、特に重要なテーマ
であり、実践的なݡ地から、高齢者とのコϝュニίーションをਐ近な高齢者ととったり、
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高齢者を中心とした NPO であるシーθネット京都からメンバーのևさんをডいたりして
授業内でもお࿫をするというࢾΊをおこなった。さらには、೟எ঳γポーターセϝψーを
授業内でおこなって学生全員がγポーターになるということも含まれた。 

 
授業໌ʁ医学֕࿨ 
授業の対েʁ健康Ռ学部 1 年生 
චर・મ୔のۢ෾ʁ મ୔ 
担当教員ʁ平出 敦、関ࠞ ࿪߄、੤本 ଻ٳ、ٳฯ山 一ෆ 
2022 年度઴期 
 
 
教ү໪ඬ 
ᶅ  。຿や社会人としてච要とされるஎ識や教཈を֭得するࢤ 
ᶆ  எ的関心をもって学रしていくସ度や心ߑえを཈成する。 
ᶇ  ҡなる考え方やҡなるชԿを࣍つ人々をཀྵմする能ྙを཈成する。 
ᶈ  医療のྼ࢛の中でകわれたخ本的なஎ識とٗ術をਐにつける。 
 
人ྪのྼ࢛はʰබいとのકいʱのྼ࢛であるともいえる。例えば、ఽઝබとのકいはϘ

ストやళષ౳にはঋཤしたものの、Φ΢θ、΢ンフルΦンδ、コロψの৿興のΤ΢ルスと
いった৿たなతとのકいがӀきًこされている。さらに、ラ΢フスタ΢ルのรԿ、人口の
少子高齢Կ等の社会৚੐のรԿは生活स׵බなどの৿たなʰබいʱの൅生のો地となって
いる。医学はこのように৿たなࢡのతとのકいをܶえている。また、高齢Կや生活स׵に
ともなうබとのಈいだけでなく、ҡ常ـেやޫـร動のܻ྿Կにともなう֒ࡄのଁ加も、
人ྪにとって大きなڶҘとなっている。こうした医学のྼ࢛を振りศりながら、ʰ医学の
գڊ、現ࡑ、未来ʱを၈ᛎして、学生が医学、医療の現代的な໲題や課題とં点をもち、

単に、教員からٝߪを
णけるだけではなく、
学生ಋ࢞のディスΩ
ッションが主体の授
業とした。学生たち
が、医療のྼ࢛からΊ
た現ࡑの໲題点、課題
を考え、高齢者社会へ
の対Ԣを、ࣙ ら考える
ことを໪ඬとした。 

157



158 
 

ཱࣙ的にखりૌ΋ことがこの授業のテーマである。 
 
授業の౺ୣ໪ඬ 
̏ɿ人ྪのྼ࢛や社会のもつ໲題や課題をݡつめるݡ識をもち、
どのような઒໵৮にも通ͥる社会人ྙેخをਐにつける（この໪
ඬは大学のディプロマポリシーである｢ ᶅࣙ立した社会人として
社会に貢献するためのஎ識や能ྙ、ો཈をਐにつけている。｣に結
;ついている）。 
̐ɿ学生ಋ࢞のディスΩッション、ҡ世代の方々とのコϝュニί
ーション等を通じて、ଠ者の立場から෼事が考えられる人ࡒとな
る。（この໪ඬは大学のディプロマポリシーである｢  ᶆଠ者とన
઀に交流し、人へのഓ慮ができるような能ྙをਐにつけている。｣
に結;ついている）。 
̑ɿྼ࢛をً点に৿しい課題にேકし、一ൢ社会での課題に向かうことにより、ࣙ෾のগ
来にච要なものはՁかをݡつめ௜すことができる。（この໪ඬは大学のディプロマポリシ
ーである｢ ᶇࣙ立した社会人としてච要とされるخ本的なஎ識や能ྙをਐにつけることに
よって、さまざまな課題にࣙ৶を࣍ってखりૌΊ、մ݀できるྙをਐにつけている。｣に結
;ついている。） 
 
授業の֕要 
1ɿ 人ྪのྼ࢛の中で、医学に関連して最もӪڻが大きかった事ณを検討してΊる。 
2ɿ 健康上のۦしΊや෈҈としてྼ࢛上、最も人ྪをڶかしたことはՁかをディスΩッシ
ョンする。 
3ɿ 人ྪのබとのકいの中で、今日的な໲題や課題はՁかを考える。 
4.   ҡ常ـেやޫـร動とࣙ෾たちの立ちҒ஖について考える。 
5ɿ 人ྪ࢛上、例のない高齢Կ社会の໲題と課題を検討する。 
6ɿ  高齢Կ社会の具体的な課題の一つとして೟எ঳への対Ԣを考える。 
7ɿ ೟எ঳γポーターについて学΁。 
8ɿ 高齢者とのコϝュニίーションを体ݩし、コϝュニίーションのخ本を学΁。 
9ɿ 高齢者がਇに支援として求めていること、感じていることなどをまとめて、࿟人ฯ健
健康ଁ進のखりૌΊにྙڢする。 
 
なお、ϐポクラテスを中心とする集団（コスഁ）がݻ代άリシャで、現ࡑの医学に通ͥ

る医療の੠ਈخ൭を஛いたとఽえられる。άリシャのコスౣにはϐポクラテスが大धのӆ
でٝߪをしたというプラタψスがあり、京都に࣍ちؾられたझ子から山Ռの地でүてられ
たものである。 

 
大学の近所のղࢬޤ
અの઴にүつ、ϐポク
ラテスのプラタψス。 
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3）授業の実際・・・ਐ近な高齢者とコϝュニίーションをとる 
高齢Կ社会の中で、高齢者とコϝュニίーションがとれる人、社会人、医療人になるこ

とは極めて重要ではあるが、核Պଔの中でほとんどの学生がүってきている。そのため、
ྈ਎やܓ఍をӿえた世代の方とコϝュニίーションをとる機会は日常的には実際上、学生
たちにはࣨわれている。授業では、まͥ、学生ಋ࢞でのロールプレ΢等を通じて、コϝュ
ニίーションのેخを学;、ςールとしてのコϝュニίーションのଌえ方を実践したり、
実感した後、ਐ近な高齢者とコϝュニίーションをとってくることを課題とした。Ծىは、
学生にਐ近な高齢者とのコϝュニίーションから得られた、｢日常生活における高齢者の
ࠖりごと｣あるいは｢ニーθ｣について、コンϏクトな報告を求めた内容の一部である。 
 
・ૈ฾は、現ࡑಋڋ人がいないため、ౙれてしまった場合、ـͰかれるのがஙれてしまう
ことが෈҈である。また、ऄの運఺をして、ഛい෼にߨくのも෈҈になってきているらし
いが、ຘ回タクシーを࢘うわけにもいかないので、外出の際のଏにもࠖってきているらし
い。 
に対する෈҈が大きいという。そのଠにもـっており、そのබ׳をـのૈ฾はあるබࢴ・
ૈ෗のࠌ痛、෼๪れがあることやԾൔਐのਲえも෈҈に感じている。 
・ૈ฾に࿫をซいたとき、少しߞりだしてఽえてくれる感じがు࿫ӿしに感じられた。ࢴ
ୣଛには本当にೲんでいることは少し言いにくいと思う。だからこそୣࢴが定期的に会い
にߨってֺしくお࿫しするだけでもՁかรわっていくのではないかと思った。 
・高齢者の方が望΋ことは、ࣙ୒のրरであるとおっしΎっていました。఺ౙ๹ࢯの؏点
から階段をスロープにրरするなど、若者にできることはたくさんあります。ਐ近にઞ΋
 。をखりঈくことで、高齢者の方の෈҈は少しでもմভされるのではないかと思いますݧث
・ૈ෗฾に࿫をซくと、健康໚とۜર໚での෈҈が大きいと࿫していました。もし大きい
බـにかかれば多ֻの医療ඇがච要になるので、これまでのஹடでଏりるのかと෈҈そう
でした。体が෈ࣙ༟になれば、ホームϖルϏーの人などからの援助もච要になることから
もۜર໚・健康໚の෈҈が大きいようでした。若者からの支援としては高齢者と若者がट
ັを༙ڠしたりՐをՐったりできるような΢ϗントがあればいいなと࿫していました。ૈ
෗฾は、高齢者として最も෈҈なのは、これからචͥどんどん体がѳくなっていき、୯か
に໐࿯をかけてしまうということだと言っていました。そのためなるべく、ૈ෗฾おޕい
健康にـをݥい、できるだけࣙ෾たちだけで฽らせるようにしていこうと݀めているとの
ことです。 
・若者にどんなことを支援してほしいかとਚ͸ると、ࠥࡋなことでもよいからࠖっている
ときに੢をかけてくれると、たとえそれを求めていなかった࣎でもうれしい࣍ـちになる
と言っていました。 
のૈ෗฾は、地方で฽らしているため、ऄໃしでは生活が出来ないことに෈สさを感ࢴ"・
じている。それだけでなく、先ૈからणけ継いだౖ地の継承について෈҈を感じているそ
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うだ。デジタルԿも進んでいるからు子機حの࢘い方を学;たいと言っていた。" 
・ૈ෗に࿫をซくと、もし֒ࡄがًこってඈೋすることになった࣎にો早く動けないこと
が心ഓといっていました。ࢴのૈ෗はගがѳく、ิく࣎もଏをӀきͥっているので早くૺ
ることができません。もし支援してもらえるとしたら、֒ࡄがًこった࣎により҈全でよ
り早くඈೋできるܨ࿑をஎりたいと言っていました。・・・・・・・・・ 
Ґ上の学生たちの報告を、ܙସોմੵした結Վの一部がԾىである。 
෾ྪࡋࢼସો ඾ܙ 1 ඾ࡋࢼ෾ྪ 2 ළ

度 
て 助ࢼ ં続助118 ࢼ 
が 助ࢼ ֪助91 ࢼ 
の 助ࢼ 連体Կ 89 
 ಣ点 86 ߺى 、
いる 動ࢼ ඉࣙ立 73 
 点 66ۡ ߺى 。
に 助ࢼ ֪助58 ࢼ 
た 助動57 * ࢼ 
は 助ܐ ࢼ助54 ࢼ 
と 助ࢼ ֪助52 ࢼ 
だ 助動50 * ࢼ 
こと ໌ࢼ ඉࣙ立 48 
を 助ࢼ ֪助47 ࢼ 
する 動ࢼ ࣙ立 43 
も 助ܐ ࢼ助29 ࢼ 
ない 助動28 * ࢼ 
なる 動ࢼ ࣙ立 20 
ます 助動19 * ࢼ 
言う 動ࢼ ࣙ立 18 
で 助ࢼ ֪助17 ࢼ 
か 助ࢼ 副助ࢼʙด立助ࢼʙ終助16 ࢼ 
ため ໌ࢼ ඉࣙ立 15 
に 助ࢼ 副ࢼԿ 15 
 15 ࢼ代໌ ࢼ໌ ࢴ
෈҈ ໌ܙ ࢼ容動15 ײޢࢼ 
・・・・・・ ・・・・ ・・・・  
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さらに、໌ࢼについてළ度พに੖ཀྵするとҐԾのようになる。 
 ࢼସો ඾ܙ

෾ྪࡋ 1 
඾ࢼ 

෾ྪࡋ 2 
ළ
度 

 ࢼସો ඾ܙ
෾ྪࡋ 1 

඾ࢼ 
෾ྪࡋ 2 

ළ
度 

こと ໌ࢼ ඉࣙ立 48 ࢼ໌ ֒ࡄ 一ൢ 5 
ため ໌ࢼ ඉࣙ立 15 ࢼ໌ ࣎ ඉࣙ立 5 
 一ൢ 5 ࢼ໌ ෾ࣙ 15 ࢼ代໌ ࢼ໌ ࢴ
෈҈ ໌ܙ ࢼ容動15 ײޢࢼ 心ഓ ໌ࢼ γรં続 5 
の ໌ࢼ ඉࣙ立 14 ૈ෗ ໌ࢼ 一ൢ 5 
者 ໌ࢼ ંඎ 14 体 ໌ࢼ 一ൢ 5 
高齢 ໌ࢼ 一ൢ 12 地域 ໌ࢼ 一ൢ 5 
人 ໌ࢼ 一ൢ 12 そう ໌ࢼ ંඎ 4 
ૈ฾ ໌ࢼ 一ൢ 12 マスク ໌ࢼ 一ൢ 4 
そう ໌ࢼ 特च 11 一 ໌4 ਼ ࢼ 

 γรં続 4 ࢼ໌ γรં続 10 外出 ࢼ໌ "
ඈೋ ໌ࢼ γรં続 10 ऄ ໌ࢼ 一ൢ 4 
よう ໌ࢼ ඉࣙ立 9 所 ໌ࢼ ંඎ 4 
若者 ໌ࢼ 一ൢ 9 人 ໌ࢼ ંඎ 4 
支援 ໌ࢼ γรં続 8 ੢ ໌ࢼ 一ൢ 4 
コロψ ໌ࢼ 一ൢ 6 方 ໌ࢼ ඉࣙ立 4 
ૈ෗฾ ໌ࢼ 一ൢ 6 ໚ ໌ࢼ ંඎ 4 
たち ໌ࢼ ંඎ 5 ࿫ ໌ࢼ γรં続 4 
とき ໌ࢼ ඉࣙ立 5 ・・・ ・・・ ・・・ 

 

 
高ළ度で出現した໌ࢼの中で 10 Ґ上出現（33 人の学生報告中）したものの中で意ັの

ある໌ࢼとしては、｢ࢴ｣、｢෈҈｣、｢高齢｣、｢人｣、｢ૈ฾｣、｢ඈೋ｣があげられる。 
対ে学生は 1 年生であることから、ほとんどが 18 からࡂ 19 であるが、その中で、ૈ฾ࡂ
の方が学生においては、ଚࡑ感が大きく、ૈ ෗の 2 ഔのළ度であることがわかる。しかし、
それҐ外に、｢ඈೋ｣といった֒ࡄに関連することばが、ݡられることは஭໪される。 
ここでは、ޢኰ਼もݸられることからًڠ෾ੵや対Ԣ෾ੵのච要はなくىफ़をΊれば｢෈
҈｣と関連していることは໎らかである。 
 
 
4) 医学֕࿨授業の実際   ・・・高齢者を֒ࡄからगる 
上ىの授業の内容からも、高齢者に෈҈を༫え、ڶかすものとして、֒ࡄやඈೋのキー
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ϭードがූき彫りになった。人ྪのྼ࢛の中で、現ޫـ、ࡑร動は現ࡑの高齢Կ社会にも
大きなӪڻを༫えている。高齢者はࣙષ֒ࡄの中でైิҢ動や৚報फ集をはじめ、多くの
点でハンディキャップがあることは໎らかであるが、どのように若い世代が高齢者という
ժした授業として、ਭةओ者に対Ԣできるかは、重要な課題である。本事業のために֒ࡄ
֒、およ;それにともなうౖ֒ࡄ࠯をテーマに、֒ࡄ対Ԣのط上܉࿇を授業内でߨった。 
 

この授業では、この地ۢの実
際の地ਦをA1൝でプリント
アΤトして、学生のグループ
ごとに、ඈೋܯժや、֒ࡄओ
者対Ԣについて、٠࿨してܯ
ժをまとめた。ハδードマッ
プを参লに、この地ۢのղޤ
અのҒ஖や高齢者の多いࢬ
団地などが指定できる。 
 

 
京都ࢤ山Ռۢのハδードマップ（ࠪからਭ֒、ౖ๊࠯れ、地ਔ）を参考にして、֒ࡄओ者
をगるための対ࡨを検討した。 
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その中で、スマホを༽いた検
のようىや৚報फ集は、上ࡩ
に若い世代（学生等）は、日
常的になれているとこΘで
あり、特にྙを൅ضできる部
෾である。 
 
 
 
 
 
 
 

 
5）医学֕࿨授業の実際・・・高齢者と学生とのコϝュニίーション 

 
 
ૈ෗฾のようなਐ近な高齢者との会࿫をݩܨ後、ॵ対໚の高齢者とコϝュニίーションを
とることを授業内で実ࢬした。 
2022年7݆21日にNPOシーθネット京都のメンバーの方々に大学までおӿしいただき、
学生のグループに೘っていただき、おޕいがコϝュニίーションをとり、その内容を෾ੵ
した。9 グループに 9 人の高齢者の方が೘っていただいた（コϝュニίーションの෾ੵに
ついては後फ़）。 
 
 

̏つのグループに 6 人の
学生がメンバーとなり各
グループに高齢者の方々
が、一人Ͱつ೘って、会࿫
をֺしんだ。ॵめて会っ
た高齢者ともコϝュニί
ーションがとれなくて
は、৿しい࣎代の医療人
となることはできない。 
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̔）医学֕࿨授業の実際・・・೟எ঳γポーターセϝψー 
೟எ঳׳者は、高齢Կのトレンドの中でますますଁ加している。೟எ঳は、中਽ਈࡋܨ

๖の೟எ機能ఁԾにともない社会生活に支্をきたしたয়ସをさすことから、Φ΢ジング
にともなうรԿとືંに関連している。したがって高齢者をཀྵմする上で、また高齢者と
のコϝュニίーションをとるために、೟எ঳へのཀྵմは重要である。本事業では、この医
学֕࿨の授業において、京都ࢤのྙڢをえて೟எ঳γポーターセϝψーを授業内で実ࢬし
た。 
セϝψーにおいては、近ྣの京都ࢤ山Ռۢ大୒地域ใׇ支援センターにたいへんお世࿫

になった。このセンターは、ʰϲィラ山Ռデ΢γーϑスセンターʱ、ʰϲィラ山Ռオレン
ジデ΢γーϑスセンターʱ、ʰ๜໲ղޤステーションϲィラ山Ռʱ、ʰϲィラ山Ռڋ୒ղ
અであり、授業ࢬの૱合ޤ支援事業所ʱ、ʰ高齢γポート・大୒ʱを౹ׇする高齢者ղޤ
のために参ժいただいた。 
 

 
 
  

学生の 9 つのグルー
プをΩバーするため
に、10 人のスタッフ
が授業の࣎間に合わ
せて、日ఖを௒੖の
上、グループセッシ
ョンにフΟシリテー
トいただいた。 
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7）医学֕࿨授業にӀき続く課外授業・・・中山間地域に高齢者支援にߨく 
医学のྼ࢛からටմき、現代の課題としての、ྼ࢛上、ݩܨのなかった高齢Կ社会の進

ఴについて授業では学;、高齢者支援のあり方を٠࿨した。授業においては、ਐ近な高齢
者から、ॵ対໚の高齢者まで、コϝュニίーションをとることを実践したが、この授業に
続く課外授業としてس望者に対して中山間地域での高齢者支援の機会を఑ڛした。授業後
の、一つの社会実装である。 

 
 

 
 
また、人口に対してଞの໚੷が߁く、ࣺਇのように༦大なࣙષが߁がるがҢ動のෝ担が極
めて大きい。一部の学生は早௉におܶえに出൅した。 

活動の地域は、಺ྒྷݟ
山添ଞであり、৿ܗコ
ロψϭクチンંझの
支援を高齢者に対し
て学生がおこなった。
ࣺਇは、ଞの集団ંझ
会場での෫ܢである。
ࣙྙで外出が෈҈な
高齢者を学生がΦス
コートした。 

ෳࢳタクシーに৒っ
て学生がંझ対েの
高齢者をおܶえにߨ
き、ંझ会場に౺着す
る༹子。༦大なࣙષの
中に集団ંझ会場は
あるが、高齢者のંझ
には、Պଔがۊແをٵ
んで対Ԣするίース
が少なくない。 
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学生は、医学֕࿨をསरし、高齢者とのコϝュニίーショントレーニングや೟எ঳γポー
トセϝψー等をणߪした健康Ռ学部 1 年生のس望者で、ॕഩࢬઅがݸられていることか
ら 7 ໌にݸ定された。Teaching Assistant のༀׄで医学֕࿨の授業を支援している大学院
生も加わり 2 人がϘアとなって、一人の高齢者のΦスコートをした。

 

 
京都橘大学の医ࢥ教員等、医療ܧの教員が継続的にߨっているとこΘであり、そのԓもあ
って、高齢者のΦスコート支援が実現した。 
 
なお、Φスコートした学生と高齢者との会࿫において、山添ଞの高齢者としてどのよう

なγポートを望んでいるかを学生が࣯໲したとこΘ、4 人の高齢者の中で、回౶が得られ
たのは 3 人で、いͥれもҢ動घ段のことをあげていた。このうち一人は、｢山添ଞはഛい෼

ࣺਇは、山添ଞの社会
٠会において、高齢者
のΦスコート後に、振
りศりをߨっている
༹子である。学生たち
が、社会ෳ٠ڢࢳ会の
事ແ局長のӞ氏から、
ෳࢳタクシーの運༽
について、ઈ໎をणけ
ている༹子。なお、ϭ
クチンંझの支援そ
のものには、 

ࣺਇは、ϭクチンં
झそのものを支援す
る教員とંझ会場で
のスψップ。Φスコ
ートをणけた高齢者
は、ંझ࣎間ଵॳに、
81 ঃ੓、88ࡂ ঃࡂ
੓、77 ঃ੓、92ࡂ ࡂ
஋੓で、最後の方は
ऄҞ子対Ԣであっ
た。 
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をする場所もݸられているので学生と一ॻにഛい෼にߨったりできればֺしいだΘうな｣
といった感૟をのべていた。また、ࡸ草が生いໞることから草נりをあげた高齢者もいた。 
ただし、ଞで公ڠ的なことにखりૌんでいる方々への௎खでは、Ң動も草נりも҈全੓や
ްིの点でॉ෾な検ৄと६ඍがච要であることが指摘されている。学生等が҈௜に参ժす
ることがはたして෕ษ的な生活支援につながるかどうか、また継続的な支援になるかどう
かは、໲題である。コϝュニティを支えている方々にとっては、もっとพな方向੓からの
高齢者支援が΢メージされているという感ৰがえられた。 
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8) 高齢者と学生とのコϝュニίーションのմੵ  

5）の授業について、一部のグループで、࿧Խ࿧ժをߨい、高齢者と学生のコϝュニίー
ションについて、テキストマ΢ニングを༽いてܙସોմੵを加えた。 
 
໪的ʁ高齢者と学生のグループのやりとりをܙସોでմੵして、ԃ׊でֺしいコϝュニί
ーションの特௅を໎らかにする。 
 
ྛཀྵ的ഓ慮ʁ京都橘大学研究ྛཀྵ委員会よりҐԾのܙで承೟をणけた。 
研究課題ʁ学生と高齢者の世代間交流に関する௒ࠬ研究 
承೟൬ߺʁ22-06 
ྛཀྵ的ഓ慮の実際ʁ学生に対しては、授業中の൅言、ࣺਇ等のى࿧について、授業日ご

とにઈ໎をߨうとともに、Learning Management System上でオプトアΤトを可能とした。
高齢者については、書໚で承ଡ଼をえた。 
 
方๑ʁ各グループでの高齢者と学生の会࿫を࿧Խし、ชً࣊こしするとともに、テキスト
マ΢ニングのघ๑で෾ੵした。会࿫では特にテーマを定めͥ、1 間を確ฯし࣎間ఖ度の࣎
た。 
テキストマ΢ニングは、京都大学৚報学研究所と NTT コϝュニίーションՌ学ેخ研

究所のコラϚレーションによるڠಋ研究Ϥニットで開൅された MeCab をλフトΤΥアと
して༽いた。MeCab は、خ本的には言ޢ、ࣛ書、コーϏスにғଚしない൜༽的અܯによる
ॴཀྵとして༽いたޢの言ޢସોմੵλフトであるが、本研究では日本ܙ
（https://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/kuntt/）。ܙସોとは、言ޢ的な意ັをもつ最小単Ғのこ
とであり、න現の単Ғとして、それҐ上෾ׄできないとこΘまで෾մされた要ોをいう。
たとえば、｢おਭ｣というන現は、｢お｣というંಆޢ（஺ೣさをන現している）と｢ਭ｣とい
う໌ࢼに෾ׄされる。 
、最もనしたघ๑とΊなされており、ࡑのළ度をմੵする際には、現ޢସોմੵは൅ܙ

 。Ϡデルともいえるޢ的言ܯ౹
MeCab を Rから࢘うために、R3.6.0 で RMeCab とݼばれるラ΢ϔラリを༽いた。 

アΤトΩムについては、グループ内で঺いが生ͥるළ度をΩΤントして、঺いのළ度との
関連を検討した。૮関は、連続ร਼ಋ࢞の関連として Pearson の૮関਼ܐによって඲価し
た。 
 
結Վʁ 
 ସોのリストの例ܙ
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9 グループ（AʛI）中、6 つのグループ（A,B,D,E,G,I）でմੵ可能な࿧Խを得ること
ができた。 
නは、1 つのグループ（グループ A）の高齢者の൅言をܙସોմੵして、特定のܙସોの
ළ度を、リストアップしたものである。൅言内容は、ҐԾのනのようにܙସોに෾ׄされ
た。 

高齢者と学生の会࿫における高齢者の൅言のܙସોのリスト（一部ʁ߳ॳ） 
（A グループ） 

෾ྪࡋࢼସો ඾ܙ 1 ඾ࡋࢼ෾ྪ 2 ළ度 
て 助ࢼ ં続助264 ࢼ 
た 助動208 * ࢼ 
は 助ܐ ࢼ助190 ࢼ 
の 助ࢼ 連体Կ 161 
が 助ࢼ ֪助148 ࢼ 
に 助ࢼ ֪助143 ࢼ 
です 助動132 * ࢼ 
する 動ࢼ ࣙ立 124 
だ 助動115 * ࢼ 
で 助ࢼ ֪助103 ࢼ 
か 助ࢼ 副助ࢼʙด立助ࢼʙ終助97 ࢼ 
ます 助動97 * ࢼ 
を 助ࢼ ֪助92 ࢼ 
も 助ܐ ࢼ助84 ࢼ 
ん ໌ࢼ ඉࣙ立 78 
の ໌ࢼ ඉࣙ立 70 
こと ໌ࢼ ඉࣙ立 65 
って 助ࢼ ֪助64 ࢼ 
 56 ࢼ代໌ ࢼ໌ ࢴ

・・・・ ・・・ ・・・・  
 
ළ度の高いॳ൬にリストԿすると助ࢼ、助動ࢼがѻౙ的に਼多く൅࿫されたことがわ

かる。しかし、助ࢼ、助動ࣙࢼ体は、න現の内容と௜結しにくいことから、න現の内容と
௜結しやすい໌ܙ、ࢼ容ࢼについてもさらにพݺにළ度が高いものをリストԿした。 
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高齢者の൅言のܙସોのリスト（໌ࢼʁ߳ॳ）（A グループ） 
෾ྪࡋࢼସો ඾ܙ 1 ඾ࡋࢼ෾ྪ 2 ළ度 
ん ໌ࢼ ඉࣙ立 78 
の ໌ࢼ ඉࣙ立 70 
こと ໌ࢼ ඉࣙ立 65 
 56 ࢼ代໌ ࢼ໌ ࢴ
人 ໌ࢼ 一ൢ 51 
Ձ ໌ࢼ 代໌46 ࢼ 
とき ໌ࢼ ඉࣙ立 44 
それ ໌ࢼ 代໌38 ࢼ 
ࣙ෾ ໌ࢼ 一ൢ 26 
಺ྒྷ ໌24 ࢼ໌༙ݽ ࢼ 
΀う ໌ࢼ ඉࣙ立 22 
さん ໌ࢼ ંඎ 21 
京都 ໌19 ࢼ໌༙ݽ ࢼ 
今 ໌ࢼ 副ࢼ可能 18 

・・・・ ・・・ ・・・・  
 
 

高齢者の൅言のܙସોのリスト（ܙ容ࢼʁ߳ॳ）（A グループ） 
෾ྪࡋࢼସો ඾ܙ 1 ඾ࡋࢼ෾ྪ 2 ළ度 
ない ܙ容ࢼ ࣙ立 22 
若い ܙ容ࢼ ࣙ立 15 
いい ܙ容ࢼ ࣙ立 10 

しんどい ܙ容ࢼ ࣙ立 6 
 立 6ࣙ ࢼ容ܙ しいۦ

ものすごい ܙ容ࢼ ࣙ立 5 
多い ܙ容ࢼ ࣙ立 4 
よい ܙ容ࢼ ࣙ立 3 
Ҕい ܙ容ࢼ ࣙ立 3 
小さい ܙ容ࢼ ࣙ立 3 
少ない ܙ容ࢼ ࣙ立 3 
・・・・ ・・・ ・・・・  
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高齢者の൅言のܙସોのリスト（໌ࢼʁ߳ॳ）（A グループ） 
෾ྪࡋࢼସો ඾ܙ 1 ඾ࡋࢼ෾ྪ 2 ළ度 
ん ໌ࢼ ඉࣙ立 78 
の ໌ࢼ ඉࣙ立 70 
こと ໌ࢼ ඉࣙ立 65 
 56 ࢼ代໌ ࢼ໌ ࢴ
人 ໌ࢼ 一ൢ 51 
Ձ ໌ࢼ 代໌46 ࢼ 
とき ໌ࢼ ඉࣙ立 44 
それ ໌ࢼ 代໌38 ࢼ 
ࣙ෾ ໌ࢼ 一ൢ 26 
಺ྒྷ ໌24 ࢼ໌༙ݽ ࢼ 
΀う ໌ࢼ ඉࣙ立 22 
さん ໌ࢼ ંඎ 21 
京都 ໌19 ࢼ໌༙ݽ ࢼ 
今 ໌ࢼ 副ࢼ可能 18 

・・・・ ・・・ ・・・・  
 
 

高齢者の൅言のܙସોのリスト（ܙ容ࢼʁ߳ॳ）（A グループ） 
෾ྪࡋࢼସો ඾ܙ 1 ඾ࡋࢼ෾ྪ 2 ළ度 
ない ܙ容ࢼ ࣙ立 22 
若い ܙ容ࢼ ࣙ立 15 
いい ܙ容ࢼ ࣙ立 10 

しんどい ܙ容ࢼ ࣙ立 6 
 立 6ࣙ ࢼ容ܙ しいۦ

ものすごい ܙ容ࢼ ࣙ立 5 
多い ܙ容ࢼ ࣙ立 4 
よい ܙ容ࢼ ࣙ立 3 
Ҕい ܙ容ࢼ ࣙ立 3 
小さい ܙ容ࢼ ࣙ立 3 
少ない ܙ容ࢼ ࣙ立 3 
・・・・ ・・・ ・・・・  
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 ସોの਼の෾ੵܙ
。ସો૱਼およ;そのझྪの਼を高齢者およ;学生で੖ཀྵしたܙ;ସોの૱਼、およܙ

ಋ࣎に、໌ܙ、ࢼ容ࢼについてもಋ༹に੖ཀྵした結ՎがҐԾのනで、高齢者のܙସોの਼
を੖ཀྵしたリストである。 

高齢者の൅言のܙସોմੵ結Վ 
グループ ܙସો 

૱਼ 
 ସોܙ
झྪ਼ 

 ࢼ໌
૱਼ 

 ࢼ໌
झྪ਼ 

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

会࿫中の 
঺のළ度 

A 6090 989 1903 565 115 36 23 
B 5380 993 1625 585 108 28 48 
D 4295 769 1112 383 154 42 20 
E 3019 635 871 324 98 37 1 
G 4446 838 1208 452 172 39 70 
I 4941 937 1620 583 92 30 37 

 
一方、学生の൅言については、ҐԾのように੖ཀྵできた。 

学生の൅言のܙସોմੵ結Վ 
グループ ܙସો 

૱਼ 
 ସોܙ
झྪ਼ 

 ࢼ໌
૱਼ 

 ࢼ໌
झྪ਼ 

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

会࿫中の 
঺のළ度 

A 1026 284 343 139 13 8 23 
B 914 281 280 141 26 13 48 
D 1792 453 537 223 63 23 20 
E 737 225 737 225 12 8 1 
G 2722 618 800 324 83 32 70 
I 334 149 121 63 11 8 37 

 
高齢者と学生の൅言の૱࿪については、ҐԾのように੖ཀྵできた。 

高齢者ʶ学生の൅言のܙସોմੵ結Վ 
グループ ܙସો 

૱਼ 
 ସોܙ
झྪ਼ 

 ࢼ໌
૱਼ 

 ࢼ໌
झྪ਼ 

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

会࿫中の 
঺のළ度 

A 7116 1273 2246 704 704 458 23 
B 6294 1274 1905 726 726 388 48 
D 6087 1222 1649 606 606 691 20 
E 3756 860 1608 549 549 835 1 
G 7168 1456 2008 776 776 972 70 
I 5275 1086 1741 646 646 213 37 
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Ґ上より、いͥれのグループでも高齢者の൅言਼が学生より多かったが、まͥ、高齢者の
൅言਼のܙସોの਼ಋ࢞の関ܐもしくは、会࿫中の঺いとの関ܐを検討した。 
 

高齢者の൅言に関するܙସોմੵ（ܙସોಋ࢞の૮関ߨ྽） 

 ସોܙ 
૱਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

 ࢼ໌
૱਼ 

 ࢼ໌
झྪ਼ 

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

0.957      

 ࢼ໌
૱਼ 

0.964 0.955     

 ࢼ໌
झྪ਼ 

0.886 0.974 0.940    

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

-0.069 -0.162 -0.308 -0.326   

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

-0.419 -0.625 -0.578 -0.754 0.710  

会࿫中の 
঺のළ度 

0.371 0.505 0.274 0.468 0.498 -0.221 

 
上ىのනの各਼ܐの P 値 (Pearson) 

 ସોܙ 
૱਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

 ࢼ໌
૱਼ 

 ࢼ໌
झྪ਼ 

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

0.003      

 ࢼ໌
૱਼ 

0.002 0.003     

 ࢼ໌
झྪ਼ 

0.019 0.001 0.005    

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

0.896 0.760 0.553 0.529   

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

0.408 0.185 0.230 0.083 0.114  

会࿫中の 
঺のළ度 

0.469 0.307 0.599 0.349 0.315 0.674 
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Ґ上より、いͥれのグループでも高齢者の൅言਼が学生より多かったが、まͥ、高齢者の
൅言਼のܙସોの਼ಋ࢞の関ܐもしくは、会࿫中の঺いとの関ܐを検討した。 
 

高齢者の൅言に関するܙସોմੵ（ܙସોಋ࢞の૮関ߨ྽） 

 ସોܙ 
૱਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

 ࢼ໌
૱਼ 

 ࢼ໌
झྪ਼ 

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

0.957      

 ࢼ໌
૱਼ 

0.964 0.955     

 ࢼ໌
झྪ਼ 

0.886 0.974 0.940    

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

-0.069 -0.162 -0.308 -0.326   

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

-0.419 -0.625 -0.578 -0.754 0.710  

会࿫中の 
঺のළ度 

0.371 0.505 0.274 0.468 0.498 -0.221 

 
上ىのනの各਼ܐの P 値 (Pearson) 

 ସોܙ 
૱਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

 ࢼ໌
૱਼ 

 ࢼ໌
झྪ਼ 

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

0.003      

 ࢼ໌
૱਼ 

0.002 0.003     

 ࢼ໌
झྪ਼ 

0.019 0.001 0.005    

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

0.896 0.760 0.553 0.529   

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

0.408 0.185 0.230 0.083 0.114  

会࿫中の 
঺のළ度 

0.469 0.307 0.599 0.349 0.315 0.674 
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一方、学生の൅言਼についてもಋ༹のܙସોմੵを進めた。その結ՎはҐԾのとおりであ
る。 

学生の൅言に関するܙସોմੵ（ܙସોಋ࢞の૮関ߨ྽） 

 ସોܙ 
૱਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

 ࢼ໌
૱਼ 

 ࢼ໌
झྪ਼ 

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

0.998      

 ࢼ໌
૱਼ 

0.690 0.671     

 ࢼ໌
झྪ਼ 

0.871 0.860 0.952    

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

0.958 0.966 0.592 0.796   

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

0.961 0.967 0.595 0.800 0.996  

会࿫中の 
঺のළ度 

0.552 0.554 -0.006 0.245 0.575 0.629 

 
上ىのනの各਼ܐの P 値 (Pearson) 

 ସોܙ 
૱਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

 ࢼ໌
૱਼ 

 ࢼ໌
झྪ਼ 

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

<.0001      

 ࢼ໌
૱਼ 

0.130 0.145     

 ࢼ໌
झྪ਼ 

0.024 0.028 0.003    

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

0.003 0.002 0.216 0.058   

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

0.002 0.002 0.213 0.056 <.0001  

会࿫中の 
঺のළ度 

0.257 0.254 0.992 0.640 0.232 0.181 

高齢者でも学生でも、ܙସોの਼とझྪは、ਜ਼の૮関があったが、会࿫中の঺いのළ度
とは、いͥれも༙意な関連を得ることができなかった。しかし、学生では 0.6 ઴後の૮関
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 。をմੵしたܯが得られた。次に高齢者と学生の合਼ܐ
高齢者と学生のܙସોの合ܯについてのܙସોմੵ（ܙସોಋ࢞の૮関ߨ྽） 

 ସોܙ  
૱਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

 ࢼ໌
૱਼ 

 ࢼ໌
झྪ਼ 

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

0.959            

 ࢼ໌
૱਼ 

0.801  0.666          

 ࢼ໌
झྪ਼ 

0.860  0.901  0.771        

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

0.860  0.901  0.771  1.000      

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

-0.015  0.120  -0.119  -0.019  -0.019    

会࿫中の 
঺のළ度 

0.674  0.819  0.431  0.899  0.899  0.051  

上ىのනの各਼ܐの P 値（Pearson） 
 ସોܙ  

૱਼ 
 ସોܙ
झྪ਼ 

 ࢼ໌
૱਼ 

 ࢼ໌
झྪ਼ 

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

0.003            

 ࢼ໌
૱਼ 

0.055  0.149          

 ࢼ໌
झྪ਼ 

0.028  0.014  0.073        

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

0.028  0.014  0.073  <.0001     

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

0.978  0.820  0.823  0.971  0.971    

会࿫中の 
঺のළ度 

0.142  0.046  0.393  0.015  0.015  0.924  

その結Վ、高齢者ʶ学生のܙସોմੵからは、නにあるように、ܙସોのझྪ਼、໌ࢼ
のझྪ਼などに༙意差が得られたが、特に、ܙ容ࢼについては、ܙସોの૱਼についてਜ਼
の૮関が得られた。ܙ容ࢼの૱਼と会࿫の中での঺いのළ度をࢆාਦにしたのが次のਦで
ある。 
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 。をմੵしたܯが得られた。次に高齢者と学生の合਼ܐ
高齢者と学生のܙସોの合ܯについてのܙସોմੵ（ܙସોಋ࢞の૮関ߨ྽） 

 ସોܙ  
૱਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

 ࢼ໌
૱਼ 

 ࢼ໌
झྪ਼ 

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

0.959            

 ࢼ໌
૱਼ 

0.801  0.666          

 ࢼ໌
झྪ਼ 

0.860  0.901  0.771        

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

0.860  0.901  0.771  1.000      

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

-0.015  0.120  -0.119  -0.019  -0.019    

会࿫中の 
঺のළ度 

0.674  0.819  0.431  0.899  0.899  0.051  

上ىのනの各਼ܐの P 値（Pearson） 
 ସોܙ  

૱਼ 
 ସોܙ
झྪ਼ 

 ࢼ໌
૱਼ 

 ࢼ໌
झྪ਼ 

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

 ସોܙ
झྪ਼ 

0.003            

 ࢼ໌
૱਼ 

0.055  0.149          

 ࢼ໌
झྪ਼ 

0.028  0.014  0.073        

 ࢼ容ܙ
૱਼ 

0.028  0.014  0.073  <.0001     

 ࢼ容ܙ
झྪ਼ 

0.978  0.820  0.823  0.971  0.971    

会࿫中の 
঺のළ度 

0.142  0.046  0.393  0.015  0.015  0.924  

その結Վ、高齢者ʶ学生のܙସોմੵからは、නにあるように、ܙସોのझྪ਼、໌ࢼ
のझྪ਼などに༙意差が得られたが、特に、ܙ容ࢼについては、ܙସોの૱਼についてਜ਼
の૮関が得られた。ܙ容ࢼの૱਼と会࿫の中での঺いのළ度をࢆාਦにしたのが次のਦで
ある。 
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Ґ上、高齢者およ;学生の൅言のܙସોմੵに関する෾ੵනから、次のことがわかる。 
ᶅ 高齢者の൅言ではܙସોの૱਼は、൅言されたܙସોのझྪの਼と૮関している。 
ᶆ ಋ༹にܙସોの໌ࢼの૱਼は、൅言された໌ࢼのझྪの਼と૮関している。 
ᶇ しかし、ܙ容ࢼについては、૱਼とझྪの਼とは૮関しなかった。 
ᶈ 一方、学生については、ܙସોの૱਼はそのܙସોのझྪの਼とは૮関していたもの

の、高齢者とはܑ向がҡなっており、ܙସો૱਼とܙ容਼ࢼはکく૮関していた。 
ᶉ 会࿫の中で、一ಋが঺いにใまれる場໚（一ಋʁ঺）があるが、そのළ度と高齢者の൅

言਼とは、൅言਼全体、໌ܙ、ࢼ容ࢼの૱਼、झྪ਼のいͥれも関連がなかった。 
ᶊ ঺いのළ度と学生の൅言਼についても、いͥれも関連がなかったが、ܙ容ࢼ૱਼とは

0.575 の૮関ܙ、਼ܐ容ࢼझྪの਼では 0.629 の૮関਼ܐにࢺった。 
ᶋ グループ内の঺いは高齢者およ;学生の૮ޕ作༽でًこっていることから、高齢者お

よ;学生のܙସોの合ܯについて検ৄしたとこΘ、ܙସોの૱਼、およ;໌ࢼの૱਼
については、関連がなかった。しかし、ܙସોのझྪの਼、およ;໌ࢼのझྪの਼につ
いては、いͥれも関連がΊられ、૮関਼ܐはそれͩれ、0.815 およ; 0.899 にٶんだ
(P<0.05)。また、ܙ容ࢼの૱਼について໎らかな関連があり、૮関਼ܐは 0.899 にࢺ
った（P<0.05）。 

ᶌ の内容については、૱਼の最も少なかったグループでは｢つらい｣というන現がࢼ容ܙ
最も多かったが、ଠのグループでは、｢いい｣｢かっこいい｣をはじめとして多༹なන現
がΊられた。 
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考ࡱʁ高齢者と学生のコϝュニίーションのܙସોմੵからΊえてくるもの。 
若い世代による高齢者の生活支援の中で、最も重要なキーϭードの一つは、コϝュニί

ーションであることは間ҩいとこΘである。高齢者の生活支援で最も෕ษ੓が高いのは、
コϝュニίーションであるからである。ಢڋの高齢者がٳし΁りに਎ଔに会った場合、多
อになることは少なからͥݩܨする。人間は、長い࣎代を集団生活をߨうことで進Կして
きたこともあり、言ޢコϝュニίーションのための機能もଠの動෼とർֳしてմ๦学的に
も機能的にも൅ୣしている。したがってಢڋの高齢者にとってコϝュニίーションのニー
θが高いことは当ષともいえる。この෾ੵは、本事業にとっても極めて重要な意ັを࣍っ
た෾ੵであると೟識している。 
本学では、ন本࠺ݣ教授らが、Ґ઴からಢڋ高齢者の༓Ѭ๜໲に、学生が参ժするࢾΊ

をߨった。が、実際には、චͥしもԃ׊とはいえなかったとの࿫であった。༓Ѭ๜໲とは、
19 世نからӵ国でߨわれていた friendly visitor に൅するといわれるが、一झのૌ৭的な࣌
વ事業としてϚランティアによる高齢者୒の๜໲である。わが国でも各地で定着しており
ಢڋ高齢者を๜໲する༓Ѭ๜໲員に学生が਷ߨして高齢者୒を๜໲するのである。しかし、
学生にとっては、なかなかお࿫する࿫題もなく、あまり๜໲の意ٝが࢔せなかったという
ことであった。また、この授業のあと、授業後の課外活動として、地ݫの京都ࢤ山Ռۢ地
域支え合い活動૓出事業の 1 つである｢おしΎべりు࿫事業｣への参ժをݼ;かけたが、学
生の参加س望者はなかった。この事業は、山Ռۢの生活支援コーディネーターのݼ;かけ
で、この地ۢのಢڋ高齢者に҈൳確೟や世࿫࿫のために、ु 1 回、ు࿫をするというϚラ
ンティア事業である。医学֕࿨で高齢者とのコϝュニίーションのトラ΢アルをणけた学
生ではあっても、参加のϠチϗーションがわかなかったという結Վであった。一方、山添
ଞの高齢者のϭクチンંझ支援については、参加س望者が 18 ໌いた。このうちॕഩのキ
ャϏシティの関ܐで実際に参加ができたのは 7 人であった。 
本授業では、ૈ ෗฾などのਐ近な高齢者とのコϝュニίーション後、ॵ対໚の高齢者と“お
࿫”をするというチャレンジをしたのだが、授業のฉҕـを全体としてݡるݸりは、よいฉ
ҕـで、活൅にお࿫をする高齢者を学生がणけ೘れているといったয়ڱであった。しかし、
その内容についてܙସોմੵをߨった結Վは、ڽくべき内容であったといわざるをえない。
ひとつは、ֺしく会࿫が進んだというऊ度として、一ಋが঺った、঺いのළ度をऊ度にܙ
ସોの෾ාをݡてΊたとこΘ、わͥか 6 グループのմੵであったがグループによって大き
な差があったことである。さらに঺いがළൡにًこったグループでは、ܙସોのझྪの਼、
およ;໌ࢼのझྪの਼が多かった。ܙସોの਼、໌ࢼの਼ではないことから、単に൅ޢの
਼が多いのではなく、内容的にも実࣯が๝෍であったと考えられる。一方、高齢者と学生
の൅ޢしたܙ容ࢼについてはその਼が多かったという事実があった。そのܙ容ࢼは、ʰす
ごい とɦか、h かっこいい とɦかポジティϔなものも多かったが、実はそれだけでなくh つ
らいʱとか、ʰ痛いʱとかいった一ݡネΪティϔなන現も਼多く含まれており、ർֳ的、
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ི௜なܙ容න現がڒされたグループに、ֺしいコϝュニίーションのఴ開があったのでは
ないと推଎される。 
ただし、本෾ੵには、஭意すべきݸֆもある。ひとつは、授業にড待した高齢者の方々

は、NPO で༹々な活動をされており、༓Ѭ๜໲で๜໲員が๜໲して҈൳を確೟しなければ
ならないようなಢڋ高齢者とは、۲ڧも意識もҡなる可能੓がある。おそらく授業ྙڢし
ていただいた高齢者は generativity が高く、世代間の交流に੷極的な高齢者であったこと
が考慮される。また、ܙସોմੵは൅ޢのළ度෾ੵとして現ࡑ、最も৶བできるघ๑と言
われるが、内容的なմੵがॉ෾ではない。 
しかし、そのようなݸֆがあってもそれでも、今回の結Վは、高齢者と若い世代のコϝ

ュニίーションのあり方に、一つのϐント、もしくは今後、さらにմੵすべきトϒックを
༫えてくれている可能੓があると考えられる。ڠ感とは、一ൢにはଠ人の感じたことを、
ࣙ෾もその通りだと感ͥることだと言われる。あるいは、ଠ者と感৚を༙ڠすることとも
いわれる。ただし、医療コϝュニίーションの世ֆでは、૮घが感৚をන現した際に、ࣙ
෾もൕԢして、その感৚を༙ڠしたことを“න現する”ことが重視されている。それが医療
の世ֆではڠ感である。高齢者と学生のやりखりの中に、そのようなི௜な感৚やܙ容の
න出があったとすれば、世代というۯ࣎を௔えた間のやりखりがܻ࢙的でֺしい࣎間につ
ながっているのかもしれない。また、さらにこのようなஎݡは、若い世代による高齢者支
援のあり方そのものにも、Ձらかのϐントを༫えている可能੓がある。若い世代による高
齢者支援は、໪の઴の生活支援にとらわれてはݧثであることは、関ܐ者が೟識している。
ʰԼやかなݡगりʱをいかに現実Կしていくことが、ච要である。そのためには、このよ
うなコϝュニίーションの要ોを໎らかにして、ほんの少しの心がけで、Լやかなݡगり
にࣙષにつながるϐントにつなげていくことが期待される。それは、感じたことのི௜な
න現ができるシチュΦーションにあるのかもしれない。 

ࠪは、࣎֒ࡄには、֒ࡄओ者となりえる高齢者を大学
にড待して、࣎֒ࡄのඈೋや対ࡨについて、ط上܉࿇
をおこなっている༹子を示したものである（ྫ࿪ 4 年
2 ݆ 12 日ಣജ৿ซ）。若い世代と高齢者が一ॻに、ඈ
ೋܯժやඈೋ所のઅ定について、ܯժを立案してい
る。若い世代にとっては、ある意ັでは、高齢者との
コϝュニίーションは΢ϗント的な催しは 1 つのき
っかけとしてనしている可能੓がある。なかなか༓Ѭ
๜໲やు࿫事業などの地ັな活動のΊではࣙ൅的な
参ժを促進することはೋしいといえるかもしれない。 
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̑ɿޤ؅お助けୄの授業とお助けୄԍस 
  ・・・චरお助けୄԍसにおける学生の意識とその意ٝ 
 
事業における本௒ࠬのҒ஖Ͱけ・ഐܢ 
京都橘大学ޤ؅学部ではΩリキュラム内に生֖健やかޤ؅学ԍस（ҐԾ、お助けୄԍस）

や、生֖健やかޤ؅学実सᶙ（ҐԾ、体ྙ଎定実स）として学生、が地域ेࡑ高齢者の日
常生活のࠖりごとに対する支援をߨう機会を࣍っている。これらの交流の機会は、高齢者
の日常生活のࠖりごとを௜ં的に೼Ѵし、支援する機会となる。本௒ࠬは、学生がそれͩ
れのお助けୄԍसや体ྙ଎定実सにおいて高齢者の日常生活のࠖりごとを೼Ѵし支援とし
て考えたことや、学生がଌえる高齢者の日常生活のࠖりごとについて໎らかにすることで、
高齢者の日常生活のࠖりごとをմ݀する支援を検討するための一ࣁྋとなるのではないか
と考えた。そこで、ҐԾのような研究課題と研究໪的をઅ定した。   
  
研究課題と研究໪的  
RQ1 お助けୄԍसや体ྙ଎定実सを通して地域ेࡑ高齢者と交流を通じて、ޤ؅学生が

೼Ѵした高齢者の日常生活のࠖりごとはՁか  
RQ2 高齢者との交流の体ݩの機会がଁえることで、ޤ؅学生が೼Ѵする高齢者の日常生

活のࠖりごとのཀྵմは深Կするか  
これらにخͰき、高齢者の日常生活のࠖりごとのմ݀に向けた、学生のྙを活༽した高

齢者と学生૔方にメリットのある活動のあり方を検討する。  
  
お助けୄԍसについて 
事઴६ඍとして教員はୋޥ中山団地にෟき、߁報としてԍस内容のઈ໎とチラシのܟ示

をߨい、各Պఋの要望を೼Ѵしている。そして、事઴オリΦンテーションを実ࢬし、学生
がన઀にࠖりごとに対する支援をߨえるようにγポートをしている。当日 3 年生はお助け
ୄとして、ғབのあったՊఋにグループでෟき、日常生活のࠖりごとに対する支援をߨう。 
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ࣺਇʁ૊大ごΊの൘出や෻அのҢ動などࠖりごとへの支援をߨっている 
 
体ྙ଎定実सについて 
 1 年生が大௣ࢤや、本学で開催する体ྙ଎定会に 3 回参加し、଎定のγポートをߨいな
がら高齢者とコϝュニίーションをखらせていただく。 

  
 

 
ࣺਇʁ体ྙ଎定実सの༹子 
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研究方๑ 
本研究は、学生のࣙހ඲価や体ྙ଎定実सレポートの್次෾ੵをߨうܙで進めた。具体

的にはҐԾの通りである。   
1. お助けୄԍस・体ྙ଎定実सとレポート課題の఑出  

3 年生は、2022 年 6 ݆にお助けୄԍस実ࢬ後、1 ु間Ґ内にグループごとにお助けୄԍ
सを通して学んだ日常生活に関するࠖりごとついてのレポート課題を఑出した。課題の඲
価(成੹෉༫)が׮྅するまではॊ来通りに授業を運営した。  

1 年生は、2022 年 11 ݆から 12 ݆に開催された体ྙ଎定への参加の都度、1 ु間Ґ内に
ʰ体ྙ଎定実सࣙހ඲価ʱh 学;のレポートʱを఑出した。 体ྙ଎定実सࣙހ඲価は、高
齢者の体ྙ଎定参加઴、各体ྙ଎定参加後のܯ 4 回、学;のୣ成য়ڱについてʰ1.まった
くできなかったʱʛʰ5.とてもできたʱの 5 段階でࣙހ඲価した。  
 
2. ྛཀྵ的ഓ慮 
成੹෉༫の׮྅後、オンラ΢ン授業アプリίーションでオプトアΤトのช書をࡎܟする

とともに、Ռ໪終྅࣎にพ౏口ಆでઈ໎した。オプトアΤト後研究への෈参加をන໎した
学生はいなかった。   
また、ݺ人৚報のฯޤとして、レポート課題はಙ໌Կするため学੸൬ 、ঈしࡡ氏໌を・ߺ

本ช中に学生や高齢者の特定につながり得る৚報があればߺىに஖き׷えた。  
  
̑ɿ෾ੵ  
1）レポート課題について  
レポート課題はテキストマ΢ニング（෾ੵλフトʁݡえるԿΦンジン）にて定ྖ、定੓

的に෾ੵした。テキストマ΢ニングでப出されたΩテβリーの関ܐはًڠネットϭークਦ
を示した。 
2）体ྙ଎定実सでのࣙހ඲価について 
体ྙ଎定実सࣙހ඲価のรԿについては、ൕ෰଎定෾ࢆ෾ੵを༽いた（༙意ਭ६を 5ˍ）。

෾ੵは SPSS.ver29 を༽いた。  
  
結Վ 
̏ɿお助けୄԍसについて 
ғབのあったՊఋは 17 ݇であった。෾ੵ対েとして、96 ໌෾のԍसى࿧を༽いた。 
̏）学生がଌえた高齢者のࠖりごとについて 
学生がଌえた、高齢者のࠖりごととしてப出された上Ғ 10のキーϭードをන 1に示す。

1 Ғはʰഛい෼ʱで学生の 30.2ˍがଌえていた。また、2 Ғはʰૡঈʱで 20.8ˍの学生が
ଌえていた。また、3 Ғはʰ機会のݰ少ʱで運動する機会のݰ少などがப出され、9.4ˍの
学生がଌえていた。 
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सを通して学んだ日常生活に関するࠖりごとついてのレポート課題を఑出した。課題の඲
価(成੹෉༫)が׮྅するまではॊ来通りに授業を運営した。  

1 年生は、2022 年 11 ݆から 12 ݆に開催された体ྙ଎定への参加の都度、1 ु間Ґ内に
ʰ体ྙ଎定実सࣙހ඲価ʱh 学;のレポートʱを఑出した。 体ྙ଎定実सࣙހ඲価は、高
齢者の体ྙ଎定参加઴、各体ྙ଎定参加後のܯ 4 回、学;のୣ成য়ڱについてʰ1.まった
くできなかったʱʛʰ5.とてもできたʱの 5 段階でࣙހ඲価した。  
 
2. ྛཀྵ的ഓ慮 
成੹෉༫の׮྅後、オンラ΢ン授業アプリίーションでオプトアΤトのช書をࡎܟする

とともに、Ռ໪終྅࣎にพ౏口ಆでઈ໎した。オプトアΤト後研究への෈参加をන໎した
学生はいなかった。   
また、ݺ人৚報のฯޤとして、レポート課題はಙ໌Կするため学੸൬ 、ঈしࡡ氏໌を・ߺ

本ช中に学生や高齢者の特定につながり得る৚報があればߺىに஖き׷えた。  
  
̑ɿ෾ੵ  
1）レポート課題について  
レポート課題はテキストマ΢ニング（෾ੵλフトʁݡえるԿΦンジン）にて定ྖ、定੓

的に෾ੵした。テキストマ΢ニングでப出されたΩテβリーの関ܐはًڠネットϭークਦ
を示した。 
2）体ྙ଎定実सでのࣙހ඲価について 
体ྙ଎定実सࣙހ඲価のรԿについては、ൕ෰଎定෾ࢆ෾ੵを༽いた（༙意ਭ६を 5ˍ）。

෾ੵは SPSS.ver29 を༽いた。  
  
結Վ 
̏ɿお助けୄԍसについて 
ғབのあったՊఋは 17 ݇であった。෾ੵ対েとして、96 ໌෾のԍसى࿧を༽いた。 
̏）学生がଌえた高齢者のࠖりごとについて 
学生がଌえた、高齢者のࠖりごととしてப出された上Ғ 10のキーϭードをන 1に示す。

1 Ғはʰഛい෼ʱで学生の 30.2ˍがଌえていた。また、2 Ғはʰૡঈʱで 20.8ˍの学生が
ଌえていた。また、3 Ғはʰ機会のݰ少ʱで運動する機会のݰ少などがப出され、9.4ˍの
学生がଌえていた。 
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න 1.ࠖりごと上Ғ 10 単ޢのப出結Վ 

 
また、ഛい෼と関連するキーϭード（ਦ 1）をݡてΊると、h けないʱhߨ ࠖるʱという

ࠖりごとの単ޢと関連していた。 

 
ਦ 1 ഛい෼についてのًڠネットϭークਦ 

 
 
̐）学生がଌえた高齢者のࠖりごとへの支援について 
学生がଌえた高齢者のࠖりごとへの支援としてப出された上Ғ 10 のキーϭードをන 2

に示す。1 Ғはʰഛい෼にߨくʱで 20.8ˍの学生が回౶した。2 Ғはʰ機会をつくるʱで
18.8ˍの学生が回౶した。3 Ғはʰ業者にབ΋ʱで 12.5ˍの学生が回౶した。 
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න̐ɿ学生がଌえた高齢者にච要な支援上Ғ 10 単ޢ ப出結Վ 

 
̑）学生がଌえた高齢者のニーθ 
෾ੵςールのݡえるԿΦンジンでは、ニーθという視点でキーϭードをப出する機能が

ある。その中で、ࠖೋなこととしてப出された上Ғ 3 つは 1 ҒʰབΊにくいʱ（7 ݇）、
2 Ғʰしにくいʱ（2 ݇）、3 Ғʰ運;にくいʱ（2 ݇）であった。 

 
̐ɿ体ྙ଎定実सについて 
 ෾ੵ対েとして 106 ໌のレポート課題、ࣙހ඲価アンίートのデータを༽いた。 
̏）高齢者の日常生活のࠖりごとについて  
1 年生がଌえた高齢者の日常生活のࠖりごととしてப出された上Ғ 10 のキーϭードを

න̑に示す。1 Ғはʰ࣎間-かかるʱ（3.5ˍ）、2 Ғはʰࣘ-ซきにくいʱʰග-痛いʱʰ՛
෼-重いʱ（2.8ˍ）であった。 
න 3ɿ学生がଌえた日常生活のࠖり事 上Ғ 10 単ޢ ப出結Վ 
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1 Ғのʰ࣎間-かかるʱに関連するキーϭードをݡてΊると（ਦ 2）、ʰ࠴るʱʰߨうʱ

ʰ作業ʱなどの単ޢと関連していた。 

 
ਦ 2ʰ࣎間-かかるʱًڠネットϭークਦ 
 

2 Ғのʰ՛෼-重いʱに関連するキーϭードをݡてΊると、（ਦ 3）h βϝʱh Պ事ʱh ࣍
ちにくいʱなどの単ޢと関連していた。 

 
ਦ̑ ʰ՛෼-重いʱに関するًڠネットϭークਦ 
 
̐）日常生活のࠖり事についてのཀྵմの深まり 

 （1）学生のࣙހ඲価アンίートから、本௒ࠬに関連する࣯໲ߴ໪としてʰあなたは高齢
者が生活する上での日常生活のࠖり事についてどのఖ度ཀྵմできていると思いますかʱに
焦点を当て෾ੵした。その結Վ、平ۋ値は参加઴とർֳして、1 回໪、2 回໪、3 回໪それ
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ͩれ༙意に上তした（ਦ̒）。しかし、1 回໪と 2 回໪、2 回໪と 3 回໪、1 回໪と 3 回໪
に関して得点の༙意差はݡられなかった。 

  

ਦ̒ 日常生活のࠖりごとのཀྵմについての平ۋ値の推Ң 
また、ʰ全くできないʱʛʰとてもできるʱについてのそれͩれの回౶のׄ合について

のรԿについては、参加઴はあまりできないが 3 ׄ近くをઐめていたが、1 回໪には大෱
にݰ少した。2 回໪、3 回໪はʰ少しできるʱのׄ合がݰ少し、h できるʱのׄ合がଁ加し
た。 

  

 ਦ̓.日常生活のࠖりごとのཀྵմについての各回౶ׄ合の推Ң 

ː 
ː 

ː 

ː 
ː 

ː 
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ː 
ː 

ː 

ː 
ː 

ː 
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（2）課題レポートからの日常生活のࠖりごとについて 
課題レポートを෾ੵ対েとし、体ྙ଎定参加઴と、1 回໪、2 回໪、3 回໪で上Ғのキー

ϭード 10 Ғについてන̒に示す。各回のࠖりごとに関する上Ғの単ޢは、ʰ࠴るʱʰิ
くʱʰ階段ʱなどであった。 

 
න 4ɿ1 年生がଌえた日常生活のࠖりごとの内容   

 
 
考ࡱ 
1）  学生が೼Ѵした高齢者の日常生活のࠖりごとの特௅ޤ؅
学部ޤ؅  1 年生と 3 年生では、高齢者の日常生活のࠖりごととしてଌえた内容がҡなっ
ていた。1 年生は、体ྙ଎定を通じて高齢者とかかわることから心ਐ機能のรԿに஭໪し、
そこから日常生活動作（ADL）にʰ࣎間がかかるʱことや、ʰࣘがซこえにくいʱʰගが
痛いʱという日常生活での෈ࣙ༟さをࠖりごととしてଌえやすいことがわかった。この体
ྙ଎定実सの઴に、1 回生は࠴学を通して高齢者のਐ体、心ཀྵ、社会的รԿや൅ୣ課題を
学;、それらのรԿを高齢者ٛࣇ体ݩを通して学んでいる。実際に高齢者と交流する中で
ਐ体、心ཀྵ、社会໚のรԿや、日常生活での෈ࣙ༟さについてリアリティをもってཀྵմで
きたと考える。また、日常生活のࠖりごとについて、h ՛෼-重いʱというとこΘまではଌ
えられているものの、例えばഛい෼のೋしさなどՊ事のࡋかな日常生活にまで૟଀を߁げ
たཀྵմにはࢺらなかった。教員が高齢者とのかかわり方や生活のݡ方についてあらかじめ
助言をすることで、もう少しཀྵմが߁がった可能੓があると考える。しかし、೘学間もな
い大学生が、ൔ日交流したఖ度で೼Ѵできることにはݸֆもあるとも考えられた。 

一方で学年が進Ί、3 年生でのお助けୄԍसを通してࣙ୒を๜໲するとʰഛい෼にߨけ
ないʱʰ高いとこΘのૡঈが大รʱʰ運動や人と交流する機会が少ないʱというように、

No. ඲య ๭ྜ 㻜ᅇ┠ ๭ྜ 㻝ᅇ┠ ๭ྜ 㻞ᅇ┠ ๭ྜ 㻟ᅇ┠ ๭ྜ

1 㞴䛧い 11.9% 㞴䛧い 26.4% ᗙる 17.0% Ṍ䛟 10.4% 㝵ẁ 20.8%

2 㝵ẁ 11.7% య 22.6% 㞴䛧い 13.2% 㧗㱋者 9.4% ᅔ㞴䛰 15.1%

3 య 10.9% ⅆ 20.8% Ṍ䛟 13.2% య 9.4% ③み 14.2%

4 㧗㱋者 9.6% ぢに䛟い 20.8% ③い 12.3% పୗ 9.4% ⭸ 14.2%

5 Ṍ䛟 8.5% 㝵ẁ 19.8% ❧䛴 12.3% 㞴䛧い 9.4% 多い 13.2%

6 పୗ 8.1% Ⰽ 18.9% య力 11.3% ᪥ᖖ生活 9.4% 㧗㱋者 12.3%

7 ᗙる 7.9% 㧗㱋者 17.0% ⭜ 10.4% 㝵ẁ 8.5% ᅔる 12.3%

8 ᪥ᖖ生活 7.5% య力 15.1% య 10.4% ㊊ 7.5% య 12.3%

9 య力 7.2% పୗ 15.1% ⭸ 10.4% 多い 7.5% ᪥ᖖ生活 12.3%

10 ⭸ 7.0% ⣽䛛い 13.2% 㝵ẁ 9.4% ➽力 6.6% ឤ䛨る 11.3%
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日常生活のࠖりごとを具体的に೼Ѵできるようになっていた。また、課題を通してではあ
るが、どのような支援がච要かというとこΘにまで視野を߁げて考えるྙもつけていた。
この日常生活のࠖりごとをմ݀する一つとして、このお助けୄԍसというようなଚࡑが重
要なༀׄをՎたしているということにも学生はـͰいていた。この点では、1 年生からの
学;やݩܨを΀まえ、3 年生でのお助けୄお助けୄԍसで、高齢者の生活のࠖりごとへの
支援をߨうというॳ঄੓を࣍ったΩリキュラムߑ成も重要なものであると考える。 

 
ਦ  学部Ωリキュラム 学年の໪ඬと実स੷Ί上げ΢メージޤ؅ .6
 
 
 学生が೼Ѵした高齢者の日常生活のࠖりごとのཀྵմのรԿについてޤ؅ (2
 結Վから、学生がࣙހ඲価としてଌえた高齢者が生活する上での日常生活のࠖりごとに
ついてのཀྵմは、実स઴とർֳして、1 回໪の体ྙ଎定後に༙意にཀྵմできたという学生
の回౶ׄ合が高くなっていた。しかし、各回をܨることによるཀྵմに༙意差はݡられなか
った。このことから、体ྙ଎定実सを 1 度ݩܨすることによって、あるఖ度高齢者の日常
生活のࠖりごとをཀྵմできたとࣙހ඲価していることが考えられた。また、日常生活のࠖ
りごとの具体的なものについて 3 回のรԿをଌえようとしたものの、今回のテキストマ΢
ニングの結Վでは、特௅的なรԿや深まりをݡ出すことはࠖೋであった。というのも、対
ে者の日常生活のࠖりごとというのは学生がणけ࣍った方それͩれお一人お一人が、それ
ͩれのࠖりごとを์えていることが考えらえる。したがって、高齢者のࠖりごとについて
のཀྵմが深まるというよりは、高齢者が์える日常生活のࠖりごとについて、༹々なもの
があるということにـ෉き、視野を߁げる機会になっていることは推ࡱされた。もし、高
齢者の日常生活のࠖりごとについてཀྵմを深めるという໪的で実सをߨうのであれば、お
一人の方を継続してणけ࣍つことによってその方のࠖりごとが深まる可能੓は考えられる。
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しかし、本学のΩリキュラムの特௅としては、1 回生から̒回生までのݩܨを重͸る中で、
高齢者（対ে者）のཀྵմを深め、日常生活についてࡋやかな視点で؏ࡱしޤ؅を૓ଆして
いくことを໪指している。また、1 回生の学;のレディネス段階をಁまえた上でも、Ӏき
続き৯々なཤ༽者との交流を通して、߁い視点で高齢者の日常生活のࠖりごとをଌえられ
るように実सを継続していきたいと考える。 
 
3) 大学生のྙを活༽した高齢者と学生૔方にメリットのある活動のࡑり方 
 3 年生の結Վにおいて、ࠖೋなことの 1 Ғとしてப出されたʰབΊにくいʱは、高齢者
の日常生活のࠖりごとをմ݀する上で課題となっていると考えられた。お助けୄԍसは、
本結Վで学生がଌえた、高齢者にとってࠖೋとなるものの一つであるૡঈや、重くて運΁
ことがೋしい大ܗごΊの൘出など、ච要੓の高い支援をߨっている。高齢者が業者やγー
ϑスをཤ༽してまではབΊにくいものの、ࠖっている部෾にԢえることができる支援にな
っていると考える。まさに、γーϑスのڳ間にある日常生活のࠖりごとへの支援として重
要なものであると考える。 
また、高齢者と交流するお助けୄԍसや体ྙ଎定実सは、学生にとっては、学;の場、

者として対ে者をཀྵմし支援するための視点を学΁重ޤ؅、させてもらう機会でありݩܨ
要な機会となっている。 
このことから、高齢者と学生等がおޕいに教える側、学΁側という立場に立つことを׸

えてکΊとଌえ、高齢者に対しては学生等の特௅について৚報఑ڛをߨったり、学生等に
は、高齢者が一ൢ的にʰ若者ʱにどのような΢メージを࣍ち、どのような振る෥いを期待
しているかをઈ໎するなど、おޕいがༀׄをՎたしながら、win-win な活動となるような
 。෋がච要であると考える޽
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̒ɿ高齢者の૓ଆ੓をܻ࢙する 
  ・・・ものͰくり教࣪を通じた高齢者と学生の世代間交流 
 
1) 事業における本௒ࠬのҒ஖Ͱけ・ഐܢ 
 高齢になっても、たとえ্֒をもっていたとしても、その作業にໂ中になれれば、ひと
りでに体が動いていく。その人にとって意ັのある作業は、その人を健康に、幸ෳにして
くれる。作業療๑のϠットーはʰ作業が人を健康にするʱということである。ը々が所଒
する作業療๑学Ռは業療๑学Ռでは学Ռの特੓を生かし、高齢者を対েとして作業（もの
Ͱくり）を通じて஧間Ͱくりや活ྙͰくりに貢献するϖルスプロϠーション・プログラム
を 2018 年度より実ࢬしてきた。活動は݆ 1 回のౖ༷日、大学にて学生も参加するܙでߨ
われた。高齢者の参加主体は NPO ๑人シーθネット京都の会員である。NPO ๑人シー
θネット京都とは、࿟後を支えあうことを໪的としてγークル活動をߨっている高齢者の
団体である。ಋ団体と所଒する学Ռはྙڢ関ܐにあり、学Ռはಋ団体の೟எ঳༩๹や健康
Ͱくりプログラムについてのྙڢをߨい、ಋ団体は研究ྙڢをߨってきた。2020 年、৿
を༪ٓなくされたが、2021ࢯٵ࣎で一ڻコロψ֨大のӪܗ 年 1 ݆より Zoom を࢘っての
オンラ΢ンものͰくり教࣪へとܙをรえて継続してきた。オンラ΢ンでの開࢟当ॵは、つ
ながらない、Խ੢が出ないなど༹々なトラϔルがあったが、高齢者たちも少しͥつ૤作に
ʱʰバスϚムʱʰテラリΤムʱʰスόードームʱなど༹々な作඾ۆれ、これまでにʰି׵
を作成してきた。そうした中、಺ྒྷݟ山添ଞで高齢者対েのものͰくり教࣪をߨうことが
ժされた。2022ة 年 11 ݆と 2013 年 1 ݆は、山添ଞの公຿ؙとオンラ΢ンものͰくり教
࣪メンバーの京都のࣙ୒をオンラ΢ンでつな͛というハ΢ϔリッドࣞܙでߨった。 
 本௒ࠬの໪的は、高齢者と学生が作業を通して交流するʰものͰくり教࣪ʱが高齢者の
健康Ͱくりに༫えるްՎについて検ৄしていくこと、そして高齢者と若者との交流はおޕ
いの世代にどのような意ັをもたらすのかを໎らかにすることである。本報告におけるՀ
ઈはҐԾのとおりである。 
(1)ものͰくりをղした若者との交流は高齢者の生活の࣯を向上させる。 
(2)高齢者と学生の交流は૔方にとって意ັがある。 
ここで対েとなる若者とは、作業療๑学Ռの 3 回生と 4 回生であり、その中でもජ者

のκϝ、そして೟எ঳や高齢者を઒໵とする教員のκϝ学生が中心となっている。また高
齢者側は̐つのグループがౌ場する。ひとつは 2018 年にものͰくり教࣪が࢟まった当ॵ
から参加している NPO ๑人シーθネット京都メンバー、そして 2022 年 11 ݆、2023 年
1 ݆にものͰくり教࣪を開催した山添ଞの高齢者たちである。各グループの特௅は後にफ़
べることとする。 
まͥ、ʰものͰくり教࣪ʱからʰオンラ΢ンものͰくり教࣪ʱ、そして山添ଞでの

ʰハ΢ϔリッドܗものͰくり教࣪ʱへのܨҤを振りศっておく。 
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2) ものͰくり教࣪のิΊ 
2018 年 12 ݆ʁʰものͰくり教࣪ʱ開࢟ 
まͥ第 1 回໪は先फ़のシーθネット京都の会員̗໌の参加者があり、ࣥ็রきとַࡋ

に෾かれ、ネックレスやϔローチ、キーホルξーなどを੏作した。参加者からは、ʰも޽
のͰくりを体ݩして若ศったـ෾ʱʰものͰくりはໂがある、ܙに࢔るのがいいと思うʱ
などの感૟がซかれた。 
 第̐回は 60 代から 80 代の高齢者̕໌（஋੓ 4 ໌、ঃ੓ 3 ໌）と作業療๑学Ռ̏回生
̒໌（஋੓ 2 ໌、ঃ੓ 2 ໌）が参加しʰしあわせ৿ซฦ集局ʱという通常のものͰくり
とはҡなった活動をߨった。̐つのグループにわかれて৿ซى事から、Ίんなが幸せにな
れるようなى事を集めて൅නした。高齢者からはʰ若い人は AI やՌ学ٗ術などのى事を
મんでいてབもしく思ったʱʰ日々、Ձかひとつでもときめきを感じようと思ったʱ、学
生からはʰ年齢が཯れているからこそ৿しい視点で一つのى事をݡることができ、とても
หکになりましたʱʰシニアと学生とҩった視点をஎることができて໚പかったですʱと
いった感૟がซかれた。それͩれમ΁ى事のҩいから、世代の視点のҩいを感じて৿ળだ
ったようである。൅න後はおணをӁΊながら、次回、Ձを作るかを࿫し合った。次回の課
題が݀まると、どんな໪的で࢘うのか、୯にあげるのか、どのようなデδ΢ンにするのか
を考えてきてもらうこととなった。単に作඾を׮成させるのではなく参加者ࣙਐが೟எ঳

༩๹にච要な具体的ߨ動を学
΁ため、ものͰくりのգఖに
ච要なʰPlanʁܯժ・Doʁ実
Checkʁ඲価・Actionʁր・ߨ
વʱの PDCA γ΢クルの活༽
を参加者にも意識Կしてもら
った。PDCA γ΢クルを意識
してもらうことが೶の઴ಆ઴
野やքഇをܻ࢙し、೟எ঳༩
๹にもつながっていくと考え
られた。 

 
2019 年वʁ学生と高齢者がڢಉした学Ԅࡉ 

2019 年वには学生と高齢者がڢಋして、学Ԅࡉに出඾することとなった。ജれるもの
を作Θうということでةժ会٠がߨわれ、ߵりで集ٮしようとアロマを࢘ったアロマスト
ーンやアロマϭックスγシΥなどを作ることとなった。ラッϒングなどは学生がセンスよ
くߨい、ജり子となり、ـکの値段અ定であったが׮ജとなった。ྣではこれも学Ռ学生
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がةժしたࣻ的がߨわれ、高齢者たちもࣻ的をֺしΊ、૔方合わせてജり上げψンバーϭ
ンとなった。 

2020 年ॡʁコロψによる高齢者へのӪڻ 
学Ԅࡉ出వなど学生と高齢者のڠಋのखりૌΊが੟り上がりをݡせたとこΘで、৿ܗ

コロψ感ઝ֨大のӪڻをणけて 2020 年からは活動ࢯٵを༪ٓなくされた。シーθネット
京都のྙڢを得て、৿ܗコロψΤィルス感ઝ֨大のӪڻによる高齢者の健康や活動実ସに
ついてアンίート௒ࠬをߨった。 
௒ࠬは 2020 年 5 ݆に会員の 130 ໌に対してߨわれ、アンίート回౶者は 89 人であっ

た。その結Վ、生活へのӪڻで最も多かったのがʰ人と࿫すことがݰったʱで 72ˍ、
ʰֺしいと思うことがݰったʱも 54ˍだった。感ઝすると重঳Կしやすいとされる高齢
者は、Պの中にこもりがちになり、ʰ生活෈活൅ʱによりフレ΢ル（ڑओ）が進Ί、社会
的交流もݰることから、心ਐや೶機能へのӪڻがثዩされた。ਐ体的フレ΢ルについては
༹々な఑案がなされているが、ʰ交流できないことʱへの༙ްな఑案は少ないয়ڱであっ
た。௒ࠬからは、人と交流できないことに対して、൶らは SNS をղしたコϝュニίーシ
ョンを活༽しており、一部ではࣙ෾の作඾をホームϘージやϔログで়ղしたり、

 

190



190 
 

がةժしたࣻ的がߨわれ、高齢者たちもࣻ的をֺしΊ、૔方合わせてജり上げψンバーϭ
ンとなった。 

2020 年ॡʁコロψによる高齢者へのӪڻ 
学Ԅࡉ出వなど学生と高齢者のڠಋのखりૌΊが੟り上がりをݡせたとこΘで、৿ܗ

コロψ感ઝ֨大のӪڻをणけて 2020 年からは活動ࢯٵを༪ٓなくされた。シーθネット
京都のྙڢを得て、৿ܗコロψΤィルス感ઝ֨大のӪڻによる高齢者の健康や活動実ସに
ついてアンίート௒ࠬをߨった。 
௒ࠬは 2020 年 5 ݆に会員の 130 ໌に対してߨわれ、アンίート回౶者は 89 人であっ

た。その結Վ、生活へのӪڻで最も多かったのがʰ人と࿫すことがݰったʱで 72ˍ、
ʰֺしいと思うことがݰったʱも 54ˍだった。感ઝすると重঳Կしやすいとされる高齢
者は、Պの中にこもりがちになり、ʰ生活෈活൅ʱによりフレ΢ル（ڑओ）が進Ί、社会
的交流もݰることから、心ਐや೶機能へのӪڻがثዩされた。ਐ体的フレ΢ルについては
༹々な఑案がなされているが、ʰ交流できないことʱへの༙ްな఑案は少ないয়ڱであっ
た。௒ࠬからは、人と交流できないことに対して、൶らは SNS をղしたコϝュニίーシ
ョンを活༽しており、一部ではࣙ෾の作඾をホームϘージやϔログで়ղしたり、

 

191 
 

Zoom、AI 機حなど৿しいコϝュニίーションςールཤ༽の動きもݡえた。こうした結Վ
から、ʰものͰくり教࣪ʱをオンラ΢ンで࠸開することが可能なのではと考えた。 
そうした఑案をシーθネット京都のཀྵ事らにしてΊると、ోりに઩とばかりにこの఑

案に৒ってきた。しかしオンラ΢ンでの開催にはکい意ཋがあるものの Zoom の૤作等
に෈҈があることがわかったため、開࢟まで 3 回、シーθネット京都本部にてλフトの
ξΤンロードの࢕方から、Zoom へのアクセスの࢕方、૤作の࢕方などを教えることとな
った。また、1 ु間に一回、Zoom でϝーティングにアクセスしてもらい、ʰオンラ΢ン
ものͰくり教࣪ʱの開催まで、Zoom ૤作に׵れてもらう機会を作った。 

 
2021 年 1 ݆ʁ第一回のʰオンラ΢ンものͰくり教࣪ʱを開催 
こうした࿇सの機会をܨて 1 ݆に第一回のʰオンラ΢ンものͰくり教࣪ʱを開催し

た。開࢟௜後にはʰԽがซこえないけれど、どうしたらいいʃʱなどの࣯໲がు࿫を通し
てあり、そうした࣯໲にはΩメラで PC を示しながらઈ໎するなどして、なんとかໃ事に
進ߨすることができた。参加者全員がɾϏλコンを૤作してࣙ୒からಢྙでɾZoom をղ
しɾຬ՜ںを作成した。作඾ができあがると一人一人、作඾をൺ࿒し、޽෋したとこΘ、
ೋしかったとこΘ、よくできているとこΘなど、おޕいに感૟を交׷しあった。ժ໚をղ
してメンバーಋ࢞も会࿫し、ʰଛに会えるようになったらプレκントしたいʱ、ʰとても
ֺしかったので今回ɾ࿧ժされているものを༓人にもݡせたいʱといった感૟がซかれ
た。2 ݆にはିۆ作りをߨい、これにも 10 ໌のメンバーが参加し、交流をֺしんだ。こ
れはさすがにೋしいかなと実ߨを໐ったチャットժ໚上に google form の URL をహって
アンίートをखるというࢾΊも、意外とスムーθに実ߨできた。ここまでの体ݩで感じる
のは、高齢者だから ICT はハードル高いという先೘؏をࢴたちが࣍っていたことであ
る。そうしたハードルよりも൶らのʰܪがりたいʱというཋ望のΦネルάーの方がはるか
にکかった。シーθネット京都の高齢者たちはオンラ΢ンものͰくり教࣪を体ݩし、
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Zoom の࢘い方をマスターした後、会員ಋ࢞で Zoom 会٠をしたり、ຬཁ集の会などをオ
ンラ΢ンで主催するようになった。感ઝ঳流ߨԾの”集えない“生活のなかでもオンラ΢ン
で஧間と交流することができるようになったのである。こうした成Վは高齢者たちの৿た
なことにேકする意ཋからきたものであΘう。 
オンラ΢ンものͰくり教࣪をଖ業研究の題ࡒにした学生たち 
 学生たちもࣙ୒でオンラ΢ンでつながって高齢者たちと一ॻに作඾を作っている。̒回
生の್人は、このオンラ΢ンものͰくり教࣪をଖ業研究のテーマとすることに݀め、ʰ高
齢者たちは、オンラ΢ン૤作でどんなとこΘに᪶き、トラϔルはどんな΀うにմভされて
いくのかʱʰオンラ΢ンものͰくりでは、どんな場໚でもりあがっていくのかʱに஭໪し
て、研究を進めた。学生たちは、高齢者たちが༩૟Ґ上にオンラ΢ンを࢘いこなして、ϑ
デオフィルターの機能で৸をԭ৯くしてݫに໯せなくなったり、バーチャルഐܢのままで
作඾をݡせようとして作඾がݡえなくなったりと、د޹心、探究心Αえのトラϔルがある
ことにڽいたり、オンラ΢ンでൺ࿒するために઴もって޽෋した作඾を६ඍしていたり、
ڻしたりと、日常生活にもオンラ΢ンものͰくり教࣪がӪิࢆྋを集めるために近所をࡒ
を༫えていることに着໪した。学生たちは高齢者と交流するだけでなく、どのようにオン
ラ΢ンものͰくり教࣪が高齢者の健康ଁ進につながっていくのかを探究していった。 
 学生が特に஭໪したのは高齢者たちの主体੓が向上していく༹子だった。ものͰくり教
࣪の運営についてもʰຘ回アンίートをしてはʱʰもう少し会員の交流の࣎間を長くして
はʱなど会員からの意ݡも多くซかれ、教࣪の進ߨなどにൕӫしていった。ʰフロッター

ジュʱの回は൅案者の高齢者がࢥߪになって大学からオンラ΢ンで指導した。これはཁの
上にうすいࢶを஖いてクレϦンや৯Ԙජなどでなどでཁຼをූき上がらせるものだが、Ί
なさんิࢆしていΘいΘなཁっͼを集めてこられた。作඾は、この࣎に作るだけでなく઴
もって作ってൺ࿒することをֺしΊにしている高齢者もいる。オリジψリティのある作඾
を作られており、オンラ΢ンを通してޕいにൺ࿒し、޽෋をઈ໎したり、ଠのメンバーの
作඾に対して感૟を口々に言い合う。こうした作඾のൺ࿒と交流の࣎間をֺしんでおり、
こうした࣎間をもう少し長めにとってほしいという要望もよせられた。 
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ことにڽいたり、オンラ΢ンでൺ࿒するために઴もって޽෋した作඾を६ඍしていたり、
ڻしたりと、日常生活にもオンラ΢ンものͰくり教࣪がӪิࢆྋを集めるために近所をࡒ
を༫えていることに着໪した。学生たちは高齢者と交流するだけでなく、どのようにオン
ラ΢ンものͰくり教࣪が高齢者の健康ଁ進につながっていくのかを探究していった。 
 学生が特に஭໪したのは高齢者たちの主体੓が向上していく༹子だった。ものͰくり教
࣪の運営についてもʰຘ回アンίートをしてはʱʰもう少し会員の交流の࣎間を長くして
はʱなど会員からの意ݡも多くซかれ、教࣪の進ߨなどにൕӫしていった。ʰフロッター

ジュʱの回は൅案者の高齢者がࢥߪになって大学からオンラ΢ンで指導した。これはཁの
上にうすいࢶを஖いてクレϦンや৯Ԙජなどでなどでཁຼをූき上がらせるものだが、Ί
なさんิࢆしていΘいΘなཁっͼを集めてこられた。作඾は、この࣎に作るだけでなく઴
もって作ってൺ࿒することをֺしΊにしている高齢者もいる。オリジψリティのある作඾
を作られており、オンラ΢ンを通してޕいにൺ࿒し、޽෋をઈ໎したり、ଠのメンバーの
作඾に対して感૟を口々に言い合う。こうした作඾のൺ࿒と交流の࣎間をֺしんでおり、
こうした࣎間をもう少し長めにとってほしいという要望もよせられた。 
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2022 年 2 ݆ʁコロψのӪڻで学外実सにߨけない学生のໝ٘׳者ༀに 
 3 回生の最ॵの本֪的な実सとなる඲価実सは 2 ݆にߨわれるが、この年はコロψのӪ
で学内実सとなる学生がڻ 3 ෾の̏となった。そのため඲価実सの主໪的であるʰ඲
価ʱの૮घをシーθネット京都のメンバーにお願いすることとなった。実は઴年の 2021
年もこのໝ٘׳者ༀをお願いしたのだが、その際には実際に大学に来ていただいて௜ં的
に඲価や໚ંの૮घをしていただいた。しかし 2022 年はコロψの੐いもଁしたことか
ら、オンラ΢ンでの実ࢬとなった。こうしたݩܨからシーθネットの高齢者たちは、作業
療๑学Ռだけではなくໍٻٺٻ学Ռ、ޤ؅学Ռ、ཀྵ学療๑学Ռの授業にݼばれたり、ໝ٘
 。者として学生の教үに貢献するようになっていった׳

 
2022 年 5 ݆ʁ学生がオンラ΢ンものͰくり教࣪のࢥߪༀに 
この࣎期からは学生がࢥߪༀとなって、どのようにઈ໎するとオンラ΢ンでもఽわり

やすいかをޣࡪߨࢾしている。この学生は、学生がオンラ΢ンものͰくり教࣪のࢥߪとな
ったことで、参加高齢者にどのようなรԿがあったのかに関心を࣍ちଖ業研究のテーマと
݀め、高齢者にもݺพにオンラ΢ンで΢ンタϑューを実ࢬしている。 

 
2022 年 11 ݆ʁ಺ྒྷݟ山添ଞとシーθネット京都メンバー୒をつないでのハ΢ϔリッドも
のͰくり教࣪ 
 そんな中、今年度は಺ྒྷݟ山添ଞで高齢者対েのものͰくり教࣪をߨうことがةժされ
た。山添ଞでは࣎֒ࡄの৚報༙ڠのため高齢者のスマホ教࣪などをߨい ICT への関心を高
めようとしてきているが、なかなかްՎ的にߨえていないという実৚があった。学生がス
マホ教࣪をおघఽいするという案もあったが、担当する૱合੕ࡨ課と٠ڢし、まͥものͰ
くり教࣪で学生と高齢者の交流をߨうことから࢟めようということとなった。 
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山添ଞは಺ྒྷݟ๼東୼にҒ஖し、66.52̼ᶹの໚੷のうち、༁ 80ˍが山ྜྷであり、山あ

いから൅した流れは໨௣川に஭͛。それにԌって集ཚと೸地が点ࡑし、೸ྜྷ業を主ࢊ業と
しながら൅ఴしてきた೸山ଞである（山添ଞ HP）。人口は 3,216 人（े຿خ本ୈீ人口
න 2023ܯ౹ 年݆̏ 31 日現ࡑ）。高齢Կིは 2020 年で 48.5ˍ、全国平（ˍ28.7）ۋより
も 19.8 ポ΢ント高く、少子高齢Կ、գ૆Կが課題となっている。 

2022 年 11 ݆と 2013 年 1 ݆、山添ଞの公຿ؙとオンラ΢ンものͰくり教࣪メンバーの
京都のࣙ୒をオンラ΢ンでつな͛というハ΢ϔリッドࣞܙでߨった。第 1 回はハーバリΤ
ム、第 2 回はレジンを࢘ってアクセγリー作りをߨった。 
山添ଞの高齢者からはʰなかなか若い人と会う機会がないけれど、ଛのような大学生に

やさしく教えてもらえてֺしいひと࣎だったʱʰ京都の方たちとも交流できてよかったʱ
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ʰまた੍ඉやってほしいʱと大޹඲であった。Zoom を学;たいという方もいて第 2 回໪
の࢟まりに Zoom のつながる࢕ૌΊをઈ໎した。 
学生は、෕段の学生ಋ࢞のような言ཁではうまくఽわらないことを実感したり、どのよ

うにઈ໎したらうまくఽわるのかを意識するなど年代のҩう人たちとのコϝュニίーショ
ンのखり方について学んだ。これから࢟まる実सにも生かしていきたいと࿫す学生もいた。
またʰ作ったϘンξントをݡせ合いながらֺしそうに会࿫しておられる༹子をݡてやりが
いを感じたʱ、ʰ઴回一ॻに作ったハーバリΤムをストラップにしてかばんにつけている
のを̡ これݡてʄ とrうれしそうにݡせてくれた方がいて本当にやってよかったと思った。
ୣ成感を感じたʱ、ʰものͰくりの࣎は高齢者の方々が全員いきいきしておりࣙ෾もֺし
かったʱなど、学生たちにとってはʰ作業のྙʱを体感する機会となったようであった。 

3) 本௒ࠬの໪的 
ここまでシーθネット京都を中心としたものͰくり教࣪、オンラ΢ンものͰくり教࣪、

そして対໚とオンラ΢ンでߨうハ΢ϔリッドܗものͰくり教࣪のܨҤについてफ़べてきた。 
ここで、࠸度、本௒ࠬの໪的を確೟しておく。それは、高齢者と学生が作業を通して交

流するh ものͰくり教࣪ がɦ高齢者の健康Ͱくりに༫えるްՎについて検ৄしていくこと、
そして高齢者と若者との交流はおޕいの世代にどのような意ັをもたらすのかを໎らかに
することであった。本報告におけるՀઈはҐԾのとおりである。 
̏ɿものͰくりをղした若者との交流は高齢者の生活の࣯を向上させる。 
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̐ɿ高齢者と学生の交流は૔方にとって意ັがある。 
 
4) 方๑ 
対েとなる高齢者のひとつのグループは、高齢者ಋ࢞が支え合うことを໪的に生まれた

高齢者による高齢者のための NPO ๑人シーθネット京都メンバーであった。これまでの
てきたように、この集団の特੓としては、Zoomݡգをܨ など৿しいことにもேકする意
ཋを࣍っている人々である。人਼は 10 ໌で、஋੓ 7 ໌、ঃ੓ 3 ໌、平ۋ年齢は 79.2 でࡂ
あった。年齢ߑ成は、70 代が 7 ໌、80 代 2 ໌、90 代 1 ໌だった。もうひとつの集団は、
山添ଞでのものͰくり教 （࣪ハーバリΤム）に参加した高齢者である。参加者は 14 ໌で、
すべてঃ੓。平ۋ年齢は 70 成は、60ߑ年齢、ࡂ 代が̔໌、70 代が 8 ໌であった。ものͰ
くり教࣪の終わりで WHO/QOL-26 の࣯໲ࢶに各ࣙで౶えてもらった。また、ものͰくり
教࣪のຮଏ度や感૟をफ़べてもらうアンίートもߨい、内容を෾ੵした。シーθネットの
参加者にはものͰくり教࣪と学生との交流についてのݺพの΢ンタϑュー、参加した学生
についてはグループ΢ンタϑューをߨい、஠ޢԿし、࣯的に検討した。この௒ࠬに対する
研究ྛཀྵ委員会のྛཀྵ৻ࠬをܨている（承೟൬ߺ 20-40）。 

WHO/QOL-26 は、࣮බの༙ໃを൓定するのではなく、ण検者の主؏的幸ෳ感、生活の
࣯を଎定するもので、ਐ体的྘域、心ཀྵ的྘域、社会的関ڧ؂、ܐ྘域の 4 ྘域の QOL
を໲う 24 ໪と、QOLߴ 全体を໲う 2 ໪の、全ߴ 26 成されている。それͩれߑ໪からߴ
̏から̓段階で点਼Կしており、਼値が大きいほど生活の࣯は高いということになる。こ
れらについて対Ԣのない t検定をߨった。 

 
5) WHO/QOL-26 について 
(1)結Վ 
න̏の結Վのようにシーθネット高齢者と山添ଞ高齢者の QOL をർֳすると、シーθ

ネット高齢者の方が高く、ʰ全ߴ໪の平ۋ値ʱ、ʰڧ؂ʱ、ʰ全体ʱで༙意差が೟められ
た。ʰڧ؂ʱは、ۜર関ܐ、ࣙ༟ō҈全と҈࣑、健康と社会的ίアʁཤ༽のしやすさと࣯、
交通घ段に、ڧの؂ݏ৿しい৚報ōٗ術の֭得の機会、༪Ս活動への機会、生活、ڧ؂ेڋ
ついてのߴ໪である。また、h 全体 はɦʰࣙ෾の生活の࣯をどのように඲価しますかʱh ࣙ
෾の健康য়ସにຮଏしていますかʱという̐つの࣯໲からߑ成されており、ࣙ෾の生活の
࣯を全体的にଌえて౶えるものとなっている。 
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 (2) 考ࡱ 
都ࢤ部にे΋シーθネット会員とգ૆地にे΋山添ଞ高齢者とではʰڧ؂ʱで大きな差

があることはཀྵմできる。これはものͰくり教࣪後ൔでのオンラ΢ンでの交流場໚で、シ
ーθネットの高齢者がʰそちらでのֺしΊはどんなことですかʃʱと໲いかけたときに、
山添ଞの高齢者の౶えがʰֺしいことがないですʱʰここ（公຿ؙでの集まり）に来るの
が༏一のֺしΊですʱというものだったこともে௅的である。また、アンίートの回౶で
も、ものͰくりと学生との交流のどちらもֺしんでもらえたことがわかる。ʰీࣹでは若
い人が少なくなっています。ʞ若いև༹のΦネルάーをいただき、また、がんばります。
ʲありがとうʳしかありません。ʞ今日のような機会を作っていただきましたら、੍ඉ参
加させていただきたいと思いますʱとޢられたコメントもあった。 
一方、シーθネットの高齢者は、コロψՔにあっても Zoom を通したものͰくり教࣪で

஧間とつながったり、若者との交流を定期的にߨっていたことが、山添ଞの高齢者とのҩ
いとして考えられる。都ࢤ部に฽らしていたり、もともとد޹心Ԥ੟で意ཋ的な人々であ
るという໚もあるが、ものͰくり教࣪や学生との日常的な交流の機会が、生活の࣯にر༫
している可能੓は大きいと考えられる。 

 
(3) 結࿨ 
 日常的にh ものͰくり教࣪ にɦ参加し若者との交流をもつシーθネット京都の高齢者と、
ものͰくり教࣪参加がॵめてで若者との交流がمである山添ଞの高齢者の生活の࣯をർֳ
した結Վ、༙意な差が出たことから、ものͰくり教࣪を通した若者との交流は高齢者の生
活の࣯の向上にر༫する可能੓があると言える。 
 
6) 山添ଞ高齢者のアンίート、シーθネット京都メンバーの΢ンタϑューについて 
(1)結Վ 
 山添ଞの高齢者へアンίートで、ʰ今日のものͰくり教࣪のຮଏ度はいかがですかʱと
ਚ͸たとこΘ、全員がʰとてもຮଏʱと౶えていた。またࣙ༟ىफ़では、ʰものͰくりが
ֺしかったʱʰまた参加したいʱとものͰくりのֺしさを全員がࡎىしており、またʰ学
生との交流がֺしかったʱʰ若い人にϏϭーをもらえたʱと若者との交流をج΁コメント
についても全員がࡎىしていた。また一໌からはʰZoom のหکをしてΊたいʱというى
फ़がݡられたため、2 回໪のものͰくり教࣪のॵめで Zoom がつながる࢕ૌΊについての

 

ฑۋ ඬ६ยࠫ S஍ ฑۋ ඬ६ยࠫ S஍ ฑۋ ඬ६ยࠫ S஍ ฑۋ ඬ६ยࠫ S஍ ฑۋ ඬ६ยࠫ S஍ ฑۋ ඬ६ยࠫ S஍
εʖθϋρφ 3.64 0.33 3.47 0.62 3.62 0.44 3.67 0.39 3.76 0.30 3.75 0.54
శଞࢃ 3.18 0.59 3.27 0.87 3.30 0.54 3.21 0.85 3.02 0.67 3.13 0.79

ːS�����

න�ɿ:+2�42/���ฑۋಚ఼

0.037*

42/ฑۋ஍ ਐରద྘Ү ৼཀྵద྘Ү ऀճదؖܐ ڧ؂ સର

0.036* 0.528 0.136 0.124 0.003*
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մઈをߨった。 
シーθネット京都メンバーとの΢ンタϑュー内容をh ものͰくり とɦh 学生との関ܐ੓ʱ

に着໪して෾ੵすると、次の̑つのΩテβリーに෾ྪできることがわかった。ʽ学生から
णけखるものʾʽジΥネラティϑィティ（世代継承੓）ʾʽICT のް༽ʾである。それͩ
れのΩテβリーには、次のような内容が含まれていた。 
ʽ学生からणけखるものʾ 
・交流がج; 
・アクティϔになる、Ϗϭーをもらえる、ـݫになる 
・スマホとか PC、IT のことをもっと教えてほしい（ଛからはݑがられる） 
ʽジΥネラティϑィティ（世代継承੓）ʾ 
・学生の成長をݡगっている 
・若い世代にఽえたいこと、教えたいことがたくさんある 
・若い人のༀにたつ（ໝ٘׳者さんやଖ業研究の૮घになることで若い人たちのༀに立て
ている、社会貢献できているという࣍ـちになれる） 
ʽICT のް༽ʾ 
・Zoom を学΁ことで৿しい世ֆが開け、د޹心をもち、ࣙ ෾でも Zoom で会٠をしたり、
会を主催したり、ԗくのՊଔと Zoom でつながることができた 

・Zoom をすることでʰしてもらうʱだけでなく主体的になり、ༀにたつ高齢者になれた 

(2) 考ࡱ 
 山添ଞ高齢者のアンίートのىफ़内容とڠ通する部෾としてʽ若者からणけखるもの
ʾのʰ若者との交流がج;ʱ、ʰ若者とંするとـݫになる、Ϗϭーをもらえるʱという
ものがある。これらは若い人とંすることࣙ体がྙになるという௜ં的なްՎであΘう。 
 一方、長く学生とંするからこそޢられた内容もある。それらがʽジΥネラティϑィテ
ィ（世代継承੓）ʾをテーマとするものである。例えば A さんは次のようにޢる。ʰ若者
にࣙ෾のஎっている෾野(ਁྜྷ業)についてఽえていきたい。ࣙ෾たちがஎっているྼ࢛で
あったり、෼をఽえていきたい。ఽ౹はこういうཀྵ༟があってこういうことをしているよ
というのをఽえて生きたい。もしそういう場໚があれば言いたいがあまりそういう人に出
会わない。本当はࣙ෾たちがซいていたように、日常的にଛにఽえていけたらいいがあま
り会う機会がなく、出来ていないʱ。このようにࣙ෾のݩܨやஎ、ఽ౹といったものを若
者にఽえていきたいという思いを೦くޢっている。 

Erikson は੠ਈ෾ੵ的ݺ体൅ୣ෾Կのਦࣞの中で、成人期の課題を generativity であると
した。൶はʰ次世代を導き確立することへの関心ʱをʰジΥネラティϑティʱと໌Ͱけ、
中年期の心ཀྵ社会的൅ୣ課題とした。わが国でのジΥネラティϑティ研究のॵ期段階にお
いてはh 生৫੓ とɦいう訳ޢが多く༽いられてきたが、今日ではɾh ジΥネラティϑティʱ
が生৫のΊを指す֕೨ではなく、߁く次世代をүて世࿫するという֕೨を含΋ものとする
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մઈをߨった。 
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立場からɾʰ世代継承੓ʱという訳ޢが多く࢘われる。ΦリクλンはジΥネラティϑティ
を中年期の心ཀྵ社会的な൅ୣ課題として定ٝしたがɾ長寿Կや൫࠙Կ等の社会的ഐܢのร
Կに൒いɾ今や高齢期においても重要な൅ୣ課題であるとされている（Cheng, 2009）。高
齢期にジΥネラティϑティが൅ୣ課題となるのかはɾʰࢰのण容ʱと深く関連しており、
中・高齢期にɾこれまでのݩܨや࣍てるஎܛ・ٗ術を活かしɾ次世代にཤଠ੓を൅ضする
ことでɾࣙ෾ࣙਐのໍが次世代へとणけ継がれていくことを実感できɾやがておとͥれる
ࣙ෾のໍの終わりをणけ೘れることができるようになるとされる（Erikson,1982）。 
このように若者と日常的に交流し、単にίアをणけるଚࡑとなるのではなく、若者にܨ

やٗ術、எ識をఽえたり、若者の成長にༀ立とうとすることは、高齢者のジΥネラティݩ
ϑティをܻ࢙して、ʰ生きるྙʱを༫えるものとなると考えられる。 

 
7) 学生の΢ンタϑューについて 
（1）結Վ 
 学生のグループ΢ンタϑューを෾ੵした結Վ、山添ଞ高齢者との交流とシーθネット京
都メンバーとの長期にわたる交流では、ҡなったΩテβリーが生成された。 
山添ଞ高齢者との交流では、ʽ高齢者とのコϝュニίーションの学;ʾʽ作業のྙの体

感ʾʽίアのج;ʾがப出された。 
 

(2)考ࡱ 
ʽ高齢者とのコϝュニίーションの学;ʾは、高齢者と会࿫したり作り方をઈ໎するな

かで、෕段の学生ಋ࢞のような言ཁではうまくఽわらないことを実感したり、どのように
ઈ໎したらうまくఽわるのかを意識するなど年代のҩう人たちとのコϝュニίーションの
खり方について学んだ。෕段の生活では高齢者の方々と関わることは少ないので学΁こと
が多かった。 
たとえば学生 A はh ハーバリΤムのઈ໎をするときにࣙ෾たちがいつも通りに࢘う言ཁ

でఽえてもうまくఽわらなかった場໚があった。そのため、言ཁでఽえることのೋしさを
感じたʱ、学生 B はʰものͰくりࣙ体は෵ࡸな޽ఖはあまりなかったが、年代のҩう方に
対しての言ཁݥいや、どのようにઈ໎したらఽわるかを෕段の生活Ґ上にـを෉けた。一
回໪のものͰくり教࣪では上घくఽえれなかった部෾もあったが、್回໪ではしっかりと
ఽえることができたと思う。໪તを合わせたり、ため口を࢘わͥになるべく஺ೣな言ཁを
せͥ、෕段はڋっている。学生たちは、ૈ෗฾とはಋޢうように心がけれたと思うʱと࢘
あまり高齢者とંৰする機会の少ない学生も多く、ʰ山添ଞにߨって、෕段なかなかでき
ない高齢者の方とのコϝュニίーションをखることができました。ૈ฾やૈ෗Ґ外の高齢
者の方と関わる機会はあまりないので、とてもいいݩܨになりましたʱʰ山添ଞの高齢者
の方々はとても温かく、ࣙ෾のଛのようにંしてくださり一ॻにものͰくりをしていくな
かでړ཯がक़まったように感じました。高齢者の方もʲ若い子と΀れあう機会はなかなか

199



200 
 

ないからֺしいʳと言ってくださり、高齢者に方々にとっても、学生にとっても༙意ٝな
る学生が多かった。一方で、ૈ෗฾とޢ間になったのではないかと思いますʱのように࣎
ಋڋする学生もʰࣙ෾のૈ෗฾よりも、会࿫がஆんだʱとޢる学生もいた。また、ʰ࢟め
はなかなか࿫せなくてࠖったんですけど、଩ちմけてもらえたというॢ間があって、঺ا
を大઀にしたらいいのかなと思ったʱやʰـを࢘いす͙るより、こちらもֺしんだ方がい
いんだと思ったʱなど、実際にコϝュニίーションするなかでਐに着けていったものがあ
った。また今回はॵめての本֪的な実सとなる඲価実सの઴݆ということもあり、ʰ今回
学んだことは実सでの׳者༹とのかかわり方にもつながると思ったので、生かしていきた
いʱと࿫す学生もいた。作業療๑も௜ં׳者さんと関わる対人援助৮であるため、コϝュ
ニίーションのԍसもߨっているが、実際に世代のҡなる方々とのコϝュニίーションの
機会はほとんどないのが現য়で、コϝュニίーションԍसのよい機会ともなったと考えら
れる。 
 ʽ作業のྙの体感ʾは作業療๑学生にとって最も重要なΩテβリーかもしれない。๱ಆ
にफ़べたように作業療๑のϠットーはʰ作業が人を健康にするʱということであり、とく
にこのʰ作業のྙʱを学生のうちに体ݩしてもらうことは今後の作業療๑࢞としてのેخ
を作るうえでඉ常に重要なことであると考えている。学生は、ʰものͰくり教࣪をߨって
いるときは、高齢者の方々が全員いきいきとしており、ࣙ෾もֺしかったし、参加できて
よかったと心から思うことができたʱʰ઴回一ॻに作ったハーバリΤムを、ストラップに
してかばんに෉けてくれていた方がいて、それをݡてとてもうれしい࣍ـちになりました。
ʲこれݡてʄʳとذしそうにハーバリΤムをݡせてくださったので、やってよかったとい
うୣ成感を感じることができましたʱʰҐ઴の参加者がΩバンに小さいハーバリΤムを෉
けて、ʲබ院でݡせたらほめられたʳというようなことを言われ、やりがいやうれしさを
感じましたʱのޢりのように、作業によって高齢者が生き生きしたり、またその作඾をގ
らしく思ったりと、作඾という成Վ෼ができることの意ັや作業のྙを体感するي重な機
会となっている。 
 ʽίアのج;ʾもまた作業療๑学生にとって重要なものである。ʰネックレスを作った
りラメで੗を΢メージした作りにしたりと൅૟がとても๝かでڽきました。घ指の振કが
かい作業がೋしそうでしたがγポートしながら本人の΢メࡋられる方もいて、その方はݡ
ージ通りに作ることができましたʱʰࣙ෾で作られたϘンξントなどをذしそうに高齢者
の方ୣでݡせ合いしながらֺしそうにしてくれてるࢡをݡて、ࣙ෾がγポートしながら作
ったことにすごくやりがいを感じذしく思いましたʱとޢっている。ここでʰίアʱとし
ているのは、ਐ体ղ助、ৱ事ղ助などのίアではなく、その人のことを考えながら、その
人にとって意ັのある作業が可能となるようにγポートしていくことを指している。その
人のج;がࣙ෾のج;となるような感৚のڠ振をともなう体ݩである。 
山添ଞの高齢者との交流から得たʽ高齢者とのコϝュニίーションの学;ʾʽ作業の

ྙの体感ʾʽίアのج;ʾは、作業療๑࢞として成長するうえでචਤとなるような学;で
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あると考えられた。 
一方、シーθネット京都の高齢者との長期間にわたる関ܐ੓によりப出されたΩテβリ

ーは少し੓࣯のҡなるものも含まれていた。シーθネット京都の高齢者と長くંした学生
のޢりから得られたΩテβリーはҐԾのようなものである。ʽ࿟いていくことへのس望ʾ
ʽ高齢者から学;たいʾであった。 
ʽ࿟いていくことへのس望ʾは、シーθネット京都というアクティϔな高齢者だからこ

そ生成されたΩテβリーであΘう。学生らは൶らとંするなかでʰـݫをもらったʱʰ高
齢者の΢メージがรわったʱʰૈ฾はබـになって動かなくなって࿟いていくことにマ΢
ψスの΢メージがあったけど、それより上の方がـݫに活動的にしていらっしΎるのをݡ
て、ࣙ෾もそうなりたいと思ったʱʰ࿟いていくことにس望がもてたʱのようにޢってい
た。しかしまた、ਲえていく༹子を若者にݡせることも高齢者のༀׄの一つであり、ジΥ
ネラティϑティの一つであると考えられる。 
ʽ高齢者から学;たいʾは、シーθネット京都の高齢者から出てきたʽジΥネラティϑ

ィティ（世代継承੓）ʾとݼԢするものである。ଖ業研究でシーθネットの方々に΢ンタ
ϑューした学生はʰ高齢者の方のお࿫をซく中で、これまで生きてこられたݩܨをもっと
ซいてΊたいという࣍ـちになりましたʱとޢっている。これはシーθネット高齢者とં
するなかで高齢者のʰఽえたいʱという೦い思いをणけखった結Վ、生ͥるようになった
思いかもしれない。 

 
̖)まとめ 

WHO/QOL-26 とアンίートの結Վからは、ものͰくり教࣪を通じた学生との交流によ
り高齢者の生活の࣯が向上する可能੓が示唆された。また高齢者と学生のアンίートやޢ
りの෾ੵにより、シーθネット京都の高齢者はʽ学生からणけखるものʾしてʰ交流のج
;ʱ、ʰϏϭーをもらえるʱ、ʰスマホや ICT を教えてほしいʱというس望をޢり、一方
ʽジΥネラティϑィティ（世代継承੓）ʾとしてࣙ෾のݩܨやஎ識、ఽ౹などをఽえたい
という思いをکく࣍っていた。またʽICT のް༽ʾにより、ࣙ෾たちは若者や社会に対し
てༀに立つଚࡑになれたと感じていた。また学生側は高齢者とのものͰくりのգఖでʽ高
齢者とのコϝュニίーションの学;ʾʽ作業のྙの体感ʾʽίアのج;ʾという作業療๑
として大事な学;を得ていた。またシーθネットの高齢者と長くંした学生からはʽ࿟࢞
いていくことへのس望ʾやʽ高齢者から学;たいʾという高齢者のʽジΥネラティϑィテ
ィ（世代継承੓）ʾとݼԢするようなޢりが得られた。 
 学生は山添ଞでの短期的な高齢者との交流のなかでも、作業療๑学生として重要な学;
を得ていた。また高齢者も若者と関わることでϏϭーを得たり、ものͰくりのج;を感じ
ていた。シーθネット京都の高齢者たちは、ໝ٘׳者などのༀׄを通して学生をүててい
こうとしていた。それによりࣙ෾たちは支えられるだけのଚࡑではなく次世代をүてүΊ、
社会にとってもༀに立つଚࡑであるというଜݭを࣍つことができ、それがまた生きるྙに
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つながっていた。 
 また Zoom という ICT のघ段をひとつघに೘れたことが、シーθネット京都の高齢者た
ちの活動の෱を߁げていた。感ઝ঳の֨大Ծだけでなく、অ々にਐ体機能がਲえて外出が
ࠖೋになっても、ICTを活༽することができれば஧間や若者とつながることも可能である。
山添ଞなどのԗֶ地をළൡに๜໲することはできないにしても ICT を活༽することで学
生と交流するオンラ΢ンものͰくり教࣪は可能なのである。 
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㸳㸬㧗㱋者ࡢయຊ ᐃᩍᐊ 

  ࣭࣭࣭Ꮫ⏕が᥎㐍ࡍる୰ᒣ㛫ᆅᇦ࡛ࡢ㧗㱋者ࡢ೺ᗣㄪᰝ 

 

஦ᴗにࡅ࠾るᮏㄪᰝࡢ఩⨨࡙࣭ࡅ⫼ᬒ 

本事業においては、高齢者に対する生活支援として、さまざまなֱ度から検討するとと
もに、若い世代（学生等）による支援を実際に進めた。この௒ࠬは、ߨ੕等で推進する特
定健康ਏࠬや࣯໲ߴ໪への回౶を重視するフレ΢ル検ਏ等とはҡなり、高齢者ࣙਐがช࣊
通りਐ体を動かし体ݩし、඲価をणけるखりૌΊである。このखりૌΊの特௅として、ま
ͥ高齢者ࣙਐがࣙ൅的にࣙਐの体ྙや೟எ能ྙをஎりたいというドラ΢ϔがච要であると
言う点があげられる。すなわち、このखりૌΊに参加することは、高齢者のࣙ൅的な参加
意識をݼ;ًこすことにつながる。ಋ࣎に、能動的な運動を支えてくれる支援者がච要で
あり、支援者とのΑるやかなڢಉをともなう΢ϗントとしてもଌえることができる。支援
者として、学生はその点で༙ྙな人的ݱࣁであると考えられる。ただし、このような΢ϗ
ントを開催するにあたって、े຿へのプロϠーション、ࡒحࣁの運൘、学生を含΋スタッ
フのॕഩをはじめ༹々な࿓ྙがච要である。ॊ来より、このような健康௒ࠬの催しを෵਼
の地域で開催してきたݩܨはあるものの（2019 年野ळ2021、ࢤ 年੶山、ґຬ཮ࢤ等）、
今回は、特に中山間地域でのखりૌΊであるとともに、学生の支援を重視したखりૌΊと
して実ࢬしたものである。 
 

ᮏㄪᰝࡢ┠ⓗ 

本௒ࠬは、中山間地域ेࡑの高齢者と大学生の交流促進、およ;高齢者の健康支援の一
助になることを໪的とした。 

 
㸰㸧ᮏㄪᰝࡽ࠿ᚓࢀࡽるຠᯝ㸦௬ㄝ㸧 

  高齢者は、大学生による健康௒ࠬを通してࣙਐの健康য়ସをٮ؏的にஎることができ、 
今後の健康のң࣍・向上にༀ立てることができる。 
  大学生は、健康௒ࠬを通して高齢者のਐ体・೟எ・੠ਈ機能の特௅をஎることができ
るଠ、高齢者との交流を通して৚意྘域の成長を促すことができる。 
  中山間地域ेࡑ高齢者と大学生という、෕段交流することのない世代間交流が健康௒ 
ࠬを通して促進することができる。 
 

஦๓‽ഛ 

2022 年 9 ݆ 12 日ʛ14 日の健康௒ࠬに向けてԾىの事઴६ඍをߨった。 
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㸦㸯㸧ዉⰋ┴ᒣῧᮧ࡛ࡢㄪᰝᐇ᪋にྥࡅ 

 ࡏࢃྜࡕᡴࡓ
医療๑人ਜ਼࿪会野ଞ医院ʁ野ଞ৶ղ 

院長およ;山添ଞฯ健ෳࢳ課ʁ৿ੋ࿪ 
とࢥฯ健ܛ 7 ݆ॵ२に໚会し、௒ࠬの 
टࢭઈ໎や方๑などをઈ໎しཀྵմを得
た。その後は、メール等で६ඍを進め 
た。 

 
㸦㸰㸧Ꮫ⏕ࣝࢡࣜࡢーࢺ᪉ἲ 
 健康Ռ学部ཀྵ学療๑学Ռ 3 回生のう 
ち、高齢者の健康支援に興ັのあるཀྵ 
学療๑学Ռ઒໵コース（ϖルスプロϠ 
ーションコース）に所଒している学生 
21 ໌にس望をखり、ࣙら参加をس望し 
た 19 ໌が対েとなった。ただし、2 ໌ 
が体௒෈ྒྷにより参加がࠖೋとなった
ため、健康Ռ学研究Ռの大学院生 1 ໌ 
を௧加し、学生 18 ໌とӀི教員 5 ໌で
௒ࠬをߨうこととなった。 

 
㸦㸱㸧㧗㱋者ࣝࢡࣜࡢーࢺ᪉ἲ 

 山添ଞ地域ใׇ支援センターから健康௒ࠬのチラシを高齢者にഓාして、健康௒ࠬの 
告எをしてもらった。 
 
㸦㸲㸧ㄪᰝ఍ሙࡢᡭ㓄 

 ௒ࠬは体ྙ଎定を中心にߨうため、߁いスϘースの会場がච要となる。また、中山間地
域のため、参加高齢者が集まりやすい場所を確ฯするච要がある。山添ଞฯ健ෳࢳ課のघ
ഓにより、3 会場（12 日ʁ๝原公຿ؙ、13 日ʁ東山公຿ؙ、14 日ʁฯ健ෳࢳセンター） 
でߨうこととなった。 
 
㸦㸱㸧ㄪᰝ᪉ἲࡢ஦๓⩦ᚓ 

参加学生 18 ໌を対েに健康௒ࠬでߨうਐ体機能検ࠬ、೟எ機能検ࠬ、生活機能検ࠬを 7
݆から実ࢬ࿇सをߨった。 
ਐ体機能検ࠬとしては、ਐ体ૌ成、Ѵྙ、ौೊ੓（長࠴体઴۸ړ཯）、Ծ30）ྙ۔ࢸ භ 
Ҟ子立ち上がりテスト）、ิߨ能ྙ（Timed Up & Go Test）、立Ғバランス（開ءฤଏ立
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ちฯ࣎࣍間）などを中心に実ࢬした。 
 
յ ㌟యᶵ⬟᳨ᰝࡢ᪉ἲ 

ਐ体ૌ成の଎定には、生体ుـ΢ンϒーξンス๑によるポータϔル体成෾෾ੵ装஖  
InBody470（΢ンϚディ・ジャϏン੣）を༽いる。଎定حの૤作方๑を࿇सするとともに、
଎定によって得られた体ਭ෾ྖ、たんͼく࣯ྖ、ϝネラルྖ、ྖ۔֪ࠐ、体ࢹ๳ི、Body 
Mass Index について、高齢者へのフィードバック方๑について指導した。 
Ѵྙの଎定には、デジタルࣞѴྙܯ（T. K. K. 5401、஝Ҭ機ح社੣）を༽いる。Ѵり෱は、
示指の第 2 関ઇがほぼ௜ֱになるように௒ઇし、଎定࣎にѴྙܯが体にৰれないことに஭
意しながら࿇सした。 
長࠴体઴۸ړ཯は、デジタル長࠴体઴۸ܯ（T.K.K.5412、஝Ҭ機ح社੣）を࢘༽する。 

開ࢸ࢟Ғは、ྈԾࢸを機حの間に೘れた長ࢡ࠴੐で、ปにഐ部とా部を෉け、घはݠ෱の
 。のघ઴୼にかかるように஖き、ྈඞを৵ばしたまま઴۸するように指示したحさで機߁
30 භҞ子立ち上がりテストは、ඞかけのない高さ 40cm のҞ子を࢘༽し、 ྈ上ࢸをڵの
઴でૌんだҞ子࠴Ғで実ࢬする。開࢟の合ਦでҞ子࠴Ғからග関ઇが׮全৵ఴする立Ғと
なり、࠸;着࠴するまでを̏回とし、30 භ間における合ܯ回਼をܯ଎するよう࿇सした。 
Timed Up & Go Test の଎定は、࠳໚の高さが 40 ᶴのඞֽけのない Ҟ子にֽࠌけた 
の合ਦでิき出し࢟੐から、開ࢡ �ⁱ� ઴方にഓ஖したポールを回って着࠴するまでの࣎間
をデジタルストップΤΧッチで଎定する。ิߨのড়݇は 最ଐิߨでߨうようにઈ໎した。 
開ءฤଏ立ちฯ࣎࣍間は、120 භを上ݸとして、ストップΤΧッチを༽いてࠪӊ 2 回ͥつ
しءをつけ、開ࢸする。この際、対ে者は体側に上༼ࡀ間を࣎い、ࠪӊの最長ߨ 2m 先の
һを஭視するように指示し、上ࢸが体ײを཯れる、支࣍脚のҒ஖がͥれる、または対側の
ଏ部がজにつくまでの࣎間を଎定するよう࿇सした。 
 

ㄆ▱ᶵ⬟᳨ᰝࡢ᪉ἲ 

೟எ機能検ࠬとして、国際的に෕ٶしている೟எ঳のスクリーニング検ࠬである Mini-
Mental State Examination をમ୔した。この検ࠬは課題内容に書࣊、ชহߑ成、ਦܙໝࣺ
を含΋ことが特௅である。最高得点は 30 点であり、28 点Ґ上がਜ਼常、24ʛ27 点がܲ度೟
எ্֒、23 点ҐԾの場合が೟எ঳のٛいありと൓இされる。඲価の方๑やཻ意点、高齢者
へのフィードバックの方๑などを指導した。 
 

⏕άᶵ⬟᳨ᰝࡢ᪉ἲ 

生活機能の඲価として、خ本チΥックリストを༽いる。خ本チΥックリストは、ʰ日常
生活関連動作 5ɦ ໪、hߴ 運動حの機能 5ɦ ໪、hߴ ఁӭ཈ 2ɦ ໪、hߴ 口ߤ機能 3ɦ 、໪ߴ
ʰถじこもりʱ2 ໪、ʰ೟எ機能ʱ3ߴ ෾ʱ5ـ໪、ʰཊうつߴ ໪のߴ 7 ྘域 25 ໪の࣯ߴ
໲に対してʰはいʱ、ʰいいえʱで回౶する࣯ࣙࣞى໲ࢶධである。各࣯໲ߴ໪について
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生活機能への໲題がある場合に点਼が 1 点加ࢋされ、点਼が高いほど生活機能への໲題が
あると඲価する。 
 

 ᐃ఍ᙜ᪥ࡢὶࢀ 

଎定会は、ޗ઴（10:00ʛ12:00）とޗ後（13:00ʛ15:00）の 2 部੏でߨい、学生が中心
に଎定会を実ࢬした。高齢者が来場したらまͥ、݄ѻ・ຼധ、体௒のチΥックをߨい、実
଎や体ྙ଎定、೟எ機能検ࠬや生活機能ܯઈ໎や஭意点などをઈ໎した。その後、ਐ体ࢬ
検ࠬなどの࣯໲ࢶ௒ࠬを実ࢬした。 

 ᵝᏊࡢーシࣙࣥࢸ࢚ࣥࣜ࢜             

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

㌟య⤌ᡂࡢィ             㛤║∦㊊❧ࢺࢫࢸࡕ 
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    ୗ⫥➽ຊࢺࢫࢸ            㛗ᗙయ๓ᒅ㊥㞳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Timed Up & Go Test         30⛊᳔Ꮚ❧ୖࡕがࢺࢫࢸࡾ 

 
 
 
 
 
 
 
 

೟எ機能検ࠬ 生活機能検ࠬ 
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 ࢡࢵࣂࢻー࢕ࣇࡢᯝ⤖  ࠺⾜࡛࣐ࣥーࢶ࣐ࣥ
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 ࢡࢵࣂࢻー࢕ࣇࡢᯝ⤖  ࠺⾜࡛࣐ࣥーࢶ࣐ࣥ
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㸵㸧ㄪᰝ⤖ᯝ 

参加した高齢者は、3 日間で 60 ໌であり、その内訳は 70 代が最も多く（63%）、੓
พではঃ੓が 63%と多かった。 

 
 

 
 
 
参加高齢者の体ྙは、஋ঃともにय़ෆ੓やิߨ能ྙの指ඬとした Timed Up & Go Test 

（Ҟ子からの立ち上がりとิߨのૌΊ合わせテスト）、Ծྙ۔ࢸの指ඬとした 30 භ間
のҞ子立ち上がりテストが全国平ۋ値を上回り、ਐ体のौೊ੓の指ඬである長࠴体઴۸
 。値をԾ回ったۋ間は全国平࣎࣍཯と立Ғバランスの指ඬとしたฤଏ立ちฯړ
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このことから、఺ౙしやすい高齢者が

多いことが༩଎される。実際、գڊ 1 年
間の఺ౙྼ௒ࠬでは、25%が఺ౙ（全国
௒ࠬʁ10ʛ20%）をݩܨしており、఺ౙ
༩๹のखりૌΊがච要である。 

 
 
 
 
 
 
本௒ࠬで特ජすべき点は、参加者高齢者の೟எ機能である。೟எ঳のٛいがある高齢

者は 10ˍ、೟எ঳༩ඍ܋とされるܲ度೟எ্֒のある高齢者は 43ˍ、よって೟எ機能
に໲題が೟められる高齢者はܯ 53ˍ（全国௒ࠬʁ೟எ঳ 15ˍ、ܲ度೟எ্֒ 13ˍ）に
上り、೟எ঳のٛいなしと൓定された高齢者 47ˍを上回った。このཀྵ༟は໎らかにでき
ないが、خ本チΥックリストの൓定結Վをݡると、ถじこもりܑ向とうつܑ向に֚当す
る高齢者がともに 27.3ˍと多いことから、COVID-19 のӪڻで社会とのつながりがسമ
となった可能੓が考えられる。༹々な活動をとおして੷極的に高齢者の社会参加を促す
ච要があるのかもしれない。 
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㸶㸧೺ᗣㄪᰝᐇ᪋ᚋࡳ⤌ࡾྲྀࡢ 

௒ࠬ実ࢬ後、山添ଞฯ健ෳࢳ課に఑出する健康௒ࠬ報告書を学生が中心となって作成 
した。参加高齢者の体ྙについては年齢พ全国平ۋ値とർֳし、౹ܯմੵなども含めて、
A4 γ΢θ 31 Ϙージの報告書を作成した。 
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 ᡂᯝࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

参加した高齢者からは、ʰ若い学生とৰれ合うことで生き生きとできたʱ、ʰࣙਐの体
ྙや体ૌ成、೟எ機能をஎることができたʱ、ʰ運動やৱ事など、健康によりـをഓΘう
と 思ったʱなどの੢が਼多くซかれた。今回の大学生による健康௒ࠬを通して、高齢者
ࣙਐの健康য়ସをٮ؏的にஎることができ、健康への関心が高まったことが推ࡱされた。 
 大学生は、健康௒ࠬを通して高齢者のਐ体・೟எ・੠ਈ機能の特௅を実感できた。今回、 
医療৮を໪指す学生にとって、健康௒ࠬを通して高齢者と交流できたことは、ϐトの健康 
を支える઒໵৮としてのְࣙと੻೜を࠸確೟できたと思われる。 
 また地域ใׇ支援センターは、ฯ健ෳࢳ課に఑出した௒ࠬ報告書とݺพの଎定データ 
を༽いて、よりްՎ的に地域高齢者の健康支援対ࡨにखりૌんでほしい。 
  
 

  
  

 
本事業におけるखりૌΊ成Վの意ٝ 
高齢者に対する生活支援のテーマでは、高齢者の日常生活のおࠖりごとを、若い世代が

௜ં支援することを連૟しがちであるが、本事業では、もっとพな意ັで若い世代は高齢
者の生活支援ができることがک௒されてきている。本௒ࠬもその 1 つであり、このような
健康௒ࠬは山添ଞの高齢者にとっては、ひとつの興ັ深い΢ϗントでもあり、ࣙ෾のਐ体
を能動的に動かす機会でもあったと、とらえられている。ここでの学生のༀׄは、Αるや
かなものであるが、本事業では特に重視できる関わり合い方である。山添ଞではコロψՔ
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において、山間地域で૧ごもり的なয়ڱに高齢者が஖かれた可能੓が本௒ࠬから示唆され
たたが、能動的な活動をܻ࢙し、世代間交流を推進する機会はますますي重であると意ٝ
Ͱけられる。 
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̔ɿコϝュニティ支援を通じた高齢者と若い世代の交流のあり方 
    ・・・෼作り、体૤、ৱ඾ロス໲題、म࿓的活動などを通して 

小川敬之 原ీॢ 
஦ᴗにࡅ࠾るᮏㄪᰝࡢ఩⨨࡙࣭ࡅ⫼ᬒ 

本事業では、高齢者に対する生活支援として、さまざまなֱ度から検討するとともに、
若い世代（学生等）による支援を実際に進めた。 
この௒ࠬ（実践）は、団地や NPO ๑人等が実ࢬするさまざまなコϝュニティにおいて

多世代交流をߨい、高齢者が主体的にߨう活動を఑ڛし学生がγポートしながら、ࣙ 立（ࣙ
ཱ）੓をً׫するखりૌΊをߨった。また、今回は社会的課題とも言えるৱ඾ロスに関わ
ってもらい、それらに関連するさまざまな社会課題（高齢者ಢڋ、ৱ඾ഃؼ、සࠖ、Պఋ
 。など）を考えるきっかけにしたڧ؂
学生にとっては社会課題の実際や高齢者とのંし方など、その実ସをിで感じखる機会

にし、গ来医療৮になる学生にとっては、教Ռ書では学΁ことのできない社会課題の現実、
高齢者との関わり方をஎる機会になること考えられる。また、継続੓のある地域ղ೘を意
ਦとして、3 回生のٝߪ（地域ใׇίアシステムԍस）としてコϝュニティへの参加や活
動఑ڛを実ࢬした。 
今回はʰ地域ใׇίアシステムԍसʱで実ࢬた山Ռ団地での多世代交流とκϝで実践し

た京都ࠩࢤէ野の一ݤՊで学生と一ॻにߨったम࿓的活動の事例を報告する。 
 
ᶅ ʲD 団地での多世代交流 ʗ大学ٝߪの一؂としてʗʳ 
 
京都ࢤの C 地ۢにある D 団地बว地域を対েフィールドとした。C 地ۢは京都ࢤの中

でも高齢Կིの上তが特にݨஸであり、人口にઐめる 65 ࡂҐ上のׄ合かが現 30.5%から
2045 年には 43%まで上তすると推定されている。また、公立小学ࣉߏಒ਼は 5 年間で 
少が課題ݰ年齢人口、子とども人口のࢊ少しており、子үて世代の఺出による生ݰ10.7%
となっている地域である(京都ࢤ 2019)。 

C 地ۢの中ほどにある D 団地は、দ࿪ 40 年代にݒઅされた全 3 ౫ 986 営団地ࢤのރ
で、ྣંしている公営集合े୒ 7 ౫、1095 を合わせるとރ 2000 集合े୒ܗを௔える大ރ
地である。ైิݏ内に大ܗスーϏー、バスం、小中学ߏ、公Ԅがあり、ർֳ的ཤส੓の高
い地域にҒ஖している。ेڋ世ଵの༁ 3 ෾の 2 が高齢者を含΋世ଵで、そのうち༁ൔ෾は
高齢者の単ਐ世ଵとなっている。  
近年、D団地は特に高齢Կが進んでおり、ಢڋ高齢者世ଵや࣪ۯのଁ加、子үて世ଵの

少といったこれから日本が௜໚すると思われる重要課題がすでにූき彫りになっているݰ
地域と言える。京都ࢤは 2019 年にこのΦリアをׯ学連携によって少子高齢Կ対ࡨにखり
ૌ΋地域に指定し 、ජ者らは 2019 年から地域活੓Կのための検討会メンバーとして参ժ
している。検討会メンバーは࣑ࣙ体の૱合ةժ局、健康長寿 推進課、地域ใׇ支援センタ
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ー、࣑ࣙ会連合会、大学教員でߑ成され、地域活੓Կのための΢ϗント開催まで意ݡ交׷
会を 4 回ఖ度実ࢬした。  
ニーθ௒ࠬ 
い、それをきっかけߨ体としては団地の活੓Կを໪的に、Ձ๯かの΢ϗント開催を࣑ࣙ

に活੓Կの機運をਦるܯժであったが、検討委員会において、まͥは団地のニーθをஎる
ことが先݀であるとの意ݡが出た。そこで 2000 に地域に対する඲価と今ރを対েに全ރ
後のس望に関するアンίート௒ࠬを実ࢬすることになった（2019）。 
結Վ、835 部の回౶(回फི 42%)からɾ༁ൔ਼のे຿がコϝュニティのਲୂを感じてお

りɾ54%のे຿が地域活੓Կのためにʲ高齢者から若者まで多世代が交流することʳを望
んでいた。しかしɾॊ઴より世代間交流の場となっていた࣑ࣙ会や子ども会といった地域
の活動に対してはෝ担を૎える੢も多くɾ担いघの෈ଏから活動がਲୂしている現য়にあ
った（ਦ̏、ਦ̐）。 

 

図１ 将来 D団地はどうなれば良いと思うか？ 

 

図２ D団地が活性化するためには何が必要だと思うか？ 
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高齢者が安心して暮らせる団地

若い人が多く住む団地

高齢者から若者まで多世代が交流する団地

子育てしやすい団地

自治会などのｺﾐｭﾆﾃｨ活動により支え合う団地

趣味・サークル活動がしやすい団地

外部から見て住みやすいと評価される団地

周辺地域や公共機関とうまく連携できる団地

今のままでいい

0 100 200 300 400 500 600

交通機関の充実で居住者数を維持
医療・福祉の充実により居住者数の維持

子育て環境の充実で若い世代に住んでもらう
高齢者や若者がバランスよく住むこと

団地周辺で高齢になっても働くことのできる…
教育や年齢に関係ない生涯学習環境の充実

文化活動やスポーツを通じた健康づくりの場…
住民が参加できる祭りなど，活性化のイベン…
健康診断，健康相談の機会がもっと多くある…
自治会や敬老会などの活動の中心となる人材…

日頃の買い物がしやすい環境
配食サービスや飲食店が近い等，気軽に食事…
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アンίート結Վをणけて 
 継続੓を࣍って多世代の交流ができ、े຿と学生૔方にとってӻがある࢕ૌΊとして作
業療๑学Ռ̑回生のٝߪʰ地域ใׇίアシステムԍसʱであれば、多世代交流をߨいなが
ら学生のྡজݩܨにもなり、また団地े຿のニーθに対Ԣできると考え、団地の࣑ࣙ会、
京都ࢤ等にも఑案し実ࢬする運;となった。 
ຘ年、৿年度の開催ܯժを立てる中で、࿟健事業との݋͸合いも考え、社会的にも課題

となっているフードロスの課題を学生にも考えてもうために、NPO ๑人セΩンドハーϗ
スト京都と連携し、ৈັ期ݸが近いৱ඾を఑ڛしてもらい、΢ϗントとಋ࣎にৱ඾ഓාを
実ࢬするܯժも௧加した。その実践の報告をߨう。 
 
ᶅ 2022 年度の実ࢬ回਼とプログラム内容 
した。今年度より৿たにৱ඾ロス（NPOࢬ回実̓ܯ ๑人セΩンドハーϗスト京都఑ڛ）

のखりૌΊも௧加し実ࢬした。ৱ඾ロスに関してはこれまで参加が少なかった஋੓も多く
参加するܑ向がݡられた。学生には、ഓාৱ඾のഓ஖をどうするか、ࠟใ、ഓාに関わっ
てもらい、ৱ඾ロスの໲題に関連する多くのこと（සࠖ、Պఋڧ؂など）を考えるきっか
けにした。 

 

 
 
ྫ࿪ 4 年（2022 年度）にそう参加者は 206 ໌であった。૓作活動や学生が考えたਐ体・

೟எ体૤を実ࢬ。΢ϗント終྅ৱ඾のഓාをߨった。ৱ඾ロスのखりૌΊは̑回໪から開
機に̒回໪、̓回ܘしたが、ৱ඾だけणけखりに来る方が多くいた。しかし、̑回໪を࢟
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໪と参加してくるे຿の方もおられ、また学生の஺ೣな関わりに感໑をणけて、継続をす
るे຿の方もおられた。65 た࣍を׳Ґ上の方が̖ׄをઐめていたが、中にはՁらかの࣮ࡂ
れている若い方の参加もあり、社会参加のֽ࢕けをさまざまな方๑で考えていくච要を感
じたが、ʰৱべることʱ、ʰֺし΋ことʱ、ʰಉくことʱなどは人を動かす大きな要ોで
あることは今回の΢ϗントで感じたことであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

෼作りや学生が考えた体૤を参加者と一ॻにߨっている෫ܢ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
఑ڛされたৱ඾を学生がഓڇしている。この࣎に༹々な会࿫が生まれる。 
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ᶆ ΢ϗント開催の結Վ 
ʴ参加ܑ向ʵ 
多世代交流後に参加者へ、ニーθや感૟、要望に関するアンίート௒ࠬをߨった。 

΢ϗントの開催はこれまで、ݽ定した団地の集会場で実ࢬしていたが、参加者がݽ定され 
 

 
 

ており、団地全体にबஎすることも໪的に今年度は開催場所をรߍして実ࢬしてΊた。上
は参加者の౫พ参加者人਼である。やはり、ेんでいる౫の近くの集会場で開催されたى
΢ϗント参加するܑ向にあった。 

 
ʴ΢ϗント内容に関する結Վʵ 
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まとめ 
΢ϗント内容に関しては֕͸ຮଏ感が高かったが、健康଎定に関してはॵ回の一回だけ

しかߨわͥ、ຘ回実ࢬしてほしとの要望が多かった。やはり健康に関する意識は高いが、
ࣙ෾の健康度を定期的にஎるघ段が๣しいことがわかった。݄ѻや݄౸値など؈ҝにܯ଎
できるものは、例えばコンϑニなどでもܯ଎できるようにすることで、ࢤ຿の健康意識の
向上や外に出てくる機会にもなるのではないかと思われた。 
また、今回ৱ඾ロスへのखりૌΊとして、ৱ඾ഓڇをߨったが、そこではこれまで΢ϗ

ントに参加していなかった方や஋੓が多くݡられ、社会参加を促す઀り口は༹々であり、
人がՁによってߨ動をًこそうとするかも༹々であるが、ʰৱすʱʰج΁ʱʰಉくʱそし
てʰ若いྙʱなどは高齢であってもݿ立していても、人の心を動かし、体を動かすきっか
けになるのではないかと思われる。 
ҐԾ、΢ϗントに参加してくれた高齢者と関わりを࣍った学生たちの੢の一部を়ղす

る。 
ʴ団地の方ୣの੢（一部）ʵ 
 し΁りに঺ったٳ・
・若い人とのやりखりでこっちもـݫになる 
・ॵめはՁを࿫してよいかわからなかったが、一生ໍݔ関わってくれたのでよかった 
・Φネルάーをもらった。感謝。 
・次がֺしΊです。 
・健康ਏஇをたくさんしてほしい。 
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人がՁによってߨ動をًこそうとするかも༹々であるが、ʰৱすʱʰج΁ʱʰಉくʱそし
てʰ若いྙʱなどは高齢であってもݿ立していても、人の心を動かし、体を動かすきっか
けになるのではないかと思われる。 
ҐԾ、΢ϗントに参加してくれた高齢者と関わりを࣍った学生たちの੢の一部を়ղす

る。 
ʴ団地の方ୣの੢（一部）ʵ 
 し΁りに঺ったٳ・
・若い人とのやりखりでこっちもـݫになる 
・ॵめはՁを࿫してよいかわからなかったが、一生ໍݔ関わってくれたのでよかった 
・Φネルάーをもらった。感謝。 
・次がֺしΊです。 
・健康ਏஇをたくさんしてほしい。 
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ʴ学生の੢（一部）ʵ 
・ֺしんでもらえてࣙ෾たちもذしかった 
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・ࣙ෾のஎらないこと（地域のことやその地域のྼ࢛など）がたくさんあり、ֺしく࿫  
 ができた。 
・ॵめՁを࿫してよいかރ࿯ったが、༑しくしてもらいذしかった。 
 
 

ᶆ ʲम࿓的活動を通した多世代交流 ʗ一ݤՊ(F ఝ)でのखりૌΊʗʳ 
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බ院の開催や地域े຿とものͰくり教࣪などを定期的にߨっている。京都橘大学の学生や
京都ܵ術大学の学生などが活動のघఽいや෼作りを一ॻにߨう中で、高齢者のـݫが促進
されている。 
ここでは F ఝでのखりૌΊの実際と多世代交流のໝ༹を়ղする。 
 
F ఝの事業়ղ 
F ఝは NPO ๑人地域ڠ生開൅機ߑともつくがߨうम࿓的活動のڎ点で、ྫ࿪ 3 年より

活動を開࢟している。ݺ人よりۯきՊとなった F ఝを௠ୁさせてもらい、बวの࣑ࣙ会、
地域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ใׇ支援センター、社ڢ、子ڛ会、ة業と連携し、高齢者を中心としたम࿓的活動を઀

り口にした多世代交流の場を定期的に開催している。現ࡑは常ளの৮員がいないため、݆
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኱学

京都市嵯峨野一軒家「 F邸」
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活動拠点

学生

研究者

（ 株） アグディ

水産加工会社
さーて黒潮（ 宮崎県）

就労的活動

木箱作成、 クラフト
キッ ト 作成、 タオル
たたみ作業

・ 就労的活動（ 企業連携の推進）
・ コミュニティカフェの運営

社会課題解決に向けた連携
予防事業終了後の連携
多世代交流の促進

対象者の紹介
予防事業終了後の連携

多世代交流への協力
イベント の広報

クラフト 関連の有償
活動を提供

（ 株） オールアバウト
ライフワークス

タオルたたみ、 その
他有償活動の提供

企業の協力
活動の提供

嵯峨地域包括支援
センター

京都市

カラスミ を入れる
木箱制作

お手伝い、 活動
への参加

予防事業のサポート 、
学生介入のサポート

・ 介護予防事業終了後の活動を検討
・ 地域包括支援センターとの連携推進
・ ふるさと納税返礼品

（ 株） アグディ

水産加工会社
さーて黒潮（ 宮崎県）

クラフト 関連の有償
活動を提供

（ 株） オールアバウト
ライフワークス

タオルたたみ、 その
他有償活動の提供

カラスミ を入れる
木箱制作

＜将来＞
シェ アハウス/コワー
キングスペースの検討

宮崎県門川町 ・ ふるさ と納税返礼品
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に̐回の開催となっているが、ྫ࿪ 5 年 4 ݆より常ள৮員をޑ༽し、これまでߨࢾ的にߨ
ってきた༹々な活動を本֪Ֆಉする༩定となっている。 
大学生や院生の関わりもあり、京都橘大学、京都ܵ術大学の学生や院生の参加もあり、

高齢者との交流を੷極的にߨっている。 
 

ᾞʁコロψՔでも活動をࢯめないようにと web での研र会を 3 ϴ݆に一度ߨっていた。参
加者਼は平ۋ 30 ໌઴後であり、地域Ͱくり、ۯきՊ活༽、म࿓的活動の実際など多زにわ
たるテーマにてߨわれ、現ࡑも継続している。参加者の଒੓は医療・ෳࢳ関ܐ、シンクタ
ンク（東京都健康長寿医療センター）、大学、ߨ੕、ة業など༹々であった。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ᾟʁҐԾのࣺਇはおもちΎබ院のϚランティアスタッフと学生、おもちΎをरཀྵに来たこ
どもたちと交流している場໚である。շれたおもちΎがその場で࣑っていく༹と子どもた
ち 
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のキラキラとしたන৚とのマッチングがとてもһেに࢔る場໚である。ࣙ ෾がघを動かし、
ಉくことで୯かがج΁、ࣙ෾のʰ出൬ʱがあるということは大઀に思われる。ࣙ෾ができ
ることを人のために఑ڛできることでـݫになる人はたくさんおられるはͥである。それ
は年齢に関ܐなく、高齢者も若い世代もಋじだと思われる。そうした出൬があるʰ෥ୈʱ
をߑ஛していくことも大઀なखりૌΊだと考える。 

ᾠʁコϝュニティΩフΥの開催を݆̐回実ࢬしている。࣎઄、そのಕのࢥߪをおݼ;し、
ϭークショップと一ॻに開催することもある。
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ᾡʁة業と連携して、म࿓的活動をߨった。具体的にはਭࢊ加޽会社が΀るさと೴੭の඾
を೘れる໨സ作りである。੣ࡒ所の৮人さんに੏作޽ఖを؈ҝԿしてもらい、そのための
れていないこともあり、実際に׵った。ॵめはߨ単に੣作できるもので؈、෋し޽ྋをࡒ
えるものは࢘ 1/10 ఖ度であったが、Ձ度か回਼を重͸るうちにྒྷいസが作れるようにな
った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ҐԾのࣺਇは全国ఴ開しているघܵة業が൤ജするϑーθハンΪーのࡒྋをୀ٩めす

る作業である。ևで޽ఖをわけ、流れ作業的にୀに٩めていく޽ఖは、׵れてくるとඕՐ
が出るほどであった。この作業に学生も参加してもらい、׵れたघつきの高齢者からݭし
く指導をणける場໚などもあり、学生も高齢者のघ際のྒྷさにڽいている༹子であった。 
 学生たちはط上の上でʰ高齢者はʱと学΁。ૈ෗฾とのಋڋをしている学生であればそ
うでもないかもしれないが、ಋڋしていない学生も多い。そうした中で、高齢者の΢メー
ジを教Ռ書やメディアの中だけで作り上げている学生も多い。一ॻに活動や作業をߨう中
で、ࣙ෾が思う΢メージとはҩう高齢者のࢡを൅ݡし、そこから৿たな世代間交流のܙも
生まれてくるものと思われる。 
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ҐԾのࣺਇは学生、地域े຿、高齢者のև༹と一ॻにϘットϚトルで作る՘෫ऄを੣作し
ているとこΘである。ここでも՘のはΊの࢘い方や৯の౅り方など高齢者から容ࣽのない
指導が೘る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本事業におけるखりૌΊ成Վの意ٝ 
今回の事業でһে的だったのが、高齢者も若い世代とどのようにંすればྒྷいのかとい

うރ࿯いがあるということであった。コϝュニティがあっても、૔方でどのように関われ
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ばྒྷいのか෈҈を์えたয়ସであれば、そもそもそのコϝュニティにଏを運΁こさえ少な
くなってくることが考えられる。しかし、༹々な世代が集まっても、ものを作ることやৱ
事をすることは活動そのもののೳ୸はあれ、ڠ通するとこΘが多い。そうしたഖղ෼（΢
ϗント）を活༽し、世代間の交流の場を࣍つ、そしてڠ通の活動をߨう中で૔方の思いや
஖かれているয়ڱを深くཀྵմしていく。そのգఖをಁ΋ことで、高齢者は機能がఁԾして
おり、支えるべき人というステレオタ΢プ的なݡ方ではなく、૔方でできないことをึい、
できることで૮घをγポートするという地域ڠ生社会への進ఴへとܪがっていくものだと
感じた。 
今回は実践報告が中心となったが、今回の࿟健事業の活動を機に、世代間交流をߨう中

で、ֺしΊの場やम࿓的活動が心ਐ機能にどのようにӪڻするのか、そしてそのԈ長ત上
に社会ฯ্ඇへのӪڻ（要支援の方々がـݫになりղޤฯݧをཤ༽しなくなれば、社会ฯ
 。になる）のΦϑデンスなどを研究していきたいݰのܲ༼࢘ྋݧ
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̕ɿҡ世代ホームシΥアに関する௒ࠬ研究 
・・・・若い世代と高齢者のホームシΥアのૌ৭的खりૌΊ・・・・ 
 

事業における本௒ࠬのҒ஖Ͱけ・ഐܢ 
本事業の課題は、若い世代が“日常生活、学生生活、課外活動等を通じて、高齢者に対す

る生活支援や٠ڢ体への参加等の地域ใׇίアにかかるखりૌΊにԃ׊に参加できる”こ
とをめざすものであるが、大学教үにおける実践の中で、઴फ़までの例では、授業や課外
活動まではใׇしていたが、“日常生活”での参加は、೘っていなかった。そこで、ここで
は特に、課題が૟定する若い世代の“日常生活、学生生活”におけるेڋに焦点をあてて௒
ࠬ研究をߨった内容を報告する。 
後फ़するように、本事業はߨ੕と委୙ة業が฾体となって実ࢬする活動であるが、大学・
学生ૌ৭は重要なༀׄを担っており、૮஌、連絡の窓口としても教員が機能したりするこ
とから大学での教ү実践の一つとΊなすことができる。この活動は、学生の教ү活動のひ
とつとしてもҒ஖෉けられており、若い࿓ಉ者が҈価なेڋを高齢者から఑ڛされるとい
ったटࢭとは、まったくพなखりૌΊである。このような学生のݩܨはम活では大学のキ
ャリアセンターや、地域連携センターも関ܐする可能੓があることから、こうしたキャリ
アߑ஛の意ັでも大学との関連が期待されるखૌともいえる。 
この௒ࠬ研究については、当ॵ、研究ܯժにใׇされていなかったが、本事業の事業検討
委員会には京都λリデールのฤ໨࣑޻氏が外部委員として含まれており、助言を得ている。
そこで、若い世代としての学生と高齢者のホームシΥアについても、࿰を߁げて௒ࠬをߨ
ったことから、本事業における௒ࠬとしてҒ஖Ͱけ、ここに加えた。 
なお、本報告は、世代間交流学会の学会ࢿにࡎܟされた主に川㟔（2022）1)の内容をϗー

スにまとめたものである。 
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1. 異世代ホームシェア࡜ி㒔ࢹࣜࢯーࣝ 

 ㏆ᖺࠊ᪂࠸ࡋᆅᇦඹ⏕ࠕ࡚ࡋ࡜ࡘ࡜ࡦࡢࢳ࣮ࣟࣉ࢔ࡢ␗

ୡ௦ࡀࠖ࢔࢙ࢩ࣒࣮࣍ὀ┠ࢆ㞟ࠋࡿ࠸࡚ࡵこれは、地域に
฽らす෋෌若しくは単ਐの高齢者世ଵがࣙ୒のۯき部Բ
等をཤ༽し、݄ԓ・地ԓ関ܐのない若者（ࡑ学中の大学生
等）に間ୁしすることでڠಋ生活をߨう、৿しい૮ිޕ助
の࢕ૌΊである。ҡ世代ホームシΥアは次世代Ծॕともݼ
ばれ 2)、いわΑるੴながらのԾॕܙସにプラスアルフΟの
要ોが加わっており、ՊԲを఑ڛする側とされる側૔方が
༹々なメリットをڙणすることができる。 

 学生の֙として全国的にもஎられている京都ැにおい
ては、国内でも先進的にҡ世代ホームシΥア事業にखりૌ
んでいる。フランスのҡ世代ホームシΥア事業ʰLe Pari 

Solidaire をɦϠデルとしたh 京都λリデール はɦ、2015年から事業が開࢟され、これまで
に 57ૌのҡ世代ホームシΥア世ଵをැ内にஂ生させてきた 3)。京都λリデールは、ׯ຿一
体ܗのҡ世代ホームシΥア事業であり、京都ැはැ内෵਼の຿間ة業と高齢者団体、学生
団体と連携し、高齢者と学生がҡ世代ホームシΥアを実践するまでのプロセスを支援する
（ਦ 3）。このプロセスとは、まͥැと業ແ委୙されたة業がҡ世代ホームシΥアをس望
する高齢者ٶ;若者のู集をߨい、ʰマッチングʱとݼばれる機会をઅける。マッチング
では事業者の立ち会いのもと高齢者と若者૔方がا合わせをし、場合によっては 1 ु間ఖ
度のおࢾしಋڋ等がߨわれた後、ホームシΥアを開࢟するかどうかを݀定するというもの
である。 

 

 

 

 

 

  

ᅗ 1. ி㒔ᗓ, ி㒔ࢹࣜࢯーࣝ஦ᴗ

 ࡾࡼࠖ࡬ࡲࡉⓙࡢ㧗㱋者ࠕシࣛࢳ

ᅗ 2. ி㒔ࢹࣜࢯー࡛ࣝ異世代ホームシェアࡍࢆるᙜ஦者ࡕࡓ 

228



228 
 

 

1. 異世代ホームシェア࡜ி㒔ࢹࣜࢯーࣝ 

 ㏆ᖺࠊ᪂࠸ࡋᆅᇦඹ⏕ࠕ࡚ࡋ࡜ࡘ࡜ࡦࡢࢳ࣮ࣟࣉ࢔ࡢ␗
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ばれ 2)、いわΑるੴながらのԾॕܙସにプラスアルフΟの
要ોが加わっており、ՊԲを఑ڛする側とされる側૔方が
༹々なメリットをڙणすることができる。 
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 京都λリデールにおいて、ҡ世代ホームシΥアの事業スキームが当事者ٶ;社会にど
のようなメリットをもたらすことが期待されているのかҐԾに੖ཀྵする。まͥ若者をणけ
೘れる高齢者にとっては、ۯき部Բをཤ༽することで෈࿓所得が֭得でき、地域とのܪが
りがسമとなって生じる社会的ݿ立・ݿৱ・ݿಢࢰといった社会課題のմভが期待でき
る。加えて、京都λリデールにおけるҡ世代ホームシΥアは、若者による高齢者世ଵの
ʰ؉やかなݡगり活動ʱとしてҒ஖Ͱけられており、高齢者のঀ所の生活支援や、若者と
ಋڋしてգごすことによる活ـある生活の૓出、೟எ঳の早期൅ݡ等のްՎも期待されて
いる。一方で、高齢者とのಋڋをમ୔した若者にとっては、ఁ࿁なՊ௠がम学の可能੓を
֨げるࡃܨ的な支援となり、ԗ方から通学する学生にとって学業に集中するための༙ްな
મ୔ࢸとなるだΘう。また若者にとって、高齢者との多༹なં点をもつことは、コϝュニ
ίーション機会をଁ加させ、૓ଆ的な学;や൅ݡを得られる。また、京都λリデールは当
事者たちへの΢ンϏクトだけでなく、地域社会へのްՎも期待されている。若者がಋڋす
ることで得られる৚報が公的機関と༙ڠできれば、຿生委員やෳࢳγーϑスのෝ担ܲݰに
つながり、さらに๹൞・๹ࡄの؏点においてもްՎを期待できるだΘう。このように、京
都λリデール事業は༹々な立場の人々がԺܛをणけることができるࡨࢬと考えることがで
きる。 
Ґ上、ҡ世代ホームシΥアٶ;京都λリデールの֕要について示した。この৿しい地域

定されることなく、多ֱ的に検ৄݸ生のアプローチの΢ンϏクトは、特定の研究྘域にڠ
されることが期待されるが、ҡ世代ホームシΥアという࢕ૌΊࣙ体が日本にࠞ෉いておら

ᅗ 3.ி㒔ࢹࣜࢯーࣝࡢ஦ᴗࣞࣇーム 
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ͥ事例が少ないため、ॉ෾に໎らかになっていない。本௒ࠬ研究では、ҡ世代ホームシΥ
ア事業として実੹がある京都λリデールの当事者たちへの΢ンタϑュー௒ࠬを通じて、ҡ
世代ホームシΥアの実ସと高齢者ٶ;若者૔方にどのようなӪڻを༫えているのかを検討
する。 
 
2. ҡ世代ホームシΥアの実ସ௒ࠬ 
2.1. 研究対ে者 
今回の௒ࠬでは、2020 年 3 点で京都λリデール事業を通してҡ世代ホームシΥア݆࣎

をߨっている（またはߨっていた）方全員に対し௒ࠬྙڢғབをߨい、ྙڢのಋ意が得ら
れた当事者 21 ໌（高齢者 13 ໌、若者 8 ໌）を研究対েとした。 
2.2. データफ集 
フィールド௒ࠬではオンラ΢ン（Zoom）およ;対໚にてൔߑଆԿ΢ンタϑューを実ࢬ

した（ਦ 4）。΢ンタϑューは、高齢者と若者それͩれݺพに実ࢬし、࣎間は༁ 1 間ఖ࣎
度とした。΢ンタϑュー内容はΪ΢ドにॊい、具体的なΦϒλード等を含めて௎खした。
全ての࣯໲は໤ད的に௎खするのではなく、΢ンタϑュ΢ーのޢりに合わせてその心の内
やΦϒλードを深くӀき出すようཻ意した。΢ンタϑュー内容はڒ可を得て࿧ժまたは࿧
Խし、それらのデータから஠ޢ࿧を作成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.3. ௒ࠬߴ໪ 
 ΢ンタϑュー௒ࠬでは、本研究の໪的にলらしڠಋ研究者間で٠ڢを重͸、ҐԾの௒ࠬ
 。したܯ໪およ;΢ンタϑューΪ΢ドをઅߴ
ܨ成、Պ௠、৮ྼ、ք外での生活ߑ期間、ଵڋ本଒੓（੓พ、年齢、学年、国੸、ಋخ(1
 （等ݩ
2)ҡ世代ホームシΥアをはじめた動機 
3)ҡ世代ホームシΥアをߨいよかったこと・ࠖったこと 
4)ҡ世代ホームシΥアをߨったことによるࣙਐࣙਐの考え方や࣍ـち、生活のรԿ 

ᅗ  ᵝᏊࡢーࣗࣅࢱࣥ࢖ࡢᑐ㠃࡛ࡧࡼ࠾㸦Zoom㸧ࣥ࢖ࣛࣥ࢜ .4
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5)ಋڋ૮घの考え方や࣍ـち、生活のรԿ 
6)京都λリデール事業の࢕ૌΊに関する意ݡ 
2.4. ෾ੵ方๑ 
若者と高齢者から得られた΢ンタϑュー結Վをもとにخ本଒੓をまとめ、さらに

BERELSON の内容෾ੵのघ๑を༽いて΢ンタϑュー内容を෾ੵした。BERELSON の内
容෾ੵは、න໎されたコϝュニίーション内容をٮ؏的、体ܧ的、かつ਼ྖ的にىफ़する
ための௒ࠬٗ๑であり 4)、今回のҡ世代ホームシΥアがそれͩれの世代に༫えるӪڻを、
多༹なޢりから体ܧ的にまとめるघ๑としてన઀であると൓இした。具体的な実ࢬघॳは
原ీ(2021)を参考に 5)、まͥҡ世代ホームシΥアが少なくとも高齢者または若者どちらか
一方の世代にՁかしらのӪڻを༫えていると൓இされるىफ़を஠ޢ࿧からப出し、“ى࿧
単Ғ”にまとめた。次に、各ى࿧単Ғを意ັ内容のྪࣇ੓にخͰきΩテβリԿし、それͩ
れに“Ωテβリ໌”を෉༫した。Ωテβリにおいては、各ߴ໪に含まれるى࿧単Ғの出現ർ
ིをࢋ出した。また、৶བ੓を確೟するために࣯的研究に੠通した研究者 2 ໌がランξ
ムにમ୔されたى࿧単ҒをΩテβリ෾ྪし、Cohen のЖ਼ܐのࢋ出をߨった。౹ܯմੵ
には IBM SPSS Statistics Ver.27 を࢘༽し、༙意ਭ६は 5%未ຮとした。 
2.5. ྛཀྵ的ഓ慮 
本研究はɾජಆஸ者が所଒する京都橘大学ྛཀྵ委員会からの承೟（承೟൬ߺʁ20-12）

を得て実ࢬした。΢ンタϑュー実ࢬ઴に研究内容を対ে者にॉ෾にઈ໎し、研究ྙڢへの
ಋ意ٶ;΢ンタϑュー࣎の࿧ժのڒ可を得た。൅න内容に関連するة業等との COI はな
い。 
 
3. ⤖ᯝ 

3.1. ᙜ஦⪅ࡢࡕࡓᇶᮏ᝟ሗࡵ࡜ࡲࡢ 

若者をणけ೘れる高齢者 13 ໌ 9 世ଵのخ本଒੓を௎खした結Վをන 1 に示す（΢ンタ
ϑュー実ࢬ日ॳにࡎى）。高齢者それͩれをアルフΟϗット AʛI でනىし、その中で෋෌
や਎子など 2 ໌で΢ンタϑューに回౶して頂いたίースは、一方をಋ一世ଵのಋڋ者とし
て֚当するアルフΟϗットʶ2（例ʁA2）とනىした。ݺ人৚報ฯޤの؏点から、年齢は̍
代とනىし、ಋڋ期間は 6 ϴ݆未ຮ、6 ϴ݆ʛ1 年未ຮ、1 年Ґ上の 3 Ϗターンでනىし
た。世ଵߑ成はಢڋ世ଵが 4 世ଵ、2 ໌Ґ上の෵਼人が 5 世ଵであり、Պ௠અ定は平ۋ
29,556 ԃであった。高齢者 9 世ଵのうち 2 世ଵはԾॕ業ྼがあり、また 2 世ଵが೟எ঳を
༙する高齢者がಋ一世ଵ内にಋڋしていた。 
つ͙に、若者のخ本଒੓をන 2 に示す。今回の௒ࠬでは若者はすべて学生であったた

め（京都λリデール事業が学生を対েとしているため）、年齢は学年または大学院課ఖझ
พにනىし、ಋڋ期間は高齢者ಋ༹に 3 Ϗターンで示した。若者 8 ໌のうち 4 ໌が大学
院生であり、学部生 4 ໌も高学年であった。ಢڋ世ଵとのಋڋは 3 ໌、෵਼໌世ଵとの
ಋڋが 5 ໌であり、若者が支෹っているՊ௠の平ۋは 30,375 ԃであった。若者 8 ໌のう
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ち 3 ໌はཻ学生であり、日本人学生 5 ໌のうち 3 ໌はཻ学をݩܨしていた。ཻ学をݩܨ
した日本人学生は、ཻ学先でホームステ΢や現地ルームメ΢トとのಋڋなど、ଠ者と長期
のಋݩܨڋがあった。また若者 8 ໌のうち 3 ໌の学生が೟எ঳を༙する高齢者とಋڋし
ており、2 ໌の学生はଠのԾॕ生とಋڋをしていた。 
 
 
 
ᑐ㇟者 ᛶู ᖺ㱋 ྠᒃᮇ㛫 世ᖏᵓᡂ ᐙ㈤タᐃ ⫋Ṕ ྠᒃ㛤ጞᙜึືࡢᶵ ≉グ஦㡯

A ⏨ᛶ 70代 ඖ⮬Ⴀᴗ

A2 ዪᛶ 70代 ࢺーࣃ⌧

B ዪᛶ 80代 ඖୗᐟᴗ ୗᐟᴗṔࠊࡾ࠶ㄆ▱⑕

B2 ዪᛶ 60代 ⌧⮬Ⴀᴗ ୗᐟᴗṔࡾ࠶

C ዪᛶ 70代 1ᖺ௨ୖ ⊂ᒃ 30,000෇ ඖ఍♫ဨ ⏝᭷ຠάࡢ㒊ᒇࡁ✵

D ⏨ᛶ 70代 ⌧఍♫ဨ

D2 ዪᛶ 70代 ඖࣥ࢖ࢨࢹᴗ

E ዪᛶ 70代 6ࣨ᭶ᮍ‶ ⊂ᒃ 35,000෇ ᴗࣥ࢖ࢨࢹ⌧ ୍ேᬽࡋࡽが୙Ᏻࡓࡗࡔ

F ⏨ᛶ 70代 6ࣨ᭶ᮍ‶ ⊂ᒃ 30,000෇ ⌧⮬Ⴀᴗ ♫఍㈉⊩୍ࡢ⎔

G ዪᛶ 80代 1ᖺ௨ୖ ኵ፬ 23,000෇ ⌧ୗᐟᴗ ᐙᴗ୍ࡢ⎔ ୗᐟᴗṔࡾ࠶

H ⏨ᛶ 80代 ඖᩍ⫱㛵ಀ

H2 ዪᛶ 70代 ඖᩍ⫱㛵ಀ

I ⏨ᛶ 80代 6ࣨ᭶ᮍ‶ ⊂ᒃ 28,000෇ ඖᩍ⫱㛵ಀ
஦ᴗ⌮ᛕにඹឤࡓࡋ

୍ேᬽࡋࡽが୙Ᏻࡓࡗࡔ

6ࣨ᭶ᮍ‶ ኵ፬ 30,000෇ ␃Ꮫ⏕ࡅཷࢆධࡓࡗ࠿ࡓࢀ

6ࣨ᭶ࠥ1ᖺᮍ‶ ኵ፬㸩ẕ 30,000෇ ⏝᭷ຠάࡢ㒊ᒇࡁ✵

6ࣨ᭶ᮍ‶ ぶᏊ 35,000෇
⏝᭷ຠάࡢ㒊ᒇࡁ✵

♫఍㈉⊩୍ࡢ⎔

ㄆ▱⑕㧗㱋者ྠ࡜ᒃ

1ᖺ௨ୖ ኵ፬ 25,000෇
஦ᴗ⌮ᛕにඹឤࡓࡋ

♫఍㈉⊩୍ࡢ⎔

 
 
 
 
 

ᑐ㇟者 ᛶู Ꮫᖺ ྠᒃᮇ㛫 世ᖏᵓᡂ ᨭᡶ࠸ᐙ㈤ ␃Ꮫ➼ࡢ⤒㦂 ྠᒃ㛤ጞᙜึືࡢᶵ ≉グ஦㡯

J ⏨ᛶ ಟኈ 6ࣨ᭶ࠥ1ᖺᮍ‶ ኵ፬㸩ẕ 30,000෇ ␃ᏛṔ᭷ ኱Ꮫࡢ㏆ࡃにఫࡓࡗ࠿ࡓࡳ ㄆ▱⑕㧗㱋者ྠ࡜ᒃ

K ዪᛶ ಟኈ 6ࣨ᭶ᮍ‶ ぶᏊ 35,000෇ ␃Ꮫ⏕ ᪥ᮏㄒࢆヰࡍᶵ఍がḧࡓࡗ࠿ࡋ ㄆ▱⑕㧗㱋者ྠ࡜ᒃ

L ⏨ᛶ 3ᖺ 1ᖺ௨ୖ ⊂ᒃ 30,000෇ ࡋ࡞ పᗮ࡞ᐙ㈤ ௚ୗᐟ⏕ࡾ࠶

M ⏨ᛶ ಟኈ 1ᖺ௨ୖ ኵ፬ 25,000෇ ␃Ꮫ⏕
ࡓࡗᛮ࡜࠸ࡋᐢࡣࡋࡽᬽࡾ࡜ࡦ

᪥ᮏᩥ໬ࢆᏛࡪ
௚ୗᐟ⏕ࡾ࠶

N ዪᛶ ಟኈ 6ࣨ᭶ᮍ‶ ⊂ᒃ 35,000෇ ␃ᏛṔ᭷ పᗮ࡞ᐙ㈤

O ⏨ᛶ 3ᖺ 6ࣨ᭶ᮍ‶ ኵ፬ 30,000෇ ␃Ꮫ⏕
ᑅ⏕άが❓ᒅࡓࡗࡔ

᪥ᮏᩥ໬ࢆᏛࡪ

P ዪᛶ 3ᖺ 6ࣨ᭶ᮍ‶ ⊂ᒃ 28,000෇ ࡋ࡞
ㄡ୍࡜࠿⥴にఫࡓࡗ࠿ࡓࡳ

పᗮ࡞ᐙ㈤

Q ⏨ᛶ 4ᖺ 6ࣨ᭶ࠥ1ᖺᮍ‶ ぶᏊ 30,000෇ ␃ᏛṔ᭷ ኱Ꮫࡢ㏆ࡃにఫࡓࡗ࠿ࡓࡳ ㄆ▱⑕㧗㱋者ྠ࡜ᒃ  
 
  

表 1. 㧗㱋者ࡢᇶᮏᒓᛶ 

表 2. 若者ࡢᇶᮏᒓᛶ 
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ち 3 ໌はཻ学生であり、日本人学生 5 ໌のうち 3 ໌はཻ学をݩܨしていた。ཻ学をݩܨ
した日本人学生は、ཻ学先でホームステ΢や現地ルームメ΢トとのಋڋなど、ଠ者と長期
のಋݩܨڋがあった。また若者 8 ໌のうち 3 ໌の学生が೟எ঳を༙する高齢者とಋڋし
ており、2 ໌の学生はଠのԾॕ生とಋڋをしていた。 
 
 
 
ᑐ㇟者 ᛶู ᖺ㱋 ྠᒃᮇ㛫 世ᖏᵓᡂ ᐙ㈤タᐃ ⫋Ṕ ྠᒃ㛤ጞᙜึືࡢᶵ ≉グ஦㡯

A ⏨ᛶ 70代 ඖ⮬Ⴀᴗ

A2 ዪᛶ 70代 ࢺーࣃ⌧

B ዪᛶ 80代 ඖୗᐟᴗ ୗᐟᴗṔࠊࡾ࠶ㄆ▱⑕

B2 ዪᛶ 60代 ⌧⮬Ⴀᴗ ୗᐟᴗṔࡾ࠶

C ዪᛶ 70代 1ᖺ௨ୖ ⊂ᒃ 30,000෇ ඖ఍♫ဨ ⏝᭷ຠάࡢ㒊ᒇࡁ✵

D ⏨ᛶ 70代 ⌧఍♫ဨ

D2 ዪᛶ 70代 ඖࣥ࢖ࢨࢹᴗ

E ዪᛶ 70代 6ࣨ᭶ᮍ‶ ⊂ᒃ 35,000෇ ᴗࣥ࢖ࢨࢹ⌧ ୍ேᬽࡋࡽが୙Ᏻࡓࡗࡔ

F ⏨ᛶ 70代 6ࣨ᭶ᮍ‶ ⊂ᒃ 30,000෇ ⌧⮬Ⴀᴗ ♫఍㈉⊩୍ࡢ⎔

G ዪᛶ 80代 1ᖺ௨ୖ ኵ፬ 23,000෇ ⌧ୗᐟᴗ ᐙᴗ୍ࡢ⎔ ୗᐟᴗṔࡾ࠶
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H2 ዪᛶ 70代 ඖᩍ⫱㛵ಀ

I ⏨ᛶ 80代 6ࣨ᭶ᮍ‶ ⊂ᒃ 28,000෇ ඖᩍ⫱㛵ಀ
஦ᴗ⌮ᛕにඹឤࡓࡋ

୍ேᬽࡋࡽが୙Ᏻࡓࡗࡔ

6ࣨ᭶ᮍ‶ ኵ፬ 30,000෇ ␃Ꮫ⏕ࡅཷࢆධࡓࡗ࠿ࡓࢀ

6ࣨ᭶ࠥ1ᖺᮍ‶ ኵ፬㸩ẕ 30,000෇ ⏝᭷ຠάࡢ㒊ᒇࡁ✵

6ࣨ᭶ᮍ‶ ぶᏊ 35,000෇
⏝᭷ຠάࡢ㒊ᒇࡁ✵

♫఍㈉⊩୍ࡢ⎔

ㄆ▱⑕㧗㱋者ྠ࡜ᒃ

1ᖺ௨ୖ ኵ፬ 25,000෇
஦ᴗ⌮ᛕにඹឤࡓࡋ

♫఍㈉⊩୍ࡢ⎔

 
 
 
 
 

ᑐ㇟者 ᛶู Ꮫᖺ ྠᒃᮇ㛫 世ᖏᵓᡂ ᨭᡶ࠸ᐙ㈤ ␃Ꮫ➼ࡢ⤒㦂 ྠᒃ㛤ጞᙜึືࡢᶵ ≉グ஦㡯

J ⏨ᛶ ಟኈ 6ࣨ᭶ࠥ1ᖺᮍ‶ ኵ፬㸩ẕ 30,000෇ ␃ᏛṔ᭷ ኱Ꮫࡢ㏆ࡃにఫࡓࡗ࠿ࡓࡳ ㄆ▱⑕㧗㱋者ྠ࡜ᒃ

K ዪᛶ ಟኈ 6ࣨ᭶ᮍ‶ ぶᏊ 35,000෇ ␃Ꮫ⏕ ᪥ᮏㄒࢆヰࡍᶵ఍がḧࡓࡗ࠿ࡋ ㄆ▱⑕㧗㱋者ྠ࡜ᒃ
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ࡓࡗᛮ࡜࠸ࡋᐢࡣࡋࡽᬽࡾ࡜ࡦ

᪥ᮏᩥ໬ࢆᏛࡪ
௚ୗᐟ⏕ࡾ࠶

N ዪᛶ ಟኈ 6ࣨ᭶ᮍ‶ ⊂ᒃ 35,000෇ ␃ᏛṔ᭷ పᗮ࡞ᐙ㈤

O ⏨ᛶ 3ᖺ 6ࣨ᭶ᮍ‶ ኵ፬ 30,000෇ ␃Ꮫ⏕
ᑅ⏕άが❓ᒅࡓࡗࡔ

᪥ᮏᩥ໬ࢆᏛࡪ

P ዪᛶ 3ᖺ 6ࣨ᭶ᮍ‶ ⊂ᒃ 28,000෇ ࡋ࡞
ㄡ୍࡜࠿⥴にఫࡓࡗ࠿ࡓࡳ

పᗮ࡞ᐙ㈤

Q ⏨ᛶ 4ᖺ 6ࣨ᭶ࠥ1ᖺᮍ‶ ぶᏊ 30,000෇ ␃ᏛṔ᭷ ኱Ꮫࡢ㏆ࡃにఫࡓࡗ࠿ࡓࡳ ㄆ▱⑕㧗㱋者ྠ࡜ᒃ  
 
  

表 1. 㧗㱋者ࡢᇶᮏᒓᛶ 

表 2. 若者ࡢᇶᮏᒓᛶ 
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3.2. ҡ世代ホームシΥアが各世代に༫えるӪڻ 
फ集した΢ンタϑューから、本研究の໪的であるҡ世代ホームシΥアがそれͩれの世

代に༫えるӪڻに関連するى࿧単Ғをப出した結Վ、294 のى࿧単Ғがப出された。内容
෾ੵの結Վ、159 の高齢者に༫えるӪڻに関するى࿧単Ғと 8 つのΩテβリがப出され
（න 3）、135 の若者に༫えるӪڻに関するى࿧単Ғと 6 つのΩテβリがப出された（න
4）。න中Ωテβリ໌ԥの（ ）内の਼࣊はߴ໪ຘのى࿧単Ғ਼を示し、නのӊ側はى࿧
単Ғの例を示している。ҡ世代ホームシΥアが高齢者へ༫えるӪڻは、ى࿧単Ғのർིॳ
にʴ活動・交流の機会が生まれる: 32.1%ʵ、ʴ心ཀྵ的な҈定を得られる: 20.1%ʵ、ʴ生
活のγポートが得られる: 14.5%ʵ、ʴ若者の成長にر༫する機会を得る:14.5%ʵ、ʴ৿
しい学;の機会が得られる:5.7%ʵ、ʴ心ഓ事が൅生する:5.7%ʵ、ʴメリハリのある生
活をૻれる: 4.4%ʵ、ʴۜર的なཤӻが得られる: 3.1%ʵであった。一方で若者へ༫える
Ӫڻは、ʴ৿しい学;の機会が得られる:40.7%ʵ、ʴ活動・交流の機会が生まれ
る:17.8%ʵ、ʴ心ཀྵ的な҈定を得られる:15.6%ʵ、ʴչనな生活ڧ؂を得られ
る:14.8%ʵ、ʴݥـいがච要となる: 5.9%ʵ、ʴఁ࿁なՊ௠でे΋ことができる: 5.2%ʵ
であった。また、Cohen のЖ਼ܐをࢋ出した結Վ、高齢者に༫えるӪڻは 0.651 であ
り、若者に༫えるӪڻは 0.635 であったため本෾ੵの一஗度は高いと൓இした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3. 異世代ホームシェアが㧗㱋者に与える影響 
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4. 考ࡱ 
 本௒ࠬ研究の໪的は、ҡ世代ホームシΥアを実践する当事者たちの実ସと、ྈ世代への
Ӫڻを໎らかにすることである。଒੓௒ࠬでは京都λリデールをཤ༽する高齢者およ;若
者（学生）のഐܢやಋڋにいたった動機等が໎らかになった。΢ンタϑューに回౶した高
齢者は 60 代ʛ80 代の人々であり、ಢڋ世ଵから਎子で฽らす෵਼世ଵまで༹々であっ
た。ҡ世代ホームシΥアは特定の年代や世ଵߑ成にݸ定的にߨわれているのではなく、多
༹な世ଵで実ࢬできる可能੓があると言えるだΘう。Պ௠અ定・支෹いは、ྈ世代ともに
平ۋ 30,000 ԃఖ度となっており、これは૱ແ঴のे୒・౹ܯ௒ࠬで報告されている 1 ϴ
݆当たりの平ۋՊ௠・間代 55,675 ԃよりも大෱に҈く 6)、さらに多くの世ଵではこのՊ
௠અ定にޭ೦ඇや΢ンターネット通৶ඇが含まれているため、ఁ࿁なՊ௠અ定が若者のम
学の෱を֨げることにر༫していると言える。また、若者 8 ໌のうち 3 ໌は೟எ঳を༙
する高齢者とಋڋしていた。೟எ঳を༙する高齢者にとって、若者との交流はܻ࢙となり
༩๹ްՎが期待できる。しかし೟எ঳の方とંすることに׵れていない若者へは、ಋڋ開
 。઴にన઀な೟எ঳に関するஎ識を༫える機会がච要であΘう࢟
高齢者のҡ世代ホームシΥア開࢟当ॵの動機をݡると、ʰۯき部Բの༙ް活༽ʱや

ʰՊ業の一؂としてʱといった、෈࿓所得の֭得の意ັ合いを࣍つ実ཤ的な動機が෵਼世
ଵからڏげられており、ಋ༹に若者からもʰ大学の近くにेΊたかったʱやʰఁ࿁なՊ
௠ʱというこちらも実ཤ的なものがڏがっている。しかし、実際に高齢者へ༫えるӪڻと
して内容෾ੵのർིが高かったΩテβリはʴ活動・交流の機会が生まれるʵやʴ心ཀྵ的な
҈定を得られるʵであり、若者ではʴ৿しい学;の機会が得られるʵやʴ活動・交流の機
会が生まれるʵであった。これは、実際にҡ世代ホームシΥアを実践していくなかで意識
されるӪڻが、当ॵ期待していた実ཤ的なメリットだけではなく、若者とのつながりによ

表 4. 異世代ホームシェアが若者に与える影響 
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表 4. 異世代ホームシェアが若者に与える影響 
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るԺܛや、年長者と฽らすことで得られる学;も重要であったと೟識するにࢺったとմए
することができるだΘう。 
次に、ҡ世代ホームシΥアが高齢者に༫えるӪڻについてफ़べる。藤ਁ(2021)は社会

的ݿ立をᶅ社会的交流のܿ೙（会࿫ළ度などが少ない）、ᶆण྘的γポートのܿ೙（ʰབ
れる人ʱがいない）、ᶇ఑ڛ的γポートのܿ೙（ʰघ助けする૮घʱがいない）、ᶈ社会
参加のܿ೙（社会活動に参加しない）の 4 つに大พしているが、ҡ世代ホームシΥアは
これら社会的ݿ立の 4 Ҿ子全てに対してմভまたは࿪らげるްՎがあったと考えられる
7)。最も内容෾ੵのർིが高かったΩテβリʴ活動・交流の機会が生まれるʵは、ᶅ社会
的交流機会の確ฯと、ᶈ社会参加の促進にܪがっていると考えられ、ർི第 3 Ғのʴ生
活のγポートが得られるʵは、ᶆण྘的γポートを֭得していると言える。そして、ಋർ
ི第 3 Ғの高齢者特༙のΩテβリであるʴ若者の成長にر༫する機会を得るʵというӪ
 。的γポートの機会を֭得したと考えられるڛは、ᶇ఑ڻ
一方で、ҡ世代ホームシΥアが若者に༫えるӪڻをݡてΊると、ർིにして 40.7%が

第 1 Ғʴ৿しい学;の機会を得られるʵという結Վであった。当事者の若者たちは、ҡ
世代ホームシΥアによって࿟年期のラ΢フ΢ϗントや࿟いに対するཀྵմが深まり、高齢者
から学んだことがࣙ෾の成長にܪがっていると実感していることがわかった。核ՊଔԿが
進んだ日本において、高齢者との交流をもちながら生活する機会は少なくなっており、ҡ
世代ホームシΥアがҡ世代ཀྵմを深めることに貢献しているだΘう。また、ॵめてҡ世代
ホームシΥアをஎる人は、若者が高齢者の฽らしをγポートする΢メージを࣍つことが推
されるが、実際にはർི第ࡱ 3 Ғʴ心ཀྵ的な҈定を得られるʵや第 4 Ғʴչనな生活؂
गられ、ίアされていることがうかがえݡを得られるʵのように、若者も高齢者からڧ
る。ҡ世代がۯेڋ間を༙ڠすることは、一ݡするとストレスのようにも思えるが、ఖよ
いړ཯感をฯちながら૮ޕにίアをし合う関ܐ੓をүめる࢕ૌΊであると考えられる。 
今回の௒ࠬではྈ世代への༹々なӪڻが໎らかになったが、中には高齢者に༫えるӪ

ർི第ڻ 6 Ғのʴ心ഓ事が൅生するʵや、若者に༫えるӪڻ第 5 Ғのʴݥـいがච要に
なるʵなど、ネΪティϔとଌえられるӪڻもப出されている。実際の΢ンタϑューでは、
ある高齢者がಋڋする若者のؾ୒࣎間がஙいことを心ഓしܱࡱにૠࡩ願を出してしまった
例や、若者が໹中に大੢をあげる೟எ঳高齢者のߨ動・心ཀྵ঳য়に௜໚しࠠཛྷしたΦϒλ
ード等がޢられた。日本におけるҡ世代ホームシΥアの੆野を֨げていくためにも、現場
でًこりうる多झ多༹な事例を集੷し、当事者たちへ事઴に৚報఑ڛをߨうことや対ࡨを
示すことがච要であΘう。 

 
5. 結࿨ 

 本௒ࠬ研究の結Վ、ҡ世代ホームシΥアをߨう当事者たちの多༹なಋܙڋସや平ۋ的な
Պ௠અ定、ཻ学生がཤ༽していること、ྈ世代がҡ世代ホームシΥアにࢺった動機、೟எ
঳を༙する高齢者とಋڋするίースがあることなど、༹々な実ସが໎らかとなった。ま
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た、ʴ活動・交流の機会が生まれるʵをはじめとする高齢者へ༫える 8 つのӪڻと、
ʴ৿しい学;の機会が得られるʵなど若者へ༫える 6 つのӪڻが໎らかとなり、さらに
ҡ世代ホームシΥアが高齢者の社会的ݿ立をմভまたは࿪らげることや、若者の࿟いに対
するཀྵմが深まり、૮ޕにίアする関ܐ੓がүまれることが示唆された。࢟まったばかり
の৿و的なखりૌΊであるҡ世代ホームシΥアは、高齢者の社会的ݿ立をմভすること
や、若者のम学の෱を֨げ学;の機会を఑ڛし、さらには૮ිޕ助のܙとして地域社会に
とっても༙ӻである可能੓があり、マルチに社会課題のմ݀ࡨとして機能すると言えよ
う。 
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た、ʴ活動・交流の機会が生まれるʵをはじめとする高齢者へ༫える 8 つのӪڻと、
ʴ৿しい学;の機会が得られるʵなど若者へ༫える 6 つのӪڻが໎らかとなり、さらに
ҡ世代ホームシΥアが高齢者の社会的ݿ立をմভまたは࿪らげることや、若者の࿟いに対
するཀྵմが深まり、૮ޕにίアする関ܐ੓がүまれることが示唆された。࢟まったばかり
の৿و的なखりૌΊであるҡ世代ホームシΥアは、高齢者の社会的ݿ立をմভすること
や、若者のम学の෱を֨げ学;の機会を఑ڛし、さらには૮ිޕ助のܙとして地域社会に
とっても༙ӻである可能੓があり、マルチに社会課題のմ݀ࡨとして機能すると言えよ
う。 
 
 
 
  

237 
 

参考ช献 
1. 川㟔一平, ӮҬ๞໎, 原ీॢ, ਁ本੥࢚, ࠦ川Մೈ٤ీ ,ࢮ健, & 小川敬之. (2022). 日

本のҡ世代ホームシΥアの実ସとそれͩれの世代に༫えるӪڻ. 日本世代間交流学会
 .Journal of Japan Society for Intergenerational Studies, 12(1), 3-12 =ࢿ

2. ੤ஒ߄（ฦ）(2020）. 社会的ॴ方; ݿ立というබを地域のつながりで࣑す方๑. 学ܵ
出൝社, 京都, 137-164 

3. 京都ැ(2021)、次世代Ծॕ京都λリデール事業、
http://www.pref.kyoto.jp/jutaku/jisedaigeshuku_kyotosolidaire.html（accessed, 2023
年 2 ݆ 17 日） 

4. ऺౣなをΊ（2020）、࣯的研究へのேક、医学書院、東京、pp40-78 
5. 原ీॢ、立山ੜඔ、૖ᖔໞध、୰ཁװ之、中Ԯ࿪代（2021）作業療๑࢞による特พ支

援学ߏ(எ的্֒ۢ෾)でのコンγルテーションにおける૮஌内容のܑ向と小中学部の
ർֳ、日本൅ୣܧ作業療๑学会ࢿ、Vol.8,No.1,pp.23-31 

6. ૱ແ঴（2019）、平成 30 年े୒・ౖ地౹ܯ௒ࠬ े୒ٶ;世ଵに関するخ本集ܯ 結
Վの֕要、http://www.stat.go.jp/data/jyutaku/2018/pdf/kihon_gaiyou.pdf（accessed, 
2023 年 2 ݆ 19 日） 

7. 藤ਁࠂඛ、ੁ山京（2021）、中年未࠙者の社会的ݿ立の実ସとその特௅、
https://www.ipss.go.jp/publication/j/WP/IPSS_WPJ37.pdf（accessed, 2023 年 2 ݆
19 日） 

 

  

237



238 
 

 
 
 
 
 
 

若い世代（学生等）のためのこれからの 

高齢者生活支援マニュアル 
ʛ生活支援コーディネーター、 
教ү機関教員のΊなさまච携ʛ 

本事業での௒ࠬ研究からப出されたΦッセンスとは 

 
（このマニュアルは、พ࡯子としたが、マニュアルの一部を本報告書にࡎܟした。本報告
書のع出部෾と重෵する部෾については঴ྲྀし、報告書のためにฦ集した。） 

 

  

238



238 
 

 
 
 
 
 
 

若い世代（学生等）のためのこれからの 

高齢者生活支援マニュアル 
ʛ生活支援コーディネーター、 
教ү機関教員のΊなさまච携ʛ 

本事業での௒ࠬ研究からப出されたΦッセンスとは 

 
（このマニュアルは、พ࡯子としたが、マニュアルの一部を本報告書にࡎܟした。本報告
書のع出部෾と重෵する部෾については঴ྲྀし、報告書のためにฦ集した。） 

 

  

239 
 
 

はじめに 

このマニュアルは厚生࿓ಉ঴の࿟人ฯ健健康ଁ進等事業の一؂として作成したものです。
事業の課題は、若い世代（学生等）による高齢者の生活支援に関する௒ࠬ研究です。具体的
には若い世代が日常生活、学生生活、課外活動等を通じて、高齢者に対する生活支援に関わ
るखりૌΊに੷極的に参ժするようになるにはどうしたらよいかを௒べ、఑案するための
事業です。 

 
高齢者の生活支援の໲題は、地域コϝュニティの໲題でもあります。若い世代が地域の活

動にさかんに参加するようになることは、地域のうるおいにつながり、ひいては高齢者の生
活にもうるおいをもたらします。このマニュアルの作成にあたって、地域の໲題は重要な要
Ҿのひとつです。マニュアルでは、地域੓を重視するとともに、地域がҡなっても、若い世
代が、ໃཀྵなく࣍続的に参加できる要Ҿを໎らかにすることをめざしました。 

 
若い世代の大きな特௅は、成長しつつある者、学;つつある者であるというとこΘにあり

ます。これは、大学等の学ߏに通っているかどうかにかかわりません。そこでこのマニュア
ルでは、このような若い世代の参ժを促す要Ҿとして、教үとのかかわりもまた重視しまし
た。このマニュアルの活༽により若い世代（学生等）の参加が促進され、高齢者との望まし
い世代間交流につながることが望まれます。さらには、高齢者の社会参加が促進されること
で、地域コϝュニティが活੓Կされ、継続的で実࣯的な高齢者の生活支援につながることが
期待されます。 
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このマニュアルをघにとっていただいた方へ 

ʷあらΑる方に関心をもっていただくためにʷ 
 
このマニュアルは、高齢者の生活支援に若い世代（学生等）の参加を促進する｢マニュア

ル｣の案として఑案するものです。特に、地域における高齢者の生活支援体੏のै実は、生
活支援コーディネーターのༀׄが大きいことから、生活支援コーディネーターのևさんに
は੍ඉ、このマニュアルを活༽いただければと考えて作成をはじめました。ಋ࣎に、大学教
員は学生の参加を促す意ັでༀׄが大きく、このことは学生ࣙਐの成長にも重要な意ັを
もつことから、大学教員にも活༽いただくことを考えました。 
しかし一方、このマニュアルでѽう若い世代の参加は、教үという視点だけでなく、ղޤ

からΊればղޤฯݧ外γーϑスという視点もあります。ղޤや医療の関ܐ者にもご覧いた
だきたいのはもとより、若い世代（学生等）ࣙਐにも、このマニュアルを参考に、世代間交
流の一ิをࣙਐで進めていただければと考えるようになりました。若い世代（学生等）が、
΋しΘ今後、ֽ࢕人となって、課外のϚランティア活動として、あるいはً業のためのϑジ
ネスとして、もしくは、ࣙ෾のগ来のྒとして、参加を推進していただければ、このマニュ
アルの意ັは大きなものになります。 
国際的には高齢者のݿ立や、それに対する世代間交流への社会的関心は近年、とても高ま

っています。しかし、わが国では೟எ度がఁく、大きなάャップがあります。支援をणける
立場の高齢者の方々、さらには、一ൢのあらΑる方々にこのマニュアルをघにとっていただ
き、高齢者の生活支援や世代間交流の事業に、関心をもっていただけることを願ってやΊま
せん。 

 
(事業担当者の一人としてʁ平出敦） 
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㕲）೓փฌ༉ӡॺภ့）ׇ֪るஸ፼ೄ֭௘֧֓׉支援֮Ւ೓ೄՔஸ፼ೄ֭ୗ૝৘૒ஓཝ֭ࡴᇶ 

 
京都橘大学 ޤ؅学部ޤ؅学Ռ 教授 ন本࠺ݣ 

 
高齢者の日常生活におけるࠖりごとは、それが加齢によるࣙષな現েであっても、高齢者

をネΪティϔな思考にさせてしまいます。ࠖりごとࣙ体をʰ஑ͥかしいことだʱ、h ৚けな
いことだʱ、ʰଠ者に໐࿯をかけるʱとӇしたりըອしがちです。 
一方、若い世代（学生等）をखりתくڧ؂はスマートԿ、สཤԿ、ఁストレス社会の流れ

に൒い、生活ྙやコϝュニίーションྙを高める場໚が極୼にݰっています。そのため、現
大学生を中心とした若い世代（学生等）への教үは生きるྙやコϝュニίーションྙを高ࡑ
めるための内容が教཈Ռ໪等にҒ஖෉けられています。 
この್つの現েは高齢者と若い世代（学生等）にとって、とてもいい関ܐ੓とԿ学ൕԢを

生Ί出してくれます。なͧなら、若い世代（学生等）の生活ྙを高める点においては、高齢
者への生活支援を通して学΁ことが多いからです。高齢者のਐ体的特੓や生活の޽෋やஎ
の೟識など、若い世代（学生等）ࡑのଚހࣙ、;جなどが学べるほか、ଠ者に感謝されるܛ
のଚࡑ意ٝやア΢デンティティーのܙ成にもༀ立ちます。 

 
京都橘大学ޤ؅学部においては、団地に฽らす高齢者୒へh 生活上のࠖりごとをմ݀する

お助けୄʱをテーマとした実सを 10 年近くఴ開しています。学生はࣙ෾が支援する人とし
て高齢者୒を๜໲して活動しますが、実際には高齢者から学΁ことの方が多いことに実स
終྅後にـͰきます。ࣙ෾よりもՁഔもの࣎間を生きてきた高齢者の人生は学生の心を大
きく༵さ΁ります。高齢者のࠖりごとは多झ多༹であり、高い場所のుځを交׷できない、
ୈ所のـ׷ખがૡঈできない、෫࿌ૡঈができない、窓のγッシがૡঈできない、૊大ごΊ
を 4 階から 1 階まで階段で運べないなどなどです。若いࠔはֺにਐ体が動き、脚立にౌっ
ても΀らつくこともありません。若い世代（学生等）ならՁのۦ࿓もなくできるՊ事が年を
खると思うようにできなくなります。実सで๜れた学生はそんなࠖりごとを์える高齢者
の生活を実体ݩとしてཀྵմできるだけでなく、日常の生活で活༽できる༹々な能ྙをਐに
෉けることができます。まさに若い世代（学生等）の生活ྙを཈う場となっています。 

 
高齢者から学΁ことや高齢者の生活上のࠖりごとが、若い世代（学生等）の教ࡒになると

考えると、h 今度来てくれた࣎に（学生に）࢕事を作ってあげよう、Սにさせたらかわいそ
うだ。ɦ と生活のࠖりごとは高齢者にとって、ネΪティϔな࿟Կ現েではなく、ポジティϔ
なಉきかけにรԿします。઴फ़した実सにおいても、最ॵは学生をणけ೘れることにভ極的
だった高齢者も、2 回໪からは΋しΘ੷極的にणけ೘れてくれるようになりました。また、
若い世代（学生等）にとってはࣙހの൅ݡや生活ྙ、コϝュニίーションྙを高めるチャン
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スとなります。 
 
このように現ࡑある現েಋ࢞をマッチングすることで、価値の఺׷が૓り出されます。さ

らにそれは、৿たな価値の૓出となります。だからこそ、日常的にこのような活動を支える
ৰഖ的ༀׄを担う人のү成が大઀なのです。 

 
  高齢者の生活支援は、若い世代（学生等）が高齢者を支えるという一方向のϗクトルで
ଌえてྒྷいのでしΒうか。日常生活のࠖりごとを助けることだけが生活支援でしΒうか。も
ちΘん、そのような側໚はあります。しかし、関わり方を޽෋するだけで、高齢者と若い世
代（学生等）のં点をଁやし、おޕいのओΊを絡ませることで、まったくҡなる༙意ັな関
 。まれると考えますࢊ੓とชԿがそこにܐ
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  世代（  等） 協同   す  へ 
㕲ӧ೓փฌ༉ӡॺภ့）をጫश֘る 

দ࿪࣎代に若者だった人々からΊると、ྫ ࿪の若い世代（学生等）はなんでもスマートに
こなすけれども೾ـがないようにݡえて、Ձを考えているかわらかないと感じることが多
いものです。しかし、若い世代（学生等）がどのようにүってきたかをཀྵմすると、若い世
代（学生等）に合わせた関わり方の参考になるかもしれません。 
ここでは、地方都ࢤにある૱合大学の教員からΊた若い世代(学生等)の特௅をմઈします。 

 
㕱）፭Ꭼ֭೓փฌ༉ӡॺภ့）֭ၟ྇ 

1990年代後ൔから 2010 年代はじめまでに生まれた人はh Z世代 とɦݼばれています。こ
の世代は生まれながらにϏλコンやスマートフΧンにҕまれてүちました。৚報を得やす
いڧ؂にあるため、関心をもったことはす͛৚報फ集します。その一方で、ٛ ໲を感じたと
きにす͛௒べることに׵れているので、わからないままのয়ସはϠϢϠϢしてཚち着かな
い、ਜ਼մのない໲いがۦघ、と感じる人が少なくありません。 
また、SNS（λーシャル・ネットϭーキング・γーϑス）などのช࣊のコϝュニίーショ

ンにおけるトラϔル（Ԏ上）を༩๹するために、ఽえたいชহを推Ꮡしてからૻ৶すること
に׵れてしまいました。その結Վ、দ࿪・平成࣎代の若者にർべて、やり௜しのきかないh 生
の会࿫ʱをすることにすこしਐߑえているようです。 
΢ンターネットを通じて多༹なชԿ的ഐܢをもつ人々が൅৶する৚報にৰれることで、

多༹な価値؏をणけ೘れるྙがあります。とはいえ、核ՊଔԿがすすΊ、高齢者とಋڋ・近
えると、高齢者のことを具体的には׷のない若い世代(学生等)がଁえています。言いݩܨڋ
よくわからͥ、高齢者の生活が૟଀つかない・ંし方にރ࿯う若い世代(学生等)がଁえてい
ます。 
 
Պఋ、学ߏ、सい事ではʰほめて৵ばすʱ教үをणけたݩܨが多く、その一方でࣦᄘܻྯ

をणけたݩܨが少ないようです。また、いじめを回ඈするために、૮घをউつけないように
常にـをつかってコϝュニίーションしています。そのため、ࣨ ഌ体ݩや૮घがܲい࣍ـち
で൅したکめの言ཁにুܺをणけ、h 心が઄れるʱことがしばしばًこります。そのような
代にはʰ心が઄れるのはその人のओさで、৒りӿえるべきだ࣎দ࿪、࣎ とɦいう社会の価値
؏がありましたが、現ࡑは、ࣙߢހ定感やࣙ৶を高めることが大事だと言われています。 
 
দ࿪࣎代の大学生はหکよりも੕࣑的な活動、༣;、アルバ΢トなどに೦中する人が少な

くなかったのですが、ྫ ࿪࣎代の大学教үはݭしくなり、授業の出ੰやレポートなどの課題
をγϚることがڒされません。また、長Ӏく෈ڱにより、ࣙ ୒ेまいの学生であっても通学
ඇ༽、教Ռ書代、஫ৱ代などをアルバ΢トで࿭う学生がଁえています。現ࡑの若い世代(学
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生等)の生活はつつましく、とても๫しいようです。 
 
高齢者に、若い世代(学生等)はこのような特੓をもっていることをཀྵմしてもらうこと、
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㕲）೓փฌ༉ӡॺภ့）֋ಏ֣፛ 
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一方で෈׮全という若者らしさが高齢者にとってֺـさや思いやりなどの感৚を生Ί、そ
れがʰֺしいʱにつながっているようです。઒໵੓のないʰただの若者ʱであることࣙ体が
ຳྙになり、高齢者の本ԽをӀき出すことができます。また、若い世代（学生等）にはՁで
もֺし΋ྙがあり、たとえば໤ރのरཀྵやઉかきですら、若い世代（学生等）ಋ࢞がྙをあ
わせてඉ日常の΢ϗントとしてֺし΋ことができます。そのためには、生活支援コーディネ
ーターや教員によるムード作りやタ΢ϝングのྒྷい࿓いといったֽ࢕けがあると、よりް
Վが高まります。 
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  世代（  等）  へ 

3ӧஸ፼ೄをጫश֘る 

高齢者はՁॉ年もの人生の中で、定年ୂ৮して๝かなफ೘をࣨい、健康でຬ全なਐ体をࣨ
い、਎やഓ۰者など近しい人々を๤くし、༹ 々な૗ࣨ体ݩをしています。若い世代（学生等）
からΊると大รなݩܨをしてきました。体ݩの内容も対ॴの方๑も高齢者一人一人ҡなる
ので一֕にはफ़べられませんが、高齢者の特௅についてմઈします。 
 
㕱）ஸ፼ೄ֭ၟ྇ 

年を重͸ることでݡた໪やଃحに࿟Կがًこり、また༹々なݩܨをܨて෼事の感じ方・考
え方がรわります。 

 
(1) 高齢者のからだ 
ݼ、ఁԾなど、加齢に൒って日常生活の中で࿟いを実感する機会がଁえྙ۔、えにくさݡ

事ସにٺە）機能、心機能、ਝ機能やホルϠンの෾ൽなども࿟Կします。人間には༩ඍྙٷ
ඍえる༪ྙのようなもの）がありますし、高齢者はਐ体機能にݡ合った生活༹ࣞへと௒੖す
るため、あるఖ度࿟Կが進んでもࣙ立して生活をૻることができます。しかし高齢になるほ
ど༩ඍྙがఁԾするため、体௒෈ྒྷや֒ࡄなど༹々なストレスへの対ॴがೋしくなり、やが
ては日常生活にも支্が出ます。 
 
日常生活に最も支্をきたす要Ҿは運動機能の࿟Կです。高齢者の༁ൔ਼がՁらかのࣙ

ְ঳য়を૎えていますが、その中でも多いのは、ࠌ痛、ݠこり、घଏの関ઇが痛΋など、ࠐ
関ઇの෈௒です（国຿生活ેخ௒ࠬ）。۔೓ྖやືࠐ度がݰ少し、関ઇやࢡ੐がรԿし動か
せる൥ҕがڳくなります。また、バランス能ྙがఁԾして、さらに多༹な要Ҿも加わって఺
;やすくなります。体を動かさないことやఁӭ཈（特にたんͼく࣯やΦネルάーの෈ଏ）に
ًҾして、要ղޤয়ସにؗるリスクが高くなります。これはʰフレ΢ルʱとݼばれ、これに
関連する࿟年঳ޫ܊（高齢者に特௅的な心ਐの঳য়）として、次のようなものがあります。 

ఁӭ཈、ᅠԾ্֒（ך΋、のΊこ΋ྙのఁԾ）、఺ౙ、ࠐ઄、೚ࣨے、ਯເ্֒、うつ、
ถじこもり、෈੖ຼなど 

これらは高齢だから࢕方のないこととΊなされ、෈௒を感じても๎஖されがちです。しか
しన઀な࣑療、運動、社会交流などによってѳԿの༩๹が期待できることから、बҕがـ෉
きणਏ等につなげることが重要です。 
 
高齢者は高݄ѻ঳、౸೚බ、รܙ੓関ઇ঳など෵਼のອ੓࣮׳を࣍っています。そのよう
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な高齢者にとってのh 健康ʱとは、࣮׳がଚࡑしないয়ସではなく、࣮׳とうまくつきあい
ʰ日常生活がࣙ立していることʱh ࣙ෾で考えることができ、意思がଜ重された生活を営め
ることʱʰ୯かと঺いあえることʱであるなどの意ݡがซかれます。 
 
(2)高齢者のここΘ 
健康なからだ、࢕事・ༀׄ、फ೘、਎きΒうだいやഓ۰者など近しい人々のࢰʞ高齢者は

長い人生で༹々なものをࣨってきました。また、近しい人々のࢰやࣙਐの健康য়ସのѳԿな
どにより、࢔された࣎間は長くないことを意識します。૗ࣨ体ݩをどう৒りӿえていくか、
また、これまでの人生を振りศり、ࣙ ෾の人生にどう意ັをݡ出し、઄り合いをつけること
ができるかが、࿟年期をよりྒྷく生きるための൅ୣ課題（Φリクλン EH）であると言われ
ています。 
人はࣙ෾の思いを࿫すことで思考が੖ཀྵされます。高齢者が人生やࢰについてޢり࢟め

た࣎、その人にとって重要な作業であるとणけࢯめ、ͧ ひซきༀになってください。若い世
代（学生等）が意ݡをफ़べるච要はありません。ただࣘをܑけてください。 
 
高齢者の思考に最もӪڻを༫えるのは೶の࿟Կや೟எ঳などの࣮׳です。2025 年には高

齢者の 5 人に 1 人が೟எ঳になると༩଎されています（್ٸらɾ2015）。日本の高齢者に
はh 人に໐࿯をかけたくない とɦ願う人が多く、೟எ঳によってबҕの人々に໐࿯をかけ、
ࣙ෾らしく生きられないことをڬれる高齢者が大੐います。बҕの人々のൕԢから、ࣙ ෾が
場にそ͛わない言動をしたりഇࣝにされていることにـͰき、ࣙଜ心がউつくことが少な
くありません。できないことがଁえ、人にབることを心ۦしく思い、࣎にはそんなࣙ෾をݑ
ѳしている高齢者に対して、若い世代（学生等）のևさんには、高齢者が࣍っているکΊに
 。Ͱきఽえ、Լやかでֺしいお෉き合いを期待しますـ

 
･ に関する研究. 平成̐̔年ܯ日本における೟எ঳の高齢者人口のগ来推.（2015）࣑ཤٸ್

度 厚 生 ࿓ ಉ Ռ 学 研 究 ඇ ึ 助 ۜ 特 พ 研 究 事 業 報 告 書 . https://mhlw-
grants.niph.go.jp/system/files/ 2014/141031/01405037A/201405037A0001.pdf 

･ 厚生࿓ಉ঴.国຿生活ેخ௒ࠬ https://www.mhlw.go.jp/toukei/ list/20-21.html 
 
㕲）෗֧֭৘׉׎֋ஸ፼ೄ֭ଌஅஂ׃ᆵ֪ይևるࢬ੽ 

地域の༹々な活動を通して貢献したい࣍ـち（λーシャルキャϒタル）は、ݺ人の健康や
幸ෳ感を高めることが多くの研究から໎らかになっています（Kawachi,2006.小谷,2011.近
藤,2016）。地域の活動の中でも、ૌ৭的な活動より、टັ、スポーς、Ϛランティアなど
上Ծ関ܐのない活動の方が幸ෳ感を高めることが໎らかとなっています。ݺ人のܑ向で෾
けると開๎的な人は関わる人の回਼が多いことが、҈定的な人間関ܐを޹΋人は関わりの
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࣯が、幸ෳにӪڻしています（内ీ,2012）。 
人との関わりがྖか࣯かはそれͩれかですが、心地のྒྷい人との関わりが大઀なことが

推ࡱされます。その一例で、世代間交流があります。高齢者にとって世代間交流のཤ点は、
ྼ、の能ྙやӵஎの社会的活༽やހࣙ 的・ชԿ的交流など世代継承੓や౹合੓の感ְの࢛֭
得につながります。それがなͧ健康や幸ෳ感にӪڻするのか、それは、心地のྒྷい人との関
わりが多くなると、日中の活動੓、ଠ者へのѬ৚、Ձかに集中する࣎間、঺اの回਼などが、
1 人でいるより確実に多くなります。これにより೶内の幸せホルϠンと言われている、セロ
トニン、オキシトシン、Φンドルフィン、ドーϏϝンの๎出がଁ加します。幸せホルϠンの
ଁ加により、෈҈感、ཊうつ感、΢ラ΢ラ感、ໃྙـ感などがًこりにくくなることで健康
的な生活がૻれます。 
 
ช献 
 Ҷཁཇ್（2011）,ʰλーシャル・キャϒタル೘໵-ݿ立から ូへʱ,中公৿書,東京. 
 Kawachi, I., Subramanian, S.V. & Kim, D. (eds.) (2006), Social Capital and Health, 

Springer,Tokyo. 
 小谷Ίどり(2011)ɾ｢高齢者のきͥな｣ʲLife Design Reportʳ（2011.7） 
 近藤ࠂଉฦ（2016）,ʲίアと健康ʳϝネルϲΟ書房,京都. 
 内ీ༟ن子,ԗ藤༟ඔ,ࣴ内康ช.(2012),人間関ܐのスタ΢ルと幸ෳ感:つきあいの਼と࣯から

の検討,実ݩ社会心ཀྵ学研究,52(1),63-75. 
 
㕳）ஸ፼ೄ֋ணևるզ೓ೄໂէ 

多くの高齢者はક中・ક後のࠠཛྷとৱྒೋをݩܨし、ક後の日本の෰興を担ってきました。
ࣙ෾のためというよりも国やՊଔなど୯かのために生きてきた方が多いようです。またક
後（1945 年Ґ߳）に生まれたʰ団նの世代ʱとݼばれる高齢者は、ક後の෰興から高度ܨ
代やಉき੟りの日々をգごし、h࣎成長期に学生ࡃ ໢྿に౔ྙすれば報われる ɦݩܨを重͸
てきました。 
 
生きてきた࣎代ഐܢがҡなる高齢者と若い世代(学生等)が、ޕいのありのままのࢡをཀྵմ

し、ྒྷい関ܐを஛くことが重要です。しかし、高齢者はࣙਐのݩܨもಁまえつつ、h 若者に
はこうあってほしい とɦいう期待やh 今どきの若者はこうにҩいない とɦいう思い込Ίがあ
るようです。高齢者の言動のഐܢにはそのような期待や思い込Ίがあるかもしれないこと
を೨ಆにおくことで、早めにޣմをմভできるかもしれません。 

 
ʰ今どきの若者ʱに対する高齢者が์きがちな思い込Ίの例 
˕ 若者はそつなくなんでもこなす 

248



248 
 
 

࣯が、幸ෳにӪڻしています（内ీ,2012）。 
人との関わりがྖか࣯かはそれͩれかですが、心地のྒྷい人との関わりが大઀なことが

推ࡱされます。その一例で、世代間交流があります。高齢者にとって世代間交流のཤ点は、
ྼ、の能ྙやӵஎの社会的活༽やހࣙ 的・ชԿ的交流など世代継承੓や౹合੓の感ְの࢛֭
得につながります。それがなͧ健康や幸ෳ感にӪڻするのか、それは、心地のྒྷい人との関
わりが多くなると、日中の活動੓、ଠ者へのѬ৚、Ձかに集中する࣎間、঺اの回਼などが、
1 人でいるより確実に多くなります。これにより೶内の幸せホルϠンと言われている、セロ
トニン、オキシトシン、Φンドルフィン、ドーϏϝンの๎出がଁ加します。幸せホルϠンの
ଁ加により、෈҈感、ཊうつ感、΢ラ΢ラ感、ໃྙـ感などがًこりにくくなることで健康
的な生活がૻれます。 
 
ช献 
 Ҷཁཇ್（2011）,ʰλーシャル・キャϒタル೘໵-ݿ立から ូへʱ,中公৿書,東京. 
 Kawachi, I., Subramanian, S.V. & Kim, D. (eds.) (2006), Social Capital and Health, 

Springer,Tokyo. 
 小谷Ίどり(2011)ɾ｢高齢者のきͥな｣ʲLife Design Reportʳ（2011.7） 
 近藤ࠂଉฦ（2016）,ʲίアと健康ʳϝネルϲΟ書房,京都. 
 内ీ༟ن子,ԗ藤༟ඔ,ࣴ内康ช.(2012),人間関ܐのスタ΢ルと幸ෳ感:つきあいの਼と࣯から

の検討,実ݩ社会心ཀྵ学研究,52(1),63-75. 
 
㕳）ஸ፼ೄ֋ணևるզ೓ೄໂէ 

多くの高齢者はક中・ક後のࠠཛྷとৱྒೋをݩܨし、ક後の日本の෰興を担ってきました。
ࣙ෾のためというよりも国やՊଔなど୯かのために生きてきた方が多いようです。またક
後（1945 年Ґ߳）に生まれたʰ団նの世代ʱとݼばれる高齢者は、ક後の෰興から高度ܨ
代やಉき੟りの日々をգごし、h࣎成長期に学生ࡃ ໢྿に౔ྙすれば報われる ɦݩܨを重͸
てきました。 
 
生きてきた࣎代ഐܢがҡなる高齢者と若い世代(学生等)が、ޕいのありのままのࢡをཀྵմ

し、ྒྷい関ܐを஛くことが重要です。しかし、高齢者はࣙਐのݩܨもಁまえつつ、h 若者に
はこうあってほしい とɦいう期待やh 今どきの若者はこうにҩいない とɦいう思い込Ίがあ
るようです。高齢者の言動のഐܢにはそのような期待や思い込Ίがあるかもしれないこと
を೨ಆにおくことで、早めにޣմをմভできるかもしれません。 

 
ʰ今どきの若者ʱに対する高齢者が์きがちな思い込Ίの例 
˕ 若者はそつなくなんでもこなす 

249 
 
 

˕ 若者はՁを考えているのかわからない 
˕ 若者は؃やかされている 
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㕴）ஸ፼ೄ֧֭コؚؔצ؀՛ب؜׬ 
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ような࣎にՁ度もซきศすことがはばかられ、高齢者は૮घが࿫す内容を΢ントネーショ
ンから推଎して会࿫を続けようとするため、࣎には若い世代(学生等)が;っくりするような
 。ҩいが生じることもありますר
また、ԗくも近くもݡえにくくなり、৯のݡえ方ではࢷや੪৯のޭがݡえにくく、ࠢ ৯と

ていても、ৱいݡ৯の識พがೋしくなります。若い世代（学生等）と高齢者がಋじものをࠉ
ҩいが生じることがあります。 

 
高齢者とのコϝュニίーションのコς 
･ ԗくから高齢者の視野に೘るように近Ͱき、ݼ;かけたり໪を合わせたりして対࿫

の६ඍを੖える 
･ ੢を大きくするよりも、Αっくりはっきりと൅Խしన度なཊ༴をつけて࿫す 
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･ ໪તの高さを合わせ、ࣙ෾のන৚や口の動きをݡせながら࿫す 
･ わかりやすい言ཁで݁؈にఽえる 
･ 大事なことはช࣊でもఽえる 
･ ᰒいたりࣙ෾のことも࿫したりして、高齢者の࿫に敬意を෹い、興ັを࣍ってซいて

いることを言ཁやସ度でఽえる 
･ 高齢者をٺかさない 
･ Ձ度も܃りศし࿫すことは、その人にとって重要な思い出や心ഓごととཀྵմする 
･ コϝュニίーションのお助けグッθʁ思い出の඾やࣺਇ、スーϏーの߁告(޹きなৱ

べ෼、२のৱࡒを࢘ったྋཀྵ、ৱべ෼にまつわる思い出࿫などに࿫題が൅ఴ)、地ਦ、
দ࿪の流ߨՐ、গػやかるたなどのΰーム等 

 
㕵）ஸ፼ೄ֧ไ֘るಐ֭೓փฌ༉ӡॺภ့）֭ؓ׿՛ 

にफ़べたように、若い世代（学生等）に対して、高齢者なりに思い込Ίや期待を์いてع
います。よりスムーθに交流や生活支援をߨうために、দ࿪࣎代をգごしてきた人々がणけ
೘れやすい΀るまいをखり೘れるとྒྷいでしΒう。交流・生活支援の内容や૮घによってマ
ψーがรわるため、活動を࢟める઴にどんなഓ慮がච要か、検討してください。 
 ѭࡲをする 

若い世代（学生等）のѭࡲはો早く動作が小さいので、૮घはـͰかないことがあり
ます。高齢者がѭࡲをされているとـͰけるように、立ちࢯまって૮घと໪を合わせ、
会एなどの動作とともにѭࡲをしましΒう。 

 ਎しくなってからも礼ઇをฯつ 
ॵ対໚の人に礼ٓਜ਼しく振෥うのはもちΘんのこと、高齢者と਎しくなっても、年長

の人に対する஺ೣな言ཁݥいや礼ٓਜ਼しいସ度を続けましΒう。たとえ高齢者本人が
ʰタメ口 をɦणけ೘れてくれたとしても、若い世代(学生等)と高齢者のやりとりをݡซ
きしたबҕの人々が高齢者のଜݭがଝなわれているとଌえます。 

 高齢者に྅մを得てからߨ動する 
高齢者のからだやࢴ෼にৰる࣎、高齢者のお୒でՁかをする࣎、ト΢レなどをईりる

 。いますߨには、その都度྅մを得て࣎
 高齢者ݺ人やそのՊఋのやり方をଜ重する 

ドアのถめ方、ۼのἩえ方、ண࿺のજい方、ごΊのࣼて方など、その人(Պ)のやり方
があります。خ本的なマψーをಁまえたうえで、その人(Պ)のやり方をଜ重してくださ
い。 

 に໯す・指示された方๑でฤͰけるݫったものは࢘ 
交流や生活支援のために࢘ったものはචͥฤͰけてください。高齢者（Պ）の෼につ

いては、จࣨを༩๹するために、高齢者に確೟しながらฤͰけるようにしましΒう。 
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 高齢者の立場から考える 
マψーのخ本は૮घへの思いやりです。ࣙ෾の΀るまいについて૮घがどう感じる

か、Ձを心地よく/෈չに感じるか意識しましΒう。 
 ෲ装・ਐだしなΊのـͰかい 

ഃれたෲ、צそうなෲ、ϦレϦレのෲ、痛そうにݡえるアクセγリー、ا৯がѳくݡ
えるԿ঻など、༪ܯな心ഓをかけないように心がけましΒう。 
࿮・෴部・大Ḳを࿒出している、Ԝい、動きにくい、場にそ͛わないෲ装はඈけてく

ださい。 
ೳいメ΢ク、ໃ੠ひげ、外れ、（体ह・口ह、たばこह等、ࡐਭ、ौೊߵ）い೑いک

るアクセγリー、高齢者をউつけるおそれのあるアクセγリー、はだし/ԜれたۼԾ、
৵;た௼、ഁ घなマニキュアなど、૮घを෈չにするڬれのあるਐだしなΊはඈけてく
ださい。 

 感ઝ༩๹ 
高齢者は༩ඍྙがఁԾしているために、΢ンフルΦンδ、৿ܗコロψΤ΢ルス感ઝ঳、

όロΤ΢ルス感ઝ঳などの感ઝ঳がໍにかかわる事ସになりか͸ません。घજいやマ
スク、ـ׷のྯߨで感ઝ֨大を༩๹しましΒう。 
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  世代（  等）  へ 
  世代（  等） 協同   す  へ 

㕴ӧภঊ支援コ՛؂ט׼՛״՛をጫश֘る 

 
桃山学院大学社会学部λーシャルデδ΢ン学Ռ 教授 

梅谷 進康 
 

㕱）ภ活౫࣍໲ฑธᅏಈ઄֧ภ活౫࣍コ՛؂ט׼՛״՛ 

 生活支援コーディネーターは、2015 年度のղޤฯݧ๑րਜ਼で૓અされた生活支援体੏੖
ඍ事業に、٠ڢ体とともにҒ஖Ͱけられています。生活支援体੏੖ඍ事業はղޤฯݧ๑第
115 ড়の 45第 第ߴ2 ༩ޤ定されており、地域における高齢者等への生活支援とղوにߺ5
๹の体੏੖ඍ等を促進する事業といえます。 
 生活支援体੏੖ඍ事業を活༽した生活支援・ղޤ༩๹γーϑス（ҐԾ、生活支援等γーϑ
ス）の体੏੖ඍについては、h ղޤ༩๹・日常生活支援૱合事業のన઀かつ༙ްな実ࢬをਦ
るための指ਓʱに、次のようにىされています。 
 
े、な高齢者をはじめـݫ、ௌଞが中心となってࢤ˖ ຿が担いघとして参加するे຿主体
の活動、NPO、社会ෳࢳ๑人、社会ෳ٠ڢࢳ会、地ԓૌ৭、ڢಋૌ合、຿間ة業、シ
ルバー人ࡒセンター等の多༹な主体による多༹なγーϑスの఑ڛ体੏をߑ஛し、高齢
者を支える地域の支え合いの体੏Ͱくりを推進していくච要がある。 

˖生活支援等γーϑスの఑ڛ体੏のߑ஛に向けたコーディネート機能をՎたす生活支援
コーディネーターをഓ஖することや各地域における生活支援コーディネーターと生活
支援等γーϑスの఑ڛ主体等が参ժする、定期的な৚報ٶ༙ڠ;連携کԿの場として
本とした生活支援等γーϑスが૓出されخ助をޕ、٠体をઅ஖すること等を通じてڢ
るようखૌを੷極的に進める。 

出所ʁ厚生࿓ಉ঴ʰղޤ༩๹・日常生活支援૱合事業のన઀かつ༙ްな実ࢬをਦるための指ਓʱ（平成
27年厚生࿓ಉ঴告示第  を一部րร（ߺ196

 
このように、े ຿やさまざまな団体・ૌ৭等による地域の支え合いの体੏Ͱくりがච要と

されているなかで、生活支援コーディネーターはޕ助をخ本とした生活支援等γーϑスの
఑ڛ体੏Ͱくりに向けたコーディネートをߨうༀׄを担います。それでは次に、このༀׄな
どを৆しくफ़べていきます。 

 
㕲）ภ活౫࣍コ՛؂ט׼՛״՛のዂআՔ౽࿾့ 

 生活支援コーディネーターのༀׄやもつべき視点などについて、h ղޤ༩๹・日常生活支
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援૱合事業のΪ΢ドラ΢ンʱにもとͰき੖ཀྵすると次のようになります。 
 
ᾉༀׄ等 
 生活支援コーディネーターのઅ஖໪的は、地域における生活支援等γーϑスの఑ڛ体੏
の੖ඍに向けたखૌを推進することです。この推進のために、生活支援コーディネーターは
関ܐ者のネットϭークやعଚのखૌ・ૌ৭等も活༽して、コーディネート業ແをߨっていき
ます。 
このコーディネート業ແが、生活支援コーディネーターの主なༀׄといえます。この業ແ

内容は、ᶅ地域ニーθとݱࣁয়ڱのݡえるԿ、໲題఑ً、ᶆ地ԓૌ৭等の多༹な主体へのڢ
ྙғབ等のಉきかけ、ᶇ関ܐ者のネットϭークԿ、ᶈ໪指す地域のࢡ・方ਓの༙ڠ、意識の
౹一、ᶉ生活支援の担いघの཈成やγーϑスの開൅（担いघを཈成・ૌ৭Կし、支援活動に
つなげる）となります。 

 
ᾊ視点等 
生活支援コーディネーターには特定の֪ࣁ要݇はありませんが、次のような人෼が望ま

しいとされています。 
主体と連絡௒੖できڛ຿活動へのཀྵմがあり、多༹なཀྵ೨をもつ地域のγーϑス఑ࢤ˖
る立場の者で、国や都ಕැݟが実ࢬする研रのर྅者。 

そして、次の 3つの視点を༙することがన当とされています。 
˖ࣙਐが所଒するૌ৭の活動の࿰ૌΊを௔えた視点、地域の公ӻ的活動の視点、公平中立
な視点。 

Ґ上のようなༀׄや視点を༙する生活支援コーディネーターのࢤௌଞごとのഓ஖人਼やഓ
஖先は、地域の実৚にԢじた多༹なܙସが可能となっています。 
 
Ӏ༽・参考ช献 
 厚生࿓ಉ঴h ղޤ༩๹・日常生活支援૱合事業のన઀かつ༙ްな実ࢬをਦるための指ਓ （ɦ平

成 27 年厚生࿓ಉ঴告示第 196  ɿ（ߺ
 厚生࿓ಉ঴ʰղޤ༩๹・日常生活支援૱合事業のΪ΢ドラ΢ンʱ（平成 27 年 6 ݆ 5 日࿟൅ 

0605 第 5  ɿ（ߺ
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୉ گ৮ҽ  へ 
㕵ӧ་ॺ֋ฌ༉৖୪ጺ׃ஸ፼ೄ֭ภঊ支援֪ౄइ֘る఑֭ጽ࡝࿾ 

多くのΦキスϏートから、h 若い世代（学生等）の参加を促進するマニュアルʱに対する
示唆やメッセージを頂戴しましたが、主として京都橘大学の地域連携センターや、山Ռۢ社
会ෳ٠ڢࢳ会での助言を中心にまとめました。 

 
ʰどの地域でも実践可能な 若ɦい世代（学生等）の参加を促進するマニュアルというテー

マでこのマニュアルをߑ成していますが、大学と高齢者とのં点がॊ来少なかった地域で
は、大学関ܐ者はҐԾの点について特に考慮することが望ましいでしΒう。 
 
1） 生活支援コーディネーターは生活支援員ではなく、地域の生活支援のコーディネーシ

ョンを担当するༀׄを担っています。さまざまなखりૌΊに、若い世代（学生等）がة
ժの段階から参加できるようにڢಋしていただくことは意ٝのあることです。 
 

2） 地域のـݫな高齢者を中心とする地域のグループと若い世代（学生等）がコラϚレーシ
ョンすることはすばらしいことですが、ഐܢとなる地域の࿰ૌΊや実ସのཀྵմはච要
です。たとえば、地域活動の単Ғとして、最近は小中学ߏの学ۢが༽いられますが、ੴ
ながらのコϝュニティの単Ғが生きていることがあります。 
 

3） ΢ϗント的なखりૌΊは、若い世代（学生等）と地域の高齢者との関ܐを作っていく際
に、खりૌΊとしてアプローチしやすい部෾があります。日常的な、高齢者のࠖりごと
の支援にݸ定することは、චͥしも若い世代（学生等）の参加を継続的に促進すること
につながりません。 
 

4） セルフネグレクトの高齢者など、ݺพ的にはアプローチに஭意すべき高齢者に対して
は、h おだやかなݡगりʱh 担当によるݡगりʱh ઒໵的なݡगりʱの段階が੖ཀྵされ
ています。おだやかなݡगりは、日常生活の中で෕段とҡなるシグψルが高齢者にݡら
れた際にనԢされるもので、若い世代が҈全に関༫する൥ҕとしてన当といえます。高
齢者のࠖりごとについて、地域の຿生委員、地域ใׇ支援センターなどに、まかせるべ
きとこΘは、まかせるようにすべきです。 
 

5） 若い世代（学生等）の҈全は、極めて重要です。多くの大学で学生は教ү研究活動中の
٠会がڢࢳに加೘しますが、ฯ্の൥ҕを確೟しましΒう。また、社会ෳݧฯ্֒֒ࡄ
窓口になっているϚランティア活動ฯݧや、΢ϗントの際にనԢされるϚランティア
 。はघ厚いことから、ච要にԢじて考慮してもよいかと考えますݧ事༽ฯߨ
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6） 若い世代（学生等）も高齢者のグループも、׵れるまではྈ者のړ཯感や要望のఖ度が

घ探りであることから、ߨきҩいも少なくないのが෕通です。京都橘大学では、地域の
グループから大学へのコラϚレーションの申し出࣎に、次Ϙージのような一定の༹ࣞ
(p.256)を఑出していただいています。この༹ࣞをܘ機に、活動の໪的や若い世代(学生
等)にとっての参加意ٝなどが໎ྐになり、活動がԃ׊になります。 
 

7） 若い世代（学生等）には、ࣙ ༟な൅૟や࢒৿なア΢デアを生Ί出すྙがあります。単に、
若い世代（学生等）を࿓ಉྙとしてあてにするのではなく、このような学生の൅૟ྙや、
学生ࣙਐのʰわくわく感ʱをܻ࢙できるようなڢಋのあり方が望ましいといえます。 
 

8） 教ү、研究に続く大学のໍ࢘として地域への貢献がますます重視されるようになりま
した。地域に貢献するݱࣁとして、学生は大学の༙する最も重要なݱࣁです。大学の地
域連携センターや連携࣪では、若い世代（学生等）と地ݫの高齢者団体とのハϔになる
とともに、学生が教ү的ݡ地からも、はつらつと参加できるようにする機能をै実させ
ることが求められます。 
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地域のグループから大学への連携の申し出࣎に、࢘われる༹ࣞのγンプル 
（京都橘大学・地域連携センターの例）  
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地域のグループから大学への連携の申し出࣎に、࢘われる༹ࣞのγンプル 
（京都橘大学・地域連携センターの例）  
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６ӧ೓փฌ༉ӡॺภ့）֧ஸ፼ೄ֭୪ጺՔภঊ支援֭コツ 

ここまで、世代間交流の要となる若い世代(学生等)と高齢者についてのཀྵմ、また、ྈ
者をつな͛生活支援コーディネーターのༀׄについてմઈしました。 
ここからは、若い世代（学生等）と高齢者の交流・生活支援を進める上での具体的なコ

ςについて、研究成Վ、全国における先駆的事例௒ࠬ、༙識者への΢ンタϑューなどをも
とに੖ཀྵしました。生活支援の一ൢԿはたいへんೋしいものの、௒ࠬ研究事業から得られ
たஎݡから൜༽੓のあるものを中心にまとめています。 
コςに添えた大学教үにおける実践ʴ1ʵʛʴ5ʵは、本報告書のᶜ（p152ʛ237）を参

লください。 
  世代（  等）  へ 

  世代（  等） 協同   す  へ 
㕱）೓փฌ༉ӡॺภ့）֭ঊ၌を支ևるৄ੩֤֎׉ 

〇ߨ੕やऀճෳ٠ڢࢳճとͯな͗る 
高齢者の交流・生活支援のखりૌΊを進める上では、地域のෳࢳ活動のڎ点であるۢࢤ

ௌଞ社会ෳ٠ڢࢳ会（ۢࢤௌଞ社ڢ）が、最もਐ近な૮஌の場となります。活動ڎ点のࣙ
 。に૮஌しましΒうڢ体の社࣑
社ڢのϚランティアセンターではϚランティア活動に関する૮஌や活動先の়ղ、Ϛラ

ンティアや高齢者ίアに関する研रの়ղ等がणけられます。 
 
高齢者は心ഓ੓です。௒ࠬに参加する高齢者をリクルートする場合は、公的な機関もしく

はそれに६じる機関とつながりを࣍ち、公的な機関から高齢者にݼ;ֽけてもらうと高齢
者が҈心して参加できます。 

（大学教үにおける実践ʴ3ʵより） 
 

〇઒໵ؖؽに૮஌・ӀܩぎͲきるର੏を΍ͯ 
若い世代（学生等）にとってೋしいғབをӀきणけることは、若い世代（学生等）と高齢

者の૔方にෝ担が高まり、޹ましくないことです。઒໵機関にӀ継͙をғབできるように、
あらかじめ若い世代（学生等）の活動ܯժを઒໵機関などに報告すること、หک会など定期
的なコϝュニίーションをとることで、اつな͙しておきましΒう。 
 
〇ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥ͗૮஌ͲきるΓ͑に઒໵ؖؽとϋρトϭーέをͯないͲ͕く 
若い世代（学生等）が活動を࢟める・推進するうえで૮஌しやすいように、઒໵機関とネ

ットϭークをつないでおくことが重要です。そのためには、地域のステークホルξーが連携
することともに、若い世代（学生等）から多༹なૌ৭や人ࡒにʰ૮஌ʱしましΒう。૮஌と
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いうܙをとることで、具体的な支援が得られやすくなります。できる൥ҕでのڢಉを求めま
しΒう。 
このような࣎に若い世代（学生等）とबҕのૌ৭や人ࡒとつな͛ことは、生活支援コーデ

ィネーターの機能の一つです。若い世代（学生等）は、まͥは࣑ࣙ体の社会ෳ٠ڢࢳ会に૮
஌することをおすすめします。 
 
〇दۂとして࢟Όる͞とͲگ৮ҽと׈ಊ͹基盤を੖͓る 
大学等に所଒する若い世代（学生等）が活動を࢟める場合、まͥはਜ਼課授業として࢟めて

教員がघ厚くγポートに೘り、خ൭を੖えてから、学生のྖࡍにԢじて単ҒがखれるՌ໪ˢ
ࣙ༟Ռ໪ˢγークル活動などに઀り଺えていくとྒྷいでしΒう。 

（大学教үにおける実践ʴ1ʵʛʴ5ʵより） 
 

〇߶ྺं͓͗گるଈ、ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥָ͗΁ଈといཱི͑৖を͓׸てکΊとଌ͓る 
研究ɹ 2 でɻは授業の一؂として高齢者との交流をखり೘れました。課題レポートからも、

学生は高齢者から༹々な学;を得ていることがわかります。਼໌の学生の学;には高齢者
を通して対েཀྵմだけでなく、h よりྒྷい生き方を考える機会となったʱh われٻちが࣍ـ
たʱなどのࡎىもありました。 若い世代（学生等）は、人生の先ഒである高齢者とのコϝ
ュニίーションを通して人生หکをさせてもらい、ٱに助けていただいていることもわか
りました。高齢者に対しては若い世代（学生等）の特௅について৚報఑ڛをߨい、若い世代
（学生等）には、高齢者が一ൢ的にʰ若者ʱにどのような΢メージを࣍ち、どのような振る
෥いを期待しているかをઈ໎するなど、おޕいがༀׄをՎたしながら、Win-Win な活動と
なるような޽෋もච要だと考えています。 

（大学教үにおける実践ʴ1ʵʴ2ʵより） 
〇ฯݧにՅ೘する 
社会ෳ٠ڢࢳ会を通じてϚランティア活動ฯݧに加೘できます。ただし、授業の一؂や΢

ンターンシップとしてのϚランティア活動、༙ ঊϚランティア活動など、Ϛランティア活動
ฯݧの対েとならないものもあるため、まͥはۢࢤௌଞの社会ෳ٠ڢࢳ会に૮஌してくだ
さい。 
社会ෳ٠ڢࢳ会  

https://www.shakyo.or.jp/network/kenshakyo/index.html 
 

〇ݜरをणߪする/͑ߨ 
各࣑ࣙ体には高齢者の生活支援に携わるϚランティア人ࡒを཈成する単൅研रがあるた

め、若い世代（学生等）のևさんはༀ場や社会ෳ٠ڢࢳ会に໲い合わせましΒう。 
また、実際に高齢者にٝߪをしていただいたり、コϝュニίーションや支援のシϝュレー

258



258 
 
 

いうܙをとることで、具体的な支援が得られやすくなります。できる൥ҕでのڢಉを求めま
しΒう。 
このような࣎に若い世代（学生等）とबҕのૌ৭や人ࡒとつな͛ことは、生活支援コーデ

ィネーターの機能の一つです。若い世代（学生等）は、まͥは࣑ࣙ体の社会ෳ٠ڢࢳ会に૮
஌することをおすすめします。 
 
〇दۂとして࢟Όる͞とͲگ৮ҽと׈ಊ͹基盤を੖͓る 
大学等に所଒する若い世代（学生等）が活動を࢟める場合、まͥはਜ਼課授業として࢟めて

教員がघ厚くγポートに೘り、خ൭を੖えてから、学生のྖࡍにԢじて単ҒがखれるՌ໪ˢ
ࣙ༟Ռ໪ˢγークル活動などに઀り଺えていくとྒྷいでしΒう。 

（大学教үにおける実践ʴ1ʵʛʴ5ʵより） 
 

〇߶ྺं͓͗گるଈ、ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥָ͗΁ଈといཱི͑৖を͓׸てکΊとଌ͓る 
研究ɹ 2 でɻは授業の一؂として高齢者との交流をखり೘れました。課題レポートからも、

学生は高齢者から༹々な学;を得ていることがわかります。਼໌の学生の学;には高齢者
を通して対েཀྵմだけでなく、h よりྒྷい生き方を考える機会となったʱh われٻちが࣍ـ
たʱなどのࡎىもありました。 若い世代（学生等）は、人生の先ഒである高齢者とのコϝ
ュニίーションを通して人生หکをさせてもらい、ٱに助けていただいていることもわか
りました。高齢者に対しては若い世代（学生等）の特௅について৚報఑ڛをߨい、若い世代
（学生等）には、高齢者が一ൢ的にʰ若者ʱにどのような΢メージを࣍ち、どのような振る
෥いを期待しているかをઈ໎するなど、おޕいがༀׄをՎたしながら、Win-Win な活動と
なるような޽෋もච要だと考えています。 

（大学教үにおける実践ʴ1ʵʴ2ʵより） 
〇ฯݧにՅ೘する 
社会ෳ٠ڢࢳ会を通じてϚランティア活動ฯݧに加೘できます。ただし、授業の一؂や΢

ンターンシップとしてのϚランティア活動、༙ ঊϚランティア活動など、Ϛランティア活動
ฯݧの対েとならないものもあるため、まͥはۢࢤௌଞの社会ෳ٠ڢࢳ会に૮஌してくだ
さい。 
社会ෳ٠ڢࢳ会  

https://www.shakyo.or.jp/network/kenshakyo/index.html 
 

〇ݜरをणߪする/͑ߨ 
各࣑ࣙ体には高齢者の生活支援に携わるϚランティア人ࡒを཈成する単൅研रがあるた

め、若い世代（学生等）のևさんはༀ場や社会ෳ٠ڢࢳ会に໲い合わせましΒう。 
また、実際に高齢者にٝߪをしていただいたり、コϝュニίーションや支援のシϝュレー

259 
 
 

ションをしておくとスムーθに導೘できます。 
（大学教үにおける実践ʴ1ʵʴ3ʵより） 

 
  世代（  等） 協同   す  へ 

㕲）೓փฌ༉ӡॺภ့）を༷֖Ւஸ፼ೄ֧֭୪ጺՔภঊ支援を၌৿֤֐る 

˕ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥ͗ॶ଒する஄ରを͖׈す 
各झのγークルや大学のκϝなどのૌ৭は、連絡窓口となるリーξーや教৮員がいる、メ

ンバー間の連絡ςールが੖っている、チームで参加することで心کい、༧通がཤくなどのཤ
点があります。 
若い世代（学生等）は、高齢者との交流機会があるعଚの団体に加೘したり、ࣙ෾たちで

団体をつくるとྒྷいでしΒう。 
 

〇ָߏとͯな͗る 
ほとんどの大学には地域社会と連携し社会貢献にखりૌ΋ための部ॼがあります。生活

支援コーディネーターは、大学事ແ局にアクセスし、૮஌するとྒྷいでしΒう。その際、大
学(学部)の特੓をよくཀྵմし、学生のکΊを生かす支援内容やओΊをΩバーする運営方๑を
検討できると、活動の開࢟や継続につながります。 

 
〇ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥにとって͹қٝをՆࢻ化する 
หکやアルバ΢トに๫しい若い世代(学生等)が࣎間とΦネルάーを஭͛ߗൻがあること

をわかりやすくఽえること活動を࢟め・継続する動機となります。その交流が若い世代（学
生等）にとってもֺしめること、༌しになること、઒ߊ෾野の学;につながること、म活や
などを言ཁやժ଀でఽえましΒ;جの成長に活かされること、高齢者がรԿしていくހࣙ
う。 
また、地域での活動実੹がསྼ書にࡎىでき、म৮活動に活かせることも、若い世代（学

生等）にとって大きなメリットであると考えられます。 
 
〇दۂやڂݜに׈༽Ͳきるؽճにする 
京都橘大学のखりૌΊや先駆的事例集にあるように、大学の授業や研究、課外活動にҒ஖

෉けることで、人ࡒ確ฯや継続的な関わりにつながります。近くに大学や学ߏがない地域で
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また、大学と地域の機関が連携し、地域のૌ৭が学生の΢ンターンシップをणけ೘れる体

੏を作ることも一案です。 
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〇SNS を׈༽する 
若い世代（学生等）は SNSを活༽して৚報を集めるため、SNSのްՎ的な活༽が重要で

す。短い動ժで若い世代（学生等）と高齢者の交流の実際をݡせることで、ฉҕـやその事
業のཀྵ೨など、言ཁでは示しにくいこともఽえることができます。また、ハッシュタグをう
まくつけることで、若い世代（学生等）の໪にৰれやすくなるだけでなく、アルバ΢トや研
究フィールドを探す若い世代（学生等）とつながるなど、૟定外のとこΘからも人ࡒを集め
ることができます。 
さらに、日常の連絡ςールとしても、SNS や大学のԗֶ授業のアプリίーションを活༽

することで連絡・連携がスムーθになります。 
 

  

260



260 
 
 

〇SNS を׈༽する 
若い世代（学生等）は SNSを活༽して৚報を集めるため、SNSのްՎ的な活༽が重要で

す。短い動ժで若い世代（学生等）と高齢者の交流の実際をݡせることで、ฉҕـやその事
業のཀྵ೨など、言ཁでは示しにくいこともఽえることができます。また、ハッシュタグをう
まくつけることで、若い世代（学生等）の໪にৰれやすくなるだけでなく、アルバ΢トや研
究フィールドを探す若い世代（学生等）とつながるなど、૟定外のとこΘからも人ࡒを集め
ることができます。 
さらに、日常の連絡ςールとしても、SNS や大学のԗֶ授業のアプリίーションを活༽

することで連絡・連携がスムーθになります。 
 

  

261 
 
 

  世代（  等） 協同   す  へ 
㕳）೓փฌ༉ӡॺภ့）֭೗໲ตをࢂ֌ഞ֘ 

〇ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥを୉઀にする 
ෳࢳの場では、支援をする側と支援される側の関ܐ੓がしばしば࿫題になります。若い

世代（学生等）と高齢者は૮ޕに支援をする/される関ܐであり、若い世代(学生等)と高齢
者は対等な関ܐです。生活支援の担いघにはࣙٚހ੝が期待されることがありますが、高
齢者を大઀にするのとಋ༹にも若い世代（学生等）も大઀にされることが、खりૌΊの継
続・൅ఴにӪڻします。若い世代（学生等）が参加しやすい࢕ૌΊͰくりやన࣎న઀な࿓
いなどのഓ慮によって、ࣙٚހ੝をکいられていると感じることなく主体的にखりૌめる
ことでしΒう。 

 
〇ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥ͹ৼཀྵ的安સ੓をฯ্する 
心ཀྵ的҈全੓とは、ૌ৭の中でࣙ෾の考えや࣍ـちを҈心して൅言できるয়ସを指しま

す。若い世代(学生等)がࣙષにࣙ༟に、心に感じたことを短いۡޢでもよいので、൅言でき
るฉҕـであれば、ࣙષにֺしいコϝュニίーションを実現できるのではないかと思われ
るものでした。教員や生活支援コーディネーターは若い世代（学生等）が෈҈（ࣙ෾がໃஎ
と思われるʃ ໃ能と思われるʃ इຒをしていると思われるʃ ൳定的だと思われるʃ）を
ߨできるような関わりやムードͰくりが求められます。若い世代（学生等）が෵਼人でݰܲ
動できるようにすることも一案です。 

（大学教үにおける実践ʴ1ʵより） 
 
〇ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥ͗कର的にࢂՅする͹をଶͯ 
Ϛランティア活動として若い世代（学生等）が参加する場合は、先ഒや教員からのکいש

༢では継続参加がೋしく、若い世代（学生等）が活動をॉ෾にཀྵմし、主体的に参加を݀め
ることが重要です。あるコーディネーターはh Ϛランティアの集会の参加確೟は一઀とらͥ、
݀まった日࣎にࣙ෾がそこにいるようにするʱと࿫されていました。h Ӏっ௃りこ΋ よɦり
もʰ待つʱことが主体੓をӀき出し、本当に継続できる人ࡒの参加につながります。 

 
〇ັڷを࣍っているָਫ਼をϨέϩートする 
教員主導で高齢者との交流・生活支援にखりૌ΋࣎には、そのつもりがなくても教員から

学生に対するک੏ྙがಉきがちです。日常の会࿫から、高齢者が޹き、高齢者の方が࿫しや
すい、গ来の࢕事に活かしたいなど、ཀྵ༟は༹々ですが、高齢者の健康や生活の支援に興ັ
のある学生をݡつけ༢うと、主体的なखりૌΊにつながります。 

（大学教үにおける実践ʴ3ʵより） 
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〇ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥ͗ಚқな͞とを઀Ε޳にする 
Խֺやֈժ、スポーς、それͩれ学生がこれまで੷Ί上げてきた得意なことや޹きなこと

を題ࡒとした、多世代交流をߨうと、若い世代(学生等)がࣙ෾の得意なことを高齢者などに
どの༹にߨなってもらうか、఑ڛできるかを、より深く考えるきっかけになります。 

（大学教үにおける実践ʴ̒ʵより） 
 

〇ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥ͹΢ωεΠτΡϔを୥Κない 
बҕの大人、特に大学の教৮員がනに出ると学生は後ΘにԾがりがちです。学生がいつで

も教৮員に૮஌や報告ができる࢕ૌΊを作り、その後は学生の活動をݡगるֽ࢕けが求め
られます。 

 
〇ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥに඲Ճをͣ״させない 
大学等をخ൭に交流・生活支援をߨう場合、単Ғのख得や学स໪ඬの౺ୣ等を意識するこ

とはඈけられません。その場合はʰ学स者ʱとʰ次の世代に୙す者ʱという、ྈ者が֭得す
べき課題を೨ಆにおいた࢕ૌΊをあえて作ることが考えられます。また、大学の課外活動と
してखりૌ΋場合には、レポート課題を૟ًさせる報告書を༽いるよりも、ラΤンドテーϔ
ルでࣙ༟にޢり合える報告ࣞܙなどのԍ出が考えられます。 

（大学教үにおける実践ʴ2ʵより） 
 

  世代（  等）  へ 
  世代（  等） 協同   す  へ 

㕴）೓փฌ༉ӡॺภ့）֋ঊ၌をౡ׀るಐ֭コツ 

〇ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥ޴き͹ғབを࢕෾͜る 
まͥは、若い世代（学生等）にనしたғབか、઒໵৮に୙すべきғབかをݡ極めます。若

い世代（学生等）もໃཀྵなくखりૌめてֺしめるようなғབが、やらされ感を๹͙、対েと
なる高齢者ݺ人のためにՁかをしたいという主体੓がүまれます。 

 
研究ʴ2ʵで課題レポートをテキストマ΢ニングした結Վとしてଌえられたニーθの視点

として、高齢者のࠖりごと上ҒにڏがったʰབΊにくいʱは、核ՊଔԿや、近ྣे຿とのܪ
がりのܲമԿが進΋中での現実をනしていると考えます。小さなことではあるものの、日常
にື着したుځの交׷、高い場所のૡঈ、໤ރのજ৞などのࠖりごとは、なかなかմ݀しが
たいࠖりごとです。そのような日常にઞ΋ちΒっとしたࠖりごとをܲـに૮஌できる場所
や支援ができるଚࡑは、ඉ常に重要なଚࡑであると言えます。 

（大学教үにおける実践ʴ2ʵより） 
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〇ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥ͹қࢧをଜ॑してғབをण͜る 
若い世代（学生等）が୯にどんな支援をߨいたいか、多๫な生活の中で高齢者との交流・

生活支援にどれだけ࣎間をׄき、஭ྙするかをあらかじめ٠࿨しましΒう。 
若い世代（学生等）がேકしたい・一ॻにֺしΊたいと思えるғབを༑先しましΒう。若

い世代（学生等）のわがままをซくという意ັではなく、若い世代（学生等）がその高齢者
のࠖりごとにڠ感できるような事例়ղや、支援の意ٝや方๑についてϭクϭクできるよ
うな検討などの޽෋がޯを૙すでしΒう。 

（大学教үにおける実践ʴ2ʵより） 
 

〇໪͹઴͹Ҳ人͹人͹ࢩԋ͖Δ࢟Ό、੔ޯରݩを॑͸る 
活動ॵ期は若い世代（学生等）がয়ڱを೼Ѵし実ߨしやすくするためにも、一人の高齢者

への支援から࢟めてޣࡪߨࢾし、高齢者のൕԢを඲価しましΒう。小さな໪ඬ、אえやすい
ғབで成ޯ体ݩを重͸、一事例からࣇたようなয়ڱにある෵਼人へと対েを֨大します。 

 
〇Ήͥͺ΢ϗϱト的なखΕ組Ί͖Δ࢟Όる 
若い世代（学生等）は授業、アルバ΢ト、部活などで多๫なため、定期的なखりૌΊへの

参加は༁଍をためらいます。単൅のखりૌΊから࢟めることで、関心をもつ人の参加を促進
できるかもしれません。 

（大学教үにおける実践ʴ1ʵより） 
 

  世代（  等） 協同   す  へ 
㕵）೓փฌ༉ӡॺภ့）֧ஸ፼ೄ֭֭ؓץب׶׸コツ  

〇ଲ౵なݺ人とݺ人をϜροϱήする 
対েとなる高齢者ݺ人だけではなく、若い世代（学生等）ともॉ෾にコϝュニίーション

をとり、੓֪やس望などをஎったうえでマッチングを考えます。h 学生さんʱとʰ高齢者ʱ
という大࿰ではなく、ݺ人のʕʕさんとʕʕさんというとらえ方をಁまえてマッチングし
ましΒう。その結Վʰやらされているʱʰしてあげたʱでなく、ʰ一ॻにֺし΋ʱことがで
き、関ܐが継続するようです。 

 
〇߶ྺं͹ຮଏを॑ࢻしてϜροϱήする 
このマニュアルでは、若い世代（学生等）の意思を༑先しているようにಣめるかもしれま

せんが、高齢者を重視することは言うまでもありません。しかし高齢者と学生の૔方がຮଏ
することはೋしいのが現য়です。その場合には、高齢者との交流やࠖりごとのմ݀が໪的で
あることを若い世代（学生等）とڠに࠸確೟しましΒう。 
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〇߶ྺं͹ࢩԋωーθ͹಼༲とָ೧͹ಝ੓をྂߡしてϜροϱήする 
学生は̏年次よりも、3ޤ؅ 年次の方が、ʰഛい෼にߨけないʱʰ高いとこΘのૡঈが大

รʱh 運動や人と交流する機会が少ない とɦいうように、日常生活のࠖりごとを具体的に೼
Ѵできるようになっていました。したがって、学年を重͸ることで日常生活のࠖりごとへの
支援ができるようになっていると考えられるため、多༹な学年・ݩܨをもつ学生の参加をู
り、高齢者の生活の支援ニーθと、若い世代（学生等）の特௅をマッチングして、それͩれ
がༀׄをՎたしつつ、しっかりと高齢者のニーθをຮたせるようにすることが重要です。 

（大学教үにおける実践ʴ2ʵより） 
 

〇ָՌ͹઒໵੓をਫ਼͖したިླྀとする 
 たとえば作業療๑学Ռであればh ものͰくり とɦいう作業をഖղとした高齢者と学生のख
りૌΊができます。そのなかで学生は世代がҩう人とのコϝュニίーションのखり方や、作
業をどのようにઈ໎するとఽわるのかを学んでいきます。そしてࣙ෾が作業療๑࢞となる
うえで、また実सに出るうえでච要なこととְࣙしていきます。そうしたࣙ෾たちの઒໵੓
を生かしたことでجばれたり感謝されたりするݩܨは学生側のϠチϗーションにつながり
ます。 

(大学教үにおける実践ʴ5ʵより） 
 
〇қ֐な組Ί߻Κせ΍Ҍ֐と͑Ήくいく 
若い世代（学生等）ݺ人と高齢者ݺ人のマッチングに関しては、ݺพ੓をݡ極めてマッチ

ングする事例もあれば、૔方のԿ学ൕԢを期待して׸えてマッチングしない事例など、さま
ざまでした。コϝュニίーションྙがఁい若い世代(学生等)であっても、高齢者はその෈ح
༽さをかわいがってくれます。若い世代(学生等)と高齢者は実は૮੓がよく、どのようなૌ
Ί合わせでも結Վオーラ΢となることが多いようです。 

 
〇Ϝροϱήޛ΍ݡगΕକ͜る 
若い世代（学生等）と高齢者の関ܐが஛けた後も、ݺ人的なやりखりではなくコーディネ

ーターを通すという先駆的事例がありました。若い世代（学生等）と高齢者の関ܐがྒྷ޹に
なればこそのトラϔルを༩๹できます。 

 
〇トϧϔϩを෾ੵする 
トラϔルが൅生した࣎はトラϔルの結Վやその対Ԣに஭໪しがちですが、多くの場合、高

齢者や若い世代（学生等）に໎പな໲題があるというわけではなく、ཀྵ༟に着໪してトラϔ
ルのգఖを஺ೣに෾ੵすることで、ਇのニーθがݡえてきたりします。 
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  世代（  等）  へ 
  世代（  等） 協同   す  へ 

６）支援を成功させるコツ 
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を考えることも学生の学;につながっていきます。 

(大学教үにおける実践ʴ5ʵより） 
 

〇ӁৱをखΕ೘れる 

ಋじ佄の൩をৱべた஧とන現されるように、Ӂんだりৱべたりしながらのコϝュニίー
ションや΢ϗントは高齢者にとっても若い世代(学生等)にとってもֺしさやリラクκーシ
ョンをもたらします。研究ʴ4ʵではৱ඾をഓාすることで෕段は参加しない高齢஋੓の参
加がଁえました。 

(大学教үにおける実践ʴ4ʵより） 
 

  世代（  等）  へ 
  世代（  等） 協同   す  へ 

 ）活動を継続するためのコツ 

〇Ӏܩぎ͹εスτϞ੖ඍ 
若い世代（学生等）を中心とする活動のݸֆは、ଖ業やम৮などによって長期間の参ժ

がೋしいことです。Ωリスマ੓のある人ࡒを中心に活動が活൅になったとしても、次の世
代がـ後れし、世代交代にࣨഌすることもあります。若い世代（学生等）は部活動等には
間をかけてໃཀྵなくӀ࣎、れているため、常に後ഒ世代のγϔリーξーを෵਼人཈成し׵
き継いでいきましΒう。 

 
〇ऑい੊େʤָਫ਼౵ʥࣙਐֺ͗しΞͲいるとـͰ͜るಉき͖͜ 
授業や課外活動でखりૌ΋場合は、ֺしいと感じる઴にʰ学΁ʱh 単Ғをखるʱことがよ

͙りがちです。また、若い世代(学生等)が׵れないうちは、૮घのൕԢをΊたりࣙ෾の感৚
にـͰいたりすることがೋしいこともあるでしΒう。支援場໚や定期的な振りศりの機会
には、コーディネーターや教৮員ࣙਐが意ਦ的に高齢者のൕԢを言ཁにする、ࣙ ਐがֺしん
でいるࢡをݡせる、若い世代（学生等）にֺしいかどうかを໲いかけることで、若い世代(学
生等)がֺしんでखりૌんでいることへのـͰきを促してください。ʰֺしいʱとは、঺う
ような場໚にݸらͥ、動機を࣍ってखりૌΊ、ୣ成感を得られること、若い世代(学生等)が
ࣙらの成長を実感できることなどが含まれます。 

 
〇߶ྺं͹ൕԢをϓΡーχώρέする 
若い世代（学生等）のちΒっとした関わりで、઒໵৮にはݡせないන৚やൕԢが生まれま

す。しかし、若い世代（学生等）は、高齢者のൕԢをΊる༪༡がなく、ࣙ෾がߨうことはख
るにଏりないことだという思い込Ίを์きがちです。बҕが、高齢者がجんだり、感謝した
りしているන৚や言ཁをӀき出すように関わると若い世代(学生等)がـ෉きやすくなりま
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す。また、઒໵৮からのフィードバックは若い世代(学生等)のࣙ৶を高めることにつながり
ます。 

 
〇サービスを有償化し、経済的基盤を安定させる 
ʰϚランティア とɦいうޢ感から若い世代（学生等）のໃྋๆ࢕を΢メージしがちですが、

全国で成ޯしている若い世代（学生等）と高齢者の交流・生活支援プロジΥクトの多くがγ
ーϑスを༙ঊԿしていました。 
ྋۜを෹うことで高齢者がγーϑスをғབしやすくなり、༙ঊだからこそつながりやす

くなると考えられます。また、アルバ΢トにׄく࣎間を༙ঊϚランティア活動にैてること
で࣎間の༪༡ができ、ࣙٚހ੝をکいられると感じることなくࣙ൅的にखりૌ΋༪༡が生
まれます。 
༙ঊϚランティアに対する೟எがॉ෾に߁がっていないことから、交流・支援を࢟める࣎

にॉ෾なઈ໎とಋ意のघ続きが重要となります。 
っているૌ৭では、たとえば๜໲ߨ൭を҈定させるために、੷極的な営業活動をخ的ࡃܨ

ղޤ事業所ではघの回らないղޤฯݧ外γーϑスを੧けෝうことを営業し、成ޯしていま
した。このように若い世代（学生等）が社会貢献をϑジネスとしてఴ開させるためには、ܨ
営について学΁こと、先駆者や地域の実業Պに૮஌をすることなどがߨわれていました。 

 
〇困ったときにサポートしてくれる人材・組織を増やす 
若い世代（学生等）だけで活動を継続・൅ఴさせることはࠖೋで、できるだけ多くの人々

やૌ৭にݡगられ、૮஌できるڧ؂を確ฯします。若い世代（学生等）のู集だけでなく、
高齢者とそのՊଔ、また支援してくれる多༹な人ࡒやૌ৭に向けて、対েの特੓にあわせて
SNS を࢘い෾け、൅৶します。支援してくれる方々がໃཀྵなくྙڢできることをお願いす
ることで、ྙڢいただくો地を੖えておくとྒྷいでしΒう。 

 

〇失敗を恐れすぎない 
社会ݩܨが少ない若い世代（学生等）のேકですから、ࣨഌは෈可ඈともいえます。先駆

的事例の΢ンタϑューでh 大きなࣨഌを回ඈしながらも小さなࣨഌを܃りศして、よりྒྷい
価値やγーϑスに近Ͱこうと常に౔ྙし続けること （ɦ先駆的事例集 p74）という一言がһ
ে的でした。 
ࣨഌは成ޯの฾、ࣨഌをॉ෾に෾ੵし、よりྒྷい活動へとつなげていきましΒうʄ 
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生活支援コーディネーター、社会ෳ٠ڢࢳ会等の৚報 

 
ղޤ༩๹・日常生活支援૱合事業がわかるࣁྋ 

૱合事業（ղޤ༩๹・日常生活支援૱合事業） 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000192992.html 
 
生活支援コーディネーターのༀׄがわかるࣁྋ 

生活支援コーディネーター(地域支え合い推進員)にܐる中ԟ研रテキスト 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000084710.html 
 
社会ෳ٠ڢࢳ会（社ڢ）がわかるࣁྋ 

https://www.shakyo.or.jp/index.html 
 
高齢者の交流・生活支援のखりૌΊを進める上では、ۢࢤௌଞ社会ෳ٠ڢࢳ会（ۢࢤௌ

ଞ社ڢ）が、最もਐ近な૮஌の場となります。活動ڎ点の࣑ࣙ体の社ڢに૮஌しましΒ
う。 
地域のϚランティアとྙڢし、高齢者や্֒者、子үて中の਎子がܲـに集えるʰγロ

ン活動ʱを進めているほか、社ڢのϚランティアセンターではϚランティア活動に関する
૮஌や活動先の়ղ、また、小中高ߏにおけるෳࢳ教үの支援等、地域のෳࢳ活動のڎ点
としてのༀׄをՎたしています。社会ෳ٠ڢࢳ会は、地域のさまざまな社会ݱࣁとのネッ
トϭークを༙しており、多くの人;ととのڢಉを通じて地域の最઴તで活動しています。
(全国社会ෳ٠ڢࢳ会ホームϘージより) 
 
 
おわりに 
 
このマニュアルは、ྫ࿪ 4 年度 厚生࿓ಉ঴࿟人ฯ健事業推進ඇ等ึ助ۜ ࿟人ฯ健健康ଁ
進等事業 ʰ若い世代（学生等）による高齢者の生活支援に関する௒ࠬ研究事業ʱにおい
て作成されたものです。作成にあたり、可能なݸり൜༽Կ・一ൢԿを໪指しました。 
マニュアルのご活༽に際しては、すでに地域でߑ஛されているネットϭークや、活動して
いる人的ݱࣁ等との連携をはかり、ご活༽いただければ幸いです。 
 

(事業担当者の一人としてʁ੒໾野あや子） 
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あとがき  ・・・国際的なϗストセラーからΊた世代間交流と、高齢者支援 
 
国際的には世代間交流と高齢者支援の໲題に、近年、大きな関心がرせられている。๞題

で｢幸せなひとりぼっち｣は、スΦーデンの作Պフレデリック・バックマンの作඾であるが、
฾国でϗストセラーとなるとともに、2015年にはӫժԿされて興ߨ的に成ޯした 1。ӫժは
਼々の国のৈを֭得したが、米国でこのほどトム・ハンクスが、Ίͥからӫժ監督、主ԍഈ
༑となりこの෼ޢをもとに৿たにӫժをリリースして࿫題となっている。 
その内容は、まさに高齢者໲題と世代間交流の෼ޢといってよい。たとえば、主人公の高

齢者の஋੓（実際は 59 からたたきڋが、ΰ΢であることをΩϝングアΤトした日にे（ࡂ
出された若者をـ、 ৒りしないままࣙ୒でॕഩさせる場໚がある。ཎ௉、஋੓はいつものよ
うに、௉ ࣎5 30 ෾に近ྣのݡ回りを࢟める。 
ʰ一ॻにߨってもいいですか そɦこにഩめてもらった஋の子が加わる。そこにさらに、ジョ
άングしていた若者が加わっていつもとҡなるチームでのݡ回りが࢟まる。 
ʰいつもこんな࣎間にًきるかʃʱ 
ʰまさか、でしΒ。まだ৺てないだけだよʄʱ 
コϝΩルに෼ޢが進ߨしていく。෼ޢは、高齢者（ਜ਼確には高齢者༩ඍ܋）、若い世代、子
үて世代、外国人、LGBTといったഐܢのある人々のかかわりの中でఴ開していく。 
この෼ޢをಣ΋と、あるいはӫժをݡると、世の中には、h 高齢者ʱとʰこれから高齢者に
なる者ʱの 2 झྪの人々からなることを意識せざるを得ない。59 の஋੓ڋでࣨ業したಢࡂ
の΀るまいは、高齢者に典ܗ的にΊられる、あるいは෕ษ的にΊられる特௅をݡ事にන現し
ている。すると 59 ”܋というඏຽな年齢が、高齢者でないಣ者にも、ࣙਐが“高齢者༩ඍࡂ
であり、まさに当事者であることを思いًこさせる。この小ઈは世ֆ 30か国でϗストセラ
ーとなり、スΤΦーデンではӫժがಋ࣎期に公開されたスターΤΧーθのh フΧースのְ੩ʱ
をӿえて೘場者を得て興ߨ的に成ޯしている 2。さらに、今回、トム・ハンクス主ԍでӫժ
が作成されたということで国際社会の高齢者支援、世代間交流に対する関心の高さに೴得
できる。 
しかし、わが国では現࣎点では、こうした小ઈのଚࡑや、ӫժのϐットのয়ڱなどについ

て高齢者ෳࢳや地域ใׇίアの関ܐ者の間でさえもあまり関心は高くないように思われる。 
2022 年 9 ݆に開催された第 13 回日本世代間交流学会での Peter J Whitehouse 教授との࣯
ٛのやりとりの中で、｢社会の高齢Կが国際的にも進ఴする中で、日本はそのトップランψ
ーを担っているはͥである。が、世代間交流への社会的関心やखりૌΊはॉ෾といえるであ
Θうか｣という໲いかけがあった。教授はこのようなয়ڱでの日本の貢献を期待していると
いうメッセージを൅していた。米国では Generations United 3がૌ৭として活動しており、
世代間交流のプロジΥクトをߨっている。ϦーロッϏでも、たとえばフランスでは、本௒ࠬ
事業でもखり上げた京都λリデールの本Պであるλリデールに代නされるҡ世代ಋڋシス
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テムが定着して継続されている。こうした国際的な動向について、特に日本世代間交流学会
の会長の草野篤子氏には、また副会長の東京都健康長寿医療センター研究所 研究部長の
藤原桂典氏には、重要なご示唆を頂戴した。事業を通じて、常に、世代間交流への関心につ
いて欧米とわが国との間の“温度差”を痛感した。日本世代間交流学会第 14 回全国大会 大
会は、京都橘大学で主催することになった（大会長 小川敬之）。今後ともご指導をお願い
したい。 
本研究は、こうした中でチャレンジされたものであり、現実には、極めて萌芽的段階にあ

る。本事業で課題とされた｢どの地域でも実践可能な若い世代の参加を促進する“生活支援マ
ニュアル案”を中核としたプログラムを作成する。｣という課題は、今から考えても的を得た
内容である。社会実装を考慮すると現実は、本事業は荒野の中に杭を 1 つ立てたという段
階かもしれない。たとえば、生活支援コーディネーターからは、たとえば、｢どの地域でも｣
という課題を考慮した場合、大学との連携を探るために、各大学の地域連携セクションとの
窓口連絡先がほしいという具体的な要望があった。本事業では、単年度、短期間の事業であ
り、全国の各大学の窓口の一覧を作成することはできなかった。しかし、今後、そのような
リストの作成は大学にとっても大学に求められる社会貢献や地域連携を意識する機会にな
ることが期待される。また、このようなリストの公開は、実は、活動的な高齢者の運営する
NPOなどの団体からも、求められていることであり、これにより世代間交流が｢どの地域で
も｣推進されることが期待される。本事業がきっかけとなり、今後、わが国においても、若
い世代（学生等）による高齢者の生活支援と世代間交流に対する関心が高まることを願って
やまない。ただし、一方、最終の検討委員会で、報告書の内容がやや若い世代に偏っており、
高齢者側からの視点がもう少し彫り込んだものであってもよかったのではないかという指
摘が外部委員からあった。確かに、たとえば高齢者の generativity といった、未来に向けて
の価値や願いを次世代に継承したいといった高齢者のもつ思いについても焦点をあてるべ
きだったかもしれない。なお、外部委員の桃山学院大学の梅谷進康教授からはこの事業のメ
ンター的な立場でご支援を頂戴した。深謝したい。この事業は先駆的事例集、マニュアル含
めて多くの方々のご支援が結集したものである。なお、近畿厚生局には、事業の立ち上げか
ら事業のまとめまで、さまざまな助言を頂戴した。御礼申し上げたい。最後に、この事業が
なんとか推進できたのは、京都橘大学の学術振興課の支えがあってこそであることを申し
添えたい。 

 
1）フレドリック・バックマン, 坂本あおい訳 EN MAN SOM HETER OVE （幸せなひと
りぼっち） 早川書房 2016 
2）DVD 監督・脚本 ハンネス・ホルム 幸せなひとりぼっち, ポニーキャニオン 
3) Generation United  https://www.gu.org/ 

本事業の担当者の一人として平出敦 
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